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第１分野 運営と自己改革 

１－１ 法曹像の周知 

 

（評価基準）養成しようとする法曹像が明確であり、関係者等に周知されている

こと。 

 

１ 現状 

（１）養成しようとする法曹像 

中央大学（以下「本学」という。）の歴史は、1885年に増島六一郎をはじめと

する 18 名の少壮法律家が創設した「英吉利（イギリス）法律学校」に始まる。

英吉利法律学校設置時の広告には、「實地應用ノ素ヲ養フ」という建学の精神が

示されており、そこには、法の叡智を学び、これを社会に生起する具体的事件の

解決のために用いて、人々に奉仕する修練の体得こそが肝要とする精神の原点

を見てとることができる。この「実学の精神」は今日まで脈々と受け継がれ、本

学は、130年を超える歴史の中で数多くの人材を法曹界に輩出してきた。 

中央大学法科大学院（以下「本法科大学院」という。）は、こうした本学の伝

統と実績を継承し、今後とも実学の精神を貫くべく、次の４つを「教育理念」と

して創設された。 

 

① 市井にあまねく法律サービスをいきわたらせるため、市民が必要としてい

る身近なホームドクター的な法曹を養成する。そのため、ホームドクター的な法

曹に期待される、市民の日常生活に関わる法分野における幅広い法律知識、問題

解決能力を養うとともに、豊かな人間性及び高い倫理観を涵養する。 

② 高度化・多様化した現代社会のニーズに応える専門法曹を養成する。かかる

法曹に必要とされる、国際ビジネス法、知的財産法、企業倒産法、先端技術関係

法、国際関係法、公共政策決定、組織犯罪規制などの専門的な法分野における新

しい知識、分析能力及び問題解決能力を涵養する。 

③ 日常的な法分野においても、先端的・専門的な法分野においても、高度の法

理論教育を重視しつつ、法律実務に即した実践的教育を十分に行うものとし、そ

れを通じて実務を批判的に検討し発展させる創造的思考力をもつ法曹を養成す

る。 

④ 国民のニーズに十分応え得るレベルにまでわが国の法曹を質的・量的に拡

充するため、前述のような優れた資質を備えた法曹を多数輩出するよう努力す

る。法曹輩出の伝統を有する本学にとって、このような司法制度改革の目標達成

に貢献することは社会的使命でもある。 

 

このように本法科大学院においては、養成する法曹像として、幅広い法律知識

と問題解決能力を有し、豊かな人間性と高い倫理観を備えることで、高度化・多

様化した現代社会のニーズに応え得る法曹を掲げている。 

この４つの教育理念に基づき、本法科大学院は、その「養成する法曹像」のモ

デルを６つ提示している。すなわち、①市民生活密着型ホーム・ローヤー、②ビ

ジネス・ローヤー、③渉外・国際関係法ローヤー、④先端科学技術ローヤー、⑤

公共政策ローヤー、⑥刑事法ローヤーである。 

養成する法曹像として具体的なモデルを提示することは、個々の学生がより
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明確な目的意識を形成し、自主自律的に学修する契機として機能している。そし

て、本法科大学院においては、様々な取り組みを通じて個々の学生の目標実現に

向けて強力なサポートを展開している。 

    

（２）法曹像の周知 

設置認可申請書 1において示した前述の「教育理念」「養成する法曹像」は、

「CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK」（以下本文中は、「ガイドブック」という。）に

毎年掲載して学内外に配布しているほか、本法科大学院 Web サイトにも掲載し

ており、これらの方法を通じて、在学生、教職員、入学志願者、その他への周知

を図っている 2、3、4。 

また、本法科大学院 Webサイト、ガイドブック及び履修要項において、これら

の法曹像に即した６つの科目履修プラン（以下、「履修モデル」という。）を掲載

している 5、6。ガイドブックでは、６つの法曹像それぞれの分野で活躍している

修了生法曹を紹介し、養成する人材像を具体的にイメージできるようにすると

ともに、志願者自身のキャリア意識を高めることも企図している。加えて、３つ

のポリシー（アドミッション、カリキュラム及びディプロマの各ポリシー）にお

けるディプロマ・ポリシーでも、養成する人材像として、これらの法曹像を明記

し、本法科大学院 Webサイト及び履修要項に掲載し、周知を図っている 7、8。 

さらに、本学のロゴマークを基礎として、いわゆる六法（Constitution、Civil 

law、Criminal law、Commercial law、Civil procedure、Criminal procedure）

の英語頭文字でもあるＣを６つ組み合わせて本法科大学院のロゴマークが考案

された。これは、本学の新しい歩みと六法（法の支配）の広がり、本法科大学院

が養成をめざす６つの法曹像を重ねてイメージしたものであり、以来、このマー

クをシンボルとして学内外に発信することで、「養成する法曹像」の周知を図っ

ている。 

 

ア 教員への周知、理解 

教員（専任や兼担、兼任を含む）・事務職員等に対しては、毎年度発行される

ガイドブック、履修要項及びＦＤ研究集会等によって周知、理解を図っている。 

 

イ 学生への周知、理解 

学生に対しては、履修要項にて周知を図るとともに、年度初めのオリエンテー

ション、キャリアガイダンスにおいて、その都度６つの法曹像を示しているだけ

でなく、実務家講演会等においては、特定の領域に偏することなく多様な法曹を

招いてこれを実施することにより、「養成する法曹像」についての理解を促進し

ている。また、履修要項には、６つの法曹像に即した履修モデルを掲載している。
                                                   
1【A101】「中央大学法科大学院の設置の趣旨及び特に設置を必要とする理由」『中央大学大学院法務研究
科（法科大学院）設置認可申請書』 pp.1-3 
2【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 p.1,5 
3【A102】本法科大学院 Webサイト「中央大学法科大学院とは」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/outline/about/ 
4【A103】本法科大学院 Webサイト「養成する法曹像」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/outline/cultivation/ 
5【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 pp.16-17 
6履修要項 2018 pp.8-13,22-27 
7【A104】本法科大学院 Webサイト「学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/outline/policy/ 
8【A04】履修要項 2018 pp.(1)-(4) 
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さらに、ロゴマークを本法科大学院内に掲示することによっても、日常的に理解

の促進を図っている。とりわけ、各学生自習室のドアや掲示板に６つの法曹像を

掲示していることから、通学する日は、ほぼ毎日、視覚的に擦り込まれている状

況である。 

加えて、本法科大学院においては、裁判所、検察庁からの派遣教員を中心に、

教員のイニシアティブのもと、裁判所、検察庁、証券取引等監視委員会、公正取

引委員会等への見学会を開催しており、このことも６つの法曹像について具体

的なイメージを想起させるものとなっている。 

このほか、入学者選抜における特別入試枠で入学した学生に対しては、入学後

に別途ガイダンスを実施し、それぞれの枠に即した履修指導を行っており、また

進級時ごとに各特別入試枠の担当教員と面談を行っている。特別入試枠（詳細に

ついては、「第２分野２－１」を参照。）は、６つの法曹像に基づく多様性の確保

を企図した入試制度として設けたものであり、一般法曹枠の学生以上に将来の

法曹像について意識・理解させるよう努めている。 

 

ウ 社会への周知 

入学志願者を含む社会全体に対しては、各種広告、ガイドブック（無料配布）

及び本法科大学院 Web サイトにて周知を図っている。また、ガイドブック及び

本法科大学院 Web サイトでは、多様な方面で活躍する修了生法曹に対するイン

タビューのほか 9、10、６つの法曹像に即した履修モデルも掲載している。なお、

ロゴマークは名刺に印字されており、教職員が利用しているだけでなく、在学生

や就職活動等においては修了生も活用している。 

一方、本法科大学院への入学を検討している者に対しては、これらの方法に加

え、本法科大学院又は外部機関主催の入学説明会において周知を図り、また入学

者選抜合格後については、入学申込手続を行った入学予定者に対して、入学前説

明会を開催して周知を図るとともに、入学直後のオリエンテーション時に実施

している「新入生アンケート」により、その認知度を把握している 11。 

このように、本法科大学院では、教育理念において示す養成する法曹像につい

て、６つの法曹像という具体的なモデルを提示し、それぞれに対応する多様な展

開・先端科目を豊富に設置するなど、入学後のミスマッチを極力なくす諸方策を

講じている。その結果、2018 年度入学者においては、本法科大学院への入学に

満足している者の割合が 87.6％と、高い数値を示している 12。 

 

（３）特に力を入れている取り組み 

６つの法曹像を踏まえ、多様な進路選択を意識させる方策として、例えばオリ

エンテーション期間に学年ごとのキャリアガイダンスを行い、法科大学院のキ

ャリア支援に特化した専属のキャリア・コンサルタントから、それぞれの時期に

応じたキャリア支援及び就職活動の説明を行っているほか、正規科目（「政策形

成と法」、「４群特講Ⅱ＠企業内法務の実務」等）、各種セミナー、講演会及び「ラ

ンチ＆トーク（参加者が各自で用意した昼食をとりつつ、タイムリーかつ専門性

                                                   
9【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 pp.6-11 
10【A105】本法科大学院 Webサイト「OB・OG法曹から(インタビュー映像)」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/voice/voice02/ 
11【A106】2018年度法科大学院新入生アンケート実施報告書 
12【A107】2018年度法科大学院新入生アンケート実施報告書 
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の高い内容の短時間の講演を聴き、講演後に質疑応答のセッションを行う「昼食

持ち寄りの懇話会」）」などの企画を通じて、本法科大学院修了後における進路

の多様性を伝えることで、６つの法曹像の理解に努めている。 

修了生の実際の進路先としては、裁判官、検察官、法律事務所弁護士（司法過

疎地の弁護士等特徴的なものも含む）、国家公務員、企業法務部など多様であり、

一定の成果をあげている。 

 

（４）その他 

本法科大学院を修了し、多様な方面で活躍する修了生法曹に対するインタビ

ュー動画を本法科大学院 Web サイトに掲載しているほか、本学の附属学校（中

学校、高等学校）が実施する法教育や模擬裁判等への協力並びに全国各地の高等

学校からの「模擬講義」における講師派遣依頼（2017 年度は５件）への要望に

応じること等を通じて、本法科大学院の理念・目的を社会に浸透させるための活

動を積極的に展開している。 

さらに、本学公式 Webサイト「Chuo Online」（読売新聞「YOMIURI ONLINE」と

連動）においても、本法科大学院教員をはじめ、多様な方面で活躍する修了生法

曹からの寄稿記事を紹介し 13、理念・目的の周知に努めている。 

 

２ 点検・評価 

本法科大学院の「教育理念」及び「養成する法曹像」は、法科大学院の制度設

計の過程における各種の議論や外国における法曹養成制度の状況を十分に参酌

しつつ、本学の伝統を踏まえて設定された明確なものである。それは、一定数以

上の学生を擁する法科大学院にふさわしい総合性と専門性をあわせもつ適切な

内容になっており、また、理論教育と実務教育をともに重視し両者を架橋する姿

勢に立脚するものである。 

このような教育目標に対応し、カリキュラムでも、法律基本科目の充実（61単

位必修）、実務基礎科目の最大限の重視（10 単位必修）、基礎法学・外国法・隣

接科目の充実（６単位必修）、展開・先端科目の多様性の確保（17単位必修）等

について配慮するとともに、ガイドブック、本法科大学院 Web サイト及び履修

要項において、６つの法曹像ごとの「履修モデル」を提示し、学生が各自のめざ

す法曹像を明確化することで、これに即した履修を自律的に進めることを促進

している。 

「養成する法曹像」の周知状況に関して、学内に対しては、ガイドブック、本

法科大学院 Web サイト、履修要項及び全学生が利用する各学生自習室のドアへ

の掲示等を通じて、専任教職員、非常勤教員及び学生もその内容を十分に認識し

ている。そのため、入学後に、自分の志望する法曹像とのミスマッチを訴える学

生はいない。 

対外的には、入学志願者を含む社会全体に対しては、各種広告、無料配布のガ

イドブック及び本法科大学院 Web サイト等で周知を図っている。また、本法科

大学院への入学を検討している者に対しては、本法科大学院又は外部機関が主

催する入学説明会において、さらに入学予定者に対しては入学前説明会におい

て、それぞれ周知を図っている。なお、ガイドブックについては、当該情報への

                                                   
13【A108】Chuo Online http://www.yomiuri.co.jp/adv/chuo/ 
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アクセスが容易となるよう、本法科大学院 Web サイトにデジタルパンフレット

を掲載している。 

これらの工夫によって、本法科大学院の「養成する法曹像」は、本法科大学院

の関係者等に周知・理解されていると考える。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

開校以来 10余年を経て、法曹養成制度や法科大学院を取り巻く状況も変化し

ていること等に鑑み、本法科大学院では、2018 年度以降、養成する法曹像に修

正を加える必要の有無について、研究科長をはじめとする執行部（研究科長、研

究科長補佐３名の合計４名）が中心となって検討する予定である。 

あわせて、今後の法曹志望者及び法科大学院進学希望者の動向に応対して、広

報活動はもとより、日々の活動の中で今後も地道に周知徹底を図ることが必要

である。法曹となることの意義及び本法科大学院における教育内容を学部学生

や高校生等に対して積極的に伝えることや、社会の「法化」を実現するために、

法曹の職域の拡大を通じて、本法科大学院修了生が将来の多様な進路を目指す

ことができるよう、学修指導、キャリア支援及び動機付けの機会（多様な実務家

による講演会等）をより一層充実させることなどを推進していく予定である。 
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１－２ 特徴の追求 

 

（評価基準）特徴を追求する取り組みが適切になされていること。 

 

１ 現状  

（１）本法科大学院の特徴 

本学の建学の精神である「實地應用ノ素ヲ養フ」を体現するものとして創設さ

れた本法科大学院には、以下の３つの特徴がある。 

 第１の特徴は、「個性と多様性の尊重」である。本学は、増島六一郎をはじめ

とする 18名の少壮法律家によって創立された英吉利法律学校以来、東京法学院、

東京法学院大学を経て、今日の中央大学にまで至るまで、多様な人材を積極的に

受け入れて発展してきたという歴史を有する。多様な背景をもつ学生たちが互

いの個性を尊重しつつ学びあい、高めあうことは、本学創立以来のＤＮＡであり、

本法科大学院はこれをしっかりと受け継いでいる。 

 第２の特徴は、「ハートフル・メソッドによる質の高い法曹教育」である。本

法科大学院では、教育活動における特色を表すキーワードとして「ハートフル・

メソッド」という表現を用いている。ここでいうハートフル・メソッドとは、個々

の学生の多様な個性を尊重しつつ、法曹として求められる高いスキル・マインド

と豊かな人間性を涵養するために、本法科大学院が展開する教育活動並びにき

め細かな学修支援のことである。これらは、本学の学風である「質実剛健」「家

族的情味」を、現代において体現する特徴といえる。 

 第３の特徴は、「伝統に基づく強力な法曹ネットワーク」である。本学ＯＢ・

ＯＧ法曹による強力なネットワークは、ハートフル・メソッドの１要素として掲

げている事項であるが、本法科大学院の教育活動を強力に支え、各種の取り組み

を特徴づけているものであることから、単独の特徴として掲げるものである。 

 

（２）特徴を追求・徹底するための取り組み 

 上記（１）に掲げた特徴を追求するために、以下の取り組みや工夫を行ってい

る。 

 

ア 個性と多様性の尊重 

①学生の受け入れにおける取り組み（多様な学生の受け入れ） 

 多様な学生の確保については、法学未修者の入学者選抜において、他学部出身

者又は社会人が入学者の一定程度を占めるように努めるとの入学者選抜方針を

立て（アドミッション・ポリシーを参照）、さらに、地域法曹、女性法曹及び国

際法曹の特別入試枠を設け、多様性の拡大を図っている（詳細については「第２

分野」を参照）。また、多様な背景をもつ学生の積極的な受け入れにつなげるべ

く、高等学校や地方の大学、女子大学等への訪問をはじめとする学生募集活動に

も力を入れている。 

 

②教育活動における取り組み 

多様なリーガル・キャリアの形成に向け、教育課程においても様々な工夫を行

っている。主に展開・先端科目において、様々な分野のリーガル・スペシャリス

トの養成に必要な科目を豊富に開設している。ガイドブック、本法科大学院 Web
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サイト及び履修要項には６つの法曹像それぞれに対応する履修モデルを提示し、

各自のめざす法曹像に即した履修の仕方をより理解しやすくしている。加えて、

「リーガル・クリニック」の授業においては、この６つの法曹像に対応した実践

的な授業を提供している。 

展開・先端科目についても、その教育課程において、多彩な科目を展開してい

る。各分野の法律科目だけでなく、複数の分野を横断した科目、企業活動を対象

にファイナンスや税務の知識を涵養する科目、より高度な研究を希望するニー

ズに対応した科目等を豊富に設置し、学生の多様なリーガル・キャリアに応じた

履修が可能となっている。 
その中でも、「４群特講（地域と法）」は複数の地方大学との連携により実施す

る特徴的な科目である（詳細については、「第６分野６－１－２（２）」参照。）。

この科目では、それぞれの地域固有の法的課題を取り上げたテーマを扱う授業

を、ＩＣＴを活用した遠隔授業にて実施しており、学内外から高い評価を得てい

ると同時に、地方で活躍する法曹養成にも寄与している。 
このほか、法曹リカレント教育も本法科大学院の重要な社会的使命と考え、一

般財団法人新日本法規財団から経済的支援を得て、税務等に関する短期セミナ

ーを実施し、前述のＩＣＴを活用した遠隔授業システムを通じてその内容を連

携する地方大学にも配信する取り組みを行っている 14。これも、多様な教育スタ

ッフを有する本法科大学院ならではの特徴であり、強みでもある。 
 

③多様なリーガル・キャリア  

就職支援にあたっては、本法科大学院専用の就職支援窓口を設けて専属スタ

ッフ（キャリア・コンサルタント）を配置し、本法科大学院修了生向けの求人開

拓及び本法科大学院修了生（及び在学生）への求人情報の提供を行うほか、多様

な進路（裁判官、検察官、弁護士、国家公務員及び企業法務部）に即したセミナ

ーや講演会、法科大学院修了生（及び在学生）向け採用説明会等を企画・開催し、

社会の各方面で活躍する多様な法曹の輩出に注力している。 
 
イ ハートフル・メソッドによる質の高い法曹教育 

① 充実したカリキュラムと高い教育力 

質の高い法曹教育は、教育研究に十分な実績をもつ研究者教員（43 名）に加

え、実務をリードする実務家教員（16名）及び兼担・兼任教員（80 名）の合計

139名によって提供されており、開講されている科目数は、236にのぼる。 

カリキュラムは、「基礎から応用へ」という積み上げ方式を重視しつつ、理論

と実務の架橋にも十分配慮した構成となっている。とりわけ、全国各地において

多方面で活躍する本学ＯＢ・ＯＧ法曹の協力を得て全国の法律事務所、企業法務

部等で行われる３週間の「エクスターンシップ」は、生きた法律学を学ぶよい機

会となっており、量的にも極めて充実している。 

また、教育活動の展開にあたっては、法科大学院全体としての取り組みはもと

より、科目単位や分野単位のＦＤ活動を積極的に展開し、教育内容や授業方法の

組織的な改善・向上に努めている（詳細については、「第４分野」参照。）。した

がって、本法科大学院における授業内容は、質・量ともに全国最高レベルのもの

であるといえる。 

                                                   
14【A109】〈新日本法規財団寄付講座〉CLS法曹リカレント・無料セミナーのご案内 
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② 万全の学修支援 

本法科大学院では、専任教員によるクラス・アドバイザー制度をはじめ、実務

講師によるフォローアップ演習の実施やクラス・サポーター制度の導入に加え、

学修成果分析会を通じた個々の学生の状況把握と指導への活用等、入学定員 200

名の大規模ロースクールにもかかわらず、個々の学生に正面から向き合った、き

め細かな学修支援を行っている（詳細については、「第５分野」～「第７分野」

を参照。）。このような学生と教員・実務講師との関係性の結果、法曹として不可

欠なマインドである豊かな人間性と高い倫理感の涵養につながっている。 

 

ウ 伝統に基づく強力な法曹ネットワーク 

中央大学は、130年を超える歴史の中で、数多くの法曹を輩出してきた伝統を

有する。これを背景に、本学出身の法曹から組織されたＯＢ・ＯＧ組織である「中

央大学法曹会」は、全国に 5,000名を超える会員を擁し、本法科大学院における

実務基礎科目や展開・先端科目の担当教員（兼任教員）の派遣、本法科大学院学

生のエクスターンシップの受け入れ、成績優秀者への奨学金（法曹会奨学金）の

原資提供など、物心両面から学生に対する様々な支援を行うことで、本法科大学

院における教育活動を強力に支えている。 

また、本法科大学院を修了した若手弁護士を「実務講師」として多数招聘して

おり、フォローアップ演習の実施やクラス・サポーターとしての活動等、身近な

先輩としての立場から日々の学修支援を行う体制を構築している（詳細につい

ては、「第６分野」及び「第７分野」を参照。）。 

 

（３）取り組みの効果の検証 

 これらの取り組みの効果の検証については、関連委員会（入試・広報委員会、

教務委員会、ＦＤ委員会、カリキュラム・進級制度検討委員会など）が担当し、

その検証結果は、本法科大学院の執行部会議（研究科長及び研究科長補佐により

構成）、運営委員会（執行部及び教授会が互選する者により構成）を経て、教授

会に報告され、種々の改善・改革へとフィードバックされている。 

 これに加え、本法科大学院においては、毎年度、自己点検評価委員会が取り纏

めた自己点検評価報告書の内容について、外部の有識者によって構成されるア

ドバイザリーボードの意見を徴することを通じて、本法科大学院の活動全般を

毎年検証する仕組みを備えている（詳細については、「第１分野１－３」を参照。）。    

 

（４）特に力を入れている取り組み 

 ＩＣＴを活用した遠隔授業の実施については、学生の多様なリーガル・キャリ

アの展開という点においても、また、地方大学・法科大学院との連携による充実

した教育内容の提供という点においても有効な取り組みであり、本法科大学院

全体で推進している。 

 また、学修支援として、昼休みに開催している「ランチ＆トーク」15のほか、

各方面で活躍する弁護士、検察官又は裁判官による講演会及び官公庁見学会な

どを開催・実施し、これらを通じて、学生の学修意欲喚起や学修内容と実務との

                                                   
15【A110】本法科大学院 Webサイト「講演会」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/assist_system/lecture/ 
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関わりを意識させる取り組みを展開している。 

 

（５）その他 

 これらの特徴に基づく諸活動は、充実した教育環境によって支えられている。 

市ヶ谷キャンパスには本法科大学院以外の教育研究組織が所在していないこ

とから、法科大学院の教育活動、学生生活に特化した環境整備を行い、アメニテ

ィの充実に努めている。その具体的なものとして、裁判員裁判に対応した法廷教

室の設置、学生各人に対する専用自習席とロッカーの提供、必要とされる文献等

がそろえられたローライブラリー、授業で使用するレジュメ等を準備するため

のＰＣ自習室（印刷は無料で枚数制限なし）、自主ゼミを行うためのゼミ室、保

健センター、談話コーナー、食堂、書籍売場を有する生活協同組合店舗等の設置

を挙げることができる。また、設備面だけでなく、事務組織として設置されてい

る法科大学院事務課は、学生に対しては履修や学籍・成績管理、入学者選抜、奨

学金やキャリア支援、修了生組織の窓口等の学修・学生生活全般に係る支援を行

い、また、教員に対しては授業実施、研究科としての管理運営、研究支援等、幅

広い分野の支援をワンストップで担っており、本法科大学院の特徴の伸長・追求

にあたり、きわめて有効に機能している。 

 このほかの特徴的な取り組みとして、市ヶ谷キャンパスでは、教員による自主

的な読書会、研究会等が多数開催され、学生の参加も推奨されている。これらの

多くは小規模なものであり、参加した教員・学生相互がきわめて近い距離で議論

を展開する場となっていることから、インフォーマルなものではあるが、ハート

フル・メソッドを構成する重要な要素のひとつとなっている。 

 

２ 点検・評価 

 本法科大学院は、①個性と多様性の尊重、②ハートフル・メソッドによる質の

高い法曹教育、③伝統に基づく強力な法曹ネットワークという３つを特徴とし

て掲げており、それぞれの特徴の追求に向けた取り組みをそれぞれの活動を所

管する委員会を中心に組織的に展開している。これらの特徴は、いずれも、英吉

利法律学校以来の長い歴史と伝統に裏付けされたものであり、法曹に求められ

るマインド・スキルの涵養、本法科大学院の掲げる６つの法曹像にかなった人材

養成において、大きな成果を上げてきた。 

 取り組みの内容やその成果については、それぞれの活動を所管する委員会に

おいて不断に検証し、さらなる改善・充実に努めている。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

 特徴の追求に向けた取り組みについては、学生の受け入れ、教育活動、キャリ

ア支援等、本法科大学院における諸活動全般と密接な関わりを有している。取り

組みの成果については、学生に係るデータ等をもとに絶えず検証を行い、充実を

図っていくほか、本法科大学院 Web サイト等を通じてより積極的に発信してい

く。 

 他方、全国的な法曹志願者減少の影響を受け、本法科大学院においても入学定
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員を開設当初の 300 人から段階を経て、現在の 200 人に減員している。このこ

とは、多様な背景をもつ学生の受け入れや、豊富かつ多彩な開講科目の維持とい

った観点においては困難な部分も有しているが、学生ひとりひとりと正面から

向き合い、きめ細かな教育・支援を追求できる機会であるとも認識している。 
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１－３ 自己改革 

 

（評価基準）自己改革を目的とした組織・体制が、適切に整備され機能している

こと。 

（注） 

① 「自己改革」とは、当該法科大学院における法曹養成教育の状況等（入

学者選抜及び修了認定等に関する事項を含む。）を不断に検証し、検証

結果等を踏まえて、法科大学院の社会的使命のより効果的な達成に向

け諸要素を改善していくことをいう。自己点検・評価活動（学校教育法

第 109条第 1項）は本評価基準の評価対象とする。また、教育内容・教

育方法の改善に向けた組織的活動（ＦＤ活動）に関する事項はすべて評

価基準４－１の評価対象とする。 

② 「組織・体制」とは、法科大学院の自己改革活動を目的として設定さ

れた組織や、自己改革に恒常的に取り組むためにとられた体制をいい、

公開された情報に対する評価や改善提案に適切に対応する体制及び修

了者の進路を適切に把握してその結果を教育の改善に活用する取り組

みも含まれる。 

 

１ 現状 

（１）組織・体制の整備 

 本法科大学院では、法曹養成教育の状況等を検証し、その検証結果を踏まえ、

その社会的使命を果たすべく、研究科の内部において点検及び自己改革を行う

組織と外部から意見を聞く組織とを設けている。 

 まず、本法科大学院では、中央大学専門職大学院学則 16（以下、「学則」とい

う。）第６条第１項に基づき、弛まぬ自己改革を目的として、教授会の下に自己

点検評価委員会を設けている 17。また、その他にも、自己改革を目的として設定

され、恒常的にこれに取り組む組織として、ＦＤ委員会、入試・広報委員会、教

務委員会、カリキュラム・進級制度検討委員会及び人事計画委員会等の常設委員

会があり 18、そこでの検討結果は最終的に教授会に上程されることで有機的に連

携し、必要があれば関係部署にフィードバックし、改善・改革に努めている。こ

のうち、自己点検評価委員会は、2018 年５月１日現在、専任教員９名により構

成され（公法系２名、民事系３名、刑事系１名、実務系１名、基礎法学・外国法・

隣接系１名、展開・先端系１名。うち、研究者教員８名、実務家教員１名)、本

法科大学院における①運営と自己改革、②入学者選抜、③教育体制、④教育内容・

教育方法の改善に向けた組織的取り組み、⑤カリキュラム、⑥授業、⑦学習環境

及び人的支援体制、⑧成績評価・修了判定、⑨法曹に必要なマインド・スキルの

養成などに関する点検・評価を毎年行い、その内容を教授会に報告して、関連す

る各種委員会（執行機関）の活動の発展・改善を促すとともに、点検・評価の結

果を「自己点検評価報告書」として取り纏める役割を担うものである。 

 また、本法科大学院は、学則第７条に基づき、「法科大学院アドバイザリーボ

ード」を設置して、毎年、このアドバイザリーボードに自己点検評価報告書を提

                                                   
16【A05】中央大学法科大学院内規集№1 中央大学専門職大学院学則 
17【A05】中央大学法科大学院内規集№62法務研究科常設委員会に関する内規 
18【A05】中央大学法科大学院内規集№62法務研究科常設委員会に関する内規 
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出し、その評価と助言を受けている 19。アドバイザリーボードは、外部の有識者

５名(弁護士３名、公認会計士１名及び企業関係者１名)によって構成され、本法

科大学院の自己点検評価報告書及びその他必要資料をチェックし、本法科大学

院の教育・運営全般について、改善のための忌憚のない意見や助言を提供するこ

とをその役割とするものである。本法科大学院は、このアドバイザリーボードに

よる評価結果を自己点検評価報告書に反映させた上で、本法科大学院 Web サイ

トにおいて広く社会に公表している 20。 

 このほか、全学的な自己点検・評価システムが構築されており、本法科大学院

も法務研究科組織別評価委員会を組織して、全学の枠組みのもと、法科大学院の

活動を対象に点検・評価を実施するとともに、諸活動の分野ごとに設置される分

野系評価委員会に委員を参画させている。全学の自己点検・評価活動においては、

学外の有識者から構成される外部評価委員会による外部評価も行われており、

評価結果は教授会において報告され、毎年度の自己点検・評価活動に反映してい

る 21。 

    

（２）組織・体制の活動状況 

ア 法科大学院における活動状況 22 

① 自己点検評価委員会 

 主として、各分野の自己点検評価を取り纏め、これを点検の上、自己点検評価

報告書の作成を行っている。自己点検評価報告書は、毎年度４月から作業を開始

し６月までに完成している。具体的には自己点検評価報告書の各項目の原案を、

原則として研究科長、ＦＤ委員会、教務委員会、入試・広報委員会、奨学委員会

等の各種常設委員会の責任者、さらに各科目群の取り纏め役の教員が、それぞれ

に関連する活動状況に即して点検・評価しつつ執筆し、自己点検評価委員会でこ

れらをさらに点検のうえ、自己点検評価報告書として取り纏めている。 

 

② ＦＤ委員会 

 ＦＤ活動の企画推進を行っている。研究科長補佐の１名を委員長とし、教育研

究活動を支援するため教育研究支援室を設置して、教育内容・教育方法の向上と

改善を図る体制を整備している。 

ＦＤ委員会の組織と所管事項を定める内規 23に基づき、2018 年度は、実務家

教員を含む、各科目・分野にわたる専任教員９名が委員を務めている（公法系２

名、民事系２名、刑事系３名、基礎法学・外国法・隣接系１名、展開・先端系１

名。うち研究者教員６名、実務家教員３名）。なお、2017年度は持ち回りを含め

て９回のＦＤ委員会を開催した。 

 

③ 入試・広報委員会 

 入学者選抜の基本方針の原案策定及び広報活動に関する企画立案を担ってい

                                                   
19【A05】中央大学法科大学院内規集№3中央大学法科大学院アドバイザリーボードに関する内規 第 6条 
20【A111】本法科大学院 Webサイト「自己点検・評価と認証評価」 

http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/outline/accreditation/ 
21【A112】中央大学大学評価 Webサイト「大学評価」 

http://www.chuo-u.ac.jp/aboutus/overview/evaluation/ 
22【A06】教授会・各種委員会の議事録等 
23【A05】中央大学法科大学院内規集№57 中央大学法科大学院ＦＤ委員会内規 第 2条 
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る。研究科長補佐の１名を委員長とし、基本的には年に４回程度、定期的に委員

会を開催するほか、必要に応じて臨時に委員会を開催し、さらなる改善に資する

べく見直し及び検討を継続的に行っている。 

 

④ 教務委員会 

 研究科長補佐の１名を委員長とし、必要に応じ委員会を開催して、主に、開講

科目、担当者の決定、科目履修、授業運営、学期末試験、成績評価、進級・修了

判定制度の導入及び進級・修了基準の改定、「ランチ＆トーク」、実務家講演会等

の企画・運営に関して審議・検討をしている。また、カリキュラム改正が必要な

場合には、カリキュラム・進級制度検討委員会等と合同で委員会を開催している。

なお、2017年度は持ち回りを含めて７回の教務委員会を開催した。 

 

⑤ カリキュラム・進級制度検討委員会 

 入学者の学修到達の度合いに照らして、より学修効果の見込めるカリキュラ

ムを検討している。なお、2017 年度は３回のカリキュラム・進級制度検討委員

会を開催した。 

 

⑥ 人事計画委員会 

 研究科長を委員長とし、毎年１回以上（2017 年度は２回）開催して、カリキ

ュラムの実現に必要な教員体制を検討している。 

 

⑦ 将来構想委員会 

 研究科長を委員長とし、本法科大学院の法曹養成や法科大学院制度全体を見

渡して、中長期的な視野から将来構想について検討を行う会議体であり、検討の

必要性が認識された際に随時開催する 24。2016 年度においては、全国的な法曹

志願者の減少、入学者選抜の倍率低下、実入学者の減少、司法試験合格率の伸び

悩みなどに鑑み、入学定員のあり方について検討を行い、2018 年度より入学者

定員を 200名とすることとした。 

 

イ アドバイザリーボードの活動状況 

 原則として毎年度終了後３ヵ月以内に定例会議を開き、自己点検評価委員会

が取り纏めた自己点検評価の結果について報告を受け、審議・助言をしている 25。 

2017 年度は７月 12 日に定例会議を開催し 26、2016 年度の自己点検評価の結

果を報告書に基づき審議し助言を受けた。 

 

（３）組織・体制の機能状況 

ア 問題の把握，検討，具体的取り組み状況 

① 教育体制（カリキュラム，授業，教員体制等）の改善 

 カリキュラム、授業、教員体制等については、教務委員会及びカリキュラム・

進級制度検討委員会等において、改善のための検討を常時行っている。 

前回認証評価以降の改善・改革に向けた取り組みについては、大きく次の２期

                                                   
24【A113】Chuo Law School Vision 2016-中央大学法科大学院中期構想 
25【A05】中央大学法科大学院内規集№3中央大学法科大学院アドバイザリーボードに関する内規第 5条第 2項 
26【A06】「25．アドバイザリーボード会議」議事録 
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に分けて示すことができる。 

 

i)恒常的な取り組みの強化〔2016年度まで〕 

 主として、前回認証評価において問題点として指摘を受けた事項を含め、本

法科大学院における恒常的な教育活動の精度向上及び改善を図ることを目的

とした取り組みを検討・展開した。 

・中央大学法曹リカレントプログラムとして、法曹有資格者を対象とする科目

等履修制度及び短期セミナーを開始〔2014年度〕 

・中央大学法科大学院ＦＤ委員会内規を改正。委員構成を見直し、各分野から

委員を参画させることで、委員会機能を強化〔2014年度〕 

・「中央大学法科大学院における成績評価に関する内規」及び「中央大学法科

大学院における成績評価に関する内規運用指針」を策定。成績評価の厳格化

を徹底〔2014年度〕 

・ＩＣＴを活用した教育の実践に係る調査研究に着手（文部科学省・先導的大

学改革推進委託事業）〔2015年度〕 

  ※本取り組みについては、地方に所在する大学との連携による遠隔授業の

実施〔2017年度〕に発展。 

・法律文書作成を通じた基礎力の醸成をねらいとする科目（「中級事案研究」）

の新設や効率性向上の観点から既存科目の一部組み換え（「実務行政訴訟Ⅰ」

及び「実務行政訴訟Ⅱ」（各２単位）を「実務行政訴訟」（２単位）に統合、

「国際法総論」（２単位）を「国際法Ⅰ（基礎）」及び「国際法Ⅱ（応用）」

（各２単位）に改編）の実施〔2015年度〕 

・進級判定基準の厳格化〔2016年度〕 

 

ii)入学者層の変化に対応する教育体制の整備〔2017年度以降〕 

  近年、法科大学院を取り巻く社会的環境は、厳しさを増している。全国規模

での法曹志望者の激減を受け、本法科大学院においても入学者の質の維持と

定員充足との均衡を図ることが大きな課題となっていた。 

 さらに、2016 年度の本法科大学院修了者における司法試験合格率が 30％を

割り込む結果となったことを受け、もはや従来行ってきた制度変更を中心とす

る改善対応では不十分であり、諸活動の抜本的な改革が必要であるとの認識を

もつに至った。 

 その結果、2017 年度以降は、それ以前に構築した教育の枠組みをベースと

しつつ、法律基本科目の充実と入学者層の変化に応じた授業方法の転換の２つ

を大きな柱として改革を進めている。 

 ・憲法科目の再編（「統治の基礎」を「憲法Ⅱ」に名称変更・必修化、「人権の

司法的救済」を「憲法Ⅰ」に名称変更。時間割上も「憲法Ⅰ」を前期開講、

「憲法Ⅱ」を後期開講とした）、一部展開・先端科目の組換え・新設（「被害

者と法」「犯罪心理学」「現代司法論」の３科目を閉講し、「犯罪被害・犯罪

心理と法」「少年法」を開講）〔2017年度〕 

 ・法学部と法科大学院との体系的・一貫的な教育課程を編成することを見据 

え、本学法学部との合同ワーキンググループを組織・検討に着手〔2017 年

度〕 

 ・学生の学修到達度を組織的に確認・検討する「学修成果分析会」の制度化
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〔2017年度に試行実施、2018年度より本運用〕 

 ・法律基本科目において重点的・反復的学修を可能とする選択必修科目（法律

基本科目における「１群特講」）を新設〔2018年度〕 

 ・未修者教育全般にわたる改善を検討する「未修者教育プロジェクトチーム」

発足、検討に着手〔2018年度〕 

 ・少人数教育の実施と多方向・双方向の授業実施のため、未修クラスのクラス

規模の見直しを実施〔2018年度〕 

 ・ＦＤ研究集会の実施について、とりわけ入学者層の変化に対応した授業方法

の転換をテーマに複数回開催〔2018年度〕 

 ・実務講師を活用したクラス・サポーター制度を新設。専任教員のクラス・ア

ドバイザーと連携した学修支援を充実〔2018年度〕 

 ・本学国際会計研究科（2018年度廃止・2018年６月 15日廃止届出）からの移

籍者を５名加え、会計・ファイナンス系の科目を充実〔2018年度〕 

 

② 入学者選抜における競争倍率の確保 

 入試・広報委員会を中心に、入学者の質の確保を含めた入学者選抜のあり方に

ついて不断の検証及び改善を行っている。 

前回の認証評価以降に行われた入学者選抜方法に係る主な改革状況について

は次のとおりである。 

・入試枠として、多様な学生を受け入れる特別入試枠（地域法曹枠、国際法曹

枠、専門職法曹枠、女性法曹枠）を設置〔2016年度入学者選抜〕 

・法学既修者コースに早期入学枠を新設〔2019年度入学者選抜〕 

・検証の結果、専門職法曹枠を廃止〔2019年度入学者選抜〕 

 特別入試枠については、導入の決定が 2015年度内になされたことから、2016

年度入学者選抜における効果は限定的なものであったが、2017 年度入学者選抜

においては、全国的に法科大学院受験者数が激減する中で前年比 170 名増とな

り、多様な背景を有する学生の獲得という面においても一定の成果を得た。なお、

その後も検証を続けた結果、2019 年度入学者選抜においては、専門職法曹枠を

廃止し、新たに早期入学枠を新設した。 

 他方、広報活動については、2013年度（2014年度入学者向けの広報）以降は、

直近過去問題の解説を通じて本学法科大学院がどのような人材を募集している

かを伝えるべく、過去問題解説会を開催し、2014年度（2015年度入学者向けの

広報）以降は、入学説明会との同日開催としている 27。さらに、2015年度（2016

年度入学者向け広報）以降は、全国の当該地域に法科大学院が存在しない大学又

は一定の法曹志望者が在籍しながらも法科大学院を有しない大学へ教職員が出

向き、説明会を実施しているほか、市ヶ谷キャンパスで行われる入学説明会につ

いては、YouTubeライブにて配信を行っており、地方在住の志願者にも本学の特

徴や魅力を直接映像で伝えられるようにしている。 

 以上の取り組みの結果、近年はそれまで実績が少なかった大学からの受験も

みられるようになるなどの成果が得られており、2017 年度入学者選抜以降は競

争倍率２倍以上を確保している。 

 

                                                   
27【A114】本法科大学院 Webサイト「説明会」 

http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/orientation/meeting/ 



 

15 
 

・過去５年間の入学者競争倍率 

  受験者数 合格者数 競争倍率 

2014 年度 1,122人 777 人 1.44 倍 

2015 年度 1,067人 734 人 1.45 倍 

2016 年度 976人 595 人 1.64 倍 

2017 年度 1,146人 563 人 2.04 倍 

2018 年度 983人 490 人 2.01 倍 

 

③ 定員充足率の確保 

 法曹志願者が減少する中、本法科大学院における教育の質を維持・向上するた

め、2016年度からそれまで 270人（法学既修者 200人、法学未修者 70人）であ

った入学定員を 240人（法学既修者 180人、法学未修者 60人）に削減、さらに

2018年度からは 200人（法学既修者 150人、法学未修者 50人）に削減した。 

 入学者選抜にあたっては、本法科大学院の掲げる入学者受入の方針（アドミッ

ション・ポリシー）に適合する学力水準を有する者を受け入れることがまず必要

である。そのため、本法科大学院では、過去の入学者の追跡データや、入学手続

時の歩留まり率等も参考にしながら厳格な合否判定を実施している。 

 しかしながら、2018 年度入学者選抜においては、厳格な合否判定の結果、合

格者数を 490 人としたものの、想定以上に歩留まり率が低下したことから、定

員充足率が 50％を下回る結果となった。 

2019 年度入学者選抜においては、歩留まり率の向上に向け、本法科大学院の

魅力をより一層理解してもらうことが重要であることから、現在、入試・広報委

員会を中心に具体的な方策について検討を進めている。 

 

・過去５年間の入学定員充足率 

  入学定員（Ａ） 入学者数（Ｂ） 定員充足率（Ｂ/Ａ×100） 

2014 年度 270人 238 人 88.1% 

2015 年度 270人 241 人 89.3% 

2016 年度 240人 192 人 80.0% 

2017 年度 240人 128 人 53.3% 

2018 年度 200人 95人 47.5% 

平均 244人 178.8 人 73.3% 

 

④ 公開された情報に対する評価や改善提案に対応しているか 

 本法科大学院に関連する改善提案等については、本法科大学院内で速やかに

情報を共有するとともに、重要なものについては、執行部会議、運営委員会及び

教授会で議論している（なお、ＦＤ活動の詳細については、「第４分野」を参照。）。 

 さらに、司法試験合格率の低下傾向に対応すべく、2008 年度入学者よりＧＰ

Ａによる進級判定制度及び実務講師によるフォローアップ演習を導入し、個々

の学生の基礎力向上と全体の底上げに努めているほか、カリキュラム内容や入

学者選抜方法についても、それぞれを所管する委員会を中心に不断の検証を行

い、質の向上を目指している。 
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⑤ 法曹に対する社会の要請の変化をどのようにとらえているか 

 グローバル化やＩｏＴが高度に進展した現代社会は、人・モノ・カネ・情報が

グローバルレベルにおいてもローカルレベルにおいても激しく移動する、きわ

めて変化の速い社会である。社会における価値観も多様化するため、紛争解決に

あたっても高度な問題解決能力が求められる。 

 そのような社会的環境において、持続可能な共生社会の創設に向けて求めら

れる法曹とは、法曹としての確かなスキルとマインドに裏打ちされた高い問題

解決能力を有すること、さらには、当事者の心に寄り添いながら課題への対応を

適切に行うことのできる豊かな人間性と高い倫理観を有する人材であり、この

ような人材を輩出していくことこそが本法科大学院の使命であると認識してい

る。 

 

イ 修了者の進路に関する問題の把握，検討，具体的取り組み状況 

 修了生の進路については、2011 年度から、教授会のもとに本法科大学院に特

化したリーガル・キャリア・サポート委員会（キャリア・就職支援を担当）を置

き 28、修了生の進路先の把握に努めるとともに、個人面談、就職活動体験記の収

集、求人開拓（司法試験の合否を問わず）、各種採用説明会、就職活動対策（自

己分析、書類対策及び面接対策）、国家公務員総合職試験対策及び面接指導等を

企画・実施している。 

 本法科大学院開設時から、いわゆる法曹三者に就いた者に関しては、官報や弁

護士検索による追跡調査を行うことにより、司法修習終了直後では約 90％（最

終的には概ね 95％以上）の進路状況を把握できている。これらについては、リ

ーガル・キャリア・サポート委員会で取り纏めた資料を毎年度司法修習終了直後

に教授会で報告し、共有している。非法曹の進路状況については、有効な進路把

握手段が見つかっていないこともあり、法曹に比して十分な把握ができている

とはいえないが、リーガル・キャリア・サポート委員会を中心に修了生へ進路先

の報告を直接呼び掛けているほか、本法科大学院同窓会やＣＬＳインハウス・ロ

ーヤーズ・ネットワーク（2016 年５月発足。司法試験合格後に企業や省庁等の

組織に所属している修了生の同窓会組織）を通じて、少しずつ把握されつつある。

今後も引き続き、さらに徹底した情報収集に努めていきたい。 

 

  受験者数 
短答式試験の合

格に必要な成績

を得た者の数 

最終合格者数 合格率 
司法試験合格率 

（全国平均） 

2014 年度 475人 382 人 164 人 34.5% 22.6% 

2015 年度 475人 372 人 170 人 35.8% 23.1% 

2016 年度 462人 341 人 136 人 29.4% 22.9% 

2017 年度 455人 303 人 119 人 26.2% 25.9% 

2018 年度 435人 296 人  101 人  23.2% 29.1%  

 

（４）特に力を入れている取り組み 

                                                   
28【A05】中央大学法科大学院内規集№62法務研究科常設委員会に関する内規 第 14条 
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 全国的な法曹志望者の激減をはじめとして、法科大学院を取り巻く環境は一段

と厳しさを増している。そのような中で、本法科大学院では、一定程度の志願者

数を維持できてはいるが、入学者の質の確保は大きな課題となっている。 
 現状においても言及したとおり、入学者の質の確保に向けては、大きく次の３

点に注力している。 
 ①学生の受け入れ 

入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）に適合する学力水準を有す

る入学者を受け入れることを最重要事項とし、厳格な合否判定を行っている。

その結果、定員充足率は低下することとなったが、競争倍率については、2017

年度以降は２倍以上となっている。特別入試枠を設置し、多様な入学者を受け

入れるとともに、不断の検証を行い、改善を推進している。 

 ②カリキュラム 

  法律基本科目の強化を企図したカリキュラム改革を 2017 年度及び 2018 年

度に実施している。 

 ③授業方法 
  ＦＤ研究集会において、入学者層の変化に応じた授業方法のあり方をテーマ

として設定し、授業実践報告に基づいた議論を活発にすることを通じて、全教

員が問題意識を共有するとともに、今後の授業方法のあり方について組織的な

改善を図っている。 

 

（５）その他 

 特になし。 

 

２ 点検・評価 

 本法科大学院においては、現代の複雑化する社会に求められる法曹像を踏ま

え、種々の自己改革を強力に推し進めながら、法曹に求められるマインド・スキ

ルに基づく高度な問題解決能力に加え、豊かな人間性と高い倫理観を有する法

曹の養成に邁進している。 

 他方、全国的な法曹志望者の減少に伴う入学志願者の減少と定員充足率の低

下に対しても、入学定員の削減や入学者選抜における改革等により積極的に取

り組んでおり、一定の成果を得ている。  

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

 近年の司法試験合格率の伸び悩みについては、重大かつ喫緊の課題と認識し

ており、教育課程の改革や授業方法の組織的な改善、入試政策の切り替え等、多

方面からの自己改革に取り組んでいる。 

 現在進めている諸施策については、これが具体的に機能し、本法科大学院にお

ける教育体制改善の成果が見えるようにする必要がある。そのためには、それぞ

れの施策を所管する委員会において、各種データ等をもとに不断の検証を行う

とともに、教授会の下で委員会相互の連携を十分図り、法科大学院全体として取

り組んでいくことが求められる。 
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また、今後は、ディプロマ・ポリシーと学生数に基づいたカリキュラムや授業

内容・授業方法の再構築が喫緊の課題である。各教職員が自らの職分にのみ視野

を限定してしまうことがないようにするためには、まず理念と目的意識を共有

し、各種の情報を交換し共有することで、本法科大学院が全体として取り組むべ

き課題をより明確にできるようにする必要がある。そのためには、全員参加の体

制を構築して自己点検評価の活動を進め、教授会やＦＤ研究集会等で学生の成

績等を客観的に把握・共有するなどして、これを具体的な教育内容に反映する取

り組みをさらに推し進めなければならない。 
 なお、従来、こうした取り組みは、改革の必要性に応じて検討・立案・実施さ

れてきたが、2019 年度からは、前年度中に次年度以降の活動計画を立案し、あ

る程度の期間にわたる法曹養成制度の姿とそれを実現するための本法科大学院

の方針を定め、基本的にこれに基づいて各種の取り組みを進めていく予定であ

る 29、30。 

  

                                                   
29【A115】Chuo Law School Vision 2016- 中央大学法科大学院中期構想 
30【A116】2018年度活動計画 
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１－４ 法科大学院の自主性・独立性 

 

（評価基準）法科大学院の教育活動に関する重要事項が、法科大学院により自主

性・独立性をもって意思決定されていること。 

 

１ 現状 

（１）教授会の権限 

 本学において専門職大学院として設置された本法科大学院は、独立の「大学院

法務研究科(専門職大学院・法科大学院)」と称する。専門職大学院の各研究科に

は当該研究科に所属する専任教員によって構成される「研究科教授会」が置かれ

（学則第 12条）、研究科教授会は、次の諸事項について審議し、その意見を学長

に述べるものとする（学則第 15条第１項）。 

① 学生の入学及び課程の修了に関すること 

② 学位授与の要件に関すること 

法務研究科においては、進級の判定及び修了の判定 

③ 学位の授与に関すること 
④ その他当該研究科の教育研究に関する重要事項で、学長が研究科教授会の

意見を聴くことが必要と認めるものとして別に定める事項 31※ 
 

※ 中央大学専門職大学院学則第十五条第一項第四号の規定により、学長

が研究科教授会の意見を聴くことが必要と認める事項を定める件 

一 校地・校舎の変更に関すること 

二 教育研究組織の新設・改廃に関すること 

三 研究科の運営の方針に関すること 

四 研究科長の選出に関すること 

五 学長選挙人の選出に関すること 

六 各種全学的な委員会の委員の選出に関すること 

七 専門職大学院学則その他重要な規則の制定・改廃に関すること 

八 自己点検・評価その他当該研究科の評価に関すること 

九 教員の選考、昇進その他教員の人事に係る審査に関すること 

十 教育課程、授業日その他教育研究に関すること 

十一 授業科目の編成及び担当に関すること 

十二 試験その他の評価に関すること 

十三 学生の外国への留学及び外国からの留学生の受入れに関するこ

と 

十四 学生の奨学に関すること 

十五 学生の顕彰に関すること 

十六 在外研究その他研究の推進に関すること 

十七 国際交流の推進に関すること 

 

 これらの事項は学部教授会の審議事項と同等であり、したがって、法務研究科

が各学部と対等の独立組織としての「自主性・独立性」を有することがここに示

されている。 
                                                   
31【A05】中央大学法科大学院内規集№1 中央大学専門職大学院学則 
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（２）理事会等との関係 

 教授会が審議する教育研究に関する事項のうち、大学全体としての意思決定

を要する事案については、研究科教授会の発議又は先議、学長・学部長会議で

の調整、教学審議会の審議を経て、教務役員会、理事会、評議員会が決定して

いる。なお、教育活動及び教員人事については、教授会の決定が理事会等にお

いて覆された例はない。 

 

（３）他学部との関係 

 他学部又は他研究科との関係において、教授会の意向が反映されなかった例

はない。 

 

（４）特に力を入れている取り組み 

 特になし。 

 

（５）その他 

 関連する組織として、法曹志望者を多く有する法学部及び法曹志望者向け課

外講座を運営する法職事務室とが多摩キャンパスに所在しているが、それぞれ

の組織の担当者間で、随時意見交換を行っている。特に、本学の中長期事業計画

に謳われた本学法学部と本法科大学院の一体展開の実現に向け、法学部、法職事

務室との間で継続的な意見交換の場を設け、検討を行っている。 

 なお、法学部・法学研究科とは完全に独立しており、本法科大学院は自主性・

独立性をもって意思決定を行っている。  

 

２ 点検・評価 

 本法科大学院の教育活動に関する重要事項は、自主性・独立性をもって意思決

定されており、かつ、その意思決定が全学的に尊重・反映される仕組みとなって

いる。 

 

３ 自己評定 

合 

 

４ 改善計画 

 本法科大学院の教育活動に関する重要事項は、自主性・独立性をもって意思 

決定されている。 
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１－５ 情報公開 

 

（評価基準）教育活動等に関する情報が適切に公開されていること。 

 

１ 現状 

（１）公開されている情報の内容 

現在公開されている教育活動等に関する情報は以下のとおりである。 

① 養成しようとする法曹像 

② 入学者選抜に関するもの（入学者受け入れ方針、入学者選抜の基準・方法、

志願者数、受験者数、入学者数、合格者数、適性試験の平均点など） 

③ 教育内容等に関するもの（カリキュラム、講義要項、到達目標、進級・修

了基準など） 

④ 教員に関するもの（教員や職員の体制、担当教員の教育研究業績など） 

⑤ 成績評価・修了者の進路等に関するもの（成績評価や修了認定の基準や判

定手続、修了者数、司法試験合格状況など） 

⑥ 学生の学修環境に関するもの（施設や設備環境、在籍者数、収容定員、奨

学金制度など） 

⑦ 自己改革の取り組み等 

 

（２）公開の方法 

 上記①から⑦までの内容については、本法科大学院 Web サイト又はガイドブ

ック 32で公開している。②の内容のうち、入学者選抜の実施方法等に係る詳細に

ついては入学者選抜要項 33にて、実施結果については本法科大学院 Webサイト 34

にて公開している。本法科大学院 Web サイトにおいては随時、ガイドブック及

び入学者選抜要項については毎年度その内容を更新している。ガイドブック及

び入学者選抜要項は、学内外での各種入学説明会及び本学各キャンパスにおけ

る配布のほか、本法科大学院 Web サイトからも請求することができ、送料を含

め無料で配布している。また、ガイドブック及び入学者選抜要項は、本法科大学

院 Webサイト上で全ページを閲覧することが可能である。 

 なお、上記④の内容のうち、各専任教員の学位及び業績については、全学的な

「研究者情報データベース」35に纏められており、当該データベースの一部は独

立行政法人科学技術振興機構が管理する新世代研究基盤リサーチマップ

（research map）とも連動して、本学専任教員の研究業績を広く世界に発信する

起点となっている。 

 さらに、本学 Web サイトにリンクした Chuo Online には、本法科大学院の専

任教員や修了生弁護士等の執筆する記事も随時掲載されている 36。 

 また、上記①、③、⑤及び⑥の内容については、在学生及び教職員に対する公

開方法として、履修要項、講義要項又は「Ｃ plus」（授業支援システム）、本学

                                                   
32【A02】CHUO LAW School Guide Book 2019 
33【A07】2019年度法科大学院入学者選抜要項 
34【A117】本法科大学院 Webサイト「入学者選抜データ」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/orientation/selection/data/ 

 本学 Webサイト「情報の公表」http://www.chuo-u.ac.jp/aboutus/public_info/ 
35【A118】本学 Webサイト「研究者情報データベース」http://ir.c.chuo-u.ac.jp/researcher/ 
36【A119】Chuo Online http://www.yomiuri.co.jp/adv/chuo/ 
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Webサイト 37にて公開している。 

 さらに、上記⑦の内容については、アドバイザリーボードの意見を反映した自

己点検評価報告書及び毎年度の修了見込者の投票に基づいて授与される「ベス

ト・ティーチャー賞」の結果を本法科大学院 Web サイトにて公開している 38、39

ほか、学生による授業評価アンケートを学期末に実施し、その集計結果を分析し

て、教育の内容や方法についての必要な改善と一層の充実を図っている。なお、

集計結果については、自由記述（原則として、手を加えずにすべてを掲載）を含

めた冊子を、市ヶ谷キャンパス１号館２・３・４階のエレベーターホール及び１

号館５階の談話コーナーに期間を定めて設置し公開している。 

 

（３）公開情報についての質問や提案への対応 

 本法科大学院に係る公開情報についての学内外からの質問、評価、改善提案等

に対しては、法科大学院事務課が窓口となり、うち、本法科大学院の領域を超え

る事項については、学校法人中央大学の組織である広報室又は関連組織と連携

して対応している。 

 公開された情報に関しては、本法科大学院 Web サイトの各ページに本法科大

学院の問い合わせ用電話番号及び問い合わせ入力フォーム 40へのリンクがあり、

いずれかの方法で質問や提案等をすることができる。 

 寄せられた質問や提案等については、原則としてそのすべてに対し、窓口、電

話又は電子メールにて迅速に回答している。 

 その他、受験生からの質問等については、学内外での入学説明会においても個

別相談を行っており、説明会の参加者からは高い満足度を得ている 41。 

 

（４）特に力を入れている取り組み 

 「Ｃ plus」を通じて、各科目について「中央大学法科大学院到達目標」（詳細

については、「第６分野６－１－２」を参照。）の周知を図ることにより、自修の

便に供している。 
  

（５）その他 

 特になし。 

 

２ 点検・評価 

 本法科大学院の教育研究活動の改善に向けて必要十分な情報、社会が本法科

大学院を評価するために必要・有益とされるであろう情報については、毎年度更

新されるガイドブック及び本法科大学院 Web サイトを中心に、誰でもアクセス

できる方法によって適切に開示されている。また、質問などの受付先、回答方法

等についても明示している。 

                                                   
37【A120】Ｃ plus https://www.ac04.tamacc.chuo-u.ac.jp/ActiveCampus/ 
本学 Webサイト「情報の公表」http://www.chuo-u.ac.jp/aboutus/public_info/ 

38【A121】本法科大学院 Webサイト「自己点検・評価と認証評価」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/outline/accreditation/ 
39【A122】本法科大学院 Webサイト「学生によるベスト・ティーチャー賞」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/rating/best_teach/ 
40【A123】本学 Webサイト「ロースクール（市ヶ谷キャンパス法科大学院事務課）お問い合わせフォー
ム」 
https://www.chuo-u.ac.jp/inquiry/form/?id=26 
41【A124】法科大学院新入生アンケート実施報告書 
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 学生及び教職員に対しては、さらに「Ｃ plus」及び紙媒体（履修要項等）を

通じた情報公開も行っている。 

 公開された情報に関する質問や提案等に対しては、本法科大学院 Webサイト、

電話及び窓口等で受付をしており、原則としてそのすべてについて迅速に回答

している。 

 以上のとおり、教育活動等に関する情報は適切に公開されていると考える。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

 教育活動等に関する情報については、従前よりいつでも誰でもアクセスでき

る方法によって公開されており、必要な情報へのアクセスはさらに容易となっ

ているが、本学 Web サイトのデザイン等については、本学の担当部署と連携し

て、全学的な広報力の向上に貢献していきたい。 

 なお、入学者選抜に関する情報については、受験志願者等のニーズに応えるべ

く、どのような情報をどの程度開示すべきかを入試・広報委員会で検討のうえ、

2018年度の秋から情報公開の対象を拡大する予定である。 
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１－６ 学生への約束の履行 

 

（評価基準）法科大学院が教育活動等の重要事項について学生に約束したこと

を実施していること、実施していない場合には合理的理由があり、

かつ適切な手当等を行っていること。 

 

１ 現状 

（１）学生に約束した教育活動等の重要事項 

 教育活動等の重要事項としては、科目の開設、科目担当者、授業計画及び内容、

施設・設備、授業料、奨学金等があるが、これらについては、本法科大学院 Web

サイト、ガイドブックにその予定も含めた概要を掲載し、Ｃ plus、履修要項及

び講義要項に確定情報を掲載して、約束している。 

 

（２）約束の履行状況 

 ガイドブックや入学者選抜要項等で入学志願者に対し表明した重要事項につ

いては、すべて誠実に履行している。 

 ガイドブック又は入学者選抜要項においては、発行時期の問題から入学年度

の確定情報を掲載することが困難であることから、原則、発行日現在の情報とい

う前提で掲載している。 

 なお、入学までの期間に重要事項についての変更が行われた場合は、機関決定

後直ちに対象者への郵送及び本法科大学院 Web サイトでの告知を行い、必要に

応じて説明会を開催するなどしている。 

 学生に対しては、各学期末に実施する授業評価アンケート及びオピニオン・ア

ンケートに加えて、各学期の中間に授業に関する学生アンケートを実施してい

る。さらに、各学期初めにクラスごとのミーティング（クラス・ミーティング）

を開催して、運営上の質問や要望を受け付け、学生からの要望を聴取する体制を

充実させている。各種の要望に対しては、適宜回答して、学修環境の改善と向上

に努めている。１人１席を確保している自習席やロッカーについても、学年・ク

ラス・人数に応じて適切に配置するとともに、改善要求が出た際は速やかに対応

している。また、共用自習室の増設や清掃の強化等、快適な自習室環境作りの実

現に向け、点検と改善に努めている。 

 

（３）履行に問題のある事項についての手当 

 設備等の学修環境について指摘があった場合には、迅速に対応している。なお、

自習室の温度や自習室での私語について改善を求める意見があり、室温別の自

習室や学生向けの談話室の設置について新たに検討を行っている。 

    

（４）特に力を入れている取り組み 

 特になし。 

    

（５）その他 

 特になし。 
 

２ 点検・評価 
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 教育活動等の重要事項については、すべて誠実に履行している。 

 また、施設については、校舎は老朽化しているが、学生の要望を踏まえて可能

な範囲で改善に努めている。 

 

３ 自己評定 

合 

 

４ 改善計画 

 教育活動等の重要事項については、現在の誠実な履行状況を維持するととも

に、学生への最も重要な約束は、学修効果の上がる授業の実施であることから、

授業内容やその目的を学生に正しく理解させつつ、一層の改善に努める。 

 なお、校舎の老朽化への対応は、移転を含めた今後のキャンパス整備計画の中

で検討していく予定である。 
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第２分野 入学者選抜 

２－１ 入学者選抜〈入学者選抜基準等の規定・公開・実施〉 

 

（評価基準）入学者選抜において、適切な学生受入方針、選抜基準及び選抜手続

が明確に規定され、適切に公開された上で、選抜が適切に実施され

ていること。 

（注） 

① 「適切な選抜基準及び選抜手続」とは、学生受入方針に適合しており、

かつ公平、公正であると共に、法曹養成という法科大学院の目的に照ら

して、入学者の適性を適確に評価することのできる選抜基準及び選抜

手続をいう。「公正」とは、法曹養成と合理的関係のないこと（寄附金

の多寡、法科大学院関係者との縁故関係、自大学出身であること等）を

選抜の過程で考慮要素としないことをいう。 

② 「適切に実施されている」とは、選抜基準及び選抜手続に従って入学

者選抜が実施され、入学者の適性が適確に評価されて、法曹養成という

目的に照らし、当該法科大学院への入学を認めることが相当な者が選

抜されていることをいう。 

 

１ 現状 

【2018年度入学者選抜以前】 

（１）学生受入方針 

 本法科大学院では、「入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）」を明確

に定めている。2018 年度における「入学者受入の方針（アドミッション・ポリ

シー）」は以下のとおりである 42、43。 

 

 「本学法科大学院（法務研究科法務専攻）は、高度な識見と能力を有し、多様

な分野で活躍できる法曹を養成することを目指し、明確な将来目標を持った優

秀な人材を受け入れます。そのため、本学法科大学院が養成しようとする６つの

法曹像を掲げ、入学志願者の将来の目標選択の参考に供しています。 

 入学者選抜にあたっては、客観性、公平性、開放性、多様性を旨としつつ、総

合的な観点から選抜を実施するものとします。入学を志願する人には、Webサイ

トやガイドブック、説明会・相談会等を通じて、本学法科大学院の教育の理念・

目的、養成する法曹像、教育課程の特色と仕組み、選抜方法等を十分に理解して

いただき、そのうえで、適性試験の成績、独自の個別試験の結果及び提出書類の

内容等を勘案し、総合的な観点から評価をして入学者を選抜します。 

 できる限り多様な人々の中から法曹の候補者としてふさわしい資質と能力を

有する人材を選抜し、「法学」以外の課程を履修した者又は実務等の経験のある

者が入学者の一定程度を占めるよう努めます。かかる見地から、入学者選抜にお

いては、何種類かの特別入試枠を設けています。 

 なお、本学法科大学院は、その教育の理念・目的に照らしてふさわしい人材に

与えられる給付奨学制度をはじめ、広く各種の奨学制度を充実させ、できる限り

多くの人が奨学制度を利用することができるようにします。」 

                                                   
42【A07】2018年度法科大学院入学者選抜要項 p.1 
43【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2018 p.40 
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（２）選抜基準と選抜手続  

 本法科大学院では、法学既修者（２年コース）と法学未修者（３年コース）の

２コースについて募集を行っており、2018 年度における募集人員は前者が 150

名、後者が 50 名である 44。志願者は自己の希望により、いずれか一方又は双方

のコースへの出願が可能である 45。 

 本法科大学院の学生募集方法は、いずれのコースも、「入学者受入の方針（ア

ドミッション・ポリシー）」を踏まえ、本法科大学院の出願資格を有するすべて

の志願者に対して入学者選抜を受ける公正な機会を等しく確保するため、公募

による選抜のみとしてきた。2018 年度入学者選抜までは、出願にあたって、毎

年２回実施される適性試験管理委員会の実施する法科大学院全国統一適性試験

（以下、「適性試験」という。）の受験が必須の要件であり、適性試験の成績につ

いては、2013年度入学者選抜より、適性試験の総受験者の下位から 15％を基本

として入学最低点を設け、適性試験の得点が入学最低点に達しない者について

は、原則として不合格としてきた 46。また、一層多様な志向性を有する学生の確

保に資するよう、2016 年度入学者選抜より、法学既修者及び法学未修者の各コ

ースにおいて、一般法曹枠の他に地域法曹枠と国際法曹枠を設置することとし

た。法学未修者コースについては、それらに加えて、専門職法曹枠及び女性法曹

枠を設置することとし、2016 年度入学者選抜（冬季試験）から当該法曹枠に係

る入学者選抜を実施した。さらに、2017 年度入学者選抜からは、法学既修者コ

ースにも専門職法曹枠と女性法曹枠を設置し、法学既修者、法学未修者の各コー

スにおいて５つの法曹枠への出願が可能となった。 

なお、これら選抜方法の適切性については、一般法曹枠のみならず、特別入試

枠（地域法曹枠、国際法曹枠、専門職法曹枠、女性法曹枠）についても毎年度、

点検・評価を行ってきている。 

 他方、飛び入学による入学者の受け入れについては、2005年度から 2011年度

の入学者選抜まで、法学未修者を対象に特別入学者選抜を実施してきたが、2012

年度入学者選抜からこれを廃止するとともに、飛び入学を法学未修者コースの

出願資格に位置づけたほか、2013 年度入学者選抜からは、他の法科大学院に先

駆けて、法学既修者コースの出願資格においても飛び入学の機会を与えてきた。 

 

ア 法学既修者（２年コース） 

 法学既修者の入学者選抜においては、法律学に係る学修到達度の判定をより

厳密に行うため、2011 年度入学者選抜より法学既修者の入学者が履修を免除さ

れる１年次配当法律基本科目（必修）のすべてについて、本法科大学院が独自に

実施する法律科目試験（論述式筆答試験）を課してきた。 

 面接試験については、法曹にとって重要な口頭表現力の判定には有効である

と考えられるが、法律科目試験等によって法曹適性を的確に判定することが可

能であるほか、志願者の大学や社会における活動実績、法曹を志望する理由及び

目指す法曹像等を志願者調書によって把握・確認していることに鑑み、2011 年

度入学者選抜より廃止した。 

 試験科目及び配点などの入学者選抜の実施細目については、必要性に応じて

                                                   
44【A07】2018年度法科大学院入学者選抜要項 p.3 
45【A07】2018年度法科大学院入学者選抜要項 p.7 
46【A07】2018年度法科大学院入学者選抜要項 p.4 
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適宜見直しを行っている。具体的には、行政法について、実際の入学者における

学修歴や各法律科目に係る習熟レベル及び学部段階での法学教育の状況等の多

角的な観点から分析を行った結果、各大学の法学部において必修科目とされて

いるとは限らず、これを未履修の学生も多いとの現状に鑑み、本法科大学院の志

願者にとって過度な負担となっている可能性も否定しえないことから、2013 年

度法学未修者の入学者のカリキュラムより、１年次配当の法律基本科目から「行

政活動の法的統制」（２単位）を外すこととし、あわせて 2014年度入学者選抜よ

り、法律科目試験から「行政法」を除くこととした。これに伴い、法学検定委員

会が実施する法学既修者試験第４部も採点対象科目から除き、任意提出資料と

もしないこととした。また、同じく 2014年度入学者選抜より、各大学の法学部

における学修バランスを考慮すると、憲法、民法及び刑法は、民事訴訟法、刑事

訴訟法及び商法に比して一般に習熟レベルが高いことから、これらに即した配

点比重とするべく、配点を変更し、商法の論述式試験の配点を従来の 120 点満

点から 80点満点とした。 

 また、2015 年度入学者選抜からは、司法試験において短答式試験の３科目化

が実現することを睨み、法科大学院受験段階から司法試験を意識してもらうた

め、法学既修者試験第１部（憲法、民法及び刑法）のみを合否判定の対象とした。

その結果、法学既修者では本法科大学院が独自に実施する法律科目試験（2013年

度入学者選抜では７科目［憲法 120 点、民法 120 点、刑法 120 点、民事訴訟法

80 点、刑事訴訟法 80 点、商法 120 点、行政法 80 点］、2014 年度入学者選抜か

らは６科目［憲法 120点、民法 120点、刑法 120点、民事訴訟法 80点、刑事訴

訟法 80点、商法 80点］）の成績、適性試験の成績、法学既修者試験（2014年度

入学者選抜では第１部から第３部までの６科目、2015 年度入学者選抜からは第

１部の３科目）の成績及び提出書類の内容を総合的に評価して合否を判定する

こととした。加えて、これまで法律科目試験において、民法及び商法のみで参照

可能としていた六法全書については、すべての科目で参照できることとした。さ

らに受験生に対する日程的な配慮として、試験時間の見直しを行い、これまで２

日間かけて行っていた日程を土曜日１日で実施することとした。 

 さらに、2017 年度入学者選抜においては、法学既修者においても、専門職法

曹枠と女性法曹枠を設置した。このほか、入学者選抜の試験結果の検証により、

法律科目試験によって、充分に公正な入学者選抜の実施が達成でき、既修者認定

も行うことができると判断したため、法学既修者試験の利用を廃止した 47。 

 

イ 法学未修者（３年コース）  

 法学未修者の入学者選抜においては、適性試験（第１部～第４部）の成績及び

提出書類の内容を総合的に評価して合否の判定を行ってきた。 

 なお、過年度の入学者選抜の概要等は、以下のとおりである。すなわち、法学

未修者の入学者選抜においては、第一次選抜（小論文の成績、適性試験の成績及

び提出書類の内容を総合的に評価して合否を判定）、第二次選抜（第一次選抜の

合格者を対象として面接試験を実施し、面接の結果及び第一次選抜における成

績を総合的に勘案して合否を判定）の２段階による選抜方法を採用し、適性試験

第１部～第３部の成績が入学最低点に満たない者については不合格としてきた。

面接試験については、法曹適性にとって重要な口頭表現力の判定には有効であ

                                                   
47【A07】2017年度法科大学院入学者選抜要項 p.2 
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ると考えられたが、小論文筆答試験における論述能力とは相反する傾向もみら

れたこと、他の法科大学院において筆答試験のみで選抜を行っていた状況等を

含めて検討した結果、2015年度入学者選抜より廃止することとした。 

 また、2016年度入学者選抜からは、地域法曹枠、国際法曹枠、専門職法曹枠、

女性法曹枠の新設に伴い、これら４つの法曹枠の出願に際しては、適性試験第４

部が小論文形式の試験であることや、地方在住者が受験し易い環境を創出する

必要性に鑑み、本法科大学院独自の小論文筆答試験に代えて、適性試験第４部の

提出を求めることとし、これにより文章理解力、問題把握能力及び論理的文章作

成能力を判定することとした。さらに、2017 年度入学者選抜からは、一般法曹

枠についても、他の法曹枠と同様に小論文として適性試験第４部の提出を求め、

本法科大学院独自の小論文筆答試験を廃止することとした。 

 

（３）学生受入方針、選抜基準及び選抜手続の公開 

 入学者選抜に関する情報（入学者受入の方針、選抜基準及び選抜手続等）は、

本法科大学院 Webサイト 48、入学者選抜要項 49及びガイドブック 50等により、受

験生の出願時（７月中旬）までの検討期間を考慮し、適切な時期に公開しており、

具体的に、例年、本法科大学院 Webサイトは３月までに、ガイドブックは４月中

旬に、入学者選抜要項は５月中下旬に公開又は発行している。また、選抜基準又

は選抜手続等に変更がある場合には、決定の後、通常の公開時期以前であっても

直ちに本法科大学院 Webサイトに掲載し、周知を図っている。 

なお、入学者選抜の問題については、過去３年分を本法科大学院 Web サイト

に掲載し、公開してきている 51。 

 

（４）選抜の実施 

入学者選抜は定められた選抜基準及び選抜手続に従って、公平かつ公正に実

施してきた。付言すれば、筆答試験及び志願者調書の評価は、客観性及び公平性・

公正性を担保するために、それぞれ必ず複数の教員が採点・評価を担当する体制

をとってきている。また、合否の判定と同時に追加合格候補者の検討も行い、該

当者がいた場合はその旨を通知してきた。 

なお、本法科大学院の入学者選抜に係る過去５年分の概要は、下表のとおりで

ある。入学者選抜の結果等については、入学者選抜実施後に、研究科長、研究科

長補佐及び入試・広報委員会を中心に継続的に検証しており、必要に応じて選抜

基準及び選抜手続等の見直しを図ってきている。 

 

 受験者数（人） 合格者数（人） 競争倍率（倍） 

2014年度 1,122 777 1.44 

2015年度 1,067 734 1.45 

2016年度 976 595 1.64 

2017年度 1,146 563 2.04 

                                                   
48【A201】本法科大学院 Webサイト「入学者選抜」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/orientation/selection/  
49【A07】2018年度法科大学院入学者選抜要項 
50【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2018 pp.40-41 
51【A202】本法科大学院 Webサイト「入学者選抜の過去問題」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/orientation/selection/past/  
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2018年度 983 490 2.01 

 

入学者選抜の公正さ・公平さに疑問を提起される事態（投書や口頭でのクレー

ム）はこれまで生じていない。例えば、2016 年度入学者選抜より地域法曹枠、

国際法曹枠、専門職法曹枠、女性法曹枠を新設したが、その設置趣旨及び求める

人材を本法科大学院 Web サイトや入学者選抜要項において掲出し、また、説明

会・相談会等で説明するなど、募集に際しては適切に周知を行った。これらの入

試枠に関しては、本法科大学院 Web サイト・電話を通じて数件の問い合わせが

あったが、いずれも入学者選抜の公正さ・公平さを指摘するものではなかった。 

 

（５）特に力を入れている取り組み 

本法科大学院の入学者選抜における客観性及び公平性・公正性を担保するた

めに、試験問題については必ず複数の担当者が確認する体制を構築している。ま

た、法学既修者及び法学未修者の各コースを対象とした入学説明会のほか、2013

年度以降は、法学既修者コースを対象とする過去問題解説会等を通じて、本法科

大学院の求める人材像等の説明・周知を図っている。さらには、2015 年度以降

は、全国の当該地域に法科大学院が存在しない大学又は一定の法曹志望者が在

籍しながらも法科大学院を有しない大学へ教職員が出向き、説明会を実施して

いるほか、2017 年度より、市ヶ谷キャンパスで実施する本法科大学院単独の入

学説明会（６月頃開催）及び過去問題解説会（６月頃開催）については、地方在

住等の事情により当該説明会への参加が困難な志願者のために Web を用いたラ

イブ配信を行っている。 

 

（６）その他 

より多くの志願者獲得に向けた取り組みとして、入学から修了までの各段階

で学修の意義や、修了後を見据えて本法科大学院における学修過程の展開を具

体的にイメージできるように動画を作成し、ロースクールムービーとして本学

法科大学院 Webサイトにて公開しているほか、入学説明会（６月頃開催）につい

ては、当該内容を収録した動画を本法科大学院 Webサイトに掲載している。 

 

【2019年度入学者選抜以降】 

（１）学生受入方針 

 本法科大学院では、「入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）」を明確

に定めている。2019 年度における「入学者受入の方針（アドミッション・ポリ

シー）」は以下のとおりである 52、53。 

 

「本学法科大学院（法務研究科法務専攻）は、高度な識見と能力を有し、多様

な分野で活躍できる法曹を養成することを目指し、明確な将来目標を持った優

秀な人材を受け入れます。そのため、本学法科大学院が養成しようとする６つの

法曹像を掲げ、入学志願者の将来の目標選択の参考に供しています。 

入学者選抜にあたっては、客観性、公平性、開放性、多様性を旨としつつ、総

合的な観点から選抜を実施するものとします。入学を志願する人には、Webサイ

                                                   
52【A07】2019年度法科大学院入学者選抜要項 p.1 
53【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 p.40 
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トやガイドブック、説明会・相談会等を通じて、本学法科大学院の教育の理念・

目的、養成する法曹像、教育課程の特色と仕組み、選抜方法等を十分に理解して

いただき、そのうえで、本学法科大学院が実施する試験の結果及び提出書類の内

容等を勘案し、総合的な観点から評価をして入学者を選抜します。 

できる限り多様な人々の中から法曹の候補者としてふさわしい資質と能力を

有する人材を選抜し、「法学」以外の課程を履修した者又は実務等の経験のある

者が入学者の一定程度を占めるように努めます。かかる見地から、入学者選抜に

おいては、何種類かの特別入試枠を設けています。 

なお、本学法科大学院は、その教育の理念・目的に照らしてふさわしい人材に

与えられる給付奨学制度をはじめ、広く各種の奨学制度を充実させ、できる限り

多くの人が奨学制度を利用することができるようにします。」 

 

（２）選抜基準と選抜手続 

 2019年度入学者選抜における選抜基準及び選抜手続については、2019年度法

科大学院入学者選抜要項に示すとおりである 54。また、2019 年度入学者選抜に

おける変更点は、以下のとおりである。 

 

①適性試験の利用 

2018年度の実施が見送られたことに伴い、2019年度入学選抜からは適性試験

の受験及び適性試験第１部～第３部成績証明カードの提出を不要とした。また、

法学未修者コースの入学者選抜においては、適性試験第４部の提出に代えて、本

法科大学院独自の小論文筆答試験を実施することとした。 

②特別入試枠（専門職法曹枠）の廃止 

 特別入試枠（地域法曹枠、国際法曹枠、専門職法曹枠、女性法曹枠）について

過年度の実績をもとに検証を行った結果、専門職法曹枠については、趣旨・目的

に照らして十分な成果を上げていないとの判断に至ったことから、2019 年度入

学者選抜より、既修者コース及び未修者コースともにこれを廃止することとし

た。 

③法学既修者コースにおける早期入学枠の新設 

大学の学部３年次で既に法律学の基礎的な学識を身につけている学生に対し

て、時間的・経済的な負担を軽減し、より早期に専門的な教育を受けられる学修

環境を提供することは、プロセスとしての法曹養成という観点からも有意義で

ある。このことから、法曹志望が明確で、意欲的に学修に取り組んでいる学部３

年次生を積極的に募集することを企図し、2019 年度入学者選抜より、法学既修

者コースに早期入学枠を新設することとした。 

 

上記の変更のほか、法学既修者コースに早期入学枠を新設したことに伴い、法

律科目試験の時間割変更を行うこととした。 

 

（３）学生受け入れ方針、選抜基準及び選抜手続の公開 

2018 年度入学者選抜以前と同様に、入学者選抜に関する情報（入学者選抜の

方針、選抜基準及び選抜手続、各選抜方法により判定する能力等）は、本法科大

                                                   
54【A07】2019年度法科大学院入学者選抜要項 p.2-4 
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学院 Web サイト、入学者選抜要項及びガイドブック等により、受験生の出願時

（７月中旬）までの検討期間を考慮し、適切な時期に公開している。特に、（２）

に述べた 2019 年度度入学者選抜における変更点については、2018 年 3 月 26 日

に本法科大学院 Webサイトで発表しており、迅速かつ適切な対応に努めている。 

また、入学者選抜試験の出題の趣旨については、2019 年度入学者選抜より本

法科大学院 Webサイトにおいて 10月中に公開する予定である。なお、著作権上

の許諾が必要な科目（小論文）については、許諾が得られ次第、公開する予定で

ある。 

 

（４）選抜の実施 

 入学者選抜の実施体制等については基本的には 2018年度入学者選抜以前と同

様である。 

 入学者選抜における透明性及び入学者選抜結果の公平性・妥当性を担保する

ために、筆答試験、志願者調書及び事前課題の採点においては、すべての答案等

を必ず複数の教員が採点する体制を採っており、実際の採点にあたっては、事前

に採点基準を作成し、合否判定委員会の確認を経て実施することにより、採点担

当者間における採点結果の差異が最小限になるよう努めている。 

出題にあたっては、試験問題のレベル等の基本的な方向性について出題委員

間で十分な認識共有を図ったうえで作問を行い、さらに、複数のチェック体制を

構築している。具体的に、出題段階にあたっては、科目ごとに置かれる科目別出

題委員会において、出題主査の統括・指示のもと、出題委員相互で出題内容の吟

味を行っている。そのうえで、出題委員とは別に点検委員を置き、点検委員相互

で出題内容、文言、記号、設問等について精査するほか、実際に回答を試みるな

どの点検作業を行い、当該結果を出題主査に報告することで、出題に係る適切性

の確認を行っている。 

なお、法学未修者コースの入学者選抜については、法律知識の有無・多寡等を

考慮要素としていない。 

 

（５）特に力を入れている取り組み 

 2019 年度入学者選抜より、時間的・経済的な負担を軽減し、より早期に専門

的な教育を受けられる学修環境を提供するため、法学既修者コースに早期入学

枠を新設した。また、本法科大学院の入学者選抜における客観性及び公平性・公

正性を担保するために、試験問題については必ず複数の担当者が確認する体制

を構築している。さらには、法学既修者及び法学未修者の各コースを対象とした

入学説明会のほか、法学既修者コースを対象とする過去問題解説会等を通じて、

本法科大学院の求める人材像等を説明し、その周知を図ってきている。また、

2015 年度以降は、全国の当該地域に法科大学院が存在しない大学又は一定の法

曹志望者が在籍しながらも法科大学院を有しない大学へ教職員が出向き、説明

会を実施しているほか、2017 年度からは、市ヶ谷キャンパスで実施する本法科

大学院単独の入学説明会（６月頃開催）及び過去問題解説会（６月頃開催）につ

いて、地方在住等の事情により当該説明会への参加が困難な志願者の視聴のた

めに、Webを用いたライブ配信を継続して行っている。 

 

（６）その他 
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 より多くの志願者獲得に向けた取り組みとして、入学から修了までの各段階

で学修の意義や、修了後を見据えて本法科大学院における学修過程の展開を具

体的にイメージできるように動画を作成し、ロースクールムービーとして本学

法科大学院 Webサイトにて公開しているほか、入学説明会（６月頃開催）につい

ては、当該内容を収録した動画を本法科大学院 Webサイトに掲載している。 

 

２ 点検・評価 

本法科大学院の入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）は、幅広い志

願者の基礎的学修能力を重視しつつ、各自の意欲と個別的な長所にも十分な配

慮を加えるというものであり、上記の方針を志願者に対して明確に伝えるもの

になっている。また、幅広い活動領域を想定し６つの法曹像をもって提示された、

リーガル・ジェネラリスト及びリーガル・スペシャリストの養成に貢献しようと

する本法科大学院の教育目標に適合している。 

選抜基準及び選抜手続は、本法科大学院の入学者選抜の方針に適合するとと

もに、志願者の出身校や専門分野に偏することのない中立的な内容で明確に定

められており、本法科大学院の教育を経ることによって法曹に必要とされるマ

インドとスキルを身につけることができる者を選抜できる仕組みとなっている。 

これらの入学者受入の方針、選抜基準及び選抜手続は、入学者選抜要項、本法

科大学院 Web サイト及びガイドブック等の媒体において明確に記載され、志願

者に対して十分考慮することができる期間（概ね出願期間開始の２ヵ月前）を設

けた上で、情報に容易にアクセスできる方法で公表されている。これらに変更が

ある場合には、ガイドブック又は入学者選抜要項等の配布前であっても、機関決

定の後、直ちに本法科大学院 Webサイトに掲載し、周知を図っている。 

入学者選抜の結果については、研究科長、研究科長補佐及び入試・広報委員会

を中心として継続的に検証しており、入学者選抜実施後に、必要に応じて選抜基

準及び選抜手続の見直しを行っている。 

その他、入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）を踏まえた志願の促

進に資するよう、本法科大学院単独の入学説明会の様子について、当該説明会へ

の参加が叶わない志願者のために、Webを用いたライブ配信を行うほか、当該内

容を収録した動画を本法科大学院 Web サイトに掲載している。また、入学者選

抜の過去問題を使用した過去問題解説会の実施により、出題趣旨等の理解を醸

成する取り組みを行うことで、入学者選抜の適切性を高めている。 

これらの取り組みの結果、入学者選抜そのものについては適正に実施してお

り、受験者数及び競争倍率の確保の点では一定の成果を上げることができてい

る。また、定員充足率の面では現在のところ必ずしも十分な成果を得ることがで

きていない状況にあるが、入学者の質についても本法科大学院の教育を受ける

にふさわしい水準を維持できている。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

 法学既修者の入学者選抜における論述式試験においては、恒常的に出題内容

の見直しとこれに基づく一層の工夫が求められるとの認識のもと、各法律基本
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科目の特殊な領域から出題するのではなく、より一般的な領域につき基礎的な

理解を問うものでありながらも、その理解力の差異を明確に判定できるような

深みのある出題となるよう議論を重ねている。 

 また、全国的な法科大学院志願者数の減少もあるが、他大学において入学説明

会を実施するなど、さらなる志願者の獲得及び受験倍率の改善を目指すことと

している。さらに、早い段階から法曹志望が明確である学部３年次生にも受験し

やすい制度として、2019 年度入学者選抜より法学既修者コースに早期入学枠を

新設したが、早期入学枠を含めた入学者選抜の適切な実施に努めるとともに、実

施結果等については研究科長、研究科長補佐及び入試・広報委員会を中心に検証

を行い、入学者選抜試験制度の趣旨・目的に沿った成果が得られるよう、実施方

法や選抜基準等の改善を継続して行っていく。
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２－２ 既修者認定〈既修者選抜基準等の規定・公開・実施〉 

 

（評価基準）法学既修者選抜・既修単位認定において、適切な法学既修者の選抜

基準・選抜手続及び既修単位認定基準・認定手続が明確に規定され、

適切に公開された上で、選抜・認定が適切に実施されていること。 

（注） 

① 「適切な法学既修者の選抜基準・選抜手続」及び「適切な既修単位認

定基準・認定手続」とは、関係法令に適合し、公平、公正であると共に、

当該法科大学院において必要とされる法学の基礎的な学識を有する者

に単位を認定するという法学既修者制度の趣旨及び法曹養成という法

科大学院の目的に照らして、法学既修者の適性を適確に評価すること

のできる選抜基準・選抜手続及び認定基準・認定手続をいう。 

② 「適切に実施されている」とは、選抜基準・選抜手続及び認定基準・

認定手続に従って法学既修者の選抜・認定が実施され、法学既修者の適

性が適確に評価されて、法学既修者制度の趣旨及び法曹養成という目

的に照らし、各科目の既修単位認定を行うことが相当な者が法学既修

者として選抜され、既修単位が認定されていることをいう。 

 

１ 現状 

【2018年度入学者選抜以前】 

（１）既修者選抜、既修単位認定の基準及び手続 

ア 2018年度の法学既修者の入学者が修得したとみなされる単位 

学則第 75条及び第 76条により、本法科大学院の法学既修者に入学した者は、

本法科大学院における１年次配当の必修法律基本科目 32 単位を履修免除され、

２年次配当の授業科目から履修することができる 55。履修免除される科目は、公

法系として「憲法Ⅰ」（３単位）及び「憲法Ⅱ」（１単位）の計４単位、民事系と

して「民法Ⅰ」（４単位）、「民法Ⅱ」（４単位）、「民法Ⅲ」（２単位）、「民法Ⅳ」

（２単位）、「商法Ⅰ」（２単位）、「商法Ⅱ」（２単位）及び「民事訴訟法」（３単

位）の計 19単位、刑事系として「刑法Ⅰ」（３単位）、「刑法Ⅱ」（１単位）及び

「刑事訴訟法（３単位）」の計７単位、総合系として「生活紛争と法」（２単位）

である 56。 

 

イ 選抜・認定の基準・方法との関係 

法学既修者の入学者選抜においては、法律科目について１年次の学修を終え

た者と同等以上の法律学の知識・学力を有することの判定を行わなければなら

ないことから、この条件を満たすために、2011 年度入学者選抜より、既修単位

認定を行う科目（2013 年度入学者選抜までは、憲法、行政法、民法、刑法、商

法、民事訴訟法及び刑事訴訟法の７科目、2014 年度入学者選抜からは行政法を

除く６科目に変更）について、法学既修者試験（2014 年度入学者選抜では第１

部から第３部までの６科目、2015年度入学者選抜からは第１部の３科目に変更）

及び本法科大学院が独自に実施する法律科目試験（論述式筆答試験）を課してき

た（2017年度入学者選抜からは、法学既修者試験の利用を廃止）。 

                                                   
55【A04】履修要項 2018 p.4 
56【A04】履修要項 2018 pp.2-3 
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法律科目試験の問題作成にあたっては、１年次における当該科目の教育内容・

水準に合わせた出題となるように配慮するとともに、１年次配当の必修法律基

本科目の履修を一括免除することから、個別の法律科目についても法学既修者

認定にふさわしいかどうかを判定する必要があるため、法律科目試験及び法学

既修者試験の総合成績が合格水準に達していたとしても、１科目でも成績が極

端に悪い場合には不合格としてきた。この点については、入学者選抜要項に記載

している 57。 

また、法律科目試験については、志願者及び入学者の学修状況等に基づいて検

証を行った結果、一部の法律科目について試験科目及び配点変更を 2014年度入

学者選抜から実施し 58、既修者認定もこれに応じたものとなっている。また、「生

活紛争と法」は、民法・民事訴訟法・刑法・刑事訴訟法を対象とした授業内容（導

入科目）であり、既修者認定の範囲に含めている。 

面接試験について、法学既修者の入学者選抜では、志願者の大学や社会におけ

る活動実績、法曹を志望する理由及び目指す法曹像等については志願者調書に

よって把握できること、法律科目試験等で法曹適性を的確に判定することがで

きることから、2011年度入学者選抜より廃止した。 

さらに、法学既修者試験の利用については、入学者選抜の試験結果の検証によ

り、法律科目試験によって充分に公正な入学者選抜の実施が達成でき、既修者認

定も行えると判断したため、2017 年度入学者選抜からはこれを利用しないこと

とした。 

 

（２）基準・手続の公開 

法学既修者の入学者選抜に係る選抜基準及び選抜手続については、毎年度、４

月中旬迄に発行されるガイドブックに概要を掲載し 59、出願期間開始概ね２ヵ月

前の５月中下旬に発行する入学者選抜要項にて確定情報を公開 60するとともに、

法学既修者の入学者選抜における過去３年分の法律科目試験の問題を本法科大

学院 Webサイトに掲載して公開してきた 61。 

また、入学者選抜に係る選抜基準及び選抜手続等が前年度のものから変更さ

れる場合には、ガイドブック及び入学者選抜要項の発行前であっても、決定後、

直ちに本法科大学院 Webサイトで公開し 62、周知を図ってきた。 

既修者選抜や既修者認定については、これまで入学希望者や学生から意見を

聴取したことはないが、研究科長、研究科長補佐及び入試・広報委員会を中心に、

入学者の学修歴や各法律科目に係る習熟レベル等の観点から状況の把握や分析

を行ってきた。 

 

 

（３）既修者選抜の実施 

法学既修者選抜については、前述の選抜基準及び手続に基づき、適正に実施さ

                                                   
57【A07】2018年度法科大学院入学者選抜要項 p.4 
58【A07】2014年度法科大学院入学者選抜要項 p.3 
59【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2018 pp.40-41 
60【A07】2018年度法科大学院入学者選抜要項 
61【A203】本法科大学院 Webサイト「入学者選抜の過去問題」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/orientation/selection/past/  
62【A204】本法科大学院 Webサイト「入学者選抜の変更点等について」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/orientation/selection/change/ 
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れており、これまでのところ既修者選抜・既修単位認定の公正さ・公平さに疑問

を提起される事態（投書や口頭でのクレーム）は生じていない。 

各年度において、法学既修者選抜の結果等については、研究科長、研究科長補

佐及び入試・広報委員会を中心に検証を行い、選抜基準そのものの質、選抜基準

と合格者の質について検討し、必要な改善を行ってきている。 

法学既修者選抜に係る過去５年分の実施状況は、下表のとおりである。 

 受験者数（人） 合格者数（人） 競争倍率（倍） 

2014年度 906 641 1.41 

2015年度 826 572 1.44 

2016年度 689 426 1.62 

2017年度 809 439 1.84 

2018年度 695 418 1.66 

 

［注］「法学既修者」とは、当該法科大学院において必要とされる法学の基本的

な学識をすでに有すると認められ、入学し在学している者をいう。 

 

 各年度の入学者数及び法学既修者数は下表のとおりである。 

 入学者数 うち法学既修者数 

2014年度 
学生数 238人 189人 

学生数に対する割合 100％ 79.4％ 

2015年度 
学生数 241人 187人 

学生数に対する割合 100％ 77.6％ 

2016年度 
学生数 192人 136人 

学生数に対する割合 100％ 70.8％ 

2017年度 
学生数 128人 103人 

学生数に対する割合 100％ 80.5％ 

2018年度 
学生数 95人 79人 

学生数に対する割合 100％ 83.2％ 
 
（４）特に力を入れている取り組み 

法学既修者の入学者選抜においては、１年次配当の必修法律基本科目に対応

する科目すべてについて、論述式筆答試験を課してきた。さらに、その試験問題

の作問に際しては、１年次における当該科目の教育内容・水準に合わせた出題と

することなどの基本的な方向性について出題委員間で十分な認識共有を図って

いるほか、その内容等については複数のチェック体制を構築するなど、厳格な法

学既修者コースに係る入学者選抜試験の実施及び既修者認定に努めている。 

 

（５）その他 

 法学既修者の入学者選抜における過去問題を使用した過去問題解説会を実施

し、その解説を通じて、本法科大学院が求める人材像等の周知を図るとともに、

法学既修者コースの選抜基準の理解に資するよう努めてきている。 

 

【2019年度入学者選抜以降】 

（１）既修者選抜、既修者単位認定の基準及び手続 
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 基本的には 2018年度入学者以前の項において述べた内容と同様であるが、「２

－１」にて述べたとおり、2019 年度入学者選抜より、大学の学部３年次に在学

する者を対象として、既修者コースに早期入学枠を新設している。 

 2019年度入学者選抜の日程、試験科目等は以下のとおりである。 

 

・試験日程 

 出願期間：2018年７月 12日（木）～７月 20日（金） 

法律科目試験（論述式試験）：2018年 8月 18日（土） 

  ※早期入学枠のうち、再試験対象者が生じた場合は、2018年 12月頃に再試

験を実施予定。 

 合格発表：2018年９月１日（土） 

  ※早期入学枠の再試験受験者に係る合格発表は別途設定。 

・試験科目 

 憲法、民法、刑法、商法、民事訴訟法、刑事訴訟法 

・募集定員 

 150名 

・試験時間及び配点 

 論述式試験①（憲法及び刑法）：100分／憲法 120点、刑法 120点 

 論述式試験②（民法及び商法）：90分／民法 120点、商法 80点 

 論述式試験③（民事訴訟法及び刑事訴訟法）：80 分／民事訴訟法 80 点、刑事

訴訟法 80点 

・最低基準点 

 なし。 

ただし、法律科目試験は既修者判定試験としての位置づけであることから、１

科目でも成績が極端に低い場合には既修者との認定に至らず、不合格となる場

合がある。 

・面接試験 

実施しない 

 

また、早期入学枠については、対象者が学部３年次に在学する学生であること

から、大学における履修・学修の進度に鑑みて、８月に実施する法律科目試験に

おいて、民事訴訟法又は刑事訴訟法が合格水準に達しなかった場合でも、憲法・

民法・刑法・商法の４科目及び提出書類が一定の水準に達した者については、後

日実施する民事訴訟法・刑事訴訟法２科目の再試験を受験でき、その結果によっ

て合格することを可能としている。 

なお、早期入学者における質を担保するための仕組みとして、出願資格におい

て以下の要件のいずれかに該当することを求め、提出書類をもとに厳格な審査

を行うこととしている。 

 

＜早期入学枠の出願要件＞ 

 次のいずれかに該当する者。 

① 出願時に大学の学部３年次に在学する者で、優れた成績を修めていると本

学法科大学院において認めた者。休学及び停学の期間は在学期間に含めな

い。 
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② 出願時に外国において大学の３年次に在学する者、または学校教育におけ

る 15 年の課程を 2019 年３月までに修了見込みの者で、優れた成績を修め

ていると本学法科大学院において認めた者。 

③ 出願時に大学の学部３年次に在学する者で、2019 年４月１日時点で大学を

早期卒業する見込みの者。 

 

＜上記①②における「優れた成績」の要件＞ 

 次の i)、ii)のいずれかに該当する者。 

i) 2018年度（３年次終了時）までに、100単位以上修得し、修得したすべての

単位の成績の 75％以上について、「優良な評価」（点数評価で 100点満点中 80点

以上に相当する評価）を得ていること。 

ii) 2018年度（３年次終了時）までに、100単位以上修得し、そのうち 50単位

以上を法律学の科目によって修得していること。修得した法律学の科目（単位）

のうち、38単位以上について、「優良な評価」（点数評価で 100点満点中 80点以

上に相当する評価）を得ていること。 

 

（２）基準・手続の公開 

法学既修者の入学者選抜に係る選抜基準及び選抜手続、各選抜方法により判

定する能力等については、４月中旬迄に発行されるガイドブックにて概要を掲

載し 63、出願期間開始概ね２ヵ月前の５月中～下旬に発行する入学者選抜要項に

て確定情報を公開している 64。また、出題の趣旨に関しては、2019 年度入学者

選抜より本法科大学院 Webサイトにおいて 10月中に公開する予定である。なお、

著作権上の許諾が必要な科目（小論文）については、許諾が得られ次第、公開す

る予定である。 

 既修者選抜・既修単位認定の公正さ・公平さに係る問い合わせ等への対応につ

いては、2018 年度入学者選抜以前の項で述べた内容と同様の仕組みで対応を行

うこととしている。 

 

（３）既修者選抜の実施 

 法学既修者選抜については、2018 年度入学者以前の項において述べた内容と

同様である。 

 

（４）特に力を入れている取り組み 

 法学既修者コースにおける試験問題の作問に際しては、１年次における当該

科目の教育内容・水準に合わせた出題とすることなどの基本的な方向性につい

て出題委員間で十分な認識共有を図っているほか、その内容等については複数

のチェック体制を構築している。具体的に、出題段階にあたっては、科目ごとに

置かれる科目別出題委員会において、出題主査の統括・指示のもと、出題委員相

互で出題内容の精査を行っている。そのうえで、出題委員とは別に点検委員を置

き、点検委員相互で出題内容、文言、記号、設問等について精査しているほか、

実際に回答を試みるなどの点検作業を行い、その結果を出題主査に報告するこ

とで、出題の適切性を確認している。 

                                                   
63【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 pp.40-41 
64【A07】2019年度法科大学院入学者選抜要項 
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（５）その他 

 法学既修者の入学者選抜の過去問題を使用した過去問題解説会を実施し、そ

の解説を通じて、本法科大学院が求める人材像等の周知を図るとともに、法学既

修者コースの選抜基準の理解に資するよう努めている。 

 

２ 点検・評価 

法学既修者選抜、既修認定の基準及び手続は、本法科大学院の教育を経ること

によって法曹に必要とされるマインドとスキルをしっかりと身につけ得る者を

選抜可能な仕組みであるとともに、関連法令にも適合し、公平・公正なものとな

っている。 

また、入学者選抜方針、選抜基準及び選抜手続は、入学者選抜要項、本法科大

学院 Web サイト及びガイドブック等の媒体に明確に記載し、志願者に十分な考

慮期間が与えられる時期（概ね出願期間開始２ヵ月以前）に誰でも情報に容易に

アクセスできる方法で公表されていることから、適切な時期に適切な方法で公

開されているといえる。これらに変更がある場合には、ガイドブック又は入学者

選抜要項等の配布前であっても、決定の後直ちに本法科大学院 Web サイトに掲

載して周知を図っている。 

さらに、既修単位認定を行うすべての科目について、本法科大学院が独自に実

施する論述式試験を課しており、試験を実施しない科目について、単位認定がさ

れることはない。また、既修者選抜、既修単位認定は所定の基準及び手続に従っ

て公正・公平に実施されている。 

なお、法学既修者選抜の結果については、執行部及び入試・広報委員会を中心

に継続的に検証しており、必要に応じて、選抜基準又は選抜手続等の見直しを図

っている状況にある。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

毎年度、選考結果の検証を行っている。例えば、法学既修者試験の本法科大学

院受験者得点分布において各科目間で相当な差異が認められ、本法科大学院が

独自に実施する論述式試験でも受験者得点分布に偏りのある科目がなお散見さ

れたことから、2014 年度入学者選抜において法学既修者の入学者選抜における

一部試験科目の廃止及び商法の配点変更を行った。 

また、2017 年度入学者選抜からは、入学者選抜の試験結果の検証により、法

律科目試験によって、充分に公正な入学者選抜の実施が達成でき、既修者認定も

行うことができると判断したため、法学既修者試験の利用を廃止した。 

今後とも、選考結果について充分な検証を行うとともに、法律科目試験の入試

出題主査と密接に連携を図り、入試・広報委員会のもとで改善策を継続的に検討

していく。なお、今後の制度改革により学部３年次生の既修者コースの志願者が

増加する可能性も視野に入れ、法曹となるための基本的な学識、スキル、素養の

有無を判断するのにより適した入学者選抜のあり方についても継続的に検討し

ていくこととする。 
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２－３ 多様性〈入学者の多様性の確保〉 

 

（評価基準）入学者の選抜にあたり「法学部以外の学部出身者」又は「実務等の

経験のある者」を入学させるよう適切な努力をしていること。 

（注） 

① 「実務等の経験のある者」とは、各法科大学院が、社会人等の入学者

の割合を確保しようとする趣旨を考慮しつつ定義するものであるが、

最終学歴卒業後３年を経過していない者を含めることは原則として適

当でない。 

 

１ 現状 

（１）法学部以外の学部出身者の定義 

「他学部出身者」の定義としては、「法学以外の課程（法学部でも政治学科等

は法学以外に該当する）を主として履修した場合」としている 65。すなわち、カ

リキュラムにおいて法学の履修を主とする（概ね法律科目が 50％以上）課程以

外の出身者という実質的基準を採用している。 

 

（２）実務等の経験のある者の定義 

「実務等経験者」（いわゆる社会人）の定義については、まず、本法科大学院

入学時点において大学（学部）卒業後、入学年度の４月１日時点で少なくとも３

年以上（合計でも可）の経験があることとしている 66。この３年以上の経験とは、

本法科大学院における学修や法曹としての活動に資する専門的知識や社会的経

験を獲得するために最低でも必要と考えられる期間として設定されている。し

たがって、卒業後３年を経過していても、その期間中に社会的活動に従事せず、

主として公務員試験や各種資格試験の受験勉強に専念していた者は除いている
67。他方、実務等の経験については、いわゆる正規雇用による就業体験に限らず、

主婦・主夫、ボランティア、非正規雇用者なども含むものと定義している 68が、

これは本法科大学院入学者選抜において重視される専門的知識や社会的問題意

識は、幅広い社会的活動や実生活における体験によって培われるものと考えら

れるためである。 

  

                                                   
65【A07】2019年度法科大学院入学者選抜要項 p.11 
66【A07】2019年度法科大学院入学者選抜要項 p.10 
67【A07】2019年度法科大学院入学者選抜要項 p.10 
68【A07】2019年度法科大学院入学者選抜要項 p.10 
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（３）入学者全体に対する「法学部以外の学部出身者」又は「実務等の経験のあ

る者」の割合 

 

入学者数 実務等経験者 

他学部出身者 

（実務等経験

者を除く） 

実務等経験者

又は他学部出

身者 

入学者数 

2014年度 
238人 28人 24人 52人 

合計に対する

割合 
100.0％ 11.8％ 10.1％ 21.8％ 

入学者数 

2015年度 
241人 29人 24人 53人 

合計に対する

割合 
100.0％ 12.0％ 10.0％ 22.0％ 

入学者数 

2016年度 
192人 21人 26人 47人 

合計に対する

割合 
100.0％ 10.9％ 13.5％ 24.5％ 

入学者数 

2017年度 
128人 15人 10人 25人 

合計に対する

割合 
100.0％ 11.7％ 7.8％ 19.5％ 

入学者数 

2018年度 
95人 7人 6人 13人 

合計に対する

割合 
100.0％ 7.4％ 6.3％ 13.7％ 

５年間の入学

者数 
894人 100 90 190 

５年間の合計

に対する割合 
100.0％ 11.2％ 10.1％ 21.3％ 

［注］１ 「実務等経験者」とは、社会人等の入学者の割合を確保しようと 

する趣旨を考慮しつつ各法科大学院が定義したものをいう。 

２ 「入学者数」とは、実際に入学した学生の数をいい、既修者・未 

修者を問わない。 

３ 「他学部出身者」とは、法学部以外の学部出身者（法学系の学部・ 

学科以外の学部・学科出身者）のうち実務等経験者でない者をいう。 

 

多様な入学者の受入れについては、「できる限り多様な人々の中から、法曹の

候補者としてふさわしい資質と能力を有する人材を選抜し、法学以外の課程を

履修した者又は実務等の経験のある者が入学者の一定程度を占めるように努め

ます。かかる見地から、入学者選抜においては、何種類かの特別入試枠を設けて

います。」との入学者受入の方針（アドミッション・ポリシー）を定め、入学者
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選抜要項等で受験生に周知している 69、70、71。 

前表のとおり、本法科大学院の入学者に占める実務等経験者又は他学部出身

者の割合は、直近の 2014 年度から 2018 年度入学者に係る５年間平均で 21.3％

である。2018 年度法学未修者においては、実務等経験者又は他学部出身者が入

学者の 43.8％を占めている。これらの実務等経験者の中には、これまで、企業

出身者、医師、公務員等が含まれており、実質的にも多様な人材が選抜されてい

る。 

 

（４）多様性を確保する取り組み 

法学未修者の入学者選抜における制度改革の努力のほか、一般及び社会人向

けの各種広報媒体 72、73、74への広報活動に積極的に参画し、その中で実務等経験

者又は他学部出身者の在学生又は修了生を紹介している。また、本法科大学院が

位置する市ヶ谷キャンパスで開催する入学説明会及び入学前説明会については、

社会人の参加者に配慮し、土曜日の午後に開催している 75ほか、入学者選抜試験

についても、法学既修者コースは土曜日に、法学未修者コースは日曜日に実施す

るなどの配慮を行っている。 

さらに、2016 年度入学者選抜からは、多様な分野からの受験者の増加を目指

し、地域法曹枠、国際法曹枠、専門職法曹枠（2019年度以降廃止）、女性法曹枠

を新設した。これら特別入試枠の設置は、多様な入学者を求めるという本法科大

学院の姿勢を強くアピールするものである。なお、特別入試枠への志願者を増や

すための取り組みとして、地方大学や女子大学への訪問・説明も積極的に行って

おり、一定の成果をあげている。 

 

（５）特に力を入れている取り組み 

修了生の法曹としての多様な活躍が入学者の多様性の確保につながると考え、

修了生の動向のフォローに努め、それらの情報をガイドブックや本法科大学院

Webサイトへの掲載などを通じて学外へも発信している。 

 

（６）その他 

本法科大学院は、規模の大きな法科大学院であるが、きめ細やかで多様かつ充

実した教育を行っている。例えば、１年次（法学未修者）対象にフォローアップ

演習を提供しているが、その実施に際しては、少人数制（１グループ５名程度）

を採用し、きめ細やかな対応をしている。フォローアップ演習については、入学

説明会等でも積極的に周知を図っており、本法科大学院の受験生が抱いている

入学後の不安を解消する一助となっている。入学者アンケートからも、この点が

本法科大学院を受験する重要なインセンティブの１つとなっていることを確認

                                                   
69【A07】 2019年度法科大学院入学者選抜要項 p.1 
70【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 p.40 
71【A205】本法科大学院 Webサイト「入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/outline/policy/  
72【A206】ミガク 法科大学院ガイド 

https://www.mi-gaku.to/l/chuo/gokakusha.html 
73【A207】「ビジネスロー・ジャーナル 2018年 7月号」レクシスネクシス p.22 
74【A208】「AERAムック―大学生と社会人のキャリアを切り拓く大学院・通信制大学 2019―」 

朝日新聞出版 p.71 
75【A209】本法科大学院 Webサイト「説明会」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/orientation/meeting/  
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することができ 76、多様な入学者の確保につながっているといえる。 

 

２ 点検・評価 

「他学部出身者」及び「実務等経験者」の定義については、明確にこれを定め

るとともに、入学者選抜要項において公表している 77。また、入学者における多

様性を確保するための様々な取り組みを行っており、その結果、全国的に「実務

等経験者又は他学部出身者」の出願者が大幅に減少している中、本法科大学院に

おいては、過去５年間（2014年度～2018年度）の平均割合が入学者全体で 21.3％

（とりわけ未修入学者については 43.8％）が実務等経験者又は他学部出身者と

なっており、一定程度以上の多様性が確保されている状況にある。 

「第２分野２－１」に記載のとおり、より多様な志向性を有する学生の確保

に資するよう、法学既修者、法学未修者の各コースにおいて、一般法曹枠に加え

て地域法曹枠、国際法曹枠、女性法曹枠を、また法学既修者コースにおいては早

期入学枠を設けている 78。また、入学説明会等においては、１年次（法学未修者）

を対象としたフォローアップ演習の提供等の周知に努めており、このような努

力により、本法科大学院の受験者の入学後における不安の解消をもたらし、多様

な入学者の確保に貢献している状況にある。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

本法科大学院の「入学者受入の方針」（アドミッション・ポリシー）に基づき、

「実務等経験者又は他学部出身者」の受入れを通じた入学者における多様性の

確保と、多様な法曹の養成に継続的に努めているが、今後とも、多様性・開放性

を確保するための取組みに努めていく予定である。

                                                   
76【A210】2018年度法科大学院新入生アンケート実施報告書 
77【A07】2019年度法科大学院入学者選抜要項 p.10-11 
78【A07】2019年度法科大学院入学者選抜要項 p.2 
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第３分野 教育体制 

３－１ 教員体制・教員組織（１）〈専任教員の必要数及び適格性〉 

 

（評価基準）法科大学院の規模に応じて、教育に必要な能力を有する専任教員が

いること。 

（注） 

① 専任教員が 12人以上おり、かつ収容定員（入学定員に３を乗じ 

た数）に対し学生 15人に専任教員１人以上の割合を確保している 

こと。 

② 法律基本科目の各分野毎に必要数の専任教員がいること。 

③ 法科大学院に必ず置くこととされる専任教員は、教育上の支障を

生じない場合には、一個の専攻に限り、学部の専任教員又は修士課程、

博士課程若しくは他の専門職学位課程を担当する教員が、兼ねること

ができる。 

④ ５年以上の実務経験を有する専任教員が２割以上であること。 

⑤ 専任教員の半数以上は教授であること。 

 

１ 現状 

（１）専任教員の数と教員適格 

専任教員の必要数及び適格性については、各科目担当者による担任者会議内

で検討すると同時に、人事計画委員会を定期的に開催し中長期的に検討するこ

とによって評価基準を満たすようにしている。 

 

ア 専任教員数 

本法科大学院の収容定員（学生数）680 名（2018 年度入学定員を 240 名から

200名に変更）に対して、専任教員の総数は 59名(授業を担当していない任期制

助教を除く)である〔2018年５月１日現在〕。 

なお、2018 年度現在、学部や他の専門職大学院研究科の専任教員を兼ねてい

る者はいない。 

 

イ 教員の適格性 

本法科大学院設置当時の専任教員にあっては、学内の任用基準に照らし、十分

な業績（研究業績又は実務上の実績）及び教育能力を有するかどうかを慎重に審

査し、さらに専門職大学院設置基準[平成 15 年文部科学省令第 16 号]に基づく

教員審査を経て、文部科学省大学設置・学校法人審議会より「可」の判定を得た

者を専任教員として配置した。 

設置後の専任教員の採用は、「中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進等

に関する内規」79、「中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に関する基準」
80及び「中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に関する手続要領」81に基

づいて行っており、教員の適格性については教員業績審査委員会で「中央大学法

科大学院専任教員の任用及び昇進に関する基準」に基づき審査を実施している。 

                                                   
79【A05】中央大学法科大学院内規集№5 中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進等に関する内規 
80【A05】中央大学法科大学院内規集№6 中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に関する基準 
81【A05】中央大学法科大学院内規集№7 中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に関する手続要領 
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（２）法律基本科目毎の適格性のある専任教員の人数 

本法科大学院における法律基本科目の分野ごとの必要専任教員数及び実員数

は、以下のとおりである。 

 

 公法系 

民法 商法 
民事 

訴訟法 

刑事系 

憲法 行政法 刑法 
刑事 

訴訟法 

必要 

教員数 
4人 4人 2人 2人 4人 

実員数  3人* 3人 9人 5人 6人 2人 3人 

*特別研究１人を含む                2018年５月１日現在 

 

（３）実務家教員の数及び割合 

５年以上の実務経験を有する実務家教員は法令上必要とされる専任教員数の

２割である９人必要であるが、本法科大学院における実務家教員は現在 16人で

あり、必要数を満たしており、「２割以上であること」という基準も満たしてい

る。。なお、そのうち、みなし専任は５人である。実務家教員の採用に際しては、

実務経験年数・担当案件の内容・公刊論文等の要素を慎重に判断して実務上の能

力を厳格に審査している 。 

 

（４）教授の数及び割合 

本法科大学院においては、専任教員全員（授業を担当していない任期制助教を

除く）が教授であり、「専任教員の半数以上は教授であること」という基準を満

たしている。 

教授の資格要件については、「中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に

関する基準」に定められている 82。 

まず、研究者教員については、同基準第４条第１項に、以下のとおり原則が定

められている。 

「次の各号のいずれかに該当し、かつ、担当分野における卓越した専門的教育

能力を証する最近５年間の研究業績を有する者とする。 

 ①大学における５年以上の教歴を有し、かつ、１年以上教授の職にある者 

 ②７年以上准教授の職にある者」 

 次に、実務家教員については、同基準第７条第１項第１号に、以下のとおり原

則が規定されている。 

 「①法曹として 15年以上の実務経験を有し、かつ、担当分野における卓越し

た専門的教育能力を証する実務上の業績を有すると認められる者」 

教授の認定手続については、「中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進等

に関する内規」83、「中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に関する基準」
84及び「中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に関する手続要領」85で定
                                                   
82【A05】中央大学法科大学院内規集№6 中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に関する基準 
83【A05】中央大学法科大学院内規集№5 中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進等に関する内規 
84【A05】中央大学法科大学院内規集№6 中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に関する基準 
85【A05】中央大学法科大学院内規集№7 中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に関する手続要領 
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められている。 

 

 専任教員 

専任教員総数 うち実務家教員（実員） 

教授 その他 計 教授 その他 計 

専任教員数 59人 0人 59人 16人 0人 16人 

計に対する割合 100％ 0％ 100% 100％ 0％ 100% 

2018年５月１日現在 

    

（５）特に力を入れている取り組み 

2017 年度は人事計画委員会を２回開催し、中長期的な視点に立ち、よりよい

法曹養成を実現するための教員人事を継続的に検討し、実行している。例えば、

財務にも強い法曹養成を強化するとの視点から、2018 年度には会計・ファイナ

ンス分野の研究者教員５人を受け入れている。 

    

（６）その他 

実務家教員を含む専任教員の研究業績・教育業績については、学事記録への最

新情報の記載を毎年定期的に教授会で依頼し、全教員の最新情報が、「研究者情

報データベース」86を通じて公開されるような仕組みを整えている（なお、同デ

ータベースは、本法科大学院 Web サイト上の教員紹介欄から直接アクセスがで

きるようになっている）。 

    

２ 点検・評価 

専任教員（研究者教員及び実務家教員）の採用に際して、人事計画委員会と各

科目担任者会議が連携を図りながら、検討を進めている。「中央大学法科大学院

専任教員の任用及び昇進等に関する内規」、「中央大学法科大学院専任教員の任

用及び昇進に関する基準」及び「中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に

関する手続要領」における各規定を適切に運用している。また、評価判定の視点

で列挙されている項目（法律基本科目ごとの適格性のある専任教員数、実務家教

員の割合、教授の数）は、各基準を満たしている。実務家教員については、全員

が５年以上の実務経験を有している。また、その数について、法令上必要とされ

る２割の９人に対して、本法科大学院では 16 人となっており、「理論と実務と

の架橋」を実現するためにも充分な教員体制となっている。 

 

３ 自己評定 

合 

 

４ 改善計画 

今後も教員の数及びその質を担保し続けるために、各科目の授業担当者、各科 

目担任者会議及び人事計画委員会の連携をさらに強化するよう努める。

                                                   
86【A301】本学 Webサイト「研究者情報データベース」 

http://ir.c.chuo-u.ac.jp/researcher/ 



48 
 

３－２ 教員体制・教員組織（２）〈教員の確保・維持・向上〉 

 

（評価基準）継続的な教員確保に向けた工夫がなされ、教員の教育に必要な能力

を適切に評価し、その後も維持・向上するための体制が整備され、

有効に機能していること。 

 

１ 現状 

（１）専任教員確保のための工夫 

 本法科大学院における人事は、「中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進

等に関する内規」、「中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に関する基準」

及び「中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に関する手続要領」に基づき、

毎年６月までに人事計画委員会を開催して各専門分野の教員人事の必要性に鑑

みて当該年度人事計画（案）を策定したうえで、運営委員会の委員に加え各分野

の副主任を交えた拡大運営委員会での承認及び教授会での承認を得た後、各科

目担任者会議で該当人事を検討している。 

 他方、新任教員が専任職員として必要な能力を身につけるための取り組みとし

て、就任１年目の専任教員については、年度内に他の専任教員の授業参観を受け

ること及び他の教員の授業を参観することを義務づけている。授業参観後には、

授業参観報告書により参観者からのフィードバックを受けることを通じて、教

育力の向上を図っている。 

 

（２）継続的な教員確保に向けた取り組みや工夫 

 人事計画委員会及び教授会においては、中長期的な展望をもって人事計画を

策定・遂行している。 

例えば、①「特任教員」又は「みなし専任教員」として着任する場合の実務家

教員については、その任期終了に伴う再任又は後任の採用にあたっても現在の

充実した実務家教員体制を維持するようにしている。②任期の定めのない専任

教員については、「定年退職年度（70 歳に到達する日が属する年度）」が確定し

ているため、教員の定年退職によって他の教員への授業負担増加や授業の質の

低下が生じないよう、各科目担任者会議及び人事計画委員会において、前倒しに

よる教員採用等を含めて検討している。 

 将来研究者を目指す学生に対しては、大学院博士後期課程への進学に向け、特

定のテーマに対して２万字以上の論文を作成するための科目として「研究特論

（リサーチ・ペーパー）」を設け、そのニーズに応えている。なお、本学大学院

法学研究科博士後期課程においては、法科大学院修了者を対象とした特別入試

を設けていることから、研究者を視野に入れている学生からの相談があった場

合には適宜情報提供を行っている。 

 また、本法科大学院は、法科大学院において教育研究に従事する後継者を養成

し、もって法科大学院の教員養成の多様性確保に資するため、「中央大学助教規

程」に定める助教Ｃ（２年契約であり、更新により最長で５年契約となる）を採

用することとし、具体的な手続等については「法科大学院任期制助教に関する内

規」にて規定している 87。なお、同内規第４条は、次のように定め、これらの経

験を通じて、法科大学院の助教たる教育力を高められる機会を確保できるよう

                                                   
87【A05】中央大学法科大学院内規集№55-1 法科大学院任期制助教に関する内規 
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配慮している。 

 「助教は、その教育研究能力の向上を目的に主として研究に従事するものとす

る。ただし、教授会は（中略）その主たる職務を妨げない限度において、次の

各号に定める職務の一部又は全部に従事させるものとする。 

 一 本法科大学院における授業の担当 

 二 本法科大学院学生の学修指導 

 三 本法科大学院が定めた教育研究活動の補助 

 （以下、省略）」 

2017 年度に任用した助教Ｃは、債務不履行における過失相殺制度の研究に取

り組み、2017 年度に予定した研究目標を概ね達成したことを運営委員会及び教

授会において確認し、2018年度も引き続き在籍し研究を行っている。 

 

（３）教育に必要な能力の水準の確保・維持・向上 

教員の任用及び昇進に際して、教員の教育に必要な能力を評価する制度があ

る。具体的には、「中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進等に関する内規」、

「中央大学法科大学院専任教員の任用及び昇進に関する基準」及び「中央大学法

科大学院専任教員の任用及び昇進に関する手続要領」を定め、これに基づき評価

している。 

任用、昇進にあたっては、教授会により、審査対象者の専門分野に関する教授

会員５人以上で組織される業績審査委員会が設置され、厳格に審査が行われる。 

また、教員の教育活動を評価し、本法科大学院の教員組織全体としての教育能

力の向上に資することを目的に、ベスト・ティーチャー賞の取り組みを毎年度実

施している。 

ベスト・ティーチャー賞は、各年度の修了見込者が投票権をもち、本法科大学

院における学修を通じてベスト・ティーチャーと考える教員を３名連記で推薦

理由とともに投票し、その集計結果により、ＦＤ委員会でこれを決定するもので

ある。受賞した教員については、受賞理由を公表するとともに、ＦＤ研究集会に

おいて授業における実践内容を報告・共有することで、Good Practiceの共有を

図っている。加えて、１票以上得票があった教員に対しては、学生からの推薦理

由コメントをフィードバックし、自己研鑽に活用している。 

そのほか、ＦＤ活動（詳細については、「第４分野」を参照。）として様々な取

り組みを展開し、教育に必要な能力の向上に努めている。 

また、教員相互の授業参観については、2015 年度から全専任教員について２

年度に１回は必ず自己又は他人の授業参観を実施する新たな制度を導入してい

る。 

そのほか、教員の資質向上を目的とする取り組みとして、教授会の場を活用し

た講演・啓発（研究倫理、科研費申請促進を目的とする説明、ハラスメント防止

啓発等）、全学の取り組みとしてのハラスメントに関する講演会、新任教員研修

会等を実施している。 

    

（４）特に力を入れている取り組み 

教員の能力を維持・向上するために、ＦＤ研究集会において、ベスト・ティー

チャー賞を受賞した教員の授業における工夫について他の教員が共有できるよ

うにするなど、全教員が自己研鑽を積む機会を設けるようにしている。 
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（５）その他 

後継者の確保に向けた取り組みとして、将来研究者をめざす学生に対しては

「研究特論（リサーチ・ペーパー）」の履修につき、事前面談の機会を設け、「研

究特論（リサーチ・ペーパー）」の趣旨を履修者に十分に説明し、とりわけ研究

能力の向上に繋がる充実した履修ができるようにしている。また、研究者を志す

学生の研究発表の場として、機関誌『中央ロー・ジャーナル』に投稿する機会を

与えている 88。 

 

２ 点検・評価 

中長期的な展望にたって、継続的に質の高い教員を確保しようとしている。 

 専任教員の採用にあたって、一定の教育能力を備えた研究者教員及び実務家

教員を採用できるよう、前述のとおり本法科大学院内での規程等が整備されて

いる。また、採用後には、ＦＤ研究集会や教員相互による授業参観、さらに授業

アンケート及びベスト・ティーチャーの表彰などの学生の声を直接反映させる

取り組みにより、教員の教育の質の維持及び向上に努めている。 

将来研究者を目指す学生に対する授業として、「研究特論（リサーチ・ペーパ

ー）」を設けているほか、任期制助教制度により将来の後継者育成にも取り組ん

でいる。 

このように、本法科大学院では、専任教員の新規採用時における教員の質の

確保に加えて、在学時における「研究特論（リサーチ・ペーパー）」の履修や修

了後における助教としての採用を通して教員養成にも努めるなど、中長期的な

展望にたって、継続的に質の良い教員育成・確保にむけて積極的に取り組んでい

る。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

今後も、より一層人事計画委員会と各科目の授業担当者との間の連携を図り

ながら、質の高い教員の確保に努めるとともに、ＦＤ活動のさらなる充実を図り

つつ、教員全体の質の維持・向上に努めていく。 

改善を要するものとしては、若手研究者教員の育成の強化がある。前述したよ

うに、若年教員の育成のために助教制度を設け、2010 年度の制度導入から現在

まで３名を採用し、うち１名が他大学で研究者教員として採用されるに至って

いる。もっとも、法科大学院教育の維持・発展のためには、さらに研究者を養成

していく必要がある。助教制度を今後も継続するとともに、応募者数をさらに増

加させるため、研究者を志望する法科大学院の院生又は修了者へ向けて本法科

大学院からのさらなる情報発信をしていく。

                                                   
88【A302】本法科大学院 Webサイト『中央ロー・ジャーナル』 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/assist_system/journal/ 
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３－３ 教員体制・教員組織（３）〈専任教員の構成〉 

 

（評価基準）教員の科目別構成等が適切であり、バランスが取れている等、法曹

養成機関として充実した教育体制を確保できるように配慮されて

いること。 

 

１ 現状 

（１）専任教員の配置バランス 

 各科目群における専任教員の配置状況は、以下のとおりである。 

 

2018年度前期 

 

クラス数 専任教員数 

（延べ人

数） 

クラスごとの 

履修登録者数平均 

専任(  )は 

みなし専任 
専任以外 専任 専任以外 

法律基本科目 42(1) 0 90 21.9 0 

実務基礎科目 18(3) 16 30 21.67 5.56 

基礎法学・外国

法・隣接科目 
9(0) 3 9 27.22 5 

展開・先端科

目 
68(3) 14 72 10.07 5.71 

［注］ １．専任教員には、みなし専任教員を含む。 

２．専任教員とそれ以外の教員の共同授業は、専任教員のクラスとし

てカウントする。  

３．専任教員とみなし専任教員の共同授業は、専任教員のクラスとして

カウントする。 

４．クラス数及びクラスごとの履修登録者数平均については、開講され

ていないものはカウントしない。 

    

（２）教育体制の充実 

教員の科目別構成等が適切でありバランスが取れているかどうかについては、

各科目の授業担当者のみならず、人事計画委員会及び教授会においても、随時検

討を行っている。また、教授会や教務委員会においても、カリキュラムや担当教

員の配置等について時間をかけて検討している。さらに、ＦＤ研究集会を毎年複

数回開催して、教育体制の充実に努めている。 

また、2018 年度には、より多様な教育の提供を目的として、本学国際会計研

究科の教員５名を専任教員として受け入れ、会計・ファイナンス分野を中心に、

カリキュラムのさらなる充実を図っている。 

 

（３）特に力を入れている取り組み 

法律基本科目群の科目を担当する教員については、所属の研究科や学部での

年齢構成を考慮し、将来における学部担当教員との相互交流についても検討し

ている。また、本法科大学院内においては、教員の退職等に伴い科目群でバラン



52 
 

スを欠くおそれがある場合には、所属する科目群の変更を行い適切な人数・配置

をし、充実した教育体制が継続できるように取り組んでいる。所属変更に際して

は、当該教員の意向を確認するとともに、変更先の科目群での教育能力が十分に

あることの確認を行っている。 

 

（４）その他 

法科大学院及び法学部の教育体制及び連携等について、本法科大学院執行部

と本学法学部執行部（学部長及び学部長補佐）との間で必要に応じて意見交換を

行っている。 

    

２ 点検・評価 

教員の科目別構成等が適切で、バランスが取れており、専任教員は、法律基本

科目だけでなく、実務基礎科目、基礎法学・外国法・隣接科目、展開・先端科目

にも、法科大学院の理念に応じて配置されている。各系科目の適正配置について

も、科目担任者会議及び人事計画委員会で定期的に確認し、維持に努めている。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

 各授業担当者、各科目担任者会議及び人事計画委員会の連携をより密接にし

ていく。 

また、2017 年度には本学法学部と法曹一貫教育検討ワーキンググループを設

け、法曹一貫教育の実施とそれに向けての教育体制上の連携について 2018年度

以降具体的に検討していくこととした。 
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３－４ 教員体制・教員組織（４）〈教員の年齢構成〉 

 

（評価基準）教員の年齢構成に配慮がなされていること。 

 

１ 現状 

（１）教員の年齢構成 

本法科大学院専任教員における 2018年５月１日時点における年齢構成は、以

下のとおりである。 

 

 39歳以下 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 計 

専任 

教員 

研究者 

教員 

0人 6人 9人 28人  0人  43人  

0％ 14.0％ 20.9％ 65.1％ 0％ 100％ 

実務家 

教員 

0人  2人 2人 12人 0人 16人 

0％ 12.5％ 12.5％ 75.0％ 0％ 100％ 

合計 
0人 8人 11人 40人 0人 59人 

0％ 13.6％ 18.6％ 67.8％ 0％ 100％ 

    

（２）教員の年齢構成についての取り組み 

教員を採用するにあたり、教育・研究・実務能力はもとより、年齢構成にも配

慮するように努めている。なお、2014年度第 11回教授会においては、今後の無

任期専任教員の採用にあたっては、できる限り着任時 50歳程度までを目途とし

て採用することを原則とする旨の人事計画の方針について了承を得た 89。その結

果、2016年度及び 2017年度に行った専任教員の採用人事においては、着任時 45

歳以下の教員をそれぞれ１名採用した。また、専任教員全体だけではなく、科目

ごとの年齢構成もきめ細かく検討している。 

さらに、助教の採用にも積極的に取り組み、若手研究者の育成を目指している。 

 

（３）その他 

学部には相対的に若い教員が所属しているため、必要に応じて本法科大学院

と本学法学部との間で意見交換会を開催して、移籍の可能性を含め検討してい

る。 

 

 

２ 点検・評価 

年齢構成については、科目によっては教員が 50 歳代後半から 60 歳代という

一定の年齢層に集中している科目があり、なお一層、適正な年齢配置を考える必

要がある。  

今後の無任期専任教員の採用にあたっては、できる限り着任時50歳程度まで

                                                   
89【A05】中央大学法科大学院内規集№65 今後の人事計画方針について 
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を目途として採用することを原則とする旨の人事計画の方針が教授会において

了承されたことを受け、この原則に沿った人事がなされるよう努めている。 

 

３ 自己評定 

Ｂ 

 

４ 改善計画 

全体の年齢構成をより適正にするため、人事計画委員会がイニシアティブを 

とり、年齢構成に配慮した適正な配置の実現を一層推進する。
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３－５ 教員体制・教員組織（５）〈教員のジェンダーバランス〉 

 

（評価基準）教員のジェンダーバランスに配慮がなされていること。 

 

１ 現状 

（１）教員のジェンダーバランス 

現在、女性の専任教員は２名である。女性の専任教員については適格な人材を

直ちに採用することが容易ではないことから、非常勤教員の採用等において女

性教員を積極的に採用する努力をしている。 

 

教員区分 

性 別 

専任教員 兼担・非常勤教員 
計 

研究者教員 実務家教員 研究者教員 実務家教員 

男 
42人 15人 22人 48人 127人 

33.07% 11.81% 17.32% 37.80% 100% 

女 
 1人 1人   1人   9人 12人 

8.34% 8.33% 8.33% 75.00% 100% 

全体における

女性の割合 
3.39% 12.50% 8.63% 

 2018年５月１日現在 

 

（２）特に力を入れている取り組み 

女性の応募が相対的に多い実務講師について、将来的に実務家教員になるた

めの仕組みを検討している。 

また、教員組織におけるジェンダーバランスの適正化の観点や、女子学生に対

して身近なロールモデルを提示するとの観点からも、女性の実務講師を増員す

ることは重要であると考えており、採用の際には女性を優先していることから、

実務講師のうち 16.7％が女性である。 

 

（３）その他 

最高裁判所からの派遣教員については、女性であることを要望している。 

    

２ 点検・評価 

ジェンダーバランスが悪い（10％未満）状態ではあるが、10％を超えるように

人事計画委員会で科目ごとにジェンダーバランス改善の提言を強く行っている。 

 

３ 自己評定 

Ｃ 

 

４ 改善計画 

 非常勤教員や実務講師については、今後も積極的に女性を採用し、より広く専

任教員の候補者を確保する予定である。専任教員については、適格性のある女性
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教員採用に向けて情報収集に努める。 
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３－６ 教員支援体制（１）〈担当授業時間数〉 

 

（評価基準）教員の担当する授業時間数が十分な授業準備をすることができる

程度の適正なものであること。 

 

１ 現状 

（１）過去３年間の各年度の教員の担当コマ数 

本法科大学院専任教員が担当する授業時間数は、以下のとおりである 。 

 

【2016年度】 
教員 

 区分 

授業 

時間数 

専任教員 
みなし 

専任教員 
兼担教員 

備考  
研究者教員 実務家教員 実務家教員 研究者教員 実務家教員 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

最 高 10.93 10.43 10.36 10.64 4.00 5.00 1.50 1.40 - - 
１コマ 

50分 
最 低 0.00 0.00 2.00 5.00 3.00 3.00 1.50 1.00 - - 

平 均 5.71 4.50 7.29 7.17 3.49 3.89 1.50 1.13 - - 

 

【2017年度】 
教員 

区分 

授業 

時間数 

専任教員 
みなし 

専任教員 
兼担教員 

備考 
研究者教員 実務家教員 実務家教員 研究者教員 実務家教員 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

最 高 14.00 10.40 11.60 9.00 3.00 5.00 - 1.40 - - 
１コマ 

50分 
最 低 0.00 0.00 2.00 4.00 1.00 3.00 - 0.00 - - 

平 均 6.47 4.88 7.75 6.67 2.33 3.67 - 0.70 - - 

 

【2018年度】 
教員 

区分 

授業 

時間数 

専任教員 
みなし 

専任教員 
兼担教員 

備考 
研究者教員 実務家教員 実務家教員 研究者教員 実務家教員 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

最 高 12.00 11.13 9.20 11.60 3.00 5.00 2.00 1.20 - - 
１コマ 

50分 
最 低 0.00 1.67 2.00 4.00 2.00 3.00 1.40 0.93 - - 

平 均 4.66 5.96 6.11 8.90 2.67 3.67 1.70 1.07 - - 

［注］ 兼担教員は、法律基本科目を担当している教員をカウントしている。 

 

（２）他大学・他学部の授業数も含めた専任教員の担当コマ数 

【2016年度】 
教員 

区分 

授業 

時間数 

専任教員 
みなし専任教員 

備考 
研究者教員 実務家教員 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 

最 高 16.17 14.46  12.93  10.64 4.00  5.00  

１コマ 

50分 
最 低 3.00 0.00 2.00  5.05 3.00  3.00  

平 均 8.93 7.24  7.67 7.43  3.49  3.89  
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【2017年度】 
教員 

区分 

授業 

時間数 

専任教員 
みなし専任教員 

備考 
研究者教員 実務家教員 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 

最 高 24.07  17.33  12.00  9.20  3.00 5.00 

１コマ 

50分 
最 低 3.20 2.73 2.00 5.20 1.00  3.00  

平 均 9.60  7.72 8.24  7.30 2.33 3.67 

 

【2018年度】 
教員 

区分 

授業 

時間数 

専任教員 
みなし専任教員 

備考 
研究者教員 実務家教員 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 

最 高 15.60 16.00 9.20 12.67 3.00 5.00 

１コマ 

50分 
最 低 2.00 1.07 2.00 4.00 2.00 3.00 

平 均 7.34 8.80 6.33 9.20 2.67 3.67 

［注］ 他学部・他大学は１コマ90分、75分等がある。 

 

他学部・他大学のコマ数を含めると、後述の「２」で挙げる理由から、年間最

高単位数が基準の 30 単位を超える者が、2017 年度・2018 年度で存在している
90。 

 

（３）授業以外の取り組みに要する負担 

教員が十分な授業準備の時間を確保できるよう、授業時間のみでなく、委員会

の負担が過重にならないよう、研究科長が中心となり調整を行っている。また、

各種の委員会にあっては、メーリングリストを活用して意見交換等を行うこと

によって、会議の効率的な運営に努めている。さらに、他大学への出講、審議会・

各種委員会への出席等の社会的活動についても研究科長に届け出て教授会に報

告を行うこととしており、その負担が過重になっていないかを検証している。 

 

（４）オフィス・アワー等の使用 

 オフィス・アワーについては、各教員が週１コマ（90 分）以上確保し、事前

に学生に対して公表している。学生がオフィス・アワーを利用するにあたっては、

原則として事前予約することとしており、これにより特定の日時に相談が集中

することを防止している。現在のところ、オフィス・アワーが過度な負担となっ

ている事例はない。 

 

（５）特に力を入れている取り組み 

 教授会の場において、30 単位を超えないように研究科長が強く働きかけてお

り、一定の成果を得ている。 

 

                                                   
90【A303】専任教員コマ数(2016)、専任教員コマ数(2017)、専任教員コマ数(2018) 
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（６）その他 

翌年度の授業編成にあたっては、教授会において「法科大学院専任教員（特任

教員を除く）の授業担当負担に関する申し合わせ」91の内容の周知・徹底を図っ

ている。特にコマ数が多い教員については、研究科長及び教務委員長から個別に

負担の軽減を指示している。 

 

２ 点検・評価 

専任教員が負担するコマ数が適正なものとなるように努力を続けており、大

部分の教員は授業準備をする時間が十分に確保できるコマ数を担当しているが、

負担コマ数が「法科大学院専任教員（特任教員を除く）の授業担当負担に関する

申し合わせ」に規定する範囲を超える教員が存在する。 

この負担は、本法科大学院の授業のみならず、学部、既存大学院及び他大学を

含めて計算したものであり、これらの教員は過剰負担解消の認識をしたうえで、

改善へ向けた調整を行っている。ただし、規定を上回るコマ数となっているケー

スの大部分については、依頼元となる組織における教員が在外研究等の事由に

より一時的に不足する等のやむを得ない事由により一時的に発生しているもの

であり、一律に改善するには困難な事情も存在している。 

授業以外の負担についても各教員から教授会に報告してもらい、問題がない

ことを確認している。また、オフィス・アワーは補習目的では利用されていない。

その他としては、負担についても研究科長や教務委員長が現状をチェックし個

別指導しており、前述の申し合わせに適合している。 

 

３ 自己評定 

Ｂ 

 

４ 改善計画 

現在、コマ数が超過している教員には、教員ごとに適正な担当コマ数となるよ

うに指示しており、これが早期に実現するよう努めていく。今後は、授業編成時

（10月～12月）において、過剰負担となっている教員に対しては適正な担当授

業数になるように研究科長及び教務委員長から指示するとともに、授業編成を

している科目担任者会議や教授会等で構成員の共通理解を形成・促進し、授業負

担の適正化にさらに努める。 

                                                   
91【A05】中央大学法科大学院内規集№42 法科大学院専任教員（特任教員を除く）の授業担当負担に関する
申し合わせ 
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３－７ 教員支援体制（２）〈研究支援体制〉 

 

（評価基準）教員の研究活動を支援するための制度・環境に配慮がなされている

こと。 

 

１ 現状 

（１）経済的支援体制 

基礎研究費として、専任教員（任期を定めて採用された教員を除く）に対して、

個人で行う学術研究を助成する目的で年額 43 万円（着任時のみ 58 万円）が支

給される。また、研究用として１人あたり年間 2000枚のコピーを無料で利用す

ることができる。このほか、専任教員が個人で行う特定の課題に係る研究の支援

を目的とする特定課題研究費（２年 200万円）が、年間３名分に相当する予算が

割り当てられており、特定課題研究費助成候補者選定委員会及び教授会の議を

経て、全学にて選定され支給されている。 

 

（２）施設・設備面での体制 

ア 研究室の状況 

各専任教員には、市ヶ谷キャンパスに１人１室の教員個人研究室が用意され

ている。さらに、すべての科目系（民事系、刑事系、公法・基礎法系、外国法・

展開先端系）においてそれぞれの共同研究室を利用できる状況であり、科目担当

者間における意見交換等をさらに活発にするための体制が整備されている。加

えて、予備の共同研究室を一室確保することにより、各科目系内での重複利用申

請にも対応できるよう整備している。 

 

イ 図書室（ローライブリー） 

D1-Law.com、LEX/DBインターネット、Westlaw Japan、LLI判例秘書アカデミ

ック版等のオンラインデータベースをローライブラリー、研究室をはじめとす

るキャンパス内で利用可能であり、それらのうち複数を自宅からも利用できる。

ローライブラリーの蔵書については、これまでの利用状況調査からみて、研究活

動を行うのに十分な図書を所蔵するに至ったが、それに加え、雑誌のバックナン

バーなどについては、多摩キャンパスの中央図書館等からの取り寄せ制度があ

る。取り寄せにあたっては、インターネットを通じて申請することによって、最

短で翌日には申請した資料をローライブラリーで受け取ることができるため、

利用者が不便を感じることはない。 

 

ウ 情報環境 

教員個人研究室には、ＰＣとプリンタが各１台設置されている。 

 

（３）人的支援体制 

教育研究支援室が、「Ｃ plus」（授業支援システム）のサポートを含む教育支

援とともに、電子資料(データベース)の利用提供・代行検索、研究費関連業務、

専門図書の選書補助等、各種研究支援サービスを行っている。また、都心ＩＴセ

ンター（市ヶ谷キャンパス内にＳＥが常駐）がＩＴ関連の利用支援及び情報機器

の維持・管理を行っている。 
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このほか、科学研究費をはじめとする公的研究費や学外研究資金の受け入れ・

管理等については、全学組織として研究支援本部を置き、これを所管する事務組

織である研究支援室と、本法科大学院固有の組織である教育研究支援室との連

携のもとで具体的な業務（申請支援、契約等）を担当している。 

 

（４）在外研究制度 

本学では、在外研究 92及び特別研究 93の制度が確立されており、2007 年度か

らは本法科大学院においてもこれら２つの制度の運用が開始され、2018 年５月

１日現在、在外研究は計 12 名、特別研究は計 20 名が利用した実績がある。な

お、2017 年度は１名が在外研究（半年）、１名が特別研究（１年）を利用した。

2018年度は、１名が特別研究（１年）を利用している。 

 

（５）紀要の発行 

本法科大学院の専任教員に対して、その研究成果を公表する機会を提供する

ため、機関誌『中央ロー・ジャーナル』94を年４回刊行している。 

 

（６）特に力を入れている取り組み 

教員の研究活動を支援するために、教育研究支援室を設置し、専任職員２名、

派遣職員１名を配置して、常時対応に当たっている。2016 年度からは、教育研

究支援室の設置場所を１号館６階（独立した部屋）から２号館１階（法科大学院

事務課内）へと移動し、教員に対するワンストップサービスの実現を目指すとと

もに、パートタイム職員を新たに２名増員し、教育研究支援体制を強化している。 

また、2016 年度には、本法科大学院所属教員を研究代表者とする研究プロジ

ェクト「アジア太平洋地域における法秩序多様性の把握と法の支配確立へ向け

たコンバージェンスの研究」が、文部科学省の私立大学研究ブランディング事業

に採択されている。当該プロジェクトには、研究代表者の他にも複数の本法科大

学院専任教員が関わっている。研究活動推進にあたっては、研究支援室を中核に、

中央大学比較法研究所、広報室、研究戦略会議等が連携し、全学的な取り組みと

して万全な支援を行っているほか、当該プロジェクト専従のＵＲＡ１名を市ヶ

谷キャンパスに配置し、必要な支援を行っている。 

 

（７）その他 

教育研究支援室は、研究支援状況についての利用を促進するために、教員への

データベースの利用などの情報提供に努めている。 

    

２ 点検・評価 

教育研究支援室を中心として、研究を支援するための人的体制が整っている。

教育研究支援室では、研究者データベースの更新などについて教員に情報提供

を行うなどの取り組みもしており、教員の満足度は高い。 

研究支援を目的とする制度として、基礎研究費、特定課題研究費など十分な経

済的支援があるほか、在外研究、特別研究制度が設けられており、これを利用す

                                                   
92【A05】中央大学法科大学院内規集№16 中央大学大学院法務研究科教員の在外研究に関する内規 
93【A05】中央大学法科大学院内規集№17 中央大学大学院法務研究科教員の特別研究期間に関する内規 
94【A304】本法科大学院 Webサイト『中央ロー・ジャーナル』 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/assist_system/journal/ 
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る教員は着実に増加している。 

また、１人１室の教員個人研究室が確保されている上に、データベースも各研

究室に貸与されているＰＣで利用できるほか、教育研究支援室やローライブラ

リーでも利用が可能である。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

今後も、教員の研究活動を強力に支援する体制を維持していく。 
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第４分野 教育内容・教育方法の改善に向けた組織的取り組み 

４－１ 教育内容・教育方法の改善に向けた組織的取り組み（１）〈ＦＤ活動〉 

 

（評価基準）教育内容や教育方法の改善に向けた組織的取り組みが適切に実施

されていること。 

 

１ 現状 

（１）組織体制の整備 

教授会のもとに、ＦＤ活動を企画推進する委員会として、研究科長補佐の１名

を委員長とし専任教員で構成するＦＤ委員会を設けるとともに、教育研究活動

を支援するため、法科大学院事務課組織として「教育研究支援室」95を設置し、

教育内容・教育方法の向上と改善を図る体制を整備している。 

ＦＤ委員会の組織と所管事項は、内規に定められている 96。委員会の構成は、

2018 年５月現在、実務家教員を含む、各科目・分野にわたる専任教員９名であ

る。その内訳は、公法系２名、民事系２名、刑事系３名、基礎法学・外国法系１

名、展開・先端系１名であり、また、研究者又は実務家の別では、研究者教員６

名、実務家教員３名である。 

教育研究支援室は、講義内容の作成、課題作成・採点、学生への連絡、学生ア

ンケートの実施・集計等ができる「Ｃ plus」（授業支援システム）の中の「授業

支援」メニューを通じ、本法科大学院の教育研究全般にわたって支援を行ってい

る。 

授業については、教授会及びＦＤ委員会が「法科大学院の授業運営・試験方法

等のあり方に関する申し合わせ」97をはじめとする以下の申し合わせ事項等を作

成し、これに基づいて、法科大学院教育課程の趣旨に沿った運営に努めている。

また、「授業および成績評価に関する資料の保存に関する申し合わせ」98により、

成績評価資料を本法科大学院事務課内で一元的に保存管理する組織体制をとっ

ている。 

 

中央大学法科大学院ＦＤ委員会内規 99 

法科大学院の授業運営・試験方法等のあり方に関する申し合わせ 100 

オフィス・アワーの運営に関する申し合わせ 101 

ＣＬＳ教務システムの活用に関する申し合わせ 102 

授業及び成績評価に関する資料の保存に関する申し合わせ 103 

ＦＤ活動の充実に関する申し合わせ 104 

オフィス・アワー制度の運用改善のための申し合わせ 105 

                                                   
95【A401】教育研究支援室について（ご案内） 
96【A05】中央大学法科大学院内規集№57 中央大学法科大学院ＦＤ委員会内規 
97【A05】中央大学法科大学院内規集№33 法科大学院の授業運営・試験方法等のあり方に関する申し合わ
せ 
98【A05】中央大学法科大学院内規集№36 授業および成績評価に関する資料の保存に関する申し合わせ 
99【A05】中央大学法科大学院内規集№57 中央大学法科大学院ＦＤ委員会内規 
100【A05】中央大学法科大学院内規集№33 法科大学院の授業運営・試験方法等のあり方に関する申し合わ
せ 
101【A05】中央大学法科大学院内規集№34-1 オフィス・アワーの運営に関する申し合わせ 
102【A05】中央大学法科大学院内規集№35 ＣＬＳ教務システムの活用に関する申し合わせ 
103【A05】中央大学法科大学院内規集№36 授業及び成績評価に関する資料の保存に関する申し合わせ 
104【A05】中央大学法科大学院内規集№37 ＦＤ活動の充実に関する申し合わせ 
105【A05】中央大学法科大学院内規集№34-2 オフィス・アワー制度の運用改善のための申し合わせ 
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クラスアドバイザー制度の充実及び運用改善のための申し合わせ 106、107 

法科大学院学生行為準則 108 

  中央大学法科大学院における成績評価に関する内規 109 

  中央大学法科大学院における成績評価に関する内規運用指針 110 

  中央大学法科大学院における教員相互の授業参観に関する取扱要領 111 

 

以上のうち、「中央大学法科大学院ＦＤ委員会内規」は、2014年度に委員構成

についての見直しを行い、各分野から委員をバランスよく参画させる趣旨での

大幅な改正を行った。あわせて、厳格な成績評価を行うことを目的にして、新た

に「中央大学法科大学院における成績評価に関する内規」及び「中央大学法科大

学院における成績評価に関する内規運用指針」を制定した。これらは、2015 年

度以降、さらに改訂を重ね、厳格な成績評価に向けての改善が進められている。 

科目ごとのＦＤ活動としては、各科目担任者会議及び各法律基本科目部会を

通じた意見交換を実施しており、これらについては研究者教員・実務家教員双方

が参画し、授業運営や成績評価の実施方法等についての議論を行っている。それ

ぞれの具体的な内容については、以下の「（２）カ、キ」において詳述する。 

このほか、総合系科目を中心に、複数教員によるオムニバス形式で実施する授

業については、実務家教員と研究者教員の間で授業運営や成績評価に係る意見

交換を行っている。 

 

（２）ＦＤ活動の内容 

2017年度及び 2018年度における取り組みは、以下のとおりである。 

 

ア ＦＤ委員会の開催 

 ＦＤ委員会では、学生の学修成果を向上させるための授業内容及び教授方法

の改善・向上を目的とした組織的な推進に向け、ＦＤ研究集会をはじめとする各

種研修や授業評価アンケート等の企画・実施、各科目におけるＦＤ活動の連絡・

調整を行うほか、各科目の授業内容及び成績評価に係る実情の把握と改善の勧

告を行っており、本法科大学院の教育活動に係る質の保証を実質的に担う委員

会として活動している。 

 2017年度は９回（通常開催６回、持ち回り３回）、2018年度前期については現

時点で４回(通常開催４回)開催しており、成績評価のあり方や法曹養成教育に

ついての審議・検討、各種ＦＤ活動に係る企画・調整等を行った 112。 

 

イ 授業に関する中間アンケート及び学期末授業評価アンケートの実施 113 

 中間アンケートは約半分の授業回が終了した時点で実施されるもので、速や

かに実現可能な、学生からの授業への具体的な提案を教員が受けるものである。

                                                   
106【A05】中央大学法科大学院内規集№39 クラスアドバイザー制度の充実及び運用改善のための申し合わ
せ 
107【A05】中央大学法科大学院内規集№40 クラスアドバイザー対応指針 
108【A05】中央大学法科大学院内規集№46 法科大学院学生行為準則 
109【A05】中央大学法科大学院内規集№63-1 中央大学法科大学院における成績評価に関する内規 
110【A05】中央大学法科大学院内規集№63-2 中央大学法科大学院における成績評価に関する内規運用指針 
111【A05】中央大学法科大学院内規集№73 中央大学法科大学院における教員相互の授業参観に関する取扱要領 
112【A06】FD関係委員会の議事録等「FD委員会議事録」 
113【A14】学生授業評価アンケート記録「中央大学法科大学院授業アンケート結果」 



65 
 

学期末授業評価アンケートは、学期を通じた授業への学生の評価を記すもので、

共通の設問と自由記載欄とからなり、教員はこれに対しコメント（回答）と授業

改善方針を作成して学生にフィードバックすることになっている。 

 アンケート結果については、教員によって作成されたコメント（回答）及び授

業改善方針を付して学生に公開されている。当アンケート結果及びコメントは、

学生にとって来年度以降の授業選択の参考として、他方、教員にとっては自己の

授業を客観視し授業改善に資する材料としても機能している。2017 年４月より

本法科大学院 Web サイトでも、授業評価アンケートの実施率、回答率及び集計

結果を公開している(2018 年度５月１日時点で、2014 年度から４年度分の結果

が情報公開されている) 114。 

 加えて、授業アンケートによって指摘された事項のうち、個別教員との調整等

が必要と思われる事項については、ＦＤ委員長等が当該教員と連絡をとり、場合

によっては面談等を実施して具体的な対応策について検討し、授業を改善する

ようにしている。 

 

ウ ＦＤ研究集会 

 ＦＤ研究集会は、本法科大学院における教育活動の質的向上を目的に、すべて

の教員を対象として開催するシンポジウム・討論会である。ＦＤ研究集会につい

ては、本法科大学院 Webサイトにおいて、2013年度から 2018年度までの各年度

における実施状況を紹介している 115。 

 なお、2017年度については、３回のＦＤ研究集会が開催された 116。また、2018

年度については、５回のＦＤ研究集会を予定している 117。2017 年度における具

体的な内容は、以下のとおりである。 

 

①法科大学院教育におけるＩＣＴの活用に関する調査研究協力者会議による

『法科大学院におけるＩＣＴを活用した教育の在り方に関する検討結果』につ

いて（2017年５月 17日開催） 

土田伸也教授から当該調査研究協力者会議における検討結果の報告と、その

結果に対する評価について説明があった後、教員間で意見交換が行われた。 

 

②成績評価のあり方に関する情報共有及び検討について（2018年１月 17日開

催） 

二羽和彦教授（民事訴訟法担当）が担当科目の採点基準を例に挙げて、成績

評価のあり方について説明し、その後、教員間で意見交換が行われた。 

 

③授業に関する工夫について（2018年２月 21日開催） 

ベスト・ティーチャー賞の受賞経験のある小林明彦教授（民法担当）から、

担当している授業における工夫について説明があり、その後、教員間で意見交

換が行われた。 

                                                   
114【A402】本法科大学院 Webサイト「学生による授業アンケート」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/rating/questionnaire/ 
115【A403】本法科大学院 Webサイト「FD研究集会」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/rating/research_mtg/ 
116【A13】FD実施にかかる記録・資料「FD研究集会議事録」 
117【A404】2018年度ＦＤ研究集会実施予定表について 
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 このうち、①で取り上げたＩＣＴを活用した授業については、「第６分野６－

１－２」において詳述するが、本法科大学院が先導的に取り組んできたものであ

る。①のＦＤ研究集会は、この取り組みにおける授業の実践を通じて得られた知

見を相互に共有することで、新しいタイプの教育活動のあり方を検討する際の

一助としている。 

 

エ 教員の相互授業参観の実施 

教員相互の授業参観について、さらなる活性化に向けた対策をＦＤ委員会で

検討した。これを受けて、2015 年度から全専任教員について２年度に１回は必

ず自己又は他人の授業参観を実施する新たな制度を導入した。この制度に基づ

く授業参観は、着実に実施されている。 

具体的には、ＦＤ委員会において、各教員の対象年度・期を指定した実施予定

表を作成し、教授会とメーリングリストで周知した 118。各期約 15名を指定して

いる。ただし、実施予定表に指定されていない年度・期における実施や複数回の

実施についても妨げていない。実際の授業を参観する形式のほか、ＤＶＤに録画

した映像での参観も可能である 119。また、新任教員以外の教員が新任の専任教

員の授業を参観し、新任教員に対して授業運営等について助言する取り組みも

毎年度実施している。 

参観者は、参観後に意見や感想を授業参観報告書として提出しており、その結

果は、ＦＤ委員会が集約・検証するとともに、授業参観を受けた教員にフィード

バックを実施している。その結果、教員は定期的に自身の授業内容等を見直す機

会を得るとともに、授業改善に反映されている。当該報告書は研究室受付にて紙

媒体で自由にすべての報告書を閲覧することが可能であり、他の教員の授業参

観に対するフィードバックについても、確認することができる。 

これらの授業参観の取り組みについては、2017 年度より本法科大学院 Web サ

イトに「授業参観」のメニューを追加し、各年度の実施状況について情報公開し

ている 120。 

このほか、司法研修所教官等、他の外部機関に属する者の授業参観も積極的に

受け入れているとともに、2017 年度においては、他大学法科大学院で実施され

た授業参観等にも参加している。 

 

オ ＣＬＳ e-ラーニングシステムの活用 

 「法曹養成のための多方向型教育の推進」を目的として「中央大学教育力向上

推進事業」121で導入したＣＬＳ e-ラーニングシステムを継続して活用した。実

際に当該システムを利用した授業運営が一部で行われており、ＦＤ委員会では、

システムの利用率やＧＰＡとの相関関係について検証している 122。 

 

                                                   
118【A13】FD実施にかかる記録・資料「各年度授業参観報告書関連資料」 
119【A13】FD実施にかかる記録・資料「2015年度～2017年度 FD各組織報告書[法務研究科]」 
120【A405】本法科大学院 Webサイト「授業参観」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/rating/visitation/ 
121 【A406】平成 25年度中央大学教育力向上推進事業募集要項及び平成 25年度「中央大学教育力向上推
進事業」選定結果表 
122【A06】FD関係委員会の議事録等「2017年度第 5回 FD委員会」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/rating/visitation/ 
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カ 各科目担任者会議を通じた意見交換の実施 

各科目担当者会議は、教育課程における科目群単位の会議体であり、科目間の

関係性の精査や、同一科目を複数のクラス・担当教員で開講している科目につい

て、教員間の教育内容の相互確認やすり合わせ等を行っている。また、授業で使

用する教材についての意見交換や検証も実施しており、その成果は教材改訂等

に反映されている。 

 

キ 各法律基本科目部会 123を通じた意見交換の実施 

各法律基本科目部会については、憲法、行政法、民法、商法、民事訴訟法、刑

法、刑事訴訟法の７法それぞれについて、部会別単位でのＦＤ活動を行っている。

具体的には、授業内容や達成水準、学生の到達度合い等に係る意見交換の場を年

度内に少なくとも３回以上実施したうえで、各回の内容についてはＦＤ委員会

に書面で報告している。また、その報告内容については、ＦＤ委員会において把

握・検証を行っている。 

 

ク 本法科大学院ＦＤ委員会と中央大学ＦＤ推進委員会との共催による講演会

の実施 

 2017 年度３月に、本法科大学院ＦＤ委員会と全学機関である中央大学ＦＤ推

進委員会との共催により、「ＩＣＴを活用した授業と今後の展望―専門職大学院

における実践をふまえて―」をテーマにして、全学に向けて本法科大学院の取り

組み内容を示す第７回ＦＤ・ＳＤ講演会を実施し、本法科大学院における取り組

み内容とそのノウハウを全学へ発信している 124。 

 

ケ 学修成果分析会の実施 

 2018 年３月に、個々の学生の学修到達度や傾向分析について情報を共有する

とともに、今後の教育指導方法を確認することを目的にして、試行的に「学生分

析会（仮称）」を開催した 125。具体的には、２年次の学生を対象に、クラスごと

に、個々の学生の成績を踏まえて、主に当該クラス・アドバイザーと授業担当教

員間で学生に関する情報を共有するとともに、個々の学生に対する３年次の学

修指導方法について意見交換を行った。 

 その結果、その有用性が確認されたことから、「学修成果分析会」と名称を改

めたうえで、2018 年度からは前期と後期に各１回、成績確定後に実施すること

を予定している（詳細については、「第６分野」及び「第８分野」を参照。）。 

 

コ 外部研修等への参加 

 ＦＤ委員長は、全学のＦＤ推進委員会に出席している。また、2017 年度は１

名が本法科大学院のＦＤ予算を活用して、公益財団法人大学コンソーシアム京

都が主催する「第 23回ＦＤフォーラム」に参加した。さらに、2018年度は、こ

の間に新しく本法科大学院に着任した複数の専任教員が司法研修所での教員研

                                                   
123【A13】FD実施にかかる記録・資料「2016年度～2018年度専任教員法律基本科目担当を七法に分類し
たリスト」 
124【A407】本法科大学院 Webサイト「第７回中央大学ＦＤ・ＳＤ講演会「ＩＣＴを活用した授業と今後の

展開―専門職大学院における実践をふまえて―」実施」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/news/2018/04/68870/ 
125【A408】本法科大学院 Webサイト｢教員による学修成果分析会｣ 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/rating/analysis/2017_01/ 
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修に参加することになっている。 

全体に関わる外部研修等の情報は、本法科大学院に情報が寄せられ次第、専任

教員宛のメーリングリストに送信し、周知を図っている。また、特定分野に関わ

る外部研修等の情報は、該当教員へ個別に案内をしている。 

 

サ その他 

 ・リーガル・クリニック：リーガル・クリニック授業実践報告 126の実施 

 ・三田パブリック法律事務所のリーガル・クリニック全体報告会の実施 

 ・学部教員との同一科目に関する意見交換 

 ・修了見込者の投票によるベスト・ティーチャー賞の選出・表彰（詳細につい

ては、「第４分野４－２（２）」及び「第３分野」を参照。）127 

 ・全学のＦＤ推進委員会による取り組みへの参加（当該年度に着任した新任教

員を対象とする研修会（年２回）、ＦＤ・ＳＤ講演会） 

 

（３）ＦＤ活動の成果及び成果に結びつけるための方策・工夫 

本法科大学院におけるＦＤ活動については、それぞれの取り組みの状況を可

能な限り「見える化」を行い、これを公開し情報の共有を図っている。 

具体的な事例として、期末試験問題と解説を過年度分も含めて公開している

ことや、教員の相互授業参観の報告書を当該教員以外についても閲覧可能とし

ていること等があげられる。また、授業評価アンケートの結果については、科目・

クラス単位での結果比較を当該科目の担当者会議にフィードバックする取り組

みも行っており、高い満足度の維持に寄与している。 

これらの取り組みは、授業改善へ向けた質の高い取り組みや成果をあげてい

る取り組みに係る事例を本法科大学院として共有するという意義だけでなく、

個人レベルでみれば、学生や他の教員の目を意識しながら自らの教育実践のレ

ベルを高めていくことへの動機付けともなっている。 

したがって、このような「見える化」の取り組みは、ＦＤ活動を実際の教育改

善に結びつけるための工夫であると同時に、「見える化」を進めてきたこと自体

がＦＤ活動による成果のひとつと考えている。 

 

（４）教員の参加度合い 

ＦＤ研究集会の参加者数は、2017 年度の場合、第１回ＦＤ研究集会に 38 名、

第２回ＦＤ研究集会に 42 名、第３回ＦＤ研究集会に 33 名の教員が参加した。

このように専任教員の参加率は高いが、他方で兼任教員（非常勤教員）の参加率

は低く、これをいかにして向上させるかが課題である。この課題については、次

の「（５）」で述べるように、2018年度から新たな対応策を講じている。 

なお、2017年度の授業参観については、前期 20件(18名)、後期 17 件(15名)

の合計 37件(33名)の実施があった。 

 

（５）特に力を入れている取り組み 

ＦＤ研究集会については、学生の学修状況等を踏まえながら、その変化に応じ

                                                   
126【A409】中央ロー・ジャーナル授業実践報告（リーガル・クリニック） 
127【A410】本法科大学院 Webサイト｢学生によるベスト・ティーチャー賞｣ 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/rating/best_teach/ 
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たテーマをＦＤ委員会が設定し、実施している。実際に、他の教員の授業実践に

係る発表をもとに自らの授業について改善を図った結果、ベスト・ティーチャー

賞における得票数が上昇した事例もあり、本法科大学院の教育改善にあたり有

益なものとなっている。 

2018 年度からは、ＦＤ研究集会への兼任教員の参加促進に注力している。以

前から兼任教員に対してＦＤ研究集会への参加を呼びかけていたが（実際に、

2017年度第３回ＦＤ研究集会には、兼任教員が１名参加した）、ＦＤ研究集会は

教授会と同日に開催していることから、専任教員の参加度合いは高いものの、兼

任教員については本務との関係において参加が難しいという課題を有している。

そのため、2018 年度からは、兼任教員を対象にＦＤ研究集会の議事録をメーリ

ングリストで配信するとともに、音声データと当日資料の貸し出しを行うこと

とし、より多くの兼任教員の参画を得られるよう努めている。 

 

（６）その他 

科目担当者間で、授業後の質問時間やオフィス・アワー等で寄せられた質問等

を共有し、活用できるようにするため、質問等を受け付けた教員が報告書を作成

し、これをファイルして、いつでも全教員が閲覧できるようにしている。 

 

２ 点検・評価 

前年度までのＦＤ活動を継承しつつ、2017 年度はさらにＦＤ活動の内容を充

実させ、実績を積み上げてきている。具体的には、成績評価制度の改善、新たな

授業参観制度の導入、ＩＣＴを活用した教育・授業システムの構築と実践内容・

成果の共有、各法律基本科目部会におけるＦＤ活動の充実、本法科大学院にとど

まらず全学の教員を対象としたＦＤ研究集会の開催、本法科大学院 Web サイト

におけるＦＤ活動に関する取り組みの情報発信である。また、2018 年度には、

兼任教員がＦＤ研究集会に参画しやすくするための取り組みを開始した。 

前回の認証評価での指摘を踏まえ、ＦＤ活動を行うための組織体制が整備さ

れ、全体としてみた場合においても、ＦＤ活動の内容は幅広く展開され、かつ非

常に充実しているといえる。また、教員のＦＤ活動への参加も一定程度確保され

ているとともに、外部研修等への参加が奨励されており、さらには、積極的に授

業の相互参観が行われている点は、その参観者数からも明らかである。そのほか、

ＦＤ研究集会や、学生分析会（学修成果分析会に改称予定）の開催、授業アンケ

ートやオピニオン・アンケートの実施、ベスト・ティーチャーの選考等も行い、

教育内容・教育方法の改善に向けた組織的な取り組みを精力的に実施している。 

ＦＤ活動の成果については、常に検証の必要があるものの、本法科大学院にお

けるＦＤ活動の取り組みは、質的・量的にみて非常に充実しているといえる。 

 

３ 自己評定 

 Ａ 

 

４ 改善計画 

ＦＤ活動に関しては、継続してその効果を検証し、その時々の学生の質を踏ま

えて対応していく必要がある。加えて、新たな制度を導入したことに伴って、新

たな課題も想定されるため、優先順位をつけたうえで計画的にそれらの課題に
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取り組む必要がある。 

具体的に課題解決に向けて取り組んだ事例としては、各法律基本科目部会を

通じた意見交換について、統一の報告フォーマットを整備することである。統一

フォーマットを導入することで、報告内容のばらつきを是正するとともに、他の

部会と情報共有しやすくなる等のメリットがあるため、ＦＤ委員会を中心に検

討し、2018年度より導入している。 

また、ＦＤ研究集会については、2018 年度は入学者層の変化に応じた授業方

法のあり方を軸に実施していく計画である。  
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４－２ 教育内容・教育方法の改善に向けた組織的取り組み（２）〈学生評価〉 

 

（評価基準）教育内容や教育方法についての学生による評価を把握しその結果

を教育内容や教育方法の改善に活用する取り組みが適切に実施さ

れていること。 

 

１ 現状 

（１）学生による授業等の評価の把握 

 2017 年度においても、下記のとおり、前・後期にわたり、各種アンケートを

実施した。 

ア 学期中間の授業に関する学生アンケート 128 

このアンケートは、約半分の授業回が終了した時点で、それまでの授業運営の

方法等について履修者に問い、改善を求められた点を後半の授業に速やかに反

映させることを目的にして「Ｃ plus」を通じてシステム上で実施している。進

行中の授業を改善・微調整するための積極的意見を得ることを主たる目的とし

ていることから、計数化された項目は設定せず、自由記述による任意回答を原則

としている。 

なお、改善希望がない場合には学生は回答しないことが多いため、回答率が低

くなる傾向にある。2017年度の場合、回収率（必修科目の平均）は、前期が 8.5％、

後期が 5.3％である。 

 

イ 学修環境等に関する学生アンケート（オピニオン・アンケート 129） 

学修環境等に関する学生の意見や要望は、前・後期の学期末アンケートと同時

期に、「Ｃ plus」を通じて提出できるようにしている。実施回数は、前期に１回、

後期に１回である。 

 

ウ 学期末の授業評価アンケート 130 

毎学期末に、各授業科目につき、各クラス別に、授業評価に関する学生アンケ

ートを実施している。このアンケートは、共通の質問項目と選択肢に基づき回答

する部分と、自由に記載して回答する部分から成っており、無記名で実施される。

原則として履修者 11名以上の科目は授業最終回に教室でアンケート用紙に記入

する方式で実施し、それ以外の科目は「Ｃ plus」を通じてシステム上で実施し

ている。 

法律基本科目（必修）とそれ以外の科目では、アンケートの項目が若干異なっ

ており、法律基本科目（必修）では授業の理解度、学修の進捗状況について、よ

り詳細に情報を収集できるような設問となっている。 

なお、2017 年度の授業評価アンケートの回収率（必修科目の平均）は、前期

が 90.9％、後期が 93.0％である（いずれも紙ベースで実施）。 

 

（２）評価結果の活用 

ア 学期中間の授業に関する学生アンケートの活用 

                                                   
128【A411】授業等(中間)アンケートの実施について（お知らせ） 
129【A412】「オピニオン・アンケート」の実施について 
130【A14】学生授業評価アンケート記録「中央大学法科大学院授業アンケート結果」 



72 
 

学期中間の学生アンケートは、当該学期の授業運営の参考に供するため、実施

後直ちに集計され、個別に授業担当教員に届けられている。各教員は、他の小テ

ストやレポートの結果等とあわせて、学修達成度や学生の意見・要望を把握し、

現に進行中の授業運営の改善・充実に役立てている。また、研究科長及び研究科

長補佐がアンケートの結果を確認し、緊急対応や全体的な対応の必要がある場

合には、関係する委員会及び教員と協議して具体的な対応を検討・実施すること

としている。 

この中間アンケートの実施時期までに、前年度や前学期の期末アンケート結

果に基づく教員の授業改善方針等が公表されるので、学生は、その方針を見て、

意見を述べることもある。これによって、授業改善の方針が翌学期に実施されて

いるかどうかが、中間アンケートを通じて学生の視点からチェックされること

になる。 

 

イ 学修環境等に関する学生アンケート（オピニオン・アンケート）の活用 

授業のみならず学修環境全般（施設・設備・学修支援・事務体制等）に関する

学生からの意見や要望は、「Ｃ plus」を通じて提出される。これらの意見や要望

については、迅速に対応しているほか、これらを項目別に集計して、関連部署に

伝達し、必要があれば回答を求め、その内容を冊子体の授業評価アンケート結果

に添付して公開している。また、中間アンケートと同様、執行部及び本法科大学

院事務課長がアンケート結果を確認し、緊急対応や全体的対応の必要がある場

合には、関係部門と協議して具体的対応を検討することとしている。 

なお、機器の故障や不具合等、緊急性が高いものについては、オピニオン・ア

ンケートとは別に、法科大学院事務課の窓口に申し出るように促し、申し出があ

れば迅速に対応している。 

 

ウ 学期末の授業評価アンケートの活用 

学期末の授業評価アンケートは、実施後直ちに集計され、授業担当者に対して

個別に知らされる。また、教員別に、アンケート結果に対するコメント（回答）

と授業改善方針等の回答を寄せてもらい、これらは、全教員及び学生に開示され

る。さらに、学期末の授業評価アンケートの集計結果及びコメント（回答）は、

全教員が閲覧することができ、科目ごとや分野ごとの授業運営に関する協議の

重要な資料となっている。加えて、憲法、行政法、民法、商法、民事訴訟法、刑

法、刑事訴訟法の７法については、授業に対する満足度に係る設問の結果を科

目・クラス単位でグラフ化したものをそれぞれの法律基本科目部会にフィード

バックを行っており、科目総体としての授業改善に向けた検討に活用している
131。 

このように、アンケートの集計結果は、次期の授業担当者、講義要項の内容、

授業方法等を検討する際に、授業運営の組織的な改善・充実を図る手掛かりとし

て有効に活用している。 

他方、学生には次年度や次学期の中間アンケート実施時期に、自由記述欄も含

め期末アンケート結果に教員の授業改善方針等を付して、学内で冊子体にて公

開している。 

                                                   
131【A13】FD実施にかかる記録・資料「2016年度・2017年度授業アンケートにおける学生満足度調査結

果」 
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なお、中間アンケートと同様、研究科長及び研究科長補佐がアンケートの結果

を確認し、緊急対応や全体的対応の必要がある場合は、関係する委員会及び教員

と協議して具体的対応を検討することとしている。 

特に 2016年度には、オピニオン・アンケート及び授業評価アンケートの公開

場所と公開時期について改善を求める意見があったため、ＦＤ委員会で検討の

結果、次のとおり対応することとした。 

＊公開場所：従前は学生自習室前にて公開していたが、学生から、人が集まっ

て騒がしくなるとの意見があったため、学修環境保全の観点から、教室棟以

外の各階エレベーターホールで公開する。 

 ＊公開期間：学生から、授業履修登録期間に、前年度同期実施の授業評価アン

ケート結果を参考にしたいとの意見があったため、各期の教材配付日から

履修登録期限まで同アンケートを再公開する。 

 さらに、2017 年度において、オピニオン・アンケート及び授業評価アンケー

トに回答したことが実際に改善されているのか確認するために、アンケートの

回答を行う際に過年度分のアンケートも参考にしたいとの意見があった。そこ

で、2018 年度より、アンケート回答期間中に本法科大学院事務課の窓口にて過

年度分のアンケートを公開することとした。 

 

（３）アンケート調査以外の方法 

「第３分野３－２（２）」において述べたとおり、修了見込者の投票によるベ

スト・ティーチャー賞の選出を毎年度実施している。ベスト・ティーチャー賞は

授業評価アンケートとは異なり、３年間（既修入学者については２年間）の学修

を通じて学生自身がベスト・ティーチャーと考える教員を３名選び、理由ととも

に投票するものである。受賞者に対しては、修了式後の懇親会において修了代表

から表彰を行い、本法科大学院 Web サイトに氏名と受賞理由を公開し、顕彰し

ている。また、１票以上の得票があった教員に対しては、学生からの推薦理由の

内容をフィードバックしており、自己の教育活動をふりかえる手段となるだけ

でなく、今後の教育活動を行っていくにあたっての励みにもなっている。 

また、ベスト・ティーチャー賞の受賞者の授業実践については、ＦＤ研究集会

のテーマとしてとりあげ、広く共有を行っている。加えて、翌年度の教員相互の

授業参観において、前年度のベスト・ティーチャー賞受賞者の授業の参観希望が

多数にのぼるなどの事例も多くみられることから、本法科大学院全体としての

教育改善にあたりきわめて有効な取り組みとなっている。 

 

（４）特に力を入れている取り組み 

授業評価アンケートやベスト・ティーチャー賞等、教育活動に係る学生評価の

結果について、学内外に対して広く情報公開を行うことを徹底している。 

これらのことにより、学生は翌年度の授業選択にあたっての参考となる情報

を得ることができ、また、教員にとっては自己の取り組みを客観視する手段のひ

とつとして、教育改善に向けた意識向上に大きく寄与している。 

     

（５）その他 

 特になし。 
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２ 点検・評価 

中間アンケート、学期末アンケート、オピニオン・アンケート等によって、学

生からの意見や要望を把握するための複数のチャンネルが確保されている。ま

た、これらの方法によって得られた情報はフィードバックを行う対象に応じて

適切にデータ化がなされたうえで開示されており、情報公開が徹底されている。 

これにより、問題が明らかになった際には直ちに是正に向けた方策がとられ

るだけでなく、Good Practice を教員間で共有することともなり、個々の教員

における意識の向上のみならず本法科大学院全体における教育活動の改善や質

の向上にきわめて重要かつ有益な効果をもたらしている。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

今後も学生及び教員が、学生による評価の意義を共有し、それが真に望ましい

法学教育に資するようなツールになるよう、不断の努力を続ける。 

加えて、全学のＦＤ推進委員会や大学評価委員会等の場において本法科大学

院の実践を紹介し、中央大学全体としての教育改善にも資するものとして、さら

なる展開を図っていきたい。 
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第５分野 カリキュラム 

５－１ 科目構成（１）<科目設定・バランス> 

 

（評価基準）授業科目が法律基本科目、法律実務基礎科目、基礎法学・隣接科目、

展開・先端科目のすべてにわたって設定され、学生の履修が各科目

のいずれかに過度に偏ることのないように配慮されていること。 

（注） 

① 「学生の履修が各科目のいずれかに過度に偏ることのないように配

慮」するとは、必修や選択必修の構成、開設科目のコマ組みや履修指導

等で、バランスよく履修させるための取り組みを実施することをいう。

具体的には、修了までに「法律実務基礎科目のみで 10単位以上」、「基

礎法学・隣接科目のみで４単位以上」、かつ「法律実務基礎科目、基礎

法学・隣接科目及び展開・先端科目の合計で 33単位以上」が履修され

るように、カリキュラムや単位配分等が工夫されていることをいう。 

 

１ 現状 

（１）開設科目 

本法科大学院における 2018年度の開設科目は、以下のとおりである。 

 

2018年度未修入学者 

 
開設 

科目数 
単位数 

うち必修 

科目数 

うち必修 

単位数 

法律基本科目群 35 73 26 63 

実務基礎科目群 10 14 6～ 10 

基礎法学・外国法・隣接科目

群 
14 26 3～ 6 

展開・先端科目群 76 147 8～ 17 

 

2018年度既修入学者 

 
開設 

科目数 
単位数 

うち必修 

科目数 

うち必修 

単位数 

法律基本科目群 22 40 13 29 

実務基礎科目群 9 13 6～ 10 

基礎法学・外国法・隣接科目

群 
14 26 3～ 6 

展開・先端科目群 76 147 9～ 17 

［注］ 上記「必修」には選択必修を含む。 

 

（２）履修ルール 

2018年度未修入学者については、2018年度改正カリキュラムに基づき、修了

に必要な最低履修単位 96単位中、「実務基礎科目群で 10単位以上」、「基礎法学・

外国法・隣接科目群で６単位以上」、「展開・先端科目群（演習・研究特論を含む）
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で 17 単位以上」の計 33 単位以上を取得することを修了の要件としている 132。

したがって、「法律実務基礎科目のみで 10単位以上」、「基礎法学・隣接科目のみ

で４単位以上」、かつ「法律実務基礎科目・基礎法学・隣接科目及び展開・先端

科目の合計で 33単位以上」という基準を満たしている。2018年度既修入学者に

ついては、2015 年度改正カリキュラムに基づき、入学時における法律基本科目

群 32 単位の一括認定分を含み、「各科目群の修了に必要な単位数」に加え１単

位を取得し、95単位を修了に必要な最低履修単位としている 133。 

なお、継続的な参加を義務づけている補習はない。 

    

（３）学生の履修状況 

2017年度３月（2018年３月）修了生の履修 

 法学未修者コース 

（2015年度法学未修

者） 

法学既修者コース 

（2016年度法学既修

者） 

法律基本科目群 62.86 29.48※ 

実務基礎科目群 10.17 10.26 

基礎法学・外国法科目

群 

6.48 6.18 

展開・先端科目群 20.48 20.71 

４科目群の合計 100 66.62 

※法学既修者については、入学時に一括認定を行った１年次配当科目の必修法

律基本科目を除く。 

 

 各科目の配当学期や時間割を工夫し、学生が現実に多様な科目を無理なく履

修できるよう十分な配慮を行っている。とりわけ２年次及び３年次においては、

必修科目と展開・先端科目群の科目間において重複がないように注意を払って

いる。 

 また、履修にあたっては、履修モデルの提示に加え、各期の冒頭において実施

する履修指導のオリエンテーション等を通じ、個々の学生が自らのキャリア・プ

ランを明確にし、これを十分意識したうえで履修を行うよう働きかけている。 

 

（４）科目内容の適切性 

 科目内容の適切性については、次のような仕組みで厳格に検証・確認を行い、

問題が明らかになった際には直ちに是正を行うこととしている。 

 

ア 新設科目に係る内容の適切性 

 次年度以降に新設を予定する科目については、当該科目の運営を担うことと

なる科目担任者会議において科目の設置目的・内容等の検討を行う際に、開設を

予定している科目群の内容としてふさわしいかについて確認を行っている。そ

の後、さらにカリキュラム・進級制度検討委員会、教務委員会においてもその適

切性について検討し、妥当と判断された科目のみを新設科目として認めること

としている。 

                                                   
132【A04】履修要項 2018 p.4 
133【A04】履修要項 2018 p.18 
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イ 既存科目に係る内容の適切性 

 既に開設済みの科目に係る内容の適切性については、①講義要項（シラバス）

内容を通じた事前確認、②期末試験を通じた事後チェック、の２段階で検証を行

っている。 

 講義要項の内容を通じた事前確認については、次年度開講予定のすべての科

目の内容について、教務委員長、ＦＤ委員長、自己点検評価委員長が、それぞれ

の委員会の任務に基づく観点から授業内容の適切性や科目名称と授業内容との

整合性、記載内容の適切性等について確認を行い、問題がある場合には直ちに担

当教員に対して是正を求めることで、講義要項の公開前に確実に改善がなされ

る仕組みとなっている。 

 他方、期末試験を通じた事後チェックに関しては、試験実施後に各教員から提

出される試験問題及び試験問題に対する解説の内容について教務委員会が確認

することで実施している。 

 なお、前回の認証評価において指摘された科目群・科目名の齟齬等の問題点に

ついては、研究科長を中心に各科目の内容等に係る確認を行い、認証評価の翌年

度から是正・改善を行っている。 

 

（５）特に力を入れている取り組み 

ア 未修者教育の充実 

 従来から法学未修者教育の充実が法科大学院の重要な課題とされてきており、

本法科大学院においてもこの点につき教授会及びカリキュラム・進級制度検討

委員会等で議論を重ねた結果、2011年度のカリキュラム改正で、「生活紛争と法」

を導入科目と位置づけてこれを必修化するとともに、その配置を展開・先端科目

群から法律基本科目群総合系へと変更した。あわせて法律基本科目群総合系に、

事例分析の基礎力を養成する科目（「基礎事案研究」）を設置し、刑事系に「刑法

Ⅱ」を１年次開講科目として新たに設けた。また、2013 年度のカリキュラム改

正では１年次の「行政活動の法的統制」を廃止し、新たに２年次に「行政法基礎」

を設けた。 

 なお、2018年度より未修者の入試制度、カリキュラムを中心とする教育内容、

フォローアップ体制など、未修教育の現状分析と課題の抽出を目的としたプロ

ジェクトチームを立ち上げ、課題検討を進めている。 

 

イ 法律基本科目群の充実 

法学既修者を含めた２年次生以上についても、在籍学生の特性の変化に対応

して、法律基本科目への理解をより一層深めることができるような取り組みの

必要性が自覚され、いくつかの工夫を重ねてきた。 

まず、2015 年度のカリキュラム改正では、２年次に法律文書作成能力の向上

を目的とした「中級事案研究」を必修科目として設けた。2017 年度のカリキュ

ラム改正では選択科目であった「統治の基礎」を「憲法Ⅱ」に名称変更して必修

科目とし、必修科目である「人権の司法的救済」を「憲法Ⅰ」に名称変更した。 

また、2018 年度のカリキュラム改正では、３年次の法律基本科目群に特別講

義として１単位又は２単位の選択科目を置くことができることとし、各人の学

修の習熟状況に応じて、苦手分野の重点学修や反復学修ができるよう措置した。 



78 
 

 

（６）その他 
各期の冒頭において、履修指導のオリエンテーションを行い、法律基本科目

群の各系、実務基礎科目群、基礎法学・外国法・隣接科目群、展開・先端科目群

の各分野の教員によるオリエンテーションを行っている。また、科目によっては

前・後期の双方に同一科目を開講し、履修者数の適正化を図るとともに、学生が

履修しやすいように時間割を設定している。 

 

２ 点検・評価 

 本法科大学院の授業科目は、法律基本科目群、実務基礎科目群、基礎法学・外

国法・隣接科目群及び展開・先端科目群の４つの科目群すべてにわたり開講され

ている。特に展開・先端科目群では、学生のキャリア・プランに配慮した多彩で

豊富な科目が開講されている。また、学生の履修が特定の科目群に過度に偏るこ

とのないよう配慮しつつ、法学未修者教育を改善するためのカリキュラム改正

をするなどしてきた。したがって、認証評価基準で求められている水準を十分に

満たしているものと考える。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

 本法科大学院においては、法律基本科目の充実、特に未修入学者の基礎学力の

向上を図るために、不断の検証を行い、改善を図っている。 

2017 年度以降については、特に法律基本科目の強化を目的とするカリキュラ

ム改正を順次行っており、今後はこれら新カリキュラムによる教育効果を見極

めつつ、また、既修入学者の基礎学力の向上をも図るとの観点から、新規導入科

目の内容修正を含め、さらなる改善の余地がないのかを精査していく予定であ

る。 
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５－２ 科目構成（２）<科目の体系性> 

 

（評価基準）授業科目が適切な体系で開設されていること。 

（注） 

① 「適切な体系」とは、当該法科大学院で養成しようとする法曹に必要

なスキルやマインドを修得できる内容の科目が、効果的に学習できる

ように配置されていることをいう。 

 

１ 現状 

（１）科目開設の体系性 

ア 体系性に関する考え方、工夫 

本法科大学院では、養成する法曹像を具体的に示すモデルとして、市民に身近

なリーガル・ジェネラリスト及び社会のニーズに応えるリーガル・スペシャリス

トとしての６つの法曹像を掲げている。これらの法曹のいずれであれ、社会のあ

らゆる面で発生している法律紛争に対応し得る高度な法的知識はもとより、幅

広い知識や適切な問題解決能力、豊かな人間性、高い倫理観等が求められる。こ

れらの知識や資質・能力の涵養に向け、本法科大学院では、設立当初より、学生

が最低限修得すべき内容を踏まえた授業科目全体の体系性を確保し得るカリキ

ュラムを提供するように配慮している。 

まず、６つの法曹像のいずれにおいても求められる基礎的かつ汎用的な法的

学識・能力の涵養に向けては、「法律基本科目群」を置き、専門法曹養成のコア

となる知識を身につけるための科目を、「公法系」「民事系」「刑事系」「総合系」

に分類・配置することで、体系的な理解がなされるように配慮している。特に、

「総合系」の１年次に配当される「生活紛争と法」については、未修入学者に法

曹実務についての具体的なイメージをもたせることを企図した導入科目であり、

民事・刑事双方の分野についてワークショップ形式を取り入れた授業を展開し、

２年次以降に開講される民事系、刑事系の各科目の履修に向け、学生に体系的な

履修・学修を意識させる役割も果たしている。 

実務法曹として活動するにあたり、その基礎となる知識・能力を実践的に養う

ための科目群としては、「実務基礎科目群」を設置している。この科目群には、

法曹として活動するにあたり必須となるリサーチ能力の涵養を目的とする「法

情報調査」や、法曹として不可欠な高い倫理観を涵養する「法曹倫理」を置くと

ともに、紛争解決に必要な能力の涵養にあたり実践的な教育を行う「模擬裁判」

「リーガル・クリニック」をはじめとする臨床科目を配置している。 

「基礎法学・外国法・隣接科目群」は、法曹としての活動を支える幅広い知識

の涵養を主たる目的する。「法哲学」をはじめとする基礎法学科目に加え、外国

法や企業活動における紛争予防・解決の基礎となる科目を設置していることが

特色である。 

「展開・先端科目群」は、複数の分野にまたがる領域を扱う科目、リーガル・

スペシャリストたる専門法曹の養成に向け、発展的・先端的な法領域に関する科

目等を６つの法曹像に即して多彩に設置することで、社会の多方面にわたる高

度な法的知識を涵養するとともに、異なる分野・領域を統合した知識も養うもの

となっている。 

以上の各科目群においては、１年次には基礎的な知識を身に付ける科目、２年
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次には実際の事例を分析する基礎的応用力の養成を目的とする科目、３年次は

発展的・先端的な内容を扱う科目や、複数の分野を横断・統合するような総合力

を養成する科目を配置し、「基礎から応用へ」という順次性にも十分配慮してい

る。また、学生に対しては６つの法曹像それぞれに即した履修モデルを提示する

とともに、各種のガイダンス等を通じ、各自が志望する将来のキャリア・プラン

を踏まえた体系的な履修を行うよう促している。 

このほか、科目の開講時期に関する工夫として、例えば１年次の法律基本科目

においては、前期には「憲法Ⅰ」「民法Ⅰ」「刑法Ⅰ」とあわせて前述の「生活紛

争と法」を設置し、ここでそれぞれの法分野にかかる概論的な知識と実務法曹に

係る理解を深めたうえで、後期からはこれらを土台として商法、民事訴訟法、刑

事訴訟法の各分野や、事案研究の基礎を扱う科目等を設置することで、未修者が

汎用的で基礎的な法的学識・能力を着実に身に付けることができるよう最大限

の配慮を行っている。その後においても、基礎・応用を段階的に履修することが

望ましい科目（例えば「労働法Ⅰ（基礎）」、「労働法Ⅱ（応用）」等）については、

前期に基礎的な内容を扱う科目、後期に応用的な科目をそれぞれ配置すること

で、学修効果の向上を図っている。 

これらのカリキュラム並びに各科目の配当年次や時間割の妥当性については、

教務委員会及びカリキュラム・進級制度検討委員会において、学生の実際の履修

状況や成績、修了後の司法試験の合格状況等をもとに、絶えず検証を行っている。 

 

イ 関連科目の調整等 

科目担任者会議において、全般的に、隣接する各法律分野の教員相互間で科目

間の重複や脱落のチェックを行い、内容の調整を適宜行っている。例えば、１年

次配当の「民法Ⅰ」及び「民法Ⅱ」は不法行為を除く財産法の分野をカバーする

ことになっているが、あらかじめ取り上げる領域について各担当教員が協議す

るのみならず、その後の授業の進行についても適宜情報交換を行うことで、無駄

のない効率的な授業運営をすべく努めている。 

科目間の関連性を精査した結果、前回の認証評価以降にカリキュラム改正を

行った事例は、以下のとおりである。 

 

① ［2015年度のカリキュラム改正の変更点］ 

３年次「実務行政訴訟Ⅰ（基礎）」（２単位）、「実務行政訴訟Ⅱ（応用）」（２単

位）と「行政法応用」（１単位）の設置趣旨が一部重複することから、「実務行政

訴訟Ⅰ（基礎）」（２単位）及び「実務行政訴訟Ⅱ（応用）」（２単位）を一本化し、

「実務行政訴訟」（２単位）として開講することとした。さらに、２年次に法律

文書作成能力の向上を目的とした「中級事案研究」（１単位）を必修科目として

設けた。 

２年次「国際法総論」（２単位）を閉講し、国際関係法（公法系）の内容につ

いてより確実な理解を深めるために「国際法総論」に代えて「国際法Ⅰ（基礎）」

（２単位）と「国際法Ⅱ（応用）」（２単位）の２科目を開講することとした。 

② ［2017年度のカリキュラム改正の変更点］ 

１年次選択科目「統治の基礎」（１単位）を「憲法Ⅱ」（１単位）と名称変更し

て必修科目とし、あわせて、必修科目である「人権の司法的救済」（３単位）を

「憲法Ⅰ」（３単位）と名称変更し、前期に「憲法Ⅰ」（３単位）、後期に「憲法
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Ⅱ」（１単位）を開講し、憲法科目を体系的に学べる体制を整えた。「憲法Ⅱ」（１

単位）が設置されたことにより、法律基本科目群における修了要件も 60単位か

ら 61単位になり、全体での修了に必要な単位数も 94単位から 95単位になった。

また、「被害者と法」（２単位）、「犯罪心理学」(２単位)、「現代司法論」（２単位）

を閉講とし、新たに「犯罪被害・犯罪心理と法」（２単位）、「少年法」（２単位）

を開講した。 

③ ［2018年度のカリキュラム改正の変更点］ 

法律基本科目では、復習や発展的学習の機会を設けて理解を深めるために、法

律基本科目群の各系統に選択必修科目として、「１群特講Ⅰ」・「１群特講Ⅱ」を

設置し、それに伴い、法律基本科目群での修了要件を 61単位から 63単位とし、

全体での修了に必要な単位数も 95 単位から 96 単位とした(2017 年度までは、

各科目群の修了に必要な単位数に加え、１単位を修得することが修了に必要で

あったがその条件はなくなった)。また、従来設置されていた「行政法応用」（１

単位）、「手形法・小切手法」（１単位）は、「１群特講Ⅰ」として、今後、開講す

る予定である。３年次配当科目である「民事訴訟運営論」（２単位）は、閉講と

した。 

 

（２）特に力を入れている取り組み 

基礎的かつ汎用的な法的学識・能力の涵養を目的とする科目から、先端的・発

展的な科目まで多彩な科目を豊富に開設するとともに、６つの法曹像に対応し

た履修モデル 134を学生に提示している。あわせて、各年次の到達目標及び各年

次において履修すべき基本科目にも配慮して、いずれのコースを選択しても体

系的・効果的に履修ができるように科目を配置している。 

なお、履修モデルはいずれか１つを選びそれに沿った履修を行わなければな

らないというものではなく、学生の履修に際しての指針という位置づけとして

おり、同時に履修指導の指針として機能している。 

 

（３）その他 

 カリキュラム編成にあたり主要な役割を担うカリキュラム・進級制度検討委

員会の委員は、各科目担任者会議における主任又は副主任により構成されてお

り、カリキュラム・進級制度検討委員会、教務委員会及び各科目担任者会議が密

接に共働して課題に対応できる体制を構築している。 

 

２ 点検・評価 

本法科大学院では、６つの法曹像のいずれのコースを選択しても体系的・効果

的に履修ができるように科目を配置している。加えて、各コースに対応した履修

モデル 135を学生に提示し、各年次の到達目標及び各年次において履修すべき基

本科目にも配慮するとともに、３年次の展開・先端科目群には、各自が志望する

将来のキャリアを見据えた履修が可能となるよう、より専門的でかつ先端的な

内容の科目を数多く設置して学生のニーズに応えている。 

また、各法律分野の教員において科目間の重複や脱落のチェックも十分に行

い、体系的かつ効果的なカリキュラム編成を行っている。 

                                                   
134【A04】履修要項 2018 pp.8-13,22-27 
135【A04】履修要項 2018 pp.8-13,22-27 
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３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

教務委員会及びカリキュラム・進級制度検討委員会において、近時の学生の傾

向を把握しつつ、学修効果をより一層高められるような新カリキュラムの策定

を検討していく。
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５－３ 科目構成（３）<法曹倫理の開設> 

 

（評価基準）法曹倫理を必修科目として開設していること。 

（注） 

① 「法曹倫理」とは、法曹として職務を遂行するに当たり遵守すべき真

実義務、誠実義務及び守秘義務等の倫理原則の理解、及び裁判官、検察

官、弁護士としての職務を遂行するに当たり要求される高い倫理観の涵

養を目的とする科目をいう。 

 

１ 現状 

（１）法曹倫理を教育内容とする科目の設置状況 

本法科大学院では、法曹倫理を重視し、２年次の必修科目（２単位）として「法

曹倫理」を開設し 136、法曹に求められる倫理と行為規範を修得させている。学

生は、前期又は後期のいずれかに他の必修科目と同様にクラス指定で履修する。

第１週から第 12週までの弁護士倫理は、２名の実務家教員（弁護士）が担当し、

オムニバス形式で授業を行っており、第 13週の「検察官における倫理」は、現

職の検察官である特任教員がゲストスピーカーとして登壇し、担当教員ととも

に授業を行っている。第 14週の「裁判官における倫理」については、元裁判官

である担当教員が授業を行っている。 

 

（２）特に力を入れている取り組み 

 近い将来法曹となるべき学生は、法曹倫理を単なる知識として修得するだけ

でなく、現実の実務において適切な問題意識をもち得る感覚まで体得する必要

がある。そのため、この授業においてはあらかじめ課題として提示した具体的な

設例に基づいて検討・議論をさせるとともに、各担当教員が自身の経験を語るな

どして、学生に法曹倫理を我が身に置き換えて考える姿勢を求めている。経験の

異なる複数の実務家教員（弁護士と元裁判官の弁護士）がオムニバス形式で弁護

士倫理の授業を担当し、検察官の倫理に関する授業を現職の検察官がゲストス

ピーカーとして担当教員（弁護士）とともに担当しているのも、このような理由

からである。 

 

（３）その他 

 特になし。 

 

２ 点検・評価 

本法科大学院において「法曹倫理」の授業を担当する弁護士教員は、いずれも

司法研修所教官及び弁護士会での関連委員会の委員等の経歴を持ち、30 年以上

の実務経験を有する教員である。裁判官・検察官の倫理の授業を担当する裁判

官・検察官の教員とともに、依頼者との関係、相手方や他の弁護士との関係、法

廷における弁護士倫理、企業内弁護士に固有の弁護士倫理、広告、刑事弁護、裁

判官の倫理、検察官の倫理などについて、具体的な事例を素材として法曹倫理の

基本を修得させることを目標としており、必修としているだけでなく充実した

教育体制を取っている。 

                                                   
136【A04】履修要項 2018 p.2,16 
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３ 自己評定 

合 

 

４ 改善計画 

 「法曹倫理」は従来の法学教育からすると新たなタイプの科目であり、そのあ

るべき教育内容については、本法科大学院において一定の経験と蓄積があるも

のと自負するが、引き続き、弁護士会、裁判所、法務省、他の法科大学院等との

間で協議や意見交換をしていくことにより、内容のより一層の向上に努めてい

く。
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５－４ 履修（１）<履修選択指導等> 

 

（評価基準）学生が履修科目の選択を適切に行うことができるようにするため

の取り組みがなされていること。 

 

１ 現状 

（１）履修選択指導についての考え方 

６つの法曹像に基づき、それに応じた履修モデルを提示することで、学生各自

が将来のキャリア・ビジョンと明確な目的意識をもったうえで履修選択を行え

るよう支援することを第一に考えている。 

基本的には、学生にはこれらの法曹像・最終的な目標に到達するに適した科目

を履修するように指導している。１年次及び２年次の必修科目については、いず

れの分野に進むにせよすべての基本として履修しなければならないが、それと

ともに、例えばビジネス・ローヤーを志すのであれば、２年次の後半からは経済、

金融、倒産手続に関わる先端科目を率先して履修するように促しているほか、国

際会計研究科から移籍した教員の担当科目を始め、企業会計等に精通した法曹

となるために特に有益な科目の履修を推奨するなどの対応をしている。他方で、

複雑化する現代社会における紛争解決にあたっては、幅広い視野と問題意識の

涵養が不可欠であり、専門から少し離れた科目であっても余裕のある限りで選

択することが望ましいと付言している。 

本法科大学院における履修指導の概要は、次のとおりである。まず、本法科大

学院が養成する法曹像及び各分野の法曹を目指すための履修モデルを「ガイド

ブック」で明示し 137、また、履修要項 においても、履修指導の目安として前述

の履修モデルを示している 138。法学未修者については、入学段階で、適切な科

目の履修選択の重要性について注意を喚起することはもとより、法学未修者が

２年次に進学した際の履修開始時に、また法学既修者コース入学者の入学年度

の２年次配当科目の履修開始時にオリエンテーションを開催して、各自が志望

する法曹像やキャリア・デザインに意を用いた学修指導を行っている。 

    

（２）学生に対する指導や働きかけ等の工夫 

ア オリエンテーション、ガイダンス等 

入学予定者に対しては、入学前ガイダンスとして、入学前年の秋にに入学前説

明会を実施し、カリキュラムや履修全般の説明とともに、各授業担当者から授業

内容の説明と４月までの学修指示をしている。また、直近の司法試験に合格した

修了生や実務講師にも本説明会に参加を求め、本人の実体験を語ってもらった

り個別相談に応じてもらったりすることで履修選択の参考に供している。 

また、入学後は、前期・後期の学期初めに、オリエンテーション期間を設けて、

各科目・科目群ごとの説明を実施している。うち、「基礎演習」「テーマ演習」「研

究特論」については、授業実施前の期間に「事前相談」・「事前面談」の日時が設

定され、学生は履修を検討している科目の担当教員へ直接相談することができ

る。 

このほか、１年次対象科目の「法情報調査」については、制定法、判決、文献、

                                                   
137【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 pp.16-17 
138【A04】履修要項 2018 pp.8-13,22-27 
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資料等を適切に発見するための背景的知識の獲得と技法を身につけることを目

的としており、法学未修者が今後の学習を効果的に進めていくにあたり極めて

重要な位置づけにある科目であることから、当該科目に特化した履修ガイダン

スを行い、履修を促している。 

このように、オリエンテーション、ガイダンスについては、対象者や科目等の

目的に応じた内容・方法で実施しており、学生の履修選択にあたり有効に機能し

ている。 

 

イ 個別の学生に対する履修選択指導 

学生への資料として、「講義要項」「Ｃ plus」（授業支援システム）内の電子媒

体、「選択科目履修の手引」が挙げられる。 

また、クラス・アドバイザーやクラス・サポーターが個々の学生への履修選択

の相談に応じるほか、オフィス・アワー等を活用した個別指導も随時行われてい

る。 

 

ウ 情報提供 

６つの法曹像及び各分野の法曹を目指すための履修モデルを「ガイドブック」

で明示し 139、履修要項においても示している 140。 

また、以下のような進路に関する講演会を開催することで、将来の法曹像やキ

ャリア・プランを意識させるような機会を提供している。 

[主な開催一覧] 

 2018 年６月７日 日本司法支援センター・ひまわり基金法律事務所ガイダン

ス 

2018年６月５日 法曹界の現状と若手弁護士の実情 

2018年５月 24日 国家公務員の仕事とその魅力 

2018年５月 21日 法科大学院修了生の就活について 

2018年４月 12日 これからの時代に求められる弁護士 

2017年 11月 30日 外資系の法律事務所ってどんなところ？ 

 2017年５月 30日 日本司法支援センター・ひまわり基金法律事務所ガイダン

ス 

2017年５月 25日 国家公務員の仕事とその魅力 

2017年５月 23日 法曹界の現状と若手弁護士の実情 

2017年５月 22日 法科大学院修了生の就活について 

2017年４月 13日 法律家・法務人材を目指す人の為のキャリアデザイン 

2016年 12月１日 外資系法律事務所セミナー 

2016年５月 16日 法科大学院生の就職活動について 

2016年５月 17日 法曹界の現状と若手弁護士の実情 

2016年５月 18日 国家公務員の仕事とその魅力 

2015年４月 14日 公設事務所と区役所の福祉事業の連携の事例について 

2014年４月４日  法科大学院修了生のリアル 

2013年４月４日  就職動向に関する講演会  
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140【A04】履修要項 2018 pp.8-13,22-27 
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エ その他 

とりわけ実務基礎科目（「リーガル・クリニック」、「模擬裁判」、「法文書作成」

及び「ローヤリング」）においては、一定の履修者数による授業実施が望ましい

ことから、各クラス定員について上限・下限を設けている。そのうえで、ガイダ

ンスの実施により十分な情報提供を行い、各クラスの履修者数が適正範囲にな

るようクラス分けを行っている 141。 

なお、「模擬裁判」においては履修選択時に一定の履修者数未満である場合は

授業実施が困難であるため、過去においてはそのクラスを未開講として、別の曜

日・時限のクラスの授業を希望する学生には履修変更をしたケースもあったが、

他に、履修者数が少ないという理由で未開講とした科目はなく、履修者数が１名

であっても授業を行っている。 

 

（３）結果とその検証 

ア 学生の履修科目選択の状況 

６つの法曹像との関連では、司法試験の選択科目について学生が本法科大学

院では２年次後半ないし３年次でいかなる履修選択をしているのかがポイント

となるが、租税法、労働法、倒産法、経済法、環境法、知的財産法、国際関係法

（私法系）及び国際関係法（公法系）のそれぞれについて、毎年一定程度の履修

者がおり、様々な法曹像の可能性を意識させる履修指導の効果が現れている。ま

た、「法哲学」「比較契約法」「比較法文化論」等、実定法科目以外の科目でも多

くの履修者が存在するなど、法曹に必要な幅広い視野の重要性を認識した履修

選択の動向も見られ、履修指導の趣旨にかなう学生の履修選択は概ね実現され

ている。 

 

イ 検証等 

各学期に履修登録が完了すると、直ちに各科目の履修者数を集計して教授会

で報告し情報を共有している。また、数年間のデータに基づき履修者数に偏りが

ないかに注意を払っている。さらに、学生の授業アンケートなども参考にしつつ、

一定程度の偏りがみられる場合には、その原因が履修指導における当該科目の

紹介の仕方にあるのか、あるいは授業運営の方法に問題があるのかなどを科目

担任者会議で検討している。 

これまでの検討の結果、開講クラスの増設や担当教員の増員を実施したこと

があり、今後も開講科目履修申請結果をもとに必要な対応を想定している。 

 

（４）特に力を入れている取り組み 

 科目の特殊性に応じて各学期のオリエンテーション期間にガイダンスを実施

することで、学生が本法科大学院において効率的に履修選択できること、また、

各自が志望する法曹像に応じて履修選択できることを目指している。具体的に

は、以下の３点を挙げることができる。 

 

ア 実習科目において 

「エクスターンシップ」、「リーガル・クリニック」及び「ローヤリング」では、

オリエンテーション期間に授業担当教員から授業内容のみならず、これらの科
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目を履修することで将来法曹として必要な知識やマインドを修得することがで

きるかという点まで説明を行っており、法曹養成に向けた重要な機会のとなっ

ている。 

 

イ 選択科目について 

 司法試験論文式試験の選択科目（租税法、労働法、倒産法、経済法、環境法、

知的財産法、国際関係法（私法系）及び国際関係法（公法系））については、「選

択科目ガイダンス」を実施して配付資料とともに、該当分野の教員からの説明時

間を設けることで、２年次・３年次における該当分野及びその隣接する分野につ

いて体系的な履修選択を可能とする機会となっている。 

 

ウ １年次において 

「法情報調査」は、法学未修者を対象とし、実習を通じて法情報の調査方法の

修得を目的とする科目であり、他の科目の学修の前提をなすことから、これに特

化したガイダンスを行うことで履修を促している。この結果、当該科目について

は、各年度の入学者の概ね９割が履修を行っており、効果的な履修指導の機会と

して機能している。 

 

（５）その他 

 学生の先輩にあたる実務講師を多数任用しており、授業のフォローアップや学

生からの学修指導を担当してもらうことにより、大規模な法科大学院でも、むし

ろ充実した履修指導を展開している。2018 年度からは、実務講師をクラス・サ

ポーターとして、専任教員のクラス・アドバイザーとの連携のもと、組織的に学

修指導を行える体制を構築したところであり、今後もさらに継続しつつ充実を

図りたい。 

 

２ 点検・評価 

本法科大学院では、学生募集の段階から、養成する法曹像及び科目履修プラン

につき一貫した方針を示し、学生の入学後もオリエンテーション期間を中心と

して適切かつ明確な履修指導を行っている。このことは、学生の履修選択という

側面のみならず、各授業科目における教材作成や授業運営、試験の実施・成績評

価等の全般にわたり、体系的な教育の提示とその実践という意味で好ましい影

響を及ぼしていると考えている。 

その一方で、厳格な成績評価を行った結果、履修前提要件に抵触し、想定して

いる履修モデルに沿った順次的な履修が困難な学生や、標準修了年限以内に修

了できない学生も少なからず存在するため、今後はこうした学生に対する個別

的な履修指導についても強化していく必要がある。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

学生が適切な履修選択を行い、科目履修を通じて法科大学院において身につ

けるべき資質・能力を着実に修得していくにあたっては、計画的かつ効果的な履
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修を可能とするためのカリキュラム上の科目配置や時間割編成が不可欠である。

この点について、本法科大学院では授業編成時の科目担任者会議等において最

大限の配慮をしているが、複数の科目において履修前提要件に抵触するような

ケースでは、科目の配当時期や時間割との兼ね合いにより履修選択にあたって

の自由度がきわめて小さくなる。この傾向は特に法学未修者において顕著であ

る。 

未修者教育の強化に向けては、2018 年度より具体的な検討に着手していると

ころであり、全体的な学力の底上げを図るとともに、成績不振が懸念される際に

早期の段階から指導を行えるような方策についても検討を行いたい。 

このほか、法科大学院全体としては、現在行っている履修選択の指導が適切な

ものとなっているかどうかを学生の履修動向等をもとに検証し、より効果的な

実施内容・方法にすべく改善を図るとともに、学生の履修動向を充分に把握し、

学生のニーズにあった開講形態に近づけるよう努めていく。例えば、科目によっ

ては設置の曜日・時限を毎年固定して学生への周知を図り、学生が在学期間を通

じて円滑に必要な科目を履修できる目安を提供するといった措置を採ることも

検討に値する。 
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５－５ 履修（２）<履修登録の上限> 

 

（評価基準）履修科目として登録することのできる単位数の上限が年間 36単位

を標準とするものであること。 

（注） 

① 修了年度の年次は 44単位を上限とすることができる。 

 

１ 現状 

（１）各学年の履修科目登録の上限単位数 

授業時間は 50 分とし、週１回(50 分)×15 回＝750 分（12.5 時間）で１単位

としている。 

履修科目登録の上限単位数については、年次ごとに上限を設定しており、１年

次が 38単位、２年次が 36単位、３年次が 42単位となっている。 

 

（２）法学未修者教育の充実の見地からの履修単位数増加の有無 

１年次において 36単位を超えて履修を認めている点は、法学未修者に対する

教育を充実させる見地から、2011 年度のカリキュラム改正時に法律基本科目群

必修科目のそれまでの最高履修単位数 34単位に３単位分（１年次前期に「生活

紛争と法」２単位、１年次後期に「刑法Ⅱ」１単位）を増加したことと、2017年

度カリキュラム改正時に「統治の基礎」（選択科目）１単位を名称変更のうえ、

「憲法Ⅱ」（必修科目）１単位としたことによるものである。 

「生活紛争と法」については、１年次前期の導入段階で、「民事法分野」にお

いては、模擬民事調停・判決書起案等ワークショップ、「刑事法分野」において

は、裁判員裁判ワークショップによる刑事事件の事例分析をそれぞれ行い、総合

系科目として、２年次の「民事訴訟実務の基礎」、「刑事訴訟実務の基礎」へのブ

リッジ科目（理論と実務をつなぐ科目）と位置づけている。 

「刑法Ⅱ」は、１年次前期に「刑法Ⅰ」を履修後、従前は１年次後期に刑法関

連の科目を開講していなかったため、２年次の「刑事法総合Ⅰ」へのブリッジ科

目と位置づけ、「刑法Ⅰ」の知識・思考力・応用力を具体的な事例問題を通じて

補強し、深めることを目的としている。 

「憲法Ⅱ」は、「統治の基礎」（選択科目）として以前から設置されていたが、

これを必修科目とし、「憲法Ⅰ」、「憲法Ⅱ」を１年次で体系的に学べるように配

慮したものである。 

このように、１年次におけるこれらの増加分は、学生の基礎学力向上のサポー

ト、２年次の学修への橋渡しとしての意味が強く、自修の妨げになるようなもの

ではなく、36単位を基準とした趣旨を没却させるものともなっていない。 

 

（３）法学既修者についての履修単位数増加の有無 

 該当なし。 

 

（４）その他年間 36単位（修了年度の年次は 44単位）を超える履修の有無 

２年次においては、「エクスターンシップ」又は「Study Abroad ProgramⅠ」

又は「Study Abroad ProgramⅡ」（海外研修プログラム）を履修する場合のみ、

年次別最高履修単位（36単位）に例外的に２単位まで上乗せすることとした。 
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これらの科目は本法科大学院の教育理念と直結する重要な科目であること、

長期休暇期間を利用して実施しているため、直ちに通常の学期中の授業の予習・

復習を圧迫する恐れはないこと等から、上乗せ履修を認めている。 

なお、2018 年度前期における履修状況は、「エクスターンシップ」が３名、

「Study Abroad ProgramⅡ」（海外研修プログラム）が４名であった。 

 

（５）無単位科目等 

該当なし。 

    

（６）補習 

補習については、実施していない。 

休講に伴う補講については、原則として休講とした当該週の土曜日に実施し

ている。 

 

（７）特に力を入れている取り組み 

履修登録の上限については、履修要項に記載するほか、ガイダンス等でも十

分な注意喚起を行うとともに、履修登録を行う際に利用する「Ｃ plus」におい

ても上限を上回る登録ができないようシステム的にもチェックを行っており、

学生の過度な履修を防ぐため万全の措置を講じている。 

 

（８）その他 

過去の認証評価において、２年次の履修上限につき、「専門職大学院に関し必

要な事項について定める件」（平成 15年文部科学省告示 53号）第７条で標準と

される 36単位を超えることに合理的な理由があるかどうか十分に検討する必要

がある旨、指摘を受けた。本法科大学院ではこの指摘を踏まえて、2011 年４月

のカリキュラム改正時において２年次の最高履修可能単位数を 36 単位とした。 

 

２ 点検・評価 

年次別最高履修単位については、「専門職大学院に関し必要な事項について定

める件」（平成 15年文部科学省告示 53号）第７条に即して設定している。１年

次における履修単位の上限が基準を２単位上回っていることについては、学生

の基礎学力向上のサポート、２年次の学修への橋渡しを企図したものである。ま

た、２年次における履修単位の上限緩和についても対象科目の開講期間が長期

休暇期間に設定されていることから、過度な履修や予習・復習の負担を課すもの

とはなっていない。 

以上のことから、各年次における最高履修単位数の上限は、いずれの年次にお

いても学生の自学自修を阻害するものとはなっておらず、本法科大学院の掲げ

る６つの法曹像にかなった人材を育成するにあたり妥当な水準に設定されてい

る。 

 

３ 自己評定 

合 

 

４ 改善計画 
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今後も、年次別最高履修単位については、「専門職大学院に関し必要な事項に

ついて定める件」（平成 15年文部科学省告示 53号）第７条の趣旨を踏まえつつ、

法曹に対する社会の要請や学生の学力水準を加味しながら検討を行っていく。 
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第６分野 授業 

６－１－１ 授業（１）〈授業計画・準備〉 

 

（評価基準）開設科目が効果的に履修できるよう、授業の計画・準備が適切にな

されていること。 

（注） 

① 「授業の計画・準備が適切になされ」ているとは、法科大学院の学生

が最低限修得すべき内容を踏まえ、科目の特性等に応じて、授業の計画

の設定・開示及び授業準備が適切になされていることをいう。 

 

１ 現状 

（１）授業計画・準備 

本法科大学院では、教員に対し、「法科大学院の学生が最低限修得すべき内容」

を踏まえ、各授業の計画・到達目標・成績評価の基準等を詳細に明示した講義要

項（シラバス）の提出を求めている。講義要項においては、授業で取り上げる部

分と自学自修に委ねる部分を明確に区分して記載することで、学生が十分な準

備のもと授業に出席できるよう配慮している。講義要項は、「Ｃ plus」（授業

支援システム）にて当該年度の４月１日より公開している。 

 講義要項の内容については、教員が入稿後にＦＤ委員長、教務委員長及び自己

点検評価委員長によって、また、展開・先端科目群の科目については科目担任者

会議の主任及び副主任によって、科目名称と授業内容との整合性・適切性をはじ

めとする記載内容に係るチェックをし、確認（事前確認）を行っている。 

さらに、実際の授業進行に際して変更が生じた際に適切な説明がなされたか

どうかについては授業アンケートを通じて確認している。これらの確認の結果、

問題があると判断された場合には、担当教員に対して是正・改善を指示し、適切

に対応がなされている。 

 

（２）教材・参考図書 

教材・参考図書については、講義要項に明記するとともに、授業進行に応じて

新たなものを追加指示する場合には、授業及び「Ｃ plus」を通じて周知してい

る。また、開講後においては、講義要項に記載されている教材や参考図書に加え

て、各授業担当者間で調整のうえ、オリジナル教材を作成し、適宜履修者に配付

している。 

なお、法律基本科目群として開設されている科目のうち必修科目の多くでは、

授業期間を通じて使用する教材等を開講前の時期に一括して配付する「事前配

布」を行っており、配付された資料をもとに開講段階から履修者が科目の全体像

について把握し、計画的な学修が進められるよう配慮している。 

 

（３）教育支援システム 

授業支援システムとして「Ｃ plus」を導入しており、履修登録、講義要項の

閲覧、教員から学生への指示伝達、教材配付、レポート提出等が可能となってい

る。 

利用にあたっては、全教員・職員・学生に対して「Ｃ plus」のログインＩＤ・
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パスワードを利用マニュアル 142、143とともに配付し、必要に応じて教育研究支援

室にて利用方法のサポートを行っている。 

 

（４）予習指示等 

授業で使用するレジュメ等は、概ね１週間前までには、「Ｃ plus」を通じて、

又は手渡しで学生に配付される。学生は、講義要項に示された各回授業の概要と

事前に配付された教材・資料等により、各回において自分が修得しなければなら

ない内容を十分に認識することができる。 

予習・復習の指示は、講義要項の授業計画に示されるとともに、必要に応じて、

授業内での指示又は「Ｃ plus」を通じて、学生に通知される。また、あらかじ

め提出した講義要項の内容を改定する必要が生じた場合（例えば、重要な法律の

改正、判例の変更、指定したテキストの新版が発行された等）には、「Ｃ plus」

を通じて直ちに学生に周知をしている。 

 

（５）到達目標との関係 

 各科目の授業設計にあたっては、「法科大学院の学生が最低限修得すべき内容」

を踏まえたうえで科目の到達目標を設定し、これに基づいて授業計画等を作成

している。 

講義要項においては、「科目の目的・到達目標」として、当該科目を履修する

意義と、授業の最終段階において学生がどのようなことができるようになる水

準をめざすかということについて明示するとともに、「授業の概要」においては、

当該科目がディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーそれぞれとの関係で

どのような位置づけにあるのかについても示している。 

 さらに、本法科大学院においては、特定の科目 144について、期末試験の過去

問題と解説を「Ｃ plus」と紙媒体にて複数年度分公開している。学生は、この

内容を閲覧することによっても当該科目の修得にあたって求められる水準を認

識することが可能であり、自律的な自学自修の促進に寄与している。 

 授業で取り上げるべき事項と自学自修に委ねる部分については、個々の教員

が授業設計を行う際に検討し、講義要項の「授業計画」及び「授業外の学修活動」

にそれぞれ記載するほか、履修前のガイダンスや授業の際に伝達している。なお、

同一科目を複数の教員で担当する場合は、科目責任者が主体となり、授業計画の

策定の段階で、科目担当者間で事前の打ち合わせを行い、協議のうえ決定してい

る。 

加えて、「（２）教材・参考図書」において述べたように、法律基本科目群のう

ち必修科目の多くにおいては、授業期間を通じて使用する教材等を開講前の時

期に一括して事前配布を行っている。これらの科目においては、授業で取り扱う

部分と自学自修に委ねる部分とをあらかじめ峻別した上で教材を作成しており、

これを配付することでも自学自修すべき範囲が明確に伝わるものとなっている。 

 これらの取り組みについては、教務委員会とＦＤ委員会が連携しながら推進

している。また、「（１）授業計画・準備」において記載したとおり、作成後の講

義要項について事前確認をすることで検証を行っている。 

                                                   
142【A601】Ｃ plus操作ガイド〈教員〉 
143【A602】Ｃ plus操作ガイド〈学生〉 
144【A603】学生および修了生に対する学期末試験の過去問題等の公開について 
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（６）特に力を入れている取り組み 

 講義要項の内容の確認については、特定個人が行うのではなく、ＦＤ委員長、

教務委員長及び自己点検評価委員長が、それぞれの委員会において留意すべき

事項を踏まえた確認を行う体制とすることで、開設するすべての科目について

多角的な観点からのチェックを行っている。加えて、展開・先端科目群について

は、分野横断的な科目を多数設置していることから、科目担任者会議の主任及び

副主任によるチェックも行うことで、科目内容の適切性や到達目標との関係の

妥当性を厳格に確認している。 

 

（７）その他 

特になし。 

 

２ 点検・評価 

授業計画は、「法科大学院の学生が最低限修得すべき内容」を踏まえて設定さ

れており、講義要項を第三者が事前に確認するという方法で検証を徹底してい

る。 

学生に対しては、講義要項等を通じ、各科目における到達目標や自学自修すべ

き部分が明確に示されるとともに、授業を通じても適切な予習指示等がなされ

ている。特に、法律基本科目の多くにおいては、開講前の段階で年間を通じて使

用する教材等を一括して配付する「事前配布」を行っており、教材の内容を通じ

て自学自修すべき部分を学生が十分認識したうえで、計画的かつ自律的な学修

ができるものとなっている。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

今後の入学者の学力レベルの変動を注視しつつ、教材や予習指示等のあり方

について不断の検討を続けていきたい。 

 具体的には、近年、入学者の学力レベルが変化していることを踏まえ、従前ど

おりの教材や予習指示でよいのかについて、教務委員会・ＦＤ委員会を中心に検

討を行っていく。 
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６－１－２ 授業（２）〈授業の実施〉 

 

（評価基準）開設科目が効果的に履修できるよう、適切な態様・方法で授業が実

施されていること。 

（注） 

② 「適切な態様・方法で授業が実施されている」とは、当該科目の授業

担当能力のある教員により、法科大学院の学生が最低限修得すべき内

容を踏まえ、開設科目の効果的な履修に向け、具体的予習指示、授業

の仕方、授業後のフォローアップ等に創意工夫や努力がなされている

ことをいう。特に、学生が十分な予習を効率的に行うことができるよ

うに的確な指示や指導を行うことが必要である。また、授業の仕方に

ついては、授業の中での双方向・多方向の議論をするといった法的議

論能力等の養成が可能となる工夫が必要である。 

 

１ 現状 

（１）授業の実施 

ア 科目毎の教育内容の適切性 

 憲法、行政法、民法、商法、民事訴訟法、刑法及び刑事訴訟法に関し、教育内

容をはじめとする科目分野ごとの適切性については、「別紙２」及び「教員個人

調書」に記載のとおりである。 

 

イ 授業全般の実施状況の適切性 

（ア）教育内容 

１年次配当の法律基本科目、２年次配当の法律基本科目においては、同一科目

を担当する教員間で授業の進行に合わせて意見交換を随時行い、相互の授業間

で説明内容に不均衡がないかなどを確認し合い、最終的な学期末試験の内容や

採点基準などの作成を含めて緊密に連絡を取り合っている。 

複数学年にわたる各科目系（例えば、法律基本科目の民法、商法、民事訴訟法、

刑法等）においては、各年度の節目に、その担任教員で構成される会議で意見交

換を行い、毎年の学生の現状・レベルについて議論した上で、１年次の授業内容

やレベルのあり方、それと連動して２年次の授業内容やレベルをどう設定して

いくべきかを検討している。 

法律基本科目と実務基礎科目、さらには展開・先端科目との関係については、

ＦＤ研究集会における意見交換で、各科目の授業の現状等について情報の共有

を図っている。 

また、2018 年３月からは「学修成果分析会」と称する取り組みを開始した。

これは、２年次終了時に、クラス単位で、当該クラスの必修科目担当教員やクラ

ス・アドバイザー等が集まって学生の成績等を参照しながら個々の学生の学修

到達度に関する情報交換を行い、これを３年次以降の学修指導に活かしていこ

うという試みである。今後は、他学年を含め、前期終了時や学期途中での実施に

ついても検討し、さらに実効性を高めることを予定している。 

 

（イ）授業の仕方 

１年次配当の法律基本科目においては、法学未修者に条文の意味内容をひと



97 
 

とおり理解させるために講義をすることにはなるが、ポイントごとに簡単な事

例を交えて学生に質問を投げかけ、その解答に対して教員からコメントをする

とともに、他の学生の意見も適宜述べさせるようにして、学生の考える機会を確

保するよう努めている。２年次以降に配当された事例分析を中心とする授業に

なると、本格的な双方向の授業を展開することになるが、１つの論点については

なるべく複数の学生に対立する意見を述べさせたうえで、結論の分かれ目とな

るポイントがどこにあるのかを学生に考えさせるように心掛けている。 

学生の自学自修に資するため、教材配付は次の２つの形態で行っている。 

 ①法律基本科目のうち、必修科目の大半については、「事前配布」教材として

授業期間前に教材配付期間を設け、あらかじめ学生に一括して配付してい

る。これにより、学生は授業の全体像と自学自修すべき部分を明確に把握し

たうえで、学修に取り組むことが可能となる。 

 ②授業期間中の教材配付については、原則として１週間前に、授業において配

付するか「Ｃ plus」を通じて配付している。これにより、学生は翌週の授

業に向け十分に予習を行うことができ、授業の理解を深めることができる。 

その他、実務系の科目については、実務家をゲストスピーカーとして招き、実

体験に即した授業を行うことで、学生の理解度の向上並びに学修成果の定着を

図っている。 

 

（ウ）学生の理解度の確認 

多くの科目では、授業期間内に１～２回の中間試験・レポートなどを実施し、

個々の学生の授業理解度を確認し、適宜学生への学修指導を行っている。なお、

中間試験においては実施日の調整等を行い、学生に負担がかからないように配

慮している。中間試験や学期末試験及びレポート等については、採点・評価や添

削済み答案を学生に対して速やかに返却することもあり、教員が学生の理解度

を確認するとともに、学生自身が自己の習熟度を理解することにも役立ってい

る。 

 

（エ）授業後のフォロー 

授業後の学生のフォローアッとしては、オフィス・アワー制度 145と実務講師

によるフォローアップ演習により実施している。 

また、授業を担当する専任教員は、授業実施期間中、週１回以上のオフィス・

アワーを設定し、授業に関連する質問等を受け付けている。このオフィス・アワ

ーについては、「Ｃ plus」及び掲示を通じて周知を図っている。 

実務講師によるフォローアップ演習については、１年次（法学未修者）を対象

とする「フォローアップ演習（グループ型）」、２年次及び３年次を対象とする「フ

ォローアップ演習（起案演習型）」を正課外でそれぞれ実施している。フォロー

アップ演習（グループ型）は、法学未修者が法律学の学修を円滑に進めることが

できるよう、授業の進度にあわせて少人数のグループ単位で指導を行うもので

ある。フォローアップ演習（起案演習型）についても、授業の復習になるような

事例を用いた事例問題演習を行うことで、学生の起案能力の養成を図っている。

このように、授業の進行度合いや個々の学生の理解度をきめ細かく把握しなが

                                                   
145【A604】2017年度オフィス・アワー実施記録 
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ら学修支援を行うことで、法曹に求められる能力・資質の着実な定着を図ってい

る。これらのフォローアップ演習の受講は任意であるが、特にフォローアップ演

習（グループ型）は、法学未修者の学修をフォローアップする機会として有効に

機能している。 

期末試験については、成績発表と同時に講評を配付している。また、答案のコ

ピーは必ず返却しており、添削やコメントを付した答案を返却している教員も

いる。さらには、「講評会」を開き、学生の質問に答えている教員（科目）もい

る。 

 

（オ）出席の確認 

本法科大学院における学修は、授業に出席して双方向・多方向の授業を受ける

プロセスが重要であることに鑑み、出席を重視し、科目の時間総数の３分の１を

超えて欠席した場合には、原則として当該科目の成績を「Ｆ」評価とするものと

している 146、147（「本法科大学院における授業欠席の取り扱い基準」を定め、2007

年度から実施）。これは、履修要項に記載されており 148、学生にも周知されてい

る。このような厳格な措置を前提として、授業開始第３週の時点で、必修科目に

おいて出欠状況の定点調査を実施し、一定回数を欠席している学生については、

直接又は「Ｃ plus」等を通して現在の出席状況を通知し、出席を促している。

なお、一定の要件に該当する場合（学校保健安全法施行規則第 18条に規定され

ている感染症に罹患した場合 149、裁判員に選出された場合 150、及び家族等の忌

引によりやむを得ず欠席する場合）には、授業への出欠回数において分子・分母

の回数から除いて欠席率を算出する措置をしている。 

教員が出席確認を適切に行うため、必修科目についてはあらかじめ履修者の

座席表を教員に配付して出席状況を目視で確認できるようにしており、あわせ

て出席者には授業回ごとに出席確認用の署名用履修者名簿に署名させている。

選択科目については、座席指定ではないことから、出席者に出席確認用の署名用

履修者名簿に署名させたり、授業回ごとに出席カードを配付して署名させたう

えで提出させる方法により、出欠を確認している。 

 

（カ）授業内の特徴的・具体的な工夫 

実務基礎科目では、映像教材等を活用して現場のイメージをつかみやすくし

ている。映像教材等については、オンデマンドでも提供し、学生の学修効果を向

上させるのに役立っている。また、「第６分野６－２」において詳述するように、

実務の現場を体感させるため、法曹のみならず、公務やビジネスにおいて実務に

携わっているゲストスピーカーを招聘した授業も多数行われている。 

このほか、授業内における特徴的な工夫の事例は、以下のとおりである。 

 

① 「民法Ⅰ」及び「民法Ⅱ」におけるＣＬＳ e-ラーニングシステムの活用 

「民法Ⅰ」及び「民法Ⅱ」では、ＣＬＳ e-ラーニングシステム（起案力養成

                                                   
146【A05】中央大学法科大学院内規集№38-1 法科大学院における授業欠席の取り扱いに関する履修要項の
記載について 
147【A05】中央大学法科大学院内規集№38-2 厳格な出欠管理について 
148【A04】履修要項 2018 p.31 
149【A05】中央大学法科大学院内規集№38-3 学校保健安全法施行規則 18条記載の感染症による欠席の取扱いに
ついて 
150【A05】中央大学法科大学院内規集№38-4 裁判員選出に伴う欠席の取扱いについて 
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システム）を活用し、学生同士で相互に答案を評価し投票するとともに、教員か

らも投票結果に対するコメントをフィードバックしている。これにより、学生は

自学自修の成果と改善点を自ら確認することができる一方で、教員にとっては、

成績評価基準の適切性や教育効果の達成度を確認する機会ともなっており、学

生の学修成果を高めるにあたり、有効な取り組みとなっている。 

 

② ＩＣＴを活用した遠隔授業 

本法科大学院では、地方に所在する大学との連携協力に基づき、ＩＣＴを活用

して、それぞれの大学が所在する地域特有のテーマを扱った、特色ある授業を実

施している。2018 年度は、琉球大学・鹿児島大学・島根大学・静岡大学との間

で、以下の授業を実施する。 

①政策形成と法［琉球大学に配信］ 

②地域と法Ⅰ（沖縄地方の法律問題）（４群特講Ⅰ）［琉球大学から配信］ 

③地域と法Ⅱ（九州地方の法律問題）（４群特講Ⅰ）［鹿児島大学から配信］ 

④地域と法Ⅲ（中国地方の法律問題）（４群特講Ⅰ）［島根大学から配信］ 

⑤地域と法Ⅳ（中部地方の法律問題）（４群特講Ⅰ）［静岡大学から配信］ 

⑥米軍基地法（４群特講Ⅱ）［琉球大学から配信］ 

 

（キ）対象学年にふさわしい授業の工夫 

１年次配当の法学未修者を対象とする科目については、主要な実定法の基本

的原理と各条文・制度の基礎知識を修得目的とする科目に加え、「生活紛争と法」

「基礎事案研究」といった事案研究の基礎・導入を扱う科目をあわせて配置して

いる。「生活紛争と法」及び「基礎事案研究」においては、少人数のグループに

よるワークショップ形式も取り入れながら、基本的原理を扱う科目で学んでい

る理論が実際の紛争解決においてどのように活用されているのかを体感させ、

事案分析の重要性を入学当初から強く意識させる機会となっている。 

２年次以降では、これを基礎にした事案分析能力の向上を図る授業、さらに３

年次では、発展的な論点・先端分野も取り入れた総合的な授業を行っている。授

業進行にあたっては、担当教員との意見交換を通じて、毎年の学生の現状を考慮

しつつ、１年次では発展的すぎる問題を取り上げてはいないか、また、２年次以

降に配当された授業における事例分析の材料となる問題が過度に高度なものと

なっていないかを毎年度検討しており、その都度必要に応じて教材も改正して

おり、授業のレベル設定は概ね適切なものと考えている。 

 

（２）到達目標との関係 

「法科大学院コア・カリキュラム調査研究」グループが提示した「共通的到達

目標」（コア・カリキュラム）を受け、本法科大学院における法律基本科目全体

の学修の到達目標を設定すべく教務委員会で統一した方針を策定、議論を重ね

た結果、2012 年度に法律基本科目について学生が在学中に修得すべき事項を大

きく３段階に分けて「中央大学法科大学院到達目標」を作成した。授業ではこの

「中央大学法科大学院到達目標」を意識しつつ、授業で十分検討できない事項に

ついても、そこに示された３段階を参考にして自学自修を進めるよう学生に指

示している。この３段階とは、大まかに言えば、Ａ（基本的事項）、Ｂ（重要事

項）、Ｃ（発展的事項）であり、授業ではＡ及びＢの事項の大部分は扱うが、Ｃ
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の事項は必ずしも十分に取り上げることができないことがあり、そのような部

分は学生の自学自修に期待されることが少なくないことを「Ｃ plus」などを通

じて周知している。なお、「中央大学法科大学院到達目標」は、その適切性や現

実的機能の検証を随時行っており、2018 年度には、民法改正に鑑み、一部改正

を行った。 

 授業外で自学自修を支援するための体制としては、実務講師によるフォロー

アップ（上記「（１）イ（エ）」にて詳述）、ＣＬＳ e-ラーニングシステム（基礎

知識養成システム）がある。ＣＬＳ e-ラーニングシステム（基礎知識養成シス

テム）は、司法試験の憲法・民法・刑法の択一問題を解くなかで、自学自修の理

解度を確認するシステムである。 

 上記の取り組みについては、教務委員会等で検証を行っている。 

    

（３）特に力を入れている取り組み 

 学生の学修効果を高めるため、授業内・外それぞれにおいて、様々な工夫を行

っている。 

 

ア 「生活紛争と法」 

 「生活紛争と法」の授業の概要については上記「（１）イ（キ）」においても述

べたところであるが、グループ単位のワークショップ形式の授業実施にあたっ

ては、担当教員に加えて当該科目担当の実務講師を複数名配置し、グループごと

に助言・指導を行うなど、きめ細かな指導を行うことで、法学未修者への導入科

目という科目設置の目的に照らして極めて有効なものとなっている。この授業

に対する学生の満足度もきわめて高い。 

 

イ 授業外の自学自修に対する支援 

 上記「（１）イ（エ）」において言及した実務講師によるフォローアップ演習は、

本法科大学院が他の大学院に先駆けて設置当初から導入した取り組みであり、

在学生のみならず修了生からも高い評価を得ている。これは本法科大学院のＯ

Ｂ・ＯＧによる強力なネットワークを活用した取り組みであり、大規模法科大学

院でありながら学生ひとりひとりに向き合ったきめ細かな教育・学習支援を行

う「ハートフル・メソッド」を体現する取り組みとして注力している。 

 また、上記「（１）イ（カ）」において言及したＣＬＳ e-ラーニングシステム

（起案力養成システム）については、学生が作成した答案の内容とそれに対する

他の学生からの評価という形で個々の学生の到達度を見える化することで、到

達目標と照らしてどの部分が不足しているのかといったことを明確に把握する

ことが可能となっており、学生の自学自修を促進する有効な取り組みとなって

いる。 

 

ウ ＩＣＴを活用した遠隔授業 

 ＩＣＴを活用した遠隔授業については、2015 年度に文部科学省の先導的大学

改革推進委託事業として調査研究を行った「法科大学院教育におけるＩＣＴの

活用に関する調査研究」による成果をもとに、本学の学内競争的資金を活用して

さらに調査研究を進め、2017年度から正規科目として設置・開講した。 

 本学から連携協力先の地方大学に対しては、東京 23区内に所在するという本
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学の強みを生かし、国の行政機関で活躍されている方をゲストスピーカーとし

て招き、国家行政の最前線における課題を取り上げる授業を提供している。また、

連携協力先の地方大学から本学に対しては、司法過疎や当該地方固有の法律問

題を扱う科目を提供してもらっている。このように、各大学の強み・特色を生か

した科目を相互に提供し合うことで、教育課程の充実が図られている。 

 ＩＣＴを活用した遠隔授業の運営にあたっては、常設委員会としてＩＣＴ委

員会を教授会の下に設置し、授業運営に係る事項や教材開発、成果検証を行って

いる。加えて、成果についてはＦＤ研究集会や全学のＦＤ・ＳＤ講演会、機関誌

『中央ロー・ジャーナル』において発表し情報を共有することで、組織的かつ安

定的な運営に努めている。 

    

（４）その他 

特になし。 

   

２ 点検・評価 

授業の実施にあたっては、双方向・多方向型の議論や映像を用いた授業、ゲス

トスピーカーの招聘等を行うことで、科目の到達目標や教育内容、対象となる学

年に応じて適切な方法が採られている。また、出席状況についても厳格な確認を

行っている。 

特筆すべきは、学修支援において、オフィス・アワー制度に加え、実務講師に

よるきめ細かなフォローを行っている点である。１年次必修科目の授業進度に

あわせて少人数のグループ単位で指導を行う「フォローアップ演習（グループ

型）」はもとより、１年次対象の「生活紛争と法」の授業内においても、法学未

修者が学修に困難を感じないようきめ細かなアドバイスを行っている。この実

務講師は主に本法科大学院を修了した若手弁護士から構成されており、日常的

な学修相談、キャリア相談等にも応じている。これらのきめ細かな学修支援は、

本法科大学院が特に重視する「豊かな人間性」の涵養にも大きく寄与している。 

また、授業における特徴的な工夫としては、地方大学と連携して実施されてい

る、ＩＣＴを活用した遠隔授業がある。これらの授業は、本学が掲げる「公共政

策ローヤー」「市民生活密着型ローヤー」の育成に資するものとなっている。 

さらに、本法科大学院において学生が在学中に修得すべき事項についても「中

央大学法科大学院到達目標」として明確に定めており、本法科大学院の授業体制

には特別の問題はないと考えている。今後は、「中央大学法科大学院到達目標」

の意義の検証を行うとともに、昨今の法科大学院志願者減少との関係で、入学者

の学力レベルが大きく変動する恐れもあることから、入学する学生のレベル・現

状を考慮したうえで授業内容を改正する必要性に留意しつつ、不断の改善・向上

を図っていきたい。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

授業内容や実施方法については、ＦＤ研究集会における好事例の共有等を通

じ、今後もさらなる向上・充実に努めていく。また、実務講師の活用による学
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修支援については、現在の取り組みを継続するとともに、学生・実務講師双方

に対するアンケートを通じた意見聴取や、受講した学生の成績調査等を通じて

効果の検証を行い、充実を図っていく。 

ＩＣＴを活用した遠隔授業についてはＩＣＴ委員会を中心に安定的な運用に

努めるとともに、不断の検証を行い、さらなる充実を図っていく。 
他方、「中央大学法科大学院到達目標」については、教務委員会を中心に、そ

の適切性や現実的機能の検証をさらに進めている。入学者の学力レベルの変動

には特に注視し、授業内容やフォローアップのあり方について不断の検討を続

けていきたい。  
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６－２ 理論と実務の架橋（１）〈理論と実務の架橋〉 

 

（評価基準）理論と実務との架橋を意識した授業が実施されていること。 

 

１ 現状 

（１）「理論と実務の架橋」の意義のとらえ方 

本法科大学院は、教育理念の１つとして、「日常的な法分野においても、先端

的・専門的な法分野においても、高度の法理論教育を重視しつつ、法律実務に即

した実践的教育を十分に行う」ことを掲げ、「実務を批判的に検討し発展させる

創造的な思考力を持った法曹を養成する」ことを明らかにしている（「第１分野

１－１」を参照。）。高度な法理論と創造的な法律実務を高いレベルで両立させる

ことにより、現代社会に生起する紛争に適切に対応し、社会正義の実現に邁進で

きる法曹を養成することができると考えるからである。このような理論と実務

の架橋は、法科大学院教育の本質であるととらえ、周知・徹底を図っている。こ

の理念は、カリキュラム、担当教員の配置及び授業実施の各側面において、その

達成が目指されている。 

    

（２）授業での展開 

法律基本科目群においては、まず、１年次配当の科目のうち実務家教員が担当

する導入科目である「生活紛争と法」において、日常生活から生じる身近な紛争

事例を実務家の視点から取り上げ、法学未修者が各法分野の理論的・体系的学修

を進めるうえで導入科目としての役割を担いつつ、同時に法律実務への関心を

深める契機を作っている。商法分野では、企業実務との関わりを認識できるよう

に工夫している。刑事法系では、教員が判例を素材とした事例問題形式の教材を

作成し、捜査・公判立証の実際も取り上げながら、刑事実務との関わりを認識で

きるよう工夫されている。また、「基礎演習」では、公法系、民事系、刑事系に

ついて研究者教員と実務家教員のそれぞれが理論的・実務的基礎知識の修得を

目標とした授業を展開している。 

２年次・３年次配当の法律基本科目（「行政法基礎」、「公法総合Ⅰ～Ⅲ」、「民

事法総合Ⅰ～Ⅳ」及び「刑事法総合Ⅰ～Ⅲ」）及び実務基礎科目についても、理

論と実務を架橋することを企図した科目である。教材は、主として、判例を中心

とした長文の事例と設問であり、市販のテキストを利用する場合にも、教員が補

助教材を作成するなど、学生の理解・特性に合わせて工夫を凝らしている。また、

2015 年度後期からは、２年次に法律基本科目・総合系として事例問題を素材に

して起案力を養成する「中級事案研究」を設けている。 

３年次配当科目の「総合事案研究」は、２年次までの理論科目と実務基礎科目

での学修を踏まえ、実体法解釈論と要件事実論的事案分析と訴訟法上の主張立

証等の規律を有機的に結び付けて文字どおり総合的な検討を行うとともに、実

務法曹に必要とされる書面及び口頭での表現能力を培うことも企図する科目で

あり、司法修習、とりわけ実務修習への架橋を目的としている。 

実務基礎科目群は、模擬裁判、エクスターンシップ等、理論と実務の架橋を具

現化した科目から構成される科目群である（詳細については、「第６分野６－３」

を参照。）。 

基礎法学・外国法・隣接科目群では、裁判実務のみならず、アジアに根差した
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外国法の実践を企図した科目、法律領域と会計領域との融合等を強く意識した

科目を展開している。 

このほか、展開・先端科目においては、実務家・研究者の共同担当科目を豊富

に設定するのみならず、多分野にわたるテーマ演習を設定し、理論的分析の実務

における意義ないし重要性を学生が体得できるように配慮している。 

 

（３）理論と実務との架橋を意識した取り組み 

展開・先端科目群においては、既存の制度や判例・通説に基づく対応が困難な

現代的な問題をどのように解決するか、それぞれのもつ思考プロセスを学生に

開示し、実務家教員と研究者教員がそれぞれ連携しつつ、学生に考えさせる授業

を実施している（例えば「労働法」、「ジェンダーと法」、「ＩＴ社会と法」、「租税

法」、「コーポレート・ガバナンスと法」、「環境法」等）。実務家教員と研究者教

員との連携については、オムニバス方式を採る場合もあれば、基礎・応用を分担

する場合もある。 

また、研究者教員の担当する授業においては、様々な分野の実務家をゲストス

ピーカーとして招く例も少なくない（例えば「政策形成と法」、「４群特講Ⅱ＠コ

ーポレート・ファイナンス」、「犯罪被害・犯罪心理と法」等）。 

さらに、法科大学院協会が司法研修所の協力を得て実施する研修会に研究者

教員を派遣するなど、実務に触れる機会を設定している。 

 

（４）その他 

基本７法関連の科目については「科目別学修支援のガイドライン」を作成し 151、

年度初めにオリエンテーションで配付のうえ、説明している。それは、各科目の

基礎から応用までステップアップする過程のそれぞれの段階で必要とされる理

解度の到達目標を明示することで、どの段階で、理論教育と実務教育のどちらに

どの程度の重点を置くか、学生自身が判断できるように大まかな目安を示して

いる。すなわち、まず基礎的な知識の修得を重視し、次に判例を中心とした事例

分析を重視し、最終的には新しい問題を自力で解決できるだけの実務的対応能

力を身につけることといった目標が示されている。この目標に従って、学生は、

入学から修了までのプロセスにおいて徐々に進展する「理論と実務の架橋」のど

の位置に自分がいるかを、自ら判断できるようになると期待される。 

 

（５）特に力を入れている取り組み 

 本法科大学院では、社会における紛争予防に資するため、企業活動や税務の実

態と法との関係や、国際的な企業活動とりわけアジア地域におけるビジネスに

着目した法のあり方といった分野に着目し、実務を題材に多彩な授業を展開し

ている。具体的な科目として、「３群特講Ⅱ＠アジアビジネス法」「３群特講Ⅱ＠

法と財務諸表の基礎」、４群特講「コーポレート・ファイナンス」、「現代企業取

引法」等があり、これらの科目においてはケーススタディや実際の事例を用いた

授業、実務に携わるゲストスピーカーの招聘等、理論と法実務、ビジネス実務と

の架橋を意識した授業が展開されている。 

 

                                                   
151【A17】2018年度前期オリエンテーション配付資料 
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２ 点検・評価 

理論と実務の架橋については、研究者教員と実務家教員が協議のうえで教材

や授業内容を決定しており、また、研究者教員が担当する場合でもそれぞれの教

員の工夫により「実務を意識した理論教育」が実践されている。 

１年次から３年次まで幅のある法科大学院の教育において、理論教育と実務

教育の架橋をどの段階でどの程度目指すべきかについては、一般的なコンセン

サスがあるわけではない。この問題についての１つの対応として「科目別学修支

援のガイドライン」を作成し、教員間の認識の統一に努めつつ、教育活動を展開

している。 

本法科大学院においては、理論教育と実務教育の架橋を目指した教育体制が

段階的に強化され、質的・量的に見て比較的充実しているものと考えるが､なお

不断の改善・向上を続けていく。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

「理論と実務の架橋」という課題は、法科大学院教育の全般に関わるもので 

ある。そこで、ＦＤ研究集会において、「理論と実務の架橋」を効果的に行って

いる科目の実態を紹介することで、今後も「理論と実務の架橋」に関する情報の

共有とともに、教員の意識の向上を促進していく。 
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６－３ 理論と実務の架橋（２）〈臨床科目〉 

 

（評価基準）臨床科目が適切に開設され実施されていること。 

 

１ 現状 

（１）臨床科目の目的 

本法科大学院では、臨床科目として、「エクスターンシップ」、「リーガル・ク

リニック」、「法文書作成」、「ローヤリング」及び「模擬裁判」を開設している。

法科大学院が法曹養成機関である以上、机上の法律論を修得させるだけではそ

の役割として不十分であり、実務家として要求される実務現場での事実及び規

範の発見能力、紛争解決能力、コミュニケーション能力、文書作成能力、情報処

理能力等を養成するために設けられたのがこれらの科目である。これらは選択

必修科目であり、授業内容は科目相互の補完性を意識して設計されている。 

その中で、「エクスターンシップ」及び「リーガル・クリニック」は、法律事

務所における実習など実地に赴く授業内容となっているため、受け入れ機関の

確保や機密保持の徹底など授業開設にあたって調整すべき事項が多い。それゆ

え、両科目については、リーガル・クリニック運営委員会及びエクスターンシッ

プ運営委員会を実務家教員及び研究家教員で組織して、その運営にあたってい

る。 

    

（２）臨床教育科目の開設状況等 

ア 臨床科目の開設状況 

 

2017年度前期 

科目 単位数 
開講 

区分 

履修 

者数 

単位 

修得者数 
履修要件等 

エクスターン 

シップ 
2 

選択 

必修 

11 

＊ 
11 

３年次以上かつ法律

基本科目群必修科目

のＧＰＡが 2.00以

上 

リーガル・ 

クリニック 
1 72 72 ３年次以上 

法文書作成 1 57 57 
２年次前期は 

ＢＤクラス 

ローヤリング 1 73 73 

２年次前期は 

ＡＣＥクラス、 

３年次以上 

模擬裁判（民

事） 
1 21 21 ３年次以上 

模擬裁判（刑

事） 
1 32 32 ３年次以上 

 

2017年度後期 

科目 単位数 開講 履修 単位 履修要件等 
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区分 者数 修得者数 

エクスターン 

シップ 
2 

選択 

必修 

62 

＊ 
61 

法律基本科目群必修

科目のＧＰＡが 

2.00以上 

リーガル・ 

クリニック 
1 43 43 ２年次後期から 

法文書作成 1 57 56 
２年次後期は 

ＡＣＥクラス 

ローヤリング 1 37 37 

２年次後期は 

ＢＤクラス、 

３年次以上 

模擬裁判（民

事） 
1 17 17 ２年次後期から 

模擬裁判（刑

事） 
1 47 47 ２年次後期から 

 

2018年度前期 

科目 単位数 
開講 

区分 

履修 

者数 

単位修得

予定者数 
履修要件等 

エクスターン 

シップ 
2 

選択 

必修 

3 

＊ 
3 

３年次以上かつ法律

基本科目群必修科目

のＧＰＡが 2.00以

上 

リーガル・ 

クリニック 
1 35 35 ３年次以上 

法文書作成 1 42 42 
２年次前期は 

ＢＤクラス 

ローヤリング 1 58 58 

２年次前期は 

ＡＣＥクラス、 

３年次以上 

模擬裁判（民

事） 
1 0 0 ３年次以上 

模擬裁判（刑

事） 
1 28 28 ３年次以上 

＊ 履修取り消し者は除く。 

 

以上のとおり、臨床科目は、法科大学院の趣旨に即した単位数を確保している。

また、これらの科目は授業期間中において必修科目が開講されていない８限

（18:00～18:50）・９限（19:00～19:50）を中心に複数クラス開講し、「エクスタ

ーンシップ」は、夏季又は春季の授業期間外に集中して全国各地の法律事務所等

で実施するなど、学生にとって履修しやすいように工夫している。 

臨床科目においては、単に実務を見学するにとどまらず、担当教員の適切な指

導のもとで学生がこれに積極的に関与している。 

臨床科目の特性上、いずれも成績評価は合否のみの判定である。「エクスター
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ンシップ」では、実施後直ちに学生には詳細な報告書を提出することを求め、派

遣先から提出される報告書と併せ、担当教員がこれを厳正に検討し単位認定を

行っている。「リーガル・クリニック」やその他の科目については、担当教員が

各回の学生の授業への貢献度を正確に記録し、厳正な単位認定を行っている。 

 

イ 「エクスターンシップ」 

本法科大学院の「エクスターンシップ」は、法律事務所、企業法務部など幅広

い派遣先を多数確保して実施されている。とりわけ法律事務所は、地域では北海

道から沖縄まで、業務では国内法務中心の一般事務所から渉外事務所などまで、

極めて広範かつ多彩な派遣先がリストアップされている 152。また企業法務部も、

本格的な法務部門をもつ多くの有力企業を派遣先としている。官公庁について

は、これまで中央省庁及び地方自治体への派遣実績がある。中央省庁が各法科大

学院の学生を一括して募集する「霞が関法科大学院生インターンシップ」153を行

うようになって以降は、中央省庁での研修を希望する学生にはこれを勧め、本法

科大学院独自の中央省庁におけるエクスターンシップは休止している。いずれ

にせよ、学生の希望を尊重した派遣が可能であり、あらかじめ用意されたリスト

以外からも、学生が自己開拓した法律事務所への派遣を、一定の条件の下に認め

ている。派遣期間も原則として３週間であり、２単位科目にふさわしい充実した

研修が可能な期間が設定されている。 

受入先とは定期的に意見交換の場を設けており、本科目の趣旨について十分

な理解を得ている。また、派遣に先立って、機密保持や情報漏洩の防止等を徹底

させるため 、誓約書の提出はもとより、オリエンテーション期間におけるガイ

ダンスのほか、履修者決定後２回の事前研修会 154（実施時期：８月派遣の場合、

第１回は６月、第２回は８月、２月派遣の場合、第１回は 12月、第２回は２月。

実施時間：第１回は約 60分、第２回は約 60分）を設けるとともに、学生には派

遣先を事前訪問して研修内容を打ち合わせたうえ、その報告書を提出するよう

に義務づけている。学生がどの程度事件に関与し得るかについては、当事者との

関係で許される範囲で柔軟に対応している。 

さらに、学生には、実施後直ちに詳細な報告書を提出することを求め、派遣先

から提出される報告書とあわせ、担当教員が検討して厳格かつ適正に単位認定

にあたっている 155。加えて、他の学生の経験に学ぶことも有意義であることか

ら、エクスターンシップ終了後に学生による報告会 156を実施している。これは、

エクスターンシップ運営委員会のもと、学生相互のディスカッションを通じ具

体的な活動報告を行うものである。また、上記の報告会の終了後に、派遣先との

担当者と本法科大学院の関係者が一堂に会して検討会を実施し、成果の共有化

を図っている。 

派遣にあたっては、履修直前学期までの法律基本科目群（必修科目）のＧＰＡ

2.00 以上という成績基準を履修条件として設けるとともに、各回の派遣者数を

                                                   
152【A605】エクスターンシップ 受入協力先一覧(第 26期)及び(第 27期) 
153【A606】平成 30年度霞が関法科大学院生インターンシップ実施要領 
154【A607】エクスターンシップ 履修者の方へ[2017年度前期(第 26期)第 1回、第 2回、2017年度後期(第 27期)第 1

回、第 2回] 
155【A608】エクスターンシップ履修の手引き 2017年度前期(第 26期)及び 2017年度後期(第 27期) 
156【A609】エクスターンシップ学生報告会の実施について 2017年度前期(第 26期)及び 2017年度後期(第 27期) 
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上限 120名までとしている 157。「エクスターンシップ」の学修効果を上げるため

にも、また外部に指導を委嘱するという科目の性質からも、一定水準以上の法律

基本科目の修得が必要不可欠と考えられること、派遣先との連絡調整などで齟

齬をきたさないよう適正規模での運営を意図したことがその理由である。 

なお、派遣先から学生のマナーを懸念する指摘があったことから、「エクスタ

ーンシップ」の派遣学生を対象としたマナー講習会を、年１回 12月に実施して

いる。 

 

ウ 「リーガル・クリニック」 

本法科大学院の「リーガル・クリニック」としては、「市民生活紛争」、「個別

労働紛争」、「家事法」、「企業法務の基本的実務」、「知的財産法実務の基礎」、「公

益的刑事弁護」、「倒産・事業再生」、「国際人権法の実務」、「行政訴訟の基礎」な

ど多様な内容を扱う授業 158が提供されており、それぞれで工夫を凝らした独自

教材を用いて効果的な授業が展開されている。この多様性をもった各授業それ

ぞれが６つの法曹像に対応して開講しており、学生が将来の目標を意識して主

体的に授業に参加することを求めている。 

「リーガル・クリニック」については、各期のオリエンテーション期間にガイ

ダンスを実施し配付資料とともに、授業担当教員から履修希望者に対して授業

内容・方針を説明する機会を設けている 159。また、「リーガル・クリニック」は

少人数で授業を実施することが望ましい科目のため、各クリニックのクラスご

とに定員（平均７人程度）を設け、定員を超えた場合には公平に抽選にて履修者

を決定している。さらに、履修者が決定した段階で、履修登録用紙とともに「リ

ーガル・クリニック」を履修するにあたり遵守すべき事項等が記載されている

「誓約書」160を提出させ、事務課にて内容に不備がないか確認後、「Ｃ plus」に

履修登録することを徹底している。 

授業は１単位 50 分 15 週を基本としており、実施状況については、各担当教

員から提出されるリーガル・クリニック授業報告書 161によって確認している。

また、それぞれの授業内容については、本法科大学院の紀要『中央ロー・ジャー

ナル』 において授業実践報告として掲載しており 162、授業内容を可視化し、研

究者教員を含めた全専任教員の評価を得たうえで、さらなる授業の充実・進化に

努めている。また、法化社会が進展する中で、法曹実務の有り様は多様化・高度

化しており、これに対応できるように、授業設計や授業方法・教材の開発を進め

ている。 

また、「リーガル・クリニック」は主に実務家教員によって担当されているが、

理論と実務の架橋の実現のため、研究者教員との共同担当授業を増やしており、

リーガル・クリニック委員会において実務家教員と研究者教員との意見交換の

機会を確保するように心掛けている。なお、学生には報告書等の提出を義務づけ

ている。 

 

                                                   
157【A16】講義要項 2018 p.99 
158【A16】講義要項 2018 pp.101-110 
159【A17】リーガル・クリニックガイダンス 2017 年度後期及び 2018 年度前期 
160【A22】リーガル・クリニック履修者の誓約書 2017 年度後期及び 2018 年度前期 
161【A610】リーガル・クリニック授業報告書 2017 年度後期及び 2018 年度前期 
162【A611】中央ロー・ジャーナル授業実践報告（リーガル・クリニック） 
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エ 「ローヤリング」 

「ローヤリング」については、担当教員と実務講師（実務経験 10数年から数

年の本法科大学院出身の若手弁護士）が、実際の事件を素材とした事例を共同作

成し、これに基づいて実施される法律相談及び訴訟上の和解のロールプレイ３

回と、その結果の検討を中心に授業が行われている。 

ロールプレイの際、弁護士役は学生が、当事者（相談者）役は実務講師が担当

している。実務講師はロールプレイ後に行われる検討の場にも加わり、教員とと

もに学生が行う問題点の分析に関与している。 

担当教員と実務講師とは、教材を踏まえ、あらかじめ授業進行について検討及

び打ち合わせの機会をもっている。 

 

オ 「模擬裁判（民事）」 

「模擬裁判（民事）」については、担当教員１名又は２名と実務講師（弁護士）

３名の合計４名又は５名の教員スタッフと、定員 15名程度の学生とで、専用の

法廷教室において授業が行われている。担当教員２名クラスでは、実務家教員と

研究者教員の共同担当で授業を実施している。 

授業内容としては、あらかじめ授業担当者会議（弁護士である実務家教員５人

と研究者教員１人で構成）で、策定した授業行程表に従って、オリジナルの統一

教材を用いて授業が展開されている。その内容の柱をなしているのは、リーガル

ライティングとロールプレイである。リーガルライティングは、訴状起案・答弁

書起案・判決起案などであり、ロールプレイとしては、第１回口頭弁論手続・弁

論準備手続・本人尋問手続・判決言渡手続の各場面を学生及び実務講師が担当し

ている。 

 

カ 「模擬裁判（刑事）」 

「模擬裁判（刑事）」については、担当教員１名と実務講師（弁護士）３名程

度の合計４名のスタッフと、定員 20名程度の学生とで、専用法廷教室において

授業が展開されている。授業の進行は、あらかじめ授業担当者会議（元裁判官の

弁護士２名と元検察官の弁護士１名、合計３名の実務家教員で構成）で策定した

授業工程表に従って展開される。 

授業内容は法務総合研究所作成の教材を使用し、学生に裁判官、検察官、弁護

人のいずれかの役割を担当させて、冒頭手続（公判前整理手続は任意）から判決

宣告までを模擬法廷で実際の裁判と同じような手順で進めていく。担当した役

割に応じて、訴訟指揮、証人尋問、被告人質問を行わせ、論告、弁論、判決を起

案させている。授業を進めるうちに、刑事裁判手続が理解できるよう工夫をして

いる。 

 

（３）特に力を入れている取り組み 

現在、実務家教員と研究者教員の共同授業は、「リーガル・クリニック（倒産・

事業再生）」、「模擬裁判（民事）」で実施している。 

今後は、実務家教員と研究家教員とが連携・共同で授業担当する科目をさらに

拡大・深耕することによって、「理論と実務の架橋」の強化を企画・推進する。 

 

（４）その他 
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特になし。 

 

２ 点検・評価 

「エクスターンシップ」においては、多くの幅広い派遣先が確保され、履修を

希望する学生全員を派遣することができている。また、「リーガル・クリニック」

において、多様な法的紛争・問題類型（家事・相続、企業法務、公益的刑事弁護、

個別労働紛争、市民生活紛争、知的財産紛争、行政事件、倒産事業再生、国際人

種問題など）に即した実習が可能であることは、学生の希望を最大限実現できる

ことであり、大規模法科大学院である本法科大学院の大きな長所であり、学生の

参加意欲も極めて高い。「リーガル・クリニック」の担当教員のほか、「エクスタ

ーンシップ」の派遣先からも、学生の熱心な取り組みが高く評価されており、質

的・量的に非常に充実している。 

一方で、臨床科目についてはこれまで一貫して充実に努めてきたことから、本

法科大学院開設当初と比較して科目運営にかかわる担当教員が増加している。

このことは、学生への教育機会の提供や多彩な教育内容の展開といった観点で

は長所といえるが、担当教員間のネットワーク作りや、それによる教育内容の共

有促進といった点についてはさらなる努力が必要であると考えている。また、理

論教育と実務教育の架橋という観点からの研究者教員と実務家教員との連携の

さらなる拡大も重要である。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

 

４ 改善計画 

 理論と実務の架橋、とりわけ臨床科目については、本法科大学院の特徴のひと

つである本学出身法曹のネットワークからの協力も得ながら今後もさらなる充

実に努めていきたい。 

 担当教員間のネットワークづくりや研究者教員と実務家教員とのさらなる連

携については、認識共有の契機として、リーガル・クリニックにおける実践報告

を本法科大学院の紀要『中央ロー・ジャーナル』に掲載したところである。理論

と実務の架橋をどのように実践しているかということについて「見える化」し、

担当教員間の情報共有も企図したものである。今後も、このような発信を行うこ

とで担当者の意識を醸成するとともに、教務委員会や科目担任者会議において、

ネットワークづくりに向けた具体的な方策について検討を進めていく。そのう

えで、将来的には各科目における新たな教材開発についても検討を行っていき

たい。 
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６－４ 国際性の涵養 

 

（評価基準）国際性の涵養に配慮した取り組みがなされていること。 

 

１ 現状 

（１）国際性の涵養 

 本法科大学院では、国際的な視野をもって活躍できる法曹の養成も本法科大

学院の重要な使命の１つと考え、「渉外・国際法ローヤー」を６つの法曹像の１

つとして掲げている 163。具体的な施策としては、入学者選抜における国際法曹

枠の設定 164、渉外・国際法ローヤー向け科目履修プランの提示 165、外国法科目

だけでなく、展開・先端科目においても多岐にわたる選択科目を設置し 166、国

際性の涵養に資するカリキュラムを充実し、寄付講座を含む課外科目を展開し

ている。 

 国際系の科目の設置状況としては、基礎法学・外国法・隣接科目群の必要修得

単位数を４単位ではなく６単位とし、英米法・ヨーロッパ法・アジア法に係る個

別外国法科目及び比較法学関連科目を設置しているほか、同群及び展開・先端科

目群に次のような科目を設置している。 

 

ア 国際関係法（公法系） 

「国際人権法」（２単位）・「国際経済法」（２単位）を設置している。2015 年

度改正のカリキュラムで、２年次配当の「国際法総論」（２単位）を閉講し、国

際関係法（公法系）の内容についてより確実な理解を深めるために、２年次に「国

際法総論」に代えて「国際法Ⅰ（基礎）」（２単位）と「国際法Ⅱ（応用）」（２単

位）の２科目を開講することとした。 

 

イ 国際関係法（私法系） 

「国際私法Ⅰ」（２単位）、「国際私法Ⅱ」（２単位）、「国際取引法」（２単位）

を設置している。 

 

ウ 「Study Abroad Program」 

この科目は、海外研修プログラムであるが、正規科目として設置されている。

2016年度は、「Study Abroad ProgramⅠ（香港プログラム）」（１単位）と「Study 

Abroad ProgramⅡ（メルボルンプログラム）」（２単位）を開講し、2017年度は、

「Study Abroad ProgramⅡ（香港プログラム）」（２単位）と「Study Abroad 

ProgramⅡ（メルボルンプログラム）」（２単位）を開講した。ただし、2018年度

については、海外研修先大学との協議に基づき、メルボルンプログラムを休講と

し、「Study Abroad ProgramⅡ（香港プログラム）」（２単位）のみを開講してい

る。いずれのプログラムも毎年２月に海外研修先大学（香港大学及びメルボルン

大学）の著名な教員から直接英語での講義を受けるとともに、法律事務所や企業

を訪問し、国際的法務の最前線での法運用を学ぶほか、英語による法律プレゼン

                                                   
163【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 p.5 
164【A07】2019年度法科大学院入学者選抜要項 p.2 
165【A04】履修要項 2018 p.10,24 
166【A04】履修要項 2018 pp.2-3,16-17 
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テーションを行うなど、実践的内容も含むよう工夫している。また、日本国内で

実施する事前研修では外国法情報調査を行い、帰国後の次学期に行うフォロー

アップでは、英語による法律プレゼンテーション内容の再検討を行い、これを経

てはじめて単位を認定するなど、集中海外研修と国内学修との組み合わせによ

る教育効果向上を図っている。 

また、メルボルンプログラム参加学生については、本学全体の英米法学修に対

する奨学金である「増島記念奨学金」を適用し、追加的経済支援（１人あたり６

万円）を行った（2017年度実績）。2018年度については、香港プログラム参加学

生について、同様の経済的支援を行う予定である。 

なお、香港プログラムは、同時に香港大学で海外研修プログラムを実施してい

る韓国の法科大学院５校の学生とともに学び、かつ、アジアにおける同僚法曹と

なる者として親交を深めることで国際性を涵養できるよう、本法科大学院、香港

大学及び韓国５法科大学院の担当者が緊密に連携して実施している。 

 

エ 「Foreign Law Seminar」 

 「Foreign Law Seminar」は、外国法の特定のテーマを学ぶ科目であり、当該

外国法を母法とする外国人教員が担当する場合と、当該特定テーマについて深

い知見を有する日本人教員が担当する場合がある。2018 年度に開講したものの

うち、前者には、「Foreign Law Seminar（International Entertainment Law）」

があり、教室言語（教材及び講義要項を含む。）も英語とすることで、法律英語

を併せて修得することができるよう配慮している。 

 

オ 「企業内法務の実務」 

 この科目では、企業内弁護士に求められる知識・応用力・決断力等を養成し、

さらにはコミュニケーション能力・英語力の重要性を理解し、企業で活躍できる

弁護士・企業法務に携わる法律実務家に必要となるマインド及び基礎的・専門知

識の修得するためにゲストスピーカーを招き、ゲストスピーカーの経験を学生

に伝えている。その重要な要素の１つが企業内法律家としての国際性の涵養で

あり、2017 年度は、第５回に「企業法務とグローバル化」と題して、このよう

な視点を伝える授業を行った。 

 

 次に、課外活動プログラムについては、以下のとおり実施している。 

 

ア ボストンプログラム 

アメリカ合衆国ボストン大学法科大学院（又は同大学 Center for English 

Language and Orientation Program）から専任教員を招聘し、本法科大学院学生

を主たる対象とする課外サマースクール「ボストンプログラム」を実施している。

2017年度は、ボストン大学法科大学院 Robert Volk教授による“Introduction 

to American Law and Legal English”を８月７日～11日の５日間合計 15時間

実施した。また 2017 年度には、試験的にスプリングスクールを開設し、2018年

３月３日・４日の両日にわたって、同 Arthur Pressman講師（Senior Counsel 

of Nexon Peadody）による“Law and Negotiation”を合計 12時間実施した。

いずれも授業中の言語を英語とする本プログラムでは、正規科目である Study 

Abroad Programへの参加を希望する学生への参加を呼びかけているほか、課外
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科目であることを活用して、国際的に活躍できる法曹となることを希望する法

学部学生や修了生、さらには若手の実務家にも参加を認めている。とりわけ、

“Law and Negotiation”においては、試験的に、本法科大学院のみならず、本

学の他の専門職大学院（戦略経営研究科）の在学生及び修了生にも参加を認め、

ビジネス感覚をもちグローバルに活躍できる法曹養成の場としての利活用の可

能性を探ったところ、一定の成果が得られた。 

 なお、このプログラムは、ウエストロージャパン株式会社の寄付講座として運

営し、参加費を無料とすることで参加者の負担を軽減している。 

 

イ Introduction to Japanese Law in English 

本法科大学院の関連組織たる学校法人中央大学ロースクール・アカデミーの

主催により、国際サマースクール“Introduction to Japanese Law in English

（IJLE）”を開講している。これは、本法科大学院の専任教員（一部学部教員等

を含む。）が、主として海外の法学生を対象として英語による日本法入門を教授

するとともに、法廷傍聴や法律事務所訪問等を行う５日間の集中講座であり、上

記のボストンプログラムと並行して開講している。 

本法科大学院学生にも開放しているほか、上記ボストンプログラムのサマー

プログラムをこれに連動させ、本法科大学院学生が海外の法学生と共同学修し、

交流できる機会を設けている。2017 年度においては、キャンパス外活動である

法廷傍聴、法律事務所訪問等に本法科大学院学生の参加を認めたほか、複数回の

懇親・懇談の機会を設けた。 

 

ウ 日本比較法研究所の講演会等 

 学校法人中央大学が設置する日本比較法研究所が主催する外国人研究者の講

演会等を市ヶ谷キャンパスで開催することを積極的に推し進め、本法科大学院

学生が研究者や実務家とともに、外国法・比較法への知見を高める機会を提供し

ている。2017 年度中には、日本比較法研究所講演会及びセミナーが市ヶ谷キャ

ンパス及び市ヶ谷田町キャンパスにおいて 12回開催された 167。 

 

エ 外国法情報調査講座 

 ウエストロージャパン株式会社の寄付講座として、同社及びウエストロー社

のデータベースを活用した法情報調査講座を課外・公開講座として開講してお

り、アメリカ法を中心とする英米法情報調査について、本法科大学院学生及び実

務家がともに学ぶ機会となっている。 

 

（２）特に力を入れている取り組み 

 本法科大学院においては、これまでもアジア法に係る教育研究を積極的に展

開してきており、文部科学省「法科大学院公的支援見直し強化・加算プログラム」

（2016 年度）において「アジア起点で活躍するグローバル法曹の養成」が「優

れた取組」として高い評価を得ている。当該プロジェクトについては、その後さ

らに発展し、「アジア太平洋地域における法秩序多様性の把握と法の支配確立へ

                                                   
167【A612】2017年度日本比較法研究所主催講演会一覧（市ヶ谷・市ヶ谷田町キャンパス開催分） 
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向けたコンバージェンスの研究」として、文部科学省平成 28年度「私立大学研

究ブランディング事業」の選定を受けており、本法科大学院の専任教員がプロジ

ェクトリーダーとして活動を展開している。比較法分野における選定はほかに

例がなく、本学における特徴的な取り組みといえる。研究成果については、本法

科大学院における教育を通じても還元されているほか、2018 年 8 月にはミニシ

ンポジウム「アジアにおける紛争解決制度の変容」を本法科大学院において開催

し、教員のみならず多数の学生が参加している。 

 

（３）その他 

 ウエストロージャパン株式会社との協定に基づき、本法科大学院における国

際性の涵養に資する課外講座を同社寄付講座とし、積極的にこれを展開してい

る。なお、2018年２月に実施した正規科目である「Study Abroad Program Ⅱ

（香港プログラム）」（２単位）は、2018 年度開講科目として単位認定されるも

のであるが、この科目についても同社寄付講座としている。 

 

２ 点検・評価 

 本法科大学院では、国際的な視野をもって活躍できる法曹養成を本法科大学

院の重要な使命と考え、これに資する多様な施策を展開しているが、これらは文

部科学省「法科大学院公的支援見直し強化・加算プログラム」の「優れた取組」

における認定（2016 年度）、平成 28 年度私立大学研究ブランディング事業にお

ける選定、あるいは、企業の寄付講座指定を受けるなど、外部からも高い評価を

得ている。正規科目と正課外科目の連携、正規科目内でも基礎法学・外国法・隣

接科目群科目と展開・先端科目群科目の連携、本法科大学院教員と海外パートナ

ーとの連携を核とする諸施策は、本法科大学院ならではの国際性の涵養に係る

重要な取り組みであると評価することができる。 

他方で、日本法の実務に係る高度専門職業人としての教育を担う法科大学院

段階において、国際性の涵養をどのように行うべきかについては、社会のリーガ

ル・サービスに対するニーズや学生の基礎的資質の変化等を踏まえて、不断の検

討と改革を行うこと求められている。とりわけグローバル化が進展する現代社

会において、「渉外・国際法ローヤー」以外の法曹像を描いて学修する学生にお

いても、国際性の涵養は当然に必要であるが、そのための教育プログラムをどの

ように拡充するかが課題である。本法科大学院では、その開設以来、基礎法学・

外国法・隣接科目群科目についての必要修得単位数を６単位とすることにより、

外国法や比較法を学ぶ機会を増やす施策を採用しており、ほとんどの学生が外

国法又は比較法科目を１科目以上履修している（具体的には、ほぼ全学生が「英

米法総論」又は「比較法文化論」を履修している）が、こうした科目履修を契機

とする、さらなる国際性の涵養が今後の重要な課題である。 

 

３ 自己評価 

Ｂ 

 

４ 改善計画 

現状においては、「渉外・国際法ローヤー」を目指す者など、積極的に国際性

を涵養したいと考える学生が利活用できる環境は一定程度整備されているが、
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それ以外の法曹像を描いている者を含むすべての学生が、いわば日常的な学び

の中で国際性を涵養するに資するという環境については、引き続き改善の余地

が大きいことから、「Ｂ」との自己評価を行った 

そこで、前者については、外国語のみで完結する授業の設置（課外科目の正規

科目化を含む。）等を検討するほか、後者については、今後予定される基礎法学・

外国法・隣接科目群科目及び展開・先端科目群科目の整備において日本法に関す

る学修の中で国際性を涵養する施策に取り組み、また、実務と連動した国際的要

素を含む課外活動の拡充等を検討する。 
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第７分野 学習環境及び人的支援体制 

７－１ 学生数（１）〈クラス人数〉 

 

（評価基準）１つの授業を同時に受講する学生数が適切な数であること。 

（注） 

① 「１つの授業を同時に受講する学生数」とは、クラスに参加するすべ

ての学生の数をいい、本科生、留学生、科目等履修生、聴講生等を含む。 

② 「適切な数」とは、その開設科目として効果的な授業を行うのに適し

た人数をいう。法律基本科目の場合は、50人を標準とし、60人を大幅

に超えることのないように適切な努力がなされていること、及び法律

基本科目のうち必修科目の場合は、10 人を下回ることのないように適

切な努力がなされていることをいう。なお、60 人を大幅に超えるか否

かの点については◎基準、10 人を下回るか否かの点については○基準

とする。 

 

１ 現状 

（１）１つの授業を同時に受講する学生数 

開講科目ごとの履修者数については、開講科目履修申請結果のとおりである
168。 

    

（２）適切な人数となるための努力 

法律基本科目の授業は、40名程度を標準とするクラス編成としており 169、2017

年度は、１年次（法学未修者）に２クラス、２年次に５クラス、３年次に５クラ

スが設置されており、いずれも 40名程度以内である。しかしながら、2018年度

においては、法学未修入学者が減少したことを受け、適切な受講者数を確保する

ため、１年次（法学未修者）は１クラス（25人程度）にすることとした。 

また、選択必修科目である「基礎演習」（推奨人数原則 10名以内、最大 15名

まで）170、「テーマ演習」（推奨人数 10～15名程度、最大 30名まで）171において

も、科目の性質・特殊性や少人数教育によって教育効果が高まるため、履修者数

の上限が推奨人数の範囲に収まるようにしている。具体的には、「基礎演習」及

び「テーマ演習」については推奨人数を超えないよう、第１回授業前に担当教員

への依頼文で促すとともに、確定した履修者登録用名簿について、事務担当者が

最大人数を超えて登録されていないことを点検しており、これまで最大人数を

超えたことはない。 

 

（３）特に力を入れている取り組み 

クラスの人数については、双方向・多方向の授業の実効性を確保するために、

2018年度は未修クラスを１クラスにするなど、不断の検証と改善を行っている。 

また、必修科目以外の科目においても、履修人数の経年データをもとに、開講

授業数を増減させるなど、受講生が特定の科目に集中しないよう時間割のうえ

                                                   
168 【A701】2018年度前期開講科目履修申請結果  
169 【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 p.28 
170 【A04】履修要項 2018 p.5 
171 【A04】履修要項 2018 p.7,21 
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でバランスをとり、学修効果を損なわないようにしている。 

 

（４）その他 

１年次から２年次への進級時のクラス分け（Ａ～Ｅの５クラスに振り分ける）

においては、クラスによって成績及び人数に偏りが発生しないよう配慮してい

る。 

    

２ 点検・評価 

必修科目及び演習科目においては、適切な規模が維持されている。また、これ

ら以外の科目についても、概ね適切な規模が維持されている 172。さらに、適切

な規模が維持されるよう、振り分けに考慮した方策が適宜とられている。その他

の取り組みとしても、経年データをもとにして、開講コマ数や時間割を工夫する

など十分な取り組みがされている。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

引き続き授業科目を設置する学期、クラス数を調整し、適切な規模を超えない 

よう対応していく。 

                                                   
172 【A702】2018年度前期開講科目履修申請結果  
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７－２ 学生数（２）〈入学者数〉 

 

（評価基準）入学者数が入学定員に対してバランスを失していないこと。 

（注） 

① 「入学者数」とは、実際に入学した学生の数をいう。 

② 「入学定員」とは、各年度の入学定員として各法科大学院が定める 

人数をいう。 

③ 「バランスを失していないこと」とは、入学定員の１１０％以下を標 

準として入学者数が収容定員に対するバランスを失していないこと

をいう。 

 

１ 現状 

（１）過去５年間における入学定員に対する入学者数の割合 

 入学定員（Ａ） 入学者数（Ｂ） 
定員充足率（Ｂ/Ａ×100

） 

2014年度 270人 238人 88.1％ 

2015年度 270人 241人 89.3％ 

2016年度 240人 192人 80.0％ 

2017年度 240人 128人 53.3％ 

2018年度 200人 95人 47.5％ 

平 均 244人 178.8人 73.3％ 

［注］１ 「入学定員」とは、各年度の入学定員として各法科大学院が定める人

数をいう。 

２ 「入学者数」とは、実際に入学した学生の数をいう。 

３ 「定員充足率」については、小数点以下第２位を四捨五入した数値。 

 

入学定員及び入学者数は、上の表のとおりである。入学定員に対する入学者数

の割合は、過去５年間の平均で 73.3％となっている。 

 

（２）入学者が入学定員を大幅に上回らないための努力 

入学定員を大幅に上回る入学者の受け入れとならないよう、入学者選抜にお

いては、正規合格者を発表すると同時に、不合格者のうち総合点の上位から一定

数を追加合格候補者とし、追加合格が必要な場合には、入学手続状況に応じて、

追加合格候補者の上位ゾーンから順次に区分されたゾーンごとに追加合格者を

出すこととしている。 

なお、入学者選抜における合格者数を的確に判断するため、経年データに基づ

き、適切に判断している。また、入学手続者を対象とした入学前説明会の出欠状

況及び進路アンケートの内容に基づき、入学者数の予測及び追加合格の必要有

無について、判断している。 

    

（３）特に力を入れている取り組み 
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特になし。 

 

（４）その他 

特になし。 

 

２ 点検・評価 

入学者数は、過去５年間の平均で入学定員の 73.3％となっており、入学定員

を上回る状況となっていない。また、入学定員を大幅に上回る入学者の受け入れ

とならないよう、入学手続状況等を勘案しながら、必要に応じて段階的に追加合

格者を発表する等、適正な入学者数の確保に努めている。その他、入学前説明会

での出欠状況等から入学者数の予測を行う等の工夫もしている。 

 

３ 自己評定 

合 

 

４ 改善計画 

本法科大学院における教育の質をさらに向上させるため、2018 年度より、法

学既修者の入学定員を 180名から 150名へ、法学未修者の入学定員を 60名から

50 名へと、それぞれ変更した。今後とも、入学定員と入学者数とのバランスの

適正化に努めていきたい。 
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７－３ 学生数（３）〈在籍者数〉 

 

（評価基準）在籍者数が収容定員に対してバランスを失していないこと。 

（注） 

① 「在籍者数」とは、在籍の法科大学院生の数をいう。 

② 「収容定員」とは、「入学定員」に３を乗じた人数をいう。 

③ 「バランスを失していないこと」とは、在籍者数が収容定員を大幅 

に上回っていないことをいう。 

 

１ 現状 

（１）収容定員に対する在籍者数の割合 

【過去５年間における全体の在籍者数の割合】 

 
収容定員（Ａ

） 

在籍者数（Ｂ

） 

定員充足率（Ｂ/Ａ×100

） 

2014年度 810人 505人 62.3％ 

2015年度 810人 538人 66.4％ 

2016年度 720人 488人 67.8％ 

2017年度 720人 380人 52.8％ 

2018年度 600人 287人 47.8％ 

平均 732人 440人 60.1％ 

 

【評価実施年度の在籍者数】 

 
在籍者数（未修

） 
在籍者数（既修） 合 計 

１年次 26人  26人 

２年次 37人 88人 125人 

３年次 35人 101人 136人 

合 計 98人 189人 287人 

   ［注］ １ 「在籍者数」とは，休学者を含む法科大学院生の在籍数を

う。 
２ ［Ｂ／Ａ］欄については，小数点以下第２位を四捨五入し，

小数点以下第１位まで表示すること。 
３ 上期に評価を実施する場合，本報告書提出時点でデータが

確定しない場合は，おって追加でご提出ください。 
    
（２）在籍者数が収容定員を大幅には上回らないための努力 

在籍者数は、収容定員を上回っていない。 

 

（３）特に力を入れている取り組み 
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 教務委員会及びカリキュラム・進級制度検討委員会において、進級判定制度 173、

174との関連で、要件を変更する際に原級留置者数のシミュレーションを行い、在

籍者数が収容定員を上回らないようにしている。 

 

（４）その他 

 特になし。 

 

２ 点検・評価 

 過去３年度の在籍者数は収容定員を上回ってはおらず、定員充足率は常に

110％以内である。大幅に上回らないように、進級制度とのバランスを考慮した

運用を行っている。 

 

３ 自己評定 

合 

 

４ 改善計画 

 現在のところ、在籍者数が収容定員を大幅に上回ることとはなっていない。現

行の１年次から２年次への進級判定制度に加え、2014 年度から実施された２年

次から３年次への進級判定制度の導入に伴い、収容人数を上回る在籍者が生じ

ないよう、教務委員会を通じて分析及び検討を毎年行っており、今後も継続して

いく。 

 

 

  

                                                   
173【A05】中央大学法科大学院内規集№30 中央大学法科大学院における進級に関する規程 
174【A04】履修要項 2018 pp.4-5,19 
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７－４ 施設・設備（１）〈施設・設備の確保・整備〉 

 

（評価基準）教育及び学習に必要な施設・設備が適切に確保・整備されているこ

と。 

 

１ 現状 

（１）施設・設備の確保・整備状況 

ア 施設設備 

① 教室、ゼミ室とその設備 

市ヶ谷キャンパスには、専門職大学院設置基準に基づき、本法科大学院にお

ける高度な教育水準と環境を確保するために、次の教室等を設置している。特に、

法律基本科目群の授業科目については、50 人規模の受講生を収容する双方向・

対面授業に対応した教室（中教室）を必要クラス分設置することとし、その他、

各授業科目の教育内容に照らして、教室（大教室・小教室・ゼミ室）、情報処理

教室、模擬法廷教室を設置している。法律基本科目の授業を実施する教室（中教

室）では、学生用の机の広さが確保されているほか、教卓や学生用机の情報環境

も整備されている。プラズマディスプレイ２基も配置され、各種プレゼンテーシ

ョンに必要な設備が用意されている。 

ゼミ室は 17室設置されており、授業使用のほか、学生は学修を目的とする場

合に、法科大学院事務課窓口において使用予定日の１ヵ月前よりその借用申請

を行うことができる。 

 

施 設 収容人員 面  積 教室数 備 考 

 大教室    141人 183.28㎡～190.94㎡    4  

模擬法廷     114人 155.94㎡    1 大教室を兼ねる   

情報教室    100人 184.00㎡    1 大教室を兼ねる 

 中教室     40～63人 99.00㎡～152.10㎡ 9 双方向・対面教室 

9室 

 小教室   16～28人 50.40㎡～63.60㎡  7  

 ゼミ室    4～12人 10.48㎡～24.00㎡ 17  

 

② 学生自習室 175 

法科大学院における学生の自習施設は、授業内容を理解するための予習・復

習をはじめ各自の必要な学修を常時行うためにきわめて重要であり、本法科大

学院では、従来から学生自習室をはじめとする自習施設の環境整備に努めてい

る。 

市ヶ谷キャンパスにおいては、学生の自習スタイルや情報環境のニーズに対

応した施設を設けている。まず、学生自習室（Ａ～Ｎ）では、学生１人に一席の

固定席を自習席として確保している。また、ＰＣ自習室のほか、図書室（Ａ・Ｂ）

内には多様な学修のニーズに即した資料の閲覧や読書ができる自由閲覧席やデ

ータベース検索ができる自由席を整備している。 

 

                                                   
175【A04】履修要項 2018 pp.43-44 
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施  設 面 積 設    備 席 数 

学生自習室Ａ  209.12㎡ 学生専用自習席(キャレル型)設置。 

各キャレルに情報コンセント敷設。 

   

  

116 

学生自習室Ｂ  161.54㎡ 98 

学生自習室Ｃ 73.26㎡ 41 

学生自習室Ｄ   65.75㎡ 32 

学生自習室Ｅ   79.20㎡ 44 

学生自習室Ｆ   93.10㎡ 55 

学生自習室Ｇ  121.42㎡ 76 

   

   

学生自習室Ｊ   45.95㎡ 20 

学生自習室Ｋ   19.80㎡ 11 

学生自習室Ｍ   95.45㎡ 45 

学生自習室Ｎ 65.75㎡ 27 

ＰＣ自習室 

(1351号室) 

66.00㎡ ＰＣ24台、プリンタ 8台、スキャナ 4台

設置。 
24 

ＰＣ自習室 

(2409号室) 

117.6㎡ ＰＣ44 台、プリンタ 10 台、スキャナ 4

台設置。 
44 

図書室Ａ 

(1314号室) 

 418.75㎡ 閲覧席設置（ＰＣ 2台設置）。 
123 

図書室Ｂ 

(1414号室) 

 533.58㎡ 閲覧席設置（ＰＣ 7台設置）。 
40 

合 計 796 

 

③ 教員研究室 

専任教員研究室は、市ヶ谷キャンパス内に合計 71室確保されている。専任教

員個人研究室として 66室、専任教員共同研究室として５室（各２～３人での共

同利用が可）を設置し、兼担教員や非常勤教員については教員室として２室が確

保されている。 

専任教員の個人研究室には、「研究室受付」を設置している。研究室受付は、 

本法科大学院の教育研究活動支援を担う教育研究支援室（詳細については「第７

分野７－６」を参照。）の分室的な機能も有している。研究室受付内にはミーテ

ィングや教材作成のための作業等に利用できるスペースを設けている。教材作

成用のＰＣ、スキャナ、コピー機を配置しており、必要な場合には教育研究支援

室所属のスタッフに資料検索等のサポートを依頼することができる。近刊の雑

誌類も配架されているため、教材作成にあたって極めて有益な環境であり、また、

ミーティングスペースは教員間の授業等に係る打ち合わせにも多く活用されて

いる。 

法科大学院における学修を十全なものとするためには、授業時間外に専任教

員によるオフィス・アワーを設定するなど、特に教員と学生との間のコミュニケ

ーションの場所を確保することが重要であることから、専任教員研究室、教員室

のほかに、1 号館５階に学修指導室２室、談話コーナーを設置している。また、
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１号館６階に教育研究支援室の資料保管室等を設置して、適宜、柔軟な履修・研

究指導体制をとることができるよう措置している。 

 

④ 情報処理環境 

ＰＣ自習室(1351 号室・2409 号室)には、合計 68 台のデスクトップＰＣが設

置されており、学生が自由に利用することができる。 

市ヶ谷キャンパス内に無線ＬＡＮのアクセスポイントが設置され、現在は、キ

ャンパス内のほとんどのエリアで利用可能である。これによる法令・判例データ

ベース等への接続・検索も可能である。また、セキュリティ上、個人ＰＣからア

クセスするためには、事前にウイルス対策ソフトをインストールしたＰＣを都

心ＩＴセンター（市ヶ谷キャンパス内にＳＥが常駐）に持参し登録することが必

須となっている。 

 

ＰＣ設置場所 設置状況 ＰＣの台数 

情報教室（2301号室） 100席全席に固定型ノートＰＣを設置 100 

ＰＣ自習室(2409号室) 44席全席にデスクトップＰＣを設置  44 

ＰＣ自習室(1351号室) キャレル席にデスクトップＰＣを設置  24 

図書室Ａ(1314号室) 閲覧席一部にデスクトップＰＣを設置 

閲覧席全席に情報コンセント設置 
 2 

図書室Ｂ(1414号室） 閲覧席一部にデスクトップＰＣを設置 

閲覧席全席に情報コンセント設置 
 8 

法科大学院事務課 館内貸出用ノートＰＣを保管 15 

合     計 193 

 

⑤Ｃ plus（授業支援システム） 

 学生の履修登録、講義要項閲覧、授業に関する教員からの指示やレポートの提

出等をオンラインで行うことができるネットワークシステムとして導入してい

る。 

  

⑥e-ラーニングシステム 

 全学年にＴＫＣ提供のシステムなどの e-ラーニングシステムを取り入れてい

る。 

 また、2014年８月以降、ＣＬＳ e-ラーニングシステムを導入している。本シ

ステムは、「基礎知識養成システム」、「起案力養成システム」で構成されている。

「基礎知識養成システム」では学修の記録が保存可能になるほか、基礎知識の確

認をしながら弱点を客観的に把握し、克服できる環境が整備されている。さらに、

「起案力養成システム」では、レポート課題等をアップロードし、学生同士や学

生・教員間で相互評価をすることにより、より多くの起案内容に触れながらきめ

細かい指導を進めることが可能である。 

 

⑦ その他の設備等 

ａ ロッカー176 

                                                   
176【A04】履修要項 2018 p.43 
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学生用ロッカーは、在学中に個人専用として１人に一つ貸与され、１号館２

階～６階の通路に設置されている。 

ｂ コピー機 177及びプリンタ 178 

学生が使用できるコピー機は、市ヶ谷キャンパス１号館２階及び４階の学

生自習室入口前、同５階の談話コーナー、２号館１階の本法科大学院事務課前、

同７階及び８階エレベーター前、「ローライブラリー」内に合計７台設置され

ている。複写補助として、各年度に１人あたり 800枚印刷可能なコピーカード

を配付している。また、館内貸出用ＰＣ、個人所有ＰＣから無料で出力できる

プリンタを、１号館３階図書室Ａに５台、５階談話コーナーに６台、合計 11

台を設置している。こちらは、印刷枚数に上限はなく、学修に必要な資料を出

力できる環境を整備している。 

コピー機及びプリンタは、１号館４階図書室Ｂにあるものを除き、市ヶ谷

キャンパスの開館時間内であれば自由に利用することができる。 

 

⑧施設・設備等の利用可能時間 

各施設・設備等の利用可能時間については、館内貸出用ＰＣは本法科大学院

事務課の窓口時間（平日９時 50 分から 20時 15 分、土曜日 10 時から 16 時）、

ゼミ室は平日 10 時から 20 時及び土曜日 10 時から 16 時、自習室を含むその

他の施設・設備については、年末年始の一時期を除き、土・日・祝日を含む８

時から 24 時まで利用可能とし、防犯カメラによる安全管理も行うなどの配慮

をしている。 

 

イ 身体障がい者への配慮 

模擬法廷教室内に可動式スロープを設置するなど、バリアフリー化を図って

おり、キャンパス内は車椅子での移動が可能である。また、２号館１階に多目的

トイレを設置しており、本法科大学院内での学生生活を不都合なく送ることが

できる環境が整備されている。 

 

（２）問題点及び改善状況 

施設の設備については、老朽化が進んでおり、学生から音響設備等については、

マイクが途切れる等の指摘を受けていたが、2017 年度に、必修科目を実施して

いる７つの教室（中教室）のＡＶ機器（有線マイクをデジタルワイヤレスマイク

へ）をリプレイスした。 

また、学生から、ＰＣの利用環境について、ＰＣやプリンタあるいはスキャナ

の不調などが指摘されることがあるが、その都度都心ＩＴセンター（市ヶ谷キャ

ンパス内）に常駐するＳＥが対応している。 

 

（３）特に力を入れている取り組み 

本法科大学院における学修教育環境のさらなる充実を目指し、オピニオン・ア

ンケートを前期、後期ともに各１回実施している。オピニオン・アンケートでは、

教室や自習室、施設等について、学生が期待・要望・提案を記入することができ

る。オピニオン・アンケートは、研究科長、研究科長補佐及び法科大学院事務課

                                                   
177【A04】履修要項 2018 p.39 
178【A04】履修要項 2018 p.45 
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が内容を確認している。このうち、学生サービスに直結するような要望について

は迅速に対応し、学生の声を適切に反映するようにしている。近年の改善事例と

して、2018 年２月に無線ＬＡＮアクセスポイントの増設を行い、接続の改善を

図ったことが挙げられる。 

また、研究室受付（１号館６階）については、教育研究支援室の下で運営して

おり、教材作成をはじめ、教員の教育活動の推進にあたりきわめて重要かつ必要

不可欠な環境である。研究室受付内のミーティングスペースにおいては、教員間

のミーティングや交流が日常的に行われており、分野を横断した情報共有、意見

交換に欠かせない場となっている。 

 

（４）その他 

法科大学院の研究室に関する事項を取り扱う常設委員会として、研究室委員

会 179を設け、教員の良好な研究環境を維持するための検討を行っている。 

 

２ 点検・評価 

本法科大学院における、教室・ゼミ室・情報処理教室・模擬法廷教室・教員研

究室等の施設及びプラズマディスプレイ・無線ＬＡＮ・コピー機・プリンタ・学

生用ロッカー・貸出用ＰＣ等の設備については、現段階で合理的に必要な数量や

広さが確保されており、かつ実施される教育の効果向上に向け、適切な環境が既

に整備されている。また、身体障がい者への配慮についても、当該学生のニーズ

に応じ、既に適切な措置が講じられており、入学者選抜要項でも周知を図ってい

る。 

教員の教育活動支援としては、教育研究支援室のもとに研究室受付を整備し

ているが、教材作成や教員間の打ち合わせのための環境としても大いに活用さ

れており、分野を超えた創造的な取り組みを創出する場ともなっている。 

 

３ 自己評定 

Ｂ 

 

４ 改善計画 

 半期に１度のオピニオン・アンケートで毎回、学生自習室や共用自習室につい

て学生から意見が出ていることから、自習室に特化したアンケートを別途、行っ

た。その結果、自習室の温度や自習室での私語について改善を求める意見が多数

あったため、現在、室温別の自習室や学生向けの談話室の設置について検討を行

っている。 

 また、市ヶ谷キャンパスの校舎は築後 50年を経過しており、老朽化が進んで

いる。そのため、施設の故障等が判明した場合には、直ちに本法科大学院事務課

窓口まで連絡する旨を周知し、都心キャンパス庶務課又は管財課と密に連絡を

取りながら、迅速に修繕するよう努めている。 

なお、本学の中長期事業計画を基に、キャンパスの移転が全学的に検討されて

いる。 

                                                   
179  【A05】中央大学法科大学院内規集№62 法務研究科常設委員会に関する内規 
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７－５ 施設・設備（２）〈図書・情報源の整備〉 

 

（評価基準）教育及び学習に必要な図書・情報源及びその利用環境が整備されて

いること。 

 

１ 現状 

（１）図書・情報源の確保 

 

ア 図書室の環境整備 180 

市ヶ谷キャンパスは本法科大学院専用のキャンパスであり、本法科大学院専

用の図書室として「ローライブラリー」が設置されている。利用対象者は、原則

として本法科大学院の学生と本学の教職員である。図書室Ａは、年末年始を除き

毎日８時から 24時まで利用できる。図書室Ｂは、授業期間を通じて利用が可能

である（月曜日から土曜日は 9:00～22:00開室、日曜日・祝日は原則的に 10:00

～18:00開室）。 

ローライブラリーには、司書を配置し、学生及び教員の図書資料の利用やリ

ーガル・リサーチに関する相談等に応じている。また、法令や判例、法律資

料、図書館などの最新情報や教育・研究・学修に役立つ情報を案内する刊行物

『L･L便り』も、電子・紙の両媒体で提供するなどしている。新入生には入学

時のオリエンテーションで、図書館利用ガイダンスを実施するだけでなく、原

則として出席必須のリーガル・リサーチガイダンスも行っている。その他、蔵

書検索や雑誌論文検索の講習会、日本法・外国法のデータベース講習会等を単

にデータベース会社に頼むのではなく、主に司書が講師等を担いながら適宜実

施している。これらをはじめとして、専門性を考慮しながら、教育・研究・学

修を側面から強力に支援している。 

 

イ 図書資料等の整備 

図書資料の整備については、本法科大学院の学生の学修の充実を最優先事項

とし、①講義要項に記載の教科書、参考書についてはすべて配架する、②①とあ

わせ、授業担当教員が推薦する図書を優先的に配架する、③学修の充実に有用で

あり、図書委員会が必要と判断した図書を配架する、の三点を重視している。特

に、①②に該当する授業・学修に密接な図書については３冊以上備えることとし

ている。 

さらに、豊かな人間性の涵養に向け、ローライブラリーに勤務する司書の選書

による法律専門書以外の図書も充実させるとともに、法科大学院の学生として

知っておくべき最新の時事情報を新聞のクリッピングを通してタイムリーに提

供する等の特徴的な取り組みを行っている。 

2017年度末における蔵書数は、図書約 55,500冊、雑誌 503タイトル（うち継

続雑誌 338タイトル）、製本雑誌約 9,600冊で、総計約 65,200冊(未製本雑誌の

冊数は除く)である。本学の他キャンパスに所在する図書・雑誌も利用可能な体

制を設けているが、「ローライブラリー」の蔵書で学修活動をほぼ充足すること

ができる。 

データベースについては、法学関係データベースは、オンライン及びオフライ

                                                   
180【A04】履修要項 2018 pp.46-48 
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ンのものを含め、判例・法令データベース、雑誌全文データベースなど 50種類

程度を導入し、このうち約 30種類は、市ヶ谷キャンパス外からもインターネッ

トを通じて利用できるよう整備し、充実を図っている。データベースの利用にあ

たっては、「ローライブラリー」の Webサイトにデータベースガイド 181を掲載す

るとともに定期的に『L･L便り』を配信し、法令・判例を始めとする最新の法情

報等を提供するなど、学生がアクセスしやすいものとなるよう努めている。 

ローライブラリーの運営にあたっては、教授会のもとに図書委員会を組織し
182、新刊図書の収集、利用頻度調査による複本の整備、利用規則の改善などをロ

ーライブラリーの担当職員（図書館都心キャンパス事務室所属）と連携して行う

とともに、ローライブラリーの担当職員が、教育研究支援室の協力を得ながら新

刊図書の選書資料の作成を行い、選書・配架の充実と促進を図っている。 

 

ウ 学生の自習に供する情報環境の整備 183 

学生自習室内の全キャレルと「ローライブラリー」（図書室Ａ・Ｂ）の閲覧席

には、全席に情報コンセントを設置し、インターネット環境への接続と法令・判

例データベース等への接続・検索を可能としている。また、大教室１室に 100台

のＰＣを備え置き、授業で使用できるようにしているほか、15 台の館内貸出用

ノートＰＣを法科大学院事務課に備え置き、市ヶ谷キャンパス内で利用するこ

ともできるよう、体制を整備している。 

加えて、自修環境に資するために、学生用のプリンタ及びスキャナを整備した

ほか、「ローライブラリー」（図書室Ａ・Ｂ）には、デスクトップＰＣを 10台配

置している。 

 

（２）問題点及び改善状況 

特になし。 

 

（３）特に力を入れている取り組み 

必要な書籍及びデータベースについては、常に最新のものを整備している。ロ

ーライブラリーでは、『L･L 便り』として、法令・判例を始めとする法情報や図

書館関連情報を年５回程度配信しており、最新の法令情報や裁判情報、新刊情報

等を発信している。『L･L 便り』は、パスファインダー形式を用いることで最新

情報の提供を行っており、学生は最新号刊行の都度、「Ｃ plus」を通じて閲覧す

ることが可能であり、自学自修にあたり有益なものとなっている。 

その他、過去に発行された資料や外国文献などを収集し、学生及び教員の利便

を図っている。 

 

（４）その他 

特になし。 

 

２ 点検・評価 

教育及び学修の上で必要な図書・情報源及びその利用環境は、十分に整備され
                                                   
181【A703】本学 Webサイト「L・L<ローライブラリー> データベースガイド」 
http://www2.chuo-u.ac.jp/library/ichigaya_guideLaw.htm 
182【A05】中央大学法科大学院内規集№62法務研究科常設委員会に関する内規 

183【A04】履修要項 2018 pp.43-45 
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ている。 

必要な情報へ学生及び教員が適時容易にアクセスできるローライブラリーの

蔵書スペース及び閲覧席が十分整備されており、利用や資料検索にあたっては

「ローライブラリー」により支援を受けることができる。データベースの利用に

あたっては、学生が最新の情報に容易にアクセスできるよう、充実した情報提供

に努めている。 

「ローライブラリー」の蔵書の充実については、カリキュラムの年次進行と学

生数に合わせた蔵書充実計画を着実に遂行するとともに、他のキャンパスの豊

富な図書資料も利用可能な体制を設けている。 

また、情報環境の整備が行き届き、利用できるデータベースの量と質が確保さ

れていることに加え、利用頻度も高い。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

電子化された学修資源へのアクセスが必須となっている状況に鑑み、利便性

の向上とセキュリティの確保を調和させつつ、情報環境を整備する予定である。 

図書・資料の購入に際しては、利用図書の入れ替え等の工夫を図り、適宜所蔵・

配架スペースの確保に努めていく。法情報データベースについては、今後もその

発展に応じた検討を加え、追加・入れ替えを行うことを検討する。
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７－６ 教育・学習支援体制 

 

（評価基準）教育及び学習を支援するための人的支援体制が整備されているこ

と。 

 

１ 現状 

（１）事務職員体制 

本法科大学院に関する事務を取り扱う部署として、法科大学院事務課を置い

ている。 

本法科大学院事務課に所属する事務職員は、専任職員 10名（その他他課室と

の兼務者１名）、嘱託職員１名、派遣職員８名、パートタイム職員 11 名の合計

30 名である。本法科大学院事務課は、法科大学院の運営に関わるすべての事務

事項（学生広報、入学者選抜、学籍管理、授業編成、授業支援、学期末試験、、

学生生活支援、キャリア・就職支援、奨学金、教育研究支援室に関する業務、研

究室受付業務等）を取り扱っている。 

事務職員の資質向上に向けては、本学人事部が企画・実施する研修プログラム

のほか、日本私立大学連盟主催の研修等があり、本法科大学院事務課員も積極的

に参加している。 

 

（２）教育支援体制 

ア 教育研究支援室 

本法科大学院においては、教育研究活動を支援することを目的に、本法科大学

院独自の教育研究支援室を設置している。 

教育活動支援にあたっては、個々の教員の授業内容やニーズにあわせたオリ

ジナルサポートを行っている。教育研究支援室を通じて提供されている主な教

育支援の内容は、以下のとおりである（研究活動支援の詳細については、「第３

分野３－７」を参照。）。 

（ア）教材作成補助（授業用資料の検索収集・編集作業補助） 

（イ）授業で配付された教材、成績評価資料の保存 

（ウ）電子資料(データベース)の利用提供・代行検索 

（エ）「Ｃ plus」利用に関するサポート 

これらのサービスには、教育研究支援室と研究室受付をあわせて専任職員２

名、派遣職員２名、パートタイム職員４名（１日２名ずつ出勤）が、従事してい

る。  

教育研究支援室は、事務組織上はイで述べる法科大学院事務課に含まれるた

め、教員に対するワンストップサービスの観点から、本法科大学院事務課内（２

号館１階）に所在しているが、「第７分野７－４」において述べた研究室受付（市

ヶ谷キャンパス１号館６階）にも要員を配置し、支援を行っている。 

 

イ 法科大学院事務課窓口における授業及び教育補助 

 授業実施に係る業務として、教材印刷、休講・補講情報の連絡、出欠情報の管

理等、定期試験等の実施に係る業務として、問題印刷、試験監督、答案・レポー

トの返却等を行っている。 

 このほか、市ヶ谷キャンパスに所在する教育研究組織は法科大学院のみであ
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ることから、奨学金やハラスメントに係る相談等の学生生活支援に関する事項、

キャリア支援に関する事項、修了生の同窓会組織に関する事項等、幅広い領域の

支援をワンストップ体制で担っており、学生の利便性はきわめて高いものとな

っている。 

 

ウ 実務講師制度による教育補助 184 

本法科大学院では、原則として弁護士としての業務経験が５年以内の弁護士

を補助教員（実務講師）として採用している（2017 年度は 69 名、2018 年度は

66 名）。実務講師は、「模擬裁判」、「ローヤリング」のような実務実践教育にお

ける教員補助、学生の学修方法に関する質問や授業の予習と復習をフォローア

ップする学修相談等の業務を行っている。 

 

（３）特に力を入れている取り組み 

教育及び学修を支援するための人的支援体制については、実務講師を採用し、

「模擬裁判」、「ローヤリング」のような実務実践教育における教員補助や、学生

の学修方法に関する質問や授業の予習と復習をフォローアップする学修相談、

「第７分野７－８」において後述するクラス・サポーター等の業務に従事させて

いる。  

また、教育研究支援室については、本法科大学院事務課内と研究室受付にそれ

ぞれ人員を配置し、教員のニーズに即応した形でのサポートができる体制を整

備している。 

 

（４）その他 

教育研究支援室では、図書や外部機関から提供されるＤＶＤ等の教材資料の

収集・閲覧やシンポジウム案内の広報等を積極的に行い、より充実した支援を行

えるよう、工夫を重ねている。 

    

２ 点検・評価 

教育及び学修を支援する体制として、法科大学院事務課において、専任・派遣・

パートタイム職員という豊富な人員をそろえ、教員や学生の様々な要求に迅速

かつ適宜に応じている。また、教員の授業支援を行う教育研究支援室が、きめ細

やかな支援を行っている。さらに、実務講師は、教育補助要員として十分な成果

を挙げている。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

実務講師については、引き続き人員確保に努める。制度の導入から一定の期間

が経過したため、業務経験が５年以上の者の割合が増え、任期が一般に長くな

る傾向があり、司法修習を修了してからあまり時間の経っていない者の採用を

増加させるなどの検討を行っているが、今後もこの点に留意して対応していく

必要がある。 

                                                   
184【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 pp.13,36-37 
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事務組織については、法科大学院事務課内のジョブローテーションやグルー

プ間連携を推進し、十全な支援ができる体制を維持していく。 
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７－７ 学生支援体制（１）〈学生生活支援体制〉 

 

（評価基準） 学生生活を支援するための体制が備わっていること。 

（注） 

  ① 「学生生活を支援するための体制」とは、経済的支援体制、精神面の

カウンセリングを受けることのできる体制、身体面において障がいの

ある者を支援する体制、学生生活に関する相談に応じる体制を含むも

のとする。 

 

１ 現状 

（１）経済的支援 

ア 本法科大学院独自の奨学金制度の創設と運用 185、186 

本法科大学院では、開設時より独自の奨学金制度（中央大学大学院法務研究科

特別給付奨学制度）を発足させ、多様で優秀な人材が本法科大学院における法曹

養成のプロセスに参加し、学修に専念できるよう、手厚い経済的支援を実施して

いる。 

入学者選抜時の成績優秀者を対象にした学費全額相当（170 万円）及び学費半

額相当（85万円）の奨学金（第一種、第二種奨学金）の給付を受けている者は、

2018年５月１日現在、全学生の 31.0％である。加えて、初年度に奨学金を受給

できなくとも、一定期間（１年間）の学業成績優秀者には、学費半額相当額給付

を内容とする第三種奨学金を用意している（2017 年度支給実績 58 名）。これら

を総合すると、例えば、2018年度における３年次生は、その 49.3％が、学費半

額相当額以上（第一種、第二種又は第三種）の本奨学金を受給している。 

また、以上の第一種、第二種又は第三種の奨学金をいずれも受けていない学生

については、政府からの学生支援のための補助金を基にした第四種奨学金を用

意しており、対象者 1 人あたり、2015年度は 30万円、2016年度は 24万５千円、

2017年度は 30万９千円を支給している。 

さらに、学生への経済支援の一層の充実・強化を図るため、以上の給付奨学金

制度に加え、中央大学法曹会（本学出身の先輩法曹）の篤志により給付奨学金制

度を設けており、毎年 20 名程度、１名あたり 30 万円を支給している。2017 年

度の給付実績は 19名である。 

 

イ 本学の全学的な奨学金制度の運用 

2016 年度には、本学の全学的措置である経済援助給付奨学金を援用して、熊

本地震にて本人又は家計支持者が罹災した学生への経済的支援を実施した。 

 

ウ 外部機関による奨学金制度の活用 187 

 外部機関による奨学金（主に給付）について、案内及び募集を行っている。奨

学金によっては、本法科大学院学生に対する推薦枠が設定されている。 

 

エ 日本学生支援機構の奨学金制度の有効な活用 188 

                                                   
185【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 pp.38-39  
186【A04】履修要項 2018 p.41 
187【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 p.39 
188【A02】CHUO LAW SCHOOL Guide Book 2019 p.39 
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日本学生支援機構の奨学金のうち、無利子である第一種奨学金については、定

期採用時に 50人、有利子である第二種奨学金については、定期採用時に 16人、

臨時採用時に 1 人とすべての申請者が定期採用又は臨時採用時に希望金額どお

りの貸与を受けている（いずれも 2017年度実績）。 

なお、修了等に伴って奨学金の受給を終了した者の第一種奨学金の返還免除

については、2015年度が全額免除 12名及び半額免除 23名、2016年度が全額免

除 12名及び半額免除 22名、2017年度が全額免除 9名及び半額免除 19名となっ

ている。 

 

オ 提携金融機関の教育ローンの利用 189 

本法科大学院学生は、本学と提携する金融機関の提供する教育ローンを利用

することができる。 

 

（２）障がい者支援 

本学では「中央大学における障害学生支援に関するガイドライン」を 2015年

度に策定し、2016 年４月より施行している。当該ガイドラインにおいては、す

べての教職員が障がいを理由とする差別の解消に取り組むとともに、障がいの

ある学生が障がいのない学生と平等に教育・研究に参加できるよう機会の確保

に努めることを基本方針として、障がいのある学生から社会的障壁の除去を必

要としている旨の意志の表明があった場合には大学として合理的配慮を提供す

るよう努めることを明示している。合理的配慮に係る具体的な対応としては、学

生からの申し出がなされた場合には所属学部・研究科の事務室、保健センター、

学生相談室において初期相談を行った上で必要な対応について調整を行うこと

とし、初期相談の中で調整がつかなかった場合には中央大学障害学生支援検討

委員会において審議・調整を行うこととしている。 

 本法科大学院においても、当該ガイドラインに基づき、学生からの申し出があ

った場合には法科大学院事務課が中心となり、教務委員会やクラス・アドバイザ

ー、保健センター等との連携のもと、必要な支援について検討・実施している。 

 これまでの対応事例としては、学期末試験において、対象となる学生の障がい

の種類及び程度に応じて、試験時間の延長、別室受験及びＰＣ等の使用を認める

等の措置を行った。 

このほか、キャンパスにおけるバリアフリー化として、建物内の車椅子での移

動が可能となるように可動式スロープの設置等を行い、また、市ヶ谷キャンパス

２号館１階には多目的トイレを設置している。さらに必要に応じて、教室内に車

椅子専用の移動式机を設置し、介助者用のスペースを設ける等の支援を行って

いる。また、授業においては、座席位置等の配慮を行っている。 

 

（３）セクシュアル・ハラスメント等人間関係トラブル相談窓口 

本学では、全学的な対応組織であるハラスメント防止啓発委員会及びその事

務組織であるハラスメント防止啓発支援室（多摩キャンパスに所在）が中核とな

り、各種ハラスメントの防止啓発及びハラスメント事案への対応業務を行って

いる。 

本法科大学院のある市ヶ谷キャンパスにおいては、本法科大学院事務課にハ

                                                   
189【A02】CHUO LAW SCHOOL Guide Book 2019 p.39  
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ラスメント相談窓口が置かれているが、他キャンパスに置かれているハラスメ

ント防止啓発支援室等の相談窓口でも、ＦＡＸ、メール又は手紙での相談にも対

応することとしており、相談者がアクセスしやすい相談体制を整えている。また、

その範囲はセクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント及びアカデミッ

ク・ハラスメントを含むすべてのハラスメントを対象としている。 

具体的な防止啓発活動としては、講演会及び各キャンパスにおける防止啓発

キャンペーンの実施のほか、規程及びガイドラインの本学 Web サイトへの掲載
190、全学生及び全教員へのリーフレットの配付及びハラスメント防止啓発ポスタ

ー「NON HARASSMENT MOVEMENT」の掲示が挙げられる。また、教員に対する啓発

活動については、教授会の開催とあわせた研修会を毎年度実施しているほか、新

任の専任教員に対しては、全学の中央大学ＦＤ推進委員会が実施する新任教員

研修会の場において研修・啓発を実施している。 

 

（４）カウンセリング体制 

本学では、専門職大学院に在学する学生が抱える学生生活上の諸問題に関す

る相談に対応するために、本法科大学院がある市ヶ谷キャンパスに「専門職大学

院学生相談室」（以下、「相談室」という。）を設置している。 

相談室の運営は、専門職大学院各研究科長、各研究科教授会から選出された専

任教員、及び精神科医、臨床心理学に関する専門知識を有する者によって構成さ

れる「専門職大学院学生相談室運営委員会」が担当しており、年１～２回会議を

開催し、当該委員会の運営に関する議案を審議するとともに、相談の現状及び今

後のあり方等を検討している。 

相談室が対象とする相談の範囲は幅広く、進路・修学、精神衛生、対人関係な

ど様々な相談に対応している。 

これらのうち、精神衛生及び性格・対人関係等に関わる相談には、カウンセラ

ー１名（火曜日 13:00-17:00）と精神科医２名（水・木曜日 13:00-17:00）が対

応し、進路・修学に関する相談事項については、教授会から選出された教員相談

員が対応する体制がとられている。 

2017年度の相談室の利用状況は、新規相談者数 16件（法学未修者８件、法学

既修者８件）、再来相談者数 154件（法学未修者 45件、法学既修者 109件）であ

る。 

2016年度は新規相談者数 20件、再来相談者数 151件であり、ほぼ同数となっ

ている。 

 相談内容は、健康 68件、精神衛生 53件、性格・対人関係 48件、その他１件

であった。 

相談室の受付は、保健センター（市ヶ谷分室）において行われ、実際の相談業

務は、相談者のプライバシー確保のために、学生相談用面接室において実施され

ている。2015 年度には、オピニオン・アンケートでの学生からの意見を踏まえ

て、学生相談用面接室をよりプライバシー確保ができる場所に移動した。 

精神衛生を含む学生相談においては、広報活動が不可欠であることに鑑み、

履修要項において掲載 191するほか、学年当初のガイダンスにおいて口頭説明を

                                                   
190【A704】本学 Webサイト「ハラスメント対策」 

http://www.chuo-u.ac.jp/aboutus/efforts/harassment/ 
191【A04】履修要項 2018 p.42 
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し、これに加えて、パンフレットを全学生に配付している。そこでは、「ここ

ろの危険信号をキャッチする！」との表題の下に、「このような状態が続くな

ら早めにご相談ください」として、10の症状を列挙し、学生の理解を深める努

力をしている。 

この他にも、各クラスに、専任教員２名のクラス・アドバイザーを配置し、各

学期初めのクラス・ミーティング等で学修、進路及び生活相談に対応しているほ

か、その他すべての専任教員がオフィス・アワーにおいて各種相談に対応 192し

ており、必要に応じて、相談室と連携する仕組みとなっている。 

 

（５）問題点及び改善状況 

充実した本学内部の奨学金の支援体制に加え、経済的な支援についてもさら

なる充実を目指している。なかでも、外部機関による奨学金については、質・量

ともに拡充していくように、情報の収集・発信をし、個別に一人一人の申請書類

をチェックし、適宜アドバイスを行うなどの学生サポートを行っている。積極的

な広報活動と充実したサポートの成果として、近年は学外の奨学金について、種

類や枠が増加している。これとあわせて申請者数も増加していることから、学外

奨学金に対する学生の認知度も徐々に高まっている。 

 

（６）特に力を入れている取り組み 

経済的支援体制の強化を目指し、本法科大学院事務課では、外部機関による奨

学金の情報を収集し、得られた情報を「Ｃ plus」及び掲示を通じて、全学生へ

発信している。 

また、入学直後の日本学生支援機構奨学金の申請時期（毎年４月上旬から中旬）

においては、奨学金を希望する学生が本法科大学院事務課窓口に数多く来訪す

ることから、奨学金に関する専用相談窓口及びスタッフを配置し、学生の経済的

不安を取り除くための支援に特に力を入れている。 

 

（７）その他 

本学出身法曹の篤志により、本法科大学院学生専用の学生寮が割安な賃料に

て提供されている 193。学生寮には、女子寮（第一志法寮、賃料 26,000～32,000

円／月）と男子寮（第二志法寮、賃料 27,000～39,000円／月）とがあり、いず

れも本法科大学院から徒歩圏内にある。 

 なお、非公認ではあるが、本法科大学院学生で構成される法教育サークルがあ

り、少年院、中学校及び弁護士会の行事等で法教育を実践している。 

 

２ 点検・評価 

学生生活を支援するための体制については、奨学金をはじめとする経済的体

制、相談室等を含むカウンセリング体制などが十分確保されている。基本的に、

本法科大学院事務課が学生対応窓口の中心として、適宜必要な専門家や部課室

への働きかけを行うことできめ細かい対応を行っている。 

精神衛生を含む各種学生相談については、本法科大学院の所在する市ヶ谷キ

ャンパス内に、専門職大学院生対象の相談室を設け、カウンセラー１名、精神科

                                                   
192【A705】2017年度オフィス・アワー実施記録 
193【A706】志法寮 Webサイト「志法寮」http://www.志法寮.jp/ 
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医２名及び教員相談員を配置し、対応を行っている。毎年度、履修要項への掲載、

リーフレットの配付及びガイダンスでの説明等を行い、周知に努めており、きわ

めて有効に機能している。 

障がいを有する学生への支援については、全学的なガイドラインに基づき、本

法科大学院事務課や教務委員会、クラス・アドバイザー等との連携により、個々

の状況に応じたきめ細かな対応に努めている。 

さらに、各種ハラスメントに関する相談については、専用の窓口を整備してい

る。毎年度、ガイダンスでのリーフレット配付及び防止啓発キャンペーンを行い、

周知に努めている。相談をする窓口は他キャンパスに置かれている窓口でも良

く、手段も電話、メール又は手紙でも受け付けるなど相談しやすい体制が整備さ

れており、きわめて有効に機能している。 

その他、本学出身法曹の篤志により、寮が提供されている。 

以上のように、法科大学院の学生に特化した形での充実した支援を１キャン

パス内で受けられる体制を整えており、また、十分活用されていると評価できる。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

学生の経済的支援を強化するため、外部機関による奨学金の獲得を図るとと

もに、これらを含めた奨学金情報について、「Ｃ plus」及び掲示を通じて、学生

が容易に情報にアクセスできる体制をより一層整備する。 

学生相談室の周知により一層努め、カウンセラーや精神科医などに学生がよ

り相談しやすい環境作りを一層進める。
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７－８ 学生支援体制（２）〈学生へのアドバイス〉 

 

（評価基準）学生が学習方法や進路選択等につき適切にアドバイスを受けられ

る体制があり、有効に機能していること。 

 

１ 現状 

（１）アドバイス体制 

ア クラス・アドバイザーによるアドバイス 

本法科大学院では、学生の学修生活一般について気軽に相談できる環境を作

っている。各学年ともに各クラス２名のクラス・アドバイザーを配置している。

クラス・アドバイザーは、当該クラスの授業を担当する専任教員から選任してい

る。クラス・アドバイザーは、学修方法等について助言するのみならず、学生の

出席状況、成績についても把握し、学生の学修生活を広くサポートしている 194、

195。 

 

イ 実務講師によるアドバイス 

本法科大学院の特色ある仕組みの一つとして、実務講師によるフォローアッ

プを行っている。実務講師には、本法科大学院を修了した弁護士を中心に、2017

年度は 69名、2018年度においては 66名の弁護士が就任している。 

①フォローアップ演習 196 

 「第６分野６－１－２」にて詳述。 

②クラス・サポーター 

2018 年度より、２・３年次の各クラスに２名の実務講師をクラス・サポータ

ーとして配置する制度を試行的に導入し、クラス・アドバイザーとともに学生の

サポートをする体制の一層の充実を図っている。 

 クラス・サポーターは、特定の科目に留まらない学修全般にかかる方法や進路

全般に係る相談について、身近な先輩法曹の立場からアドバイスを行っている。 
 

ウ リーガル・キャリア・サポート委員会によるアドバイス 

在学生及び修了生に対するキャリア・サポートの必要性に鑑みて、リーガル・

キャリア・サポート委員会を設置し、あわせて相談窓口を設け、専属のキャリア・

コンサルタントを配置して、在学生及び修了生がキャリア・進路選択等について

のアドバイスを受けられる体制を整備している 197。リーガル・キャリア・サポ

ート委員会（2017 年度は３回開催）は、将来目指すべき法曹等、キャリア・進

路選択に資することを目的として各種ガイダンスの開催、求人情報の受付・案内
198、求人開拓、各種相談対応などについて検討し、在学生及び修了生へのキャリ

ア・サポートを積極的に行っている。さらに、在学生及び修了生向けに、定期的

に法律事務所、民間企業及び官公庁等の協力を得て説明会及び講演会を開催し

                                                   
194【A05】中央大学法科大学院内規集№39 クラスアドバイザー制度の充実及び運用改善のための申し合わ

せ 
195【A05】中央大学法科大学院内規集№40 クラスアドバイザー対応指針 
196【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 p.13 
197【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 p.28 
198【A707】本法科大学院 Webサイト「法律事務所・企業の採用ご担当者様へ（求人情報の受付につい

て）」http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/accept/ 
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ている 199。 

 

エ 相談室によるアドバイス 

 「第７分野７－７」にて述べたとおり、学修方法、進路選択等の相談は相談室

においても受け付けており、これらの事項については、主として本法科大学院教

授会から選出された７名の教員相談員（民事系３名、刑事系１名、基礎法学・外

国法・隣接系１名、展開・先端系２名で構成）が対応する体制がとられている。 

 

（２）学生への周知等 

それぞれ、履修要項、ガイダンス、リーフレット、「Ｃ plus」及び掲示にて周

知を図っている。 

    

（３）問題点及び改善状況 

2011 年頃に学生から就職に関する情報提供が十分でないとの意見が寄せられ

たことを受けて以来、本法科大学院側の情報提供を順次充実させ、現在では他校

に類を見ないレベルのキャリア・進路選択に係るサポートを行っている。  

最近では、2015 年頃より、本法科大学院在学生・修了生において国家公務員

総合職試験を受験する者が増加したものの、院卒者試験の２次試験において課

せられる政策課題討議試験に関する情報が一般にあまり認知されていないこと

を受け、独自に対策講座を企画・実施し、ニーズに対応した 200。 

今後も引き続き、在学生・修了生のキャリア・進路選択について適切なアドバ

イスが行えるよう、法科大学院修了生の職域の変化やニーズ等を注視し続けて

いく。 

    

（４）特に力を入れている取り組み 

法科大学院在学生・修了生に特化したキャリア支援を行う組織体制を設け、専

属のキャリア・コンサルタントを複数名配置して、様々な支援を実施しているこ

とは、他法科大学院に類をみない取り組みであるといえる。また、入学当初から

就職に対する意識を高めるべく、入学時のガイダンスにおいて、在学時から修了

後、司法試験受験後までの就職活動に関するロードマップを提示して説明する

機会を設けて、在学中から就職へ向けた情報収集や活動を行うように注意喚起

を行っている。 

    

（５）その他 

市ヶ谷キャンパス内では、教員による自主的な学術的研究会や読書会が多く

開催されており、学生の参加も可能である。学生にとっては、教員の最新の研究

に触れる啓発の場となっており、学修意欲の向上に寄与している。 

    

２ 点検・評価 

学生が学修方法、進路選択、将来構想等についてアドバイスを受けることので

きる体制については、オフィス・アワー、クラス・アドバイザー、クラス・サポ

ーター、実務講師、相談室、リーガル・キャリア・サポート委員会による支援な

                                                   
199【A02】CHUO LAW SCHOOL GUIDE BOOK 2019 p.28 
200【A708】リーガル・キャリア・サポート委員会「政策課題討議実践講座開催のお知らせ」 
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ど、非常に充実しており、学生に対し「Ｃ plus」を通じて告知もされ、それぞ

れが有効に機能している。 

なお、正規科目（「政策形成と法」、「４群特講Ⅱ＠企業内法務の実務」等）、各

種セミナー、講演会などの企画を通じても、法科大学院修了生の進路の多様性を

伝えている。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

今後は、学生の修了後の進路の多様化も踏まえて、弁護士の職域拡大もふまえ

て、時代を先取りする形で学生生活のサポートをしていくことが望ましく、リー

ガル・キャリア・サポート委員会を中心に検討を行っていく。 

2018 年度から導入したクラス・サポーターについては、安定的かつ有効な運

用に向けた方策について検討を続けていく。具体的には、クラス・アドバイザー

との間の連携強化に向け、情報共有の仕組み等について、アドバイザーとサポー

ター双方のヒアリング等に基づき、よりよい方策を模索していきたい。 
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第８分野 成績評価・修了認定 

８－１ 成績評価〈厳格な成績評価の実施〉 

 

（評価基準）厳格な成績評価基準が適切に設定・開示され、成績評価が厳格に実

施されていること。 

 

１ 現状 

（１）成績評価基準の設定 

ア 法科大学院としての成績評価方針 

本法科大学院では、授業運営、試験実施、成績評価、進級判定及び修了に関わ

る事項について、「法科大学院の授業運営・試験方法等のあり方に関する申し合

わせ」201、「中央大学法務研究科における成績評価、進級判定及び修了判定に係

る異議申立て手続きに関する規程」202で定めている。それぞれの事項は、教授会

の決議を経て制定されたものである。 

個別の科目の成績評価基準の大枠は、「イ 成績評価の考慮要素」、「オ 各教

員の担当科目についての成績評価基準」に示すとおりであるが、「第６分野６－

１－２」で述べたとおり、各科目における具体的評定に当たっては、「中央大学

法科大学院到達目標」を踏まえて、「ウ 評価の区分と絶対評価・相対評価」の

Ａ～Ｆの６段階及びＮで評価をつけるようにしている。 

 

イ 成績評価の考慮要素 

成績評価基準のうち、骨子である評価区分と評点は、教授会における申し合わ

せにより設定されている。具体的内容として、筆記試験の他、平常点、レポート

及び口頭試問を組み合わせて成績評価を行うか否かについては、担当教員が授

業科目の内容・性質に応じて各考慮要素のウエイトも含めて適切に決定してい

る。ただし、筆記試験を実施する科目についても、プロセス教育を重視する観点

から、学期途中における様々な学力チェック（小テスト・中間試験・レポートな

ど）、授業への参加・発言状況等を考慮して、一定程度平常点を加味しなければ

ならないものとしている。他方で、複数教員が担当する科目の筆記試験では、学

生の最終的な到達度を統一的に判断する必要性から、試験問題及び採点基準を

協議したうえ、科目ごとに統一した試験を実施している。各科目における成績評

価基準の適切性については、教務委員会が確認するとともに、ＦＤ委員会におい

て共通認識を形成し、それに沿った運用がなされている。 

 

ウ 評価の区分と絶対評価・相対評価 

成績評価の評価と評点（Grading System）は、Ａ（90～100点）、Ｂ（80～89 

点）、Ｃ（70～79点）、Ｄ（60～69点）、Ｅ（60点未満、不合格）、Ｆ（評価不能）、

Ｎ（認定）であり、基準等は以下のとおりである。 

Ａ：当該科目について法科大学院の学生が修得すべき最低限の内容を修得して

おり、かつ、当該科目で扱う事項に係る十分な発展的理解が認められる者の

うち、その総合点が当該科目履修者の総合点分布の上位 15％以内に属する

                                                   
201【A05】中央大学法科大学院内規集№33 法科大学院の授業運営・試験方法等のあり方に関する申し合わ

せ 
202【A05】中央大学法科大学院内規集№29 中央大学大学院法務研究科における成績評価、進級判定及び修
了判定に係る異議申立て手続きに関する規程 
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者 

Ｂ：当該科目について法科大学院の学生が修得すべき最低限の内容を修得して

おり、かつ、当該科目で扱う事項に係る発展的理解が認められる者のうち、

その総合点が当該科目履修者の総合点分布上位の 40％以内に属する者 

Ｃ：当該科目について法科大学院の学生が修得すべき最低限の内容を修得して

おり、かつ、当該科目で扱う事項に係る発展的理解の萌芽が認められる者 

Ｄ：当該科目について法科大学院の学生が修得すべき最低限の内容を修得して

いることが認められる者 

Ｅ：当該科目について法科大学院の学生が修得すべき最低限の内容を修得して

いることが認められない者 

Ｆ：Ｅのうち、成績評価に必要な資料が得られない等により成績評価が不能であ

ることが不合格の理由である者 

なお、「中央大学法科大学院における成績評価に関する内規運用指針」におい

て、Ａは上位 15.0％以内、ＡとＢを併せて上位 40.0％以内と定めている。さら

に、成績評価理由書を提出することで、Ａは上位 25.0％以内、ＡとＢをあわせ

て上位 50.0％以内とすることを可能にしている。 

成績評価の特例として、実務基礎科目群のうち、次の科目については、科目の

特性に鑑み、合否判定のみを行うこととし、成績評価は、合格の場合はＡ、不合

格の場合はＥ、評価不能の場合はＦとしている。 

「法曹倫理」、「法文書作成」、「模擬裁判」、「ローヤリング」、「リーガル・クリ

ニック」、「エクスターンシップ」 

 また、次の科目については、当該科目の特性に応じて、「中央大学法科大学院

における成績評価に関する内規運用指針」を考慮しないで成績評価を行うこと

ができる。 

「基礎演習」、「テーマ演習Ⅰ」、「テーマ演習Ⅱ」、「生活紛争と法」、「政策形成と

法」、「４群特講Ⅱ＠企業内法務の実務」、「４群特講Ⅱ＠法整備支援論」、「４群特

講Ⅱ＠社会安全政策と法」、「研究特論」、履修者数が 20名以下の科目、その他Ｆ

Ｄ委員会が適当と認めた科目 

 なお、「その他ＦＤ委員会が適当と認めた科目」に関しては、ＦＤ委員会にお

いて厳格な審査を行い、判断している。 

 

エ 再試験 

 実施していない。 

 

オ 各教員の担当科目についての成績評価基準 

大枠の成績評価の評価と評点は、教授会における申し合わせに基づいて設定

され、筆記試験の他、平常点、レポート及び口頭試問を組み合わせて成績評価を

行うか否かについては、教員が授業科目の内容・性質に応じて決定し、講義要項

において明示している。 

複数の教員が担当する科目では、各学年で目標とされる学力到達度を考慮し、

最終的到達度を図る試験問題のレベルも含めて、筆記試験、平常点の評価割合を

議論して評価基準を設定している。単独の教員が担当する科目については、基本

的に当該教員個人がその科目の内容に鑑みて評価基準を設定している。このよ

うに、各科目の成績評価基準及びその方法においてばらつきが生じないよう、教
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授会にて確認と調整が行われている。 

 

（２）成績評価基準の開示 

入学年度に配付している「履修要項」に評価方法、成績評価とＧＰＡの関係、

ＧＰＡの算出方法、成績発表等の内容が記載されている 203。また、科目ごとの

成績評価基準については、各年度初めに配付している講義要項に記載されてお

り、あわせて「Ｃ plus」（授業支援システム）でも同内容のものを開示している。

なお、授業開始後に成績評価基準を変更する場合には、「Ｃ plus」を通じて直ち

に変更内容を周知すると同時に、授業において告知している。 

 

（３）成績評価の厳格な実施 

ア 成績評価の実施 

学生に対してあらかじめ講義要項等で示した評価基準を厳守することは教授

会での合意事項であり、学期途中において変更の必要が生じた場合には、授業中

での告知のほか、「Ｃ plus」などを通じて直ちに周知を図っている。 

複数教員が担当する科目では、評価方法、試験問題及び採点基準を協議した上、

科目ごとに統一した試験を実施し、採点についても、あらかじめ統一的な採点基

準を徹底し、あるいは複数教員が同一答案を評価するなどして評価の客観化・厳

格化を図っている。 

学生には成績とともに試験の講評を公開し、自らの答案のコピーを返却して

いることから、試験の評価が適正・厳格に行われているかどうかを客観的に判断

する材料が提供されている。また、学生には成績判定につき異議申立ての機会が

与えられていることから、講評の公開・自らの答案コピーの返却と合わせて、成

績評価の客観化が事後的にも図られているとともに教員間での評価のばらつき

の防止に努めている。 

また、ＦＤ研究集会においても成績評価のあり方に関する事項を取り上げ、情

報共有と意見交換を行い、教員間の認識共有に基づく厳格な成績評価の実施に

努めている。 

 

イ 成績評価の厳格性の検証 

定期試験問題、採点基準、採点済答案等の成績評価資料については、規程を整

備し 204、205、回収・保存を確実なものとしている。 

また、すべての科目について、①成績評価ＡからＥの割合、②定期試験におけ

る素点割合についてそれぞれとりまとめた資料を教授会に提出し、分布状況を

共有することで厳格性についての検討に供している。 

 

ウ 「法科大学院の学生が最低限修得すべき内容」を踏まえた成績評価の実施と

その検証 

授業運営は、本法科大学院で修得すべき内容のうち特に重要な部分を中心に

展開されるため、学期末試験の出題もこれに相応する内容が多くなるが、この点

は学年に応じてバリエーションもある。 

                                                   
203【A04】履修要項 2018 pp.34-36 
204【A05】中央大学法科大学院内規集№33 法科大学院の授業運営・試験方法等のあり方に関する申し合わ
せ 
205【A05】中央大学法科大学院内規集№36 授業及び成績評価に関する資料の保存に関する申し合わせ 
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１年次配当科目では、授業で扱う基礎的で重要な事項を確実に理解すること

が大切であるとの見地から、出題は基本的に授業で扱った範囲に限定する傾向

にあるが、２年次以降配当科目の授業では応用力・事例分析能力の向上がねらい

とされるため、試験問題も授業で扱った論点のみならず、さらに発展させた部分

を扱うことが多い。その際には、「中央大学法科大学院到達目標」に鑑みて、学

生の自学自修も前提にして当然に修得するのが望ましい論点を出題するように

配慮している。このような出題意図は、試験終了後に開示される講評の中で説明

するようにしており、学生にも十分伝わっていると評価している。このように、

個々の授業及び科目においては、それぞれの担当者レベル（ミクロレベル）で検

証が行われ、改善が続けられている。 

他方で、教育課程全体としてのマクロ的な観点からの検証の機会としては、教

員による学修成果分析会を実施している。「第６分野６－１－２」においても述

べたように、本取り組みは２学年終了時に、クラス単位で必修科目担当教員やク

ラス・アドバイザーが集まってそれぞれの学生の成績等を参照しながら個々の

学修到達度を確認するものであり、2017年度の試行実施を経て、2018年度から

は年２回実施することとしている。実施結果についてはＦＤ委員会において検

証を行い、学修指導への活用のみならず、教育改善に向けた取り組みにも活用し

ていくこととしている。 

   

エ 再試験等の実施 

実施していない。 

 

（４）特に力を入れている取り組み 

学生の到達度の確認については、個々の科目・授業における把握に加え、学修

成果分析会を開催することで、教育課程全体を通じたマクロ的な視点からも把

握・検証を行っている。当該分析会は、ＦＤの観点からも有効であると評価して

おり、2018 年度からは年２回実施するとともに、兼任教員も情報共有できる機

会を用意し、さらなる充実を図っていく予定である。 

 

（５）その他 

特になし。 

 

２ 点検・評価 

成績評価のあり方については、前回の認証評価における指摘をうけ、ＦＤ委員

会において改善に向けた検討を重ねた。その結果、「中央大学法科大学院におけ

る成績評価に関する内規」206及び「中央大学法科大学院における成績評価に関す

る内規運用指針」207を制定し、より客観性及び厳格性を確保する制度を整え、こ

れに基づいた運用と検証を不断に行うことで、客観的かつ厳格な成績評価の実

施に努めている。 

ただし、成績評価の分布に科目ごとのばらつきがなおあることも確認されて

いるが、このばらつきの多くは科目の特性や学生の実態によるものであると分

析しており、ＦＤ研究集会等において、成績評価基準の厳格な遵守を啓発し、教

                                                   
206【A05】中央大学法科大学院内規集№63-1 中央大学法科大学院における成績評価に関する内規 
207【A05】中央大学法科大学院内規集№63-2 中央大学法科大学院における成績評価に関する内規運用指針 
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員相互の共通認識とするよう努めている。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

 厳格な成績評価の方法や基準の設定・開示には、その前提として、各科目の到

達目標が明確に定められている必要がある。かねてより、科目別履修ガイドライ

ンの策定・改定や各科目担当者による議論を通じて、司法研修所における修習で

求められる能力や司法試験の合格に必要な学力も考慮して、本法科大学院修了

時点及び各学年修了時点でどの程度の学修達成度が必要であるのかについての

コンセンサスを形成し、それに沿った成績評価基準を設定する努力をしてきた。

その成果として、「中央大学法科大学院到達目標」が完成したことは前述のとお

りであるが、今後は、さらなるＦＤ活動や教授会の議論などを通じて、この「到

達目標」についてさらに検証を進める。 

 また、厳格な成績評価の実施に向けては、兼任教員、とりわけ実務家教員にお

ける正しい理解が不可欠である。2018 年度からは、ＦＤ研究集会や学修成果報

告会の様子を録音したＤＶＤの貸し出しを開始し、出席が難しい兼任教員も確

認できる機会を担保したところであり、引き続き啓発に努めていく。 
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８－２ 修了認定〈修了認定の適切な実施〉 

 

（評価基準）修了認定基準、修了認定の体制・手続が適切に設定・開示された上

で、修了認定が適切に実施されていること。 

（注） 

① 「適切に設定され」ているとは、法科大学院の学生が最低限修得すべ

き内容を踏まえて、修了認定要件が設定されていること、及び、修了認

定要件としての、必要単位数や履修必要科目（必修科目や選択必修科

目）、他の大学院や他の法科大学院等との単位互換条件等が、適用され

る法令に準拠し明確に規定されていることをいう。修了に必要な単位

数は９３単位以上でなければならず、１００単位程度までで設定され

ることが望ましい。 

 

１ 現状 

（１）修了認定基準 

修了認定基準は、学則第 64条に定められている具体的な修了認定要件として

の必要単位数 208がカリキュラム改正等で異なるため、入学年度及び既修・未修

別に分かりやすく履修要項において記載している 209。2018 年度入学生について

は、未修入学者は３年以上在学し、必要な要件を満たしつつ 96単位以上を修得

すること、既修入学者は２年以上在学し、必要な要件を満たしつつ 63単位以上

を修得することとしている。 

修了認定は、修了に必要な単位数を確認して行っている。各学年に配置された

個々の科目を履修し、単位を修得すれば、法曹となるのに必要な能力が体系的に

備わるようにカリキュラムを編成した上、これを担保するために、法律基本科目

群の授業科目については、「履修前提要件」を設定し 210、下級年次の一定の授業

科目を修得していなければ上級年次の配当科目を履修することができないもの

とする制度を採用している（詳細については、「第８分野８－２」を参照。）。 

 

（２）修了認定の体制・手続 

修了認定の体制・手続は、学則第 15条において定められている 211。 

具体的には、修了判定委員会（メンバーは研究科長及び研究科長補佐）にて原

案を作成し、運営委員会、教授会へ上程している。 

設立当初は、各科目についてＤ以上の評価を得、修了に必要な単位を取得すれ

ば修了を認めることにしていたが、2008 年度からは、１年次から２年次への進

級判定制度 212（①判定対象科目のすべてを履修している、②そのＧＰＡが一定

以上、という要件を満たさない場合には、翌年度も同一年次に留まり、Ｃの評価

以下の進級判定科目についてもう一度履修する制度）を導入するとともに、修了

判定手続をより明確なものとした。これらの点については、学則及び内規を整備

し、各種説明会及び入学者選抜合格者への通知文書等で周知させている。入学者

には４月の履修ガイダンスで説明するとともに、履修要項に明記している。また、

                                                   
208【A05】中央大学法科大学院内規集№1 中央大学専門職大学院学則 
209【A04】履修要項 2018 p.4,18 
210【A04】履修要項 2018 pp.5-6,19-20 
211【A05】中央大学法科大学院内規集№1 中央大学専門職大学院学則 
212【A04】履修要項 2018 pp.4-5 
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2014 年度からは、２年次から３年次にかけても同様の進級判定制度 213を導入し

た。 

この進級判定も、修了判定と同じ方式によって行っている。 

    

（３）修了認定基準の開示 

入学年度に配付している「履修要項」に「修了要件」という項目にて記載され

ている 214。なお、修了要件等について学生からの問い合わせ等があった場合に

は、適宜本法科大学院事務課窓口で相談に応じている。 

なお、上記「（１）」の履修前提要件制度により、標準修業年限で修了できなく

なる可能性があることについては、学生に対して事前に明確な形で告知し、計画

的・体系的な履修を行うよう注意を喚起している。 

 

（４）修了認定の実施 

ア 修了認定の実施状況 

 2017年度３月の修了認定の実施状況については、以下のとおりである。 

対象者数 修了者数 法学既修入学者 法学未修入学者 

161 158 
男 女 小計 男 女 小計 

93 29 122 24 12 36 

 

修了者における修得単位（平均・最高・最低）※小数点第二位を四捨五入 

 法学未修入学者 

平均修得単位数 ：  98.3 単位 

最高修得単位数 ： 106 単位 

最低修得単位数 ： 94 単位 

 法学既修入学者 

平均修得単位数 ： 65.8 単位 

最高修得単位数 ： 78 単位 

最低修得単位数 ： 63 単位 

本法科大学院で最低限修得すべき内容をフォローした各科目につき合格する

ことに加えて、進級判定基準も厳格に設けていることから、修了認定の適切さは

確保されており、修了生の学力水準は十分に担保されている。 

 

イ 「法科大学院の学生が最低限修得すべき内容」を踏まえた修了認定の実施と

その検証 

本法科大学院の学生が最低限修得すべき内容については、修了に必要な科目

に展開されている。したがって、修了に必要な単位数を修得すれば、最低限修得

すべき内容を身につけて修了することができる仕組みとなっている。すなわち、

体系的なカリキュラム、科目認定が修了判定の厳正さを担保してきたが、これが

十分に機能しているか否かは、主に教務委員会で議論しており、絶えずその適正

さを教員間で検討している。 

 

（５）特に力を入れている取り組み 

逆説的な言い方になるが、最後の修了判定に頼らない修了システム、すなわち、

各科目の単位認定、各学年での進級判定制度等、段階的な成績評価の実現に努め
                                                   
213【A04】履修要項 2018 p.5,19 
214【A04】履修要項 2018 p.4,18 
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ていることによって、最終的な修了判定の適正さが担保されている。 

 

（６）その他 

 特になし。 

 

２ 点検・評価 

修了判定基準の設定、その実施・開示は適切になされてきたと考えている。 

基本的には単位積み上げ方式による修了認定であっても、特定科目で不合格

となり、次年度の科目が履修できなくなれば、カリキュラム上標準修業年限で修

了することが極めて困難になるため、実質的に履修前提要件の設定が修了認定

の基準設定の一部となっている。 

すなわち、各科目の成績評価が適正に行われることで、本法科大学院の修了生

として必要な学力の判定が行われているといえる。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

2008 年度からは、１年次から２年次への進級判定制度を導入して、それが一

定の成果を収めている。また、2014 年度からは、２年次から３年次への進級判

定制度も実施され、2017 年度からは、２年次から３年次への進級判定制度のＧ

ＰＡ基準値について、1.50以上から 1.65以上へと引き上げた。最終的には、こ

れらの結果なども踏まえて、ＧＰＡによる修了判定制度の導入の是非について

も検討していきたい。
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８－３ 異議申立手続〈成績評価・修了認定に対する異議申立手続〉 

 

（評価基準）成績評価及び修了認定に対する学生からの異議申立手続が規定さ

れており、適切に実施されていること。 

 

１ 現状 

（１）成績評価における異議申立手続 

ア 異議申立手続の設定・実施 

本法科大学院では、授業運営、試験実施、成績評価、進級判定及び修了に関わ

る事項について、「法科大学院の授業運営・試験方法等のあり方に関する申し合

わせ」215、「中央大学大学院法務研究科における成績評価、進級判定及び修了判

定に係る異議申立て手続きに関する規程」216において取り決めがなされており、

とりわけ新任教員には年度初めに紙媒体で配付している。 

成績評価に関する事項については、学期末試験の採点表を配付する時期に「採

点についてのご依頼」、「『成績評価に関する講評』の作成について（お願い）」、

「中央大学法科大学院における成績評価に関する内規」217、「中央大学法科大学

院における成績評価に関する内規運用指針」218という書面にて各教員に周知徹底

を図っている。 

学生には成績評価を通知するとともに教員の講評を「Ｃ plus」に掲載して、

講評と自己の成績を比較した上で一定期間内に成績に対する文書による異議申

立てをするための機会が与えられている。2016 年度からは、異議申立てがなさ

れた場合、当該科目の担当教員１名、及び当該科目を担当しない教員の中から研

究科長が指名する教員１名の協議により、評価変更の必要性を検討し、成績変更

の有無とともにその理由を異議申立者に文書で通知している。 

 

成績評価異議申立ての件数 

年度 前期 後期 

2015 40件 56件 

2016 37件 7件 

2017 31件 50件 

 

イ 異議申立手続の学生への周知等 

履修者が自分の成績評価について異議や意見を申し立てる制度については、

入学年度に配付している履修要項に「中央大学大学院法務研究科における成績

評価、進級判定及び修了判定に係る異議申立て手続きに関する規程」219として掲

載するとともに、「学期末試験の実施について」という学生周知文書にも異議申

立てに関する手続方法やスケジュールを掲載している。 

                                                   
215【A05】中央大学法科大学院内規集№33 法科大学院の授業運営・試験方法等のあり方に関する申し合わ
せ 
216【A05】中央大学法科大学院内規集№29 中央大学大学院法務研究科における成績評価、進級判定及び修
了判定に係る異議申立て手続きに関する規程 

217【A05】中央大学法科大学院内規集№63-1 中央大学法科大学院における成績評価に関する内規 
218【A05】中央大学法科大学院内規集№63-2 中央大学法科大学院における成績評価に関する内規運用指針 
219【A05】中央大学法科大学院内規集№29 中央大学大学院法務研究科における成績評価、進級判定及び修

了判定に係る異議申立て手続きに関する規程 
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（２）修了認定における異議申立手続 

ア 異議申立手続の設定・実施 

2008 年度に修了判定に係る異議申立手続について規程を設け、その手続を明

確にしている。もっとも、修了認定は基本的に単位積み上げ方式であり、2017年

度の修了判定に係る異議申立ては０件であった。また、修了認定については、「８

－２」で示した体制をとっているので、過誤は生じないようになっている。 

 

イ 異議申立手続の学生への周知等 

履修者が自分の成績評価について異議や意見を申し立てる制度の把握につい

ては、入学年度に配付している履修要項に「中央大学大学院法務研究科における

成績評価、進級判定及び修了判定に係る異議申立て手続きに関する規程」として

掲載している 220。 

 

（３）特に力を入れている取り組み 

 特になし。 

 

（４）その他 

 特になし。 

 

２ 点検・評価 

制度の趣旨が学生に浸透し、適切に運用されている。ただ、一部には制度の濫

用と思われる申立ても見受けられるので、学生に対する制度趣旨の周知をさら

に徹底する必要がある。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

異議申立て制度本来の趣旨に沿った利用を学生に呼びかけるとともに、教員

に対しては、異議申立ての濫発を防止する意味で、「採点結果及び成績評価に関

する講評」を充実させること、授業を通じて成績評価のあり方を学生に理解させ

ることを求め、成績評価に関する学生と教員間の信頼関係の確立に努力してい

く。 

 

                                                   
220【A05】中央大学法科大学院内規集№29 中央大学大学院法務研究科における成績評価、進級判定及び修

了判定に係る異議申立て手続きに関する規程 
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第９分野 法曹に必要なマインド・スキルの養成（総合評価及び適格認定） 

９－１ 法曹に必要なマインド・スキルの養成<総合評価及び適格認定> 

 

（評価基準）法曹に必要なマインドとスキルを養成する教育が、適切に実施され

ていること。 

（注） 

① 「法曹に必要なマインドとスキル」とは、社会から期待される法曹と

なるために備えておくべきマインドとスキルをいう。 

② 「適切に実施されている」といえるためには、法曹となるにふさわし

い適性を持った人材に、「法曹に必要なマインドとスキル」を養成する

ための専門職法学教育が実施され、「法曹に必要なマインドとスキル」

を備えた者が修了するようになっていることが必要である。 

 

１ 現状 

（１）法曹に必要なマインド・スキルの検討・設定 

ア 法曹に必要なマインド・スキル 

（ア）本法科大学院が考える「法曹に必要なマインド・スキル」の内容 

本法科大学院は、「實地應用ノ素ヲ養フ」という建学の精神に基づき、４つの

「教育理念」を定め（「第１分野１－１」を参照）、養成する法曹像を明示してい

る。また、養成する法曹像の具体的なモデルとして、①市民生活密着型ホーム・

ローヤー、②ビジネス・ローヤー、③渉外・国際関係法ローヤー、④先端科学技

術ローヤー、⑤公共政策ローヤー、⑥刑事法ローヤーという６つを提示している。

これらのいずれのモデルにおいても、社会から期待される法曹となるために備

えておくべきものとして、「法曹としての使命・責任の自覚」、「法曹倫理」とい

う２つのマインド、「問題解決能力」、「法的知識」、「事実調査・事実認定能力」、

「法的分析・推論能力」、「創造的・批判的検討能力」、「法的議論・表現・説得能

力」、「コミュニケーション能力」という７つのスキルの養成を目指している。 

これらに加え、本法科大学院では、法曹に必要なマインド・スキルとして「豊

かな人間性」を特に重視している。法曹の職務は単なる法技術的な事務処理にと

どまるものではない。様々な問題や葛藤を抱えた紛争当事者や被疑者・被告人な

どの関係者から信頼されるような「豊かな人間性」を基礎として、全人格的に職

務遂行にあたることが必要である。何が依頼者の利益にかなうか、といったこと

も単純には決まらないのであって、そうした判断や専門家としてのスキルは、

「豊かな人間性」に基づいてこそ発揮されるものである。本法科大学院では、少

人数クラスにおける双方向・多方向の授業、クラス・ミーティングや「ランチ＆

トーク」の取り組み、実務講師によるフォローアップ等に代表される「ハートフ

ル・メソッド」により、「豊かな人間性」の涵養に努めている。さらには、授業

や各種講演会 221、実務講師との関わりにおいて、実務家から率直に法曹として

の経験や人間観等について聞く機会にも恵まれており、そこから直接・間接に得

られるものは決して少なくない。 

 

（イ）本法科大学院による検討・検証等 

                                                   
221【A901】本法科大学院 Webサイト「講演会」 
http://www.chuo-u.ac.jp/academics/pro_graduateschool/law/assist_system/lecture/ 
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２つのマインド、７つのスキルとして掲げられている事項は、いずれも法曹に

必須なものであり、入学者の選抜や入学後の授業実施にあたって実際にこれら

をどのように取り入れるかについては、関係委員会（入試・広報委員会、ＦＤ委

員会、教務委員会、カリキュラム・進級制度検討委員会等）を中心に検証してお

り、受験生アンケート、新入生アンケート及び授業評価アンケート等の各種デー

タを検討した結果に基づき改善・改革が行われている。 

また、関係委員会における議論を通じて、教員間にマインド・スキルについて

の共通イメージが共有化されるとともに、ＦＤ活動等によるＦＤ委員会の検討

を通じて、その具体的成果の各授業への反映を図っている。 

さらに、アドバイザリーボード会議を通して、本法科大学院において養成を目

指しているマインド・スキルが適切なものであるかについて、外部の視点から検

討を行っている。 

 

（ウ）科目への展開 

本法科大学院のカリキュラムは、基本から応用へと段階的に専門的法知識を

積み上げることを基本とし、理論と実務の架橋に十分配慮しつつ、入学者が各人

の思い描く法曹像を実現することができるように多様な科目を設定している。

学生は、これらの科目を受講することによって、法曹に求められるマインド・ス

キルを身につけていくことになる。 

具体的には、以下のとおり年次ごとに基礎から応用へと順次積み重ねていく

ことによって、専門的法知識を確実に修得させるものとしている。 

１年次には、まず導入科目である「生活紛争と法」を置き、法曹に必要なマイ

ンド・スキルの全体像を提示している。同時に、「法情報調査」を履修すること

により、法情報調査能力をの涵養に努めている。また、憲法、民法、刑法、商法、

民事訴訟法及び刑事訴訟法といった法律基本科目を配置し、基礎的な法分野に

関する基本知識の体系的な理解と法的思考能力の育成を図っている。さらには、

「基礎事案研究」、「基礎演習」を置くことにより、問題解決能力、法的分析能力・

推論能力、法的議論・表現・説得能力、コミュニケーション能力等の基礎的なス

キルを身につけさせている。 

２年次においては、法曹としての責任感及び倫理観を涵養している。具体的に

は、必修科目として「法曹倫理」を置き、すべての学生が法曹の役割、使命及び

責任について学修することになる。２・３年次配当の臨床実務科目である「エク

スターンシップ」や「リーガル・クリニック」においては、実際の相談者又は依

頼者に接することにより、様々な境遇や立場の人たちが法曹に対して法的助力

を求めてくることを学生たちは実体験し、法曹になるためには単なる知識のみ

ならず「豊かな人間性」が求められることに気づくことになる。 

「エクスターンシップ」においては、様々な法律事務所又は企業における研修

を経験することも可能であり、「リーガル・クリニック」においては、６つの法

曹像でイメージされる各専門分野の実務家等の指導を受けることができ、裁判

実務のみならず広い視野を備えた法曹としてのビジネス・ローヤーのマインド

及び企業においても通用するスキルの修得の必要性を学ぶことができる。2014

年度から、展開・先端科目として、「４群特講Ⅱ（企業内法務の実務）」を設け、

主として毎回民間企業の法務部門で活躍している実務家又は企業法務を取り扱

う弁護士をゲストスピーカーとして招聘して、企業内法務に要する知識やリー
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ガルマインドを学生に学修させる機会を設けることによって学生の広い視野を

醸成するように取り組んでいる。さらには、これも２・３年次配当科目であるが、

「法哲学」、「法社会学」、「法の解釈」、「比較法文化論」、「比較契約法」等の科目

を置き、法的分析・推論能力、創造的・批判的検討能力等の養成に努めている。 

また、法律基本科目においては、公法、民事法及び刑事法の総合科目を置き、

より高度の専門知識の修得や総合的な法的分析・推論能力、問題解決能力、コミ

ュニケーション能力等のスキルの要請に力を入れている。 

３年次には、法曹に必要なマインド・スキルをさらに向上させ、個々の学生の

法曹像を実現に導くため、高度な法律基礎科目のほか、多様な展開・先端科目や

実務基礎科目、基礎法学・外国法・隣接科目を配置している。 

 

イ 法科大学院の学生が最低限修得すべき内容 

（ア）本法科大学院では、学生が「最低限修得すべき内容」として、２つのマイ

ンドと７つのスキル、「豊かな人間性」を踏まえ、中央大学法科大学院到達目標
222を設定している。各法分野に共通する基盤となる要素は、制度や規範（規律）

を正確に理解するとともに、その法的知識を運用するのに必要な法的思考方法

に習熟し、それらを用いて法的紛争を解決する能力を修得することであり、その

具体的な内容・能力としては以下の６つを挙げることができる。 

 

（ａ）基礎的知識と調査能力 

事実に法規をあてはめて法的紛争を解決に導く以上、そこでは基礎的な知識

を正確に身につけていることが求められると同時に、法的な紛争を解決するた

めに必要な情報の検索能力を修得していることが必要である。 

 

（ｂ）事実調査・事実認定能力 

 紛争を解決するにあたっては、法的推論の前提である「事実」を正確に認識す

ることが必須である。したがって、まず「事実」を調査する能力を身につけるこ

とが必要である。これと同時に、「事実」の存否を裏づける（事実を認定する）

ために必要な「証拠」を収集する能力の修得も求められる。 

 

（ｃ）法的分析・総合的判断能力 

複雑な事実関係を解きほぐし、その中から法的に重要な事実を抽出し、紛争の

解決においてもっとも適切な方法を総合的に判断する能力の修得が求められる。 

 

（ｄ）批判的・創造的思考力 

既存のルールや判例の考え方を理解しつつ、それと現実問題のギャップを埋

めるための、正義に適った新たなルールを提示できる柔軟な思考力の修得が求

められる。 

 

（ｅ）説得的表現力・議論能力・コミュニケーション能力 

人と人の営みの中で起こる紛争解決手段が法であり、法曹は他者への働きか

けをその職務とするから、当然これらの能力の修得が求められる。 

                                                   
222【A31】中央大学法科大学院到達目標 
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（ｆ）問題解決能力 

「豊かな人間性」に基づき以上の能力を駆使して、事案や当事者の意向はもと

より、法曹倫理にも適った最終的な問題解決を図る力の修得が求められる。 

 

（イ）法科大学院による検討・検証等 

最低限修得すべき内容（能力）の設定にあたっては、「第１分野」、「第４分野」

及び「第６分野」で詳述した、本法科大学院開設時の方針や学期末試験を含む各

授業科目の運営、ＦＤ研究集会などを通じて検討・検証されている。このような

能力を備えたか否かは、各科目の成績評価及びその総合力としてのＧＰＡによ

る進級判定で評価されている。 

 

（ウ）科目への展開 

（ａ）基礎的知識と調査能力 

法律基本科目（１年次・２年次）及び実務基礎科目の履修を通じ、また、各科

目における学生の到達目標を設定しこれを学生に修得させることによって、学

生が法曹として幅広く一般法律知識（いわば法律常識）を身につけることは最低

限の要請である。それに加えて、展開・先端科目や基礎法学・外国法・隣接科目

の履修を通じて一定の分野の専門的法律知識を修得することも学生には期待さ

れており、ほとんどの学生はそのような高い志を持っている。その際、６つの法

曹像とそれぞれに対応した「履修モデル」が手引きとなる。また、「法情報調査」

では、絶えることのない新たな法形成に対応して、電子データベース等から最新

の法令・判例などの法律情報を検索・調査する基礎的能力を涵養している。 

 

（ｂ）事実調査・事実認定能力 

 法律実務において問題を法律的に分析・推論し、適正な判断を下すためには、

要件事実とその他の事実の識別や、法的結論に至る論理的道筋の整理、そのため

の証拠の適切な評価に基づく事実認定が必要である。そのためには、事実調査・

事実認定能力をしっかりと身につけておく必要がある。この能力は、実務基礎科

目群のうち「民事訴訟実務の基礎」、「刑事訴訟実務の基礎」、「模擬裁判」、「ロー

ヤリング」、「リーガル・クリニック」、「エクスターンシップ」等で実践的に修得

される。 

 

（ｃ）法的分析・総合的判断能力 

複雑な事実関係を解きほぐし、その中から法的に重要な事実を抽出し、そのう

えでなされる判断は、社会常識に照らしても首肯し得る適切な解決となるべき

である。そのためには、経験則等の十分な理解とバランスの取れた総合的な判断

能力も要求される。これらの能力は、実務基礎科目群のうち「民事訴訟実務の基

礎」、「刑事訴訟実務の基礎」、「模擬裁判」、「ローヤリング」、「リーガル・クリニ

ック」等において、設例や実際の事例に即して理論的あるいは実践的に修得され

るほか、法律基本科目群のうち３年次の総合科目（「民事法総合Ⅳ」、「刑事法総

合Ⅲ」、「総合事案研究」）においても、諸事例に即した適正妥当な解決を追求す

る中で学ぶ機会が与えられる。 
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（ｄ）批判的・創造的思考力 

下級審裁判例が対立しているような法律問題、まだ先例がない争点、社会の変

化によって法律や判例が時代遅れになっているような問題、立法者がまったく

想定していなかった法の欠缺などの事態に直面した場合に、既存のルールを批

判的に見直したり、新たなルールを創造したりすることが法曹に求められる。こ

のような高度の能力は、主として、２年次以降の法律基本科目（公法、民事及び

刑事の各総合科目）において、事例中心のソクラテス・メソッドを基礎とした日

頃の思考訓練を通じて培われるべきものである。外国法科目等の履修を通じて

学ぶ外国の法制度及び紛争解決システムとの比較考察なども、創造的提案の基

礎を提供する。 

 

（ｅ）説得的表現・議論・コミュニケーション能力 

法的知識と分析・判断の内容を、正確かつ説得的に表現したり議論したりする

能力は、依頼者のほか、相手方ないし相手方代理人、裁判官・検察官など、他者

への働きかけを職務上不可避とする法曹にとって欠くべからざるものである。

科目としては「法文書作成」が、文書によるそのような能力の訓練に直接関わる。

そのほかの科目においても、レポートや訴状・準備書面の起案という形で、文書

による表現能力を涵養することを重視しているし、国際的素養を育む一貫とし

て外国語文書の読解・作成、これに基づく発表等の能力の修得を目指している。

また、授業におけるソクラテス・メソッド（双方向）や口頭報告、グループごと

のバズセッション（多方向）を通じて、授業における口頭表現能力・コミュニケ

ーション能力・議論能力が養われている。「総合事案研究」は、文書及び口頭で

の表現能力の涵養にも重点を置いている。2015 年度からは、２年次に「中級事

案研究」をおいて、簡潔明瞭にして要を得た法律文書を作成する能力を養う機会

を増やしたところである。また、この能力に関連して、依頼者・被疑者等の話を

聞く能力も重要であり、「ローヤリング」においては依頼者役（補助教員たる弁

護士）から事実関係や意向を聴取し、ときには説得を試みるシミュレーション型

授業が行われている。 

 

（ｆ）問題解決能力 

法曹は、以上のような各種の能力を総合的に発揮して具体的な問題の実践的

解決にあたることになるが、前述の各種能力の集合は「問題解決能力」と称する

ことができる。訴訟を典型としながらも、仲裁・調停・和解などの代替的紛争解

決手段による解決も、あるいは、外部弁護士や企業内弁護士の扱う企業法務にお

ける各種業務で直面する交渉なども、広い意味で法的紛争解決の一環として位

置づけることができよう。「裁判外紛争解決制度」や「生活紛争と法」などは、

紛争解決・問題解決の多様性とその選択について理論的かつ実践的に学ぶ機会

を提供している。また、特に「ローヤリング」、「リーガル・クリニック」、「４群

特講Ⅱ＠企業内法務の実務」等においては、学生の問題解決能力を高めることを

意識した実際的な指導が行われている。 

また、問題解決は法曹倫理に適った形で行われることが大前提であることか

ら、必修科目として「法曹倫理」を設置するとともに、臨床科目における教育を

通じても倫理観の涵養が図られている。 

「豊かな人間性」をその基礎に考えていることは、もとよりである。 
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（２）法曹に必要なマインド・スキルの養成状況及び法曹養成教育の達成状況 

ア 入学者選抜 

 法曹に必要なマインド・スキルを養成するた、入学者選抜にあたっては、法学

未修者・法学既修者ともに、法曹となるにふさわしい資質・能力を備えているか

どうかについて、提出書類に基づき慎重に判断している。具体的には、適性試験

の結果（2018 年度入学者選抜まで）、志願者調書（「社会における実務等の経験

の有無」、「法曹を志望する理由および目指す法曹像」、「活動歴、奨学金の受給、

受賞等」などの記載を求めている）、成績証明書、その他の資格・能力証明書等

の精査を通して、法曹となるべき者が備えるべき、①思考力・分析力・判断力、

②健全な社会常識、③強い使命感、④高い志、⑤各種分野の専門的能力、⑥表現

力という資質・能力を審査している。 

 また、2019 年度以降の法学未修者の入学者選抜では、小論文試験を実施し、

与えられた情報を正確に読み取り、問題点を抽出したうえで、自己の主張を論理

的に説明する能力の有無を判断している。さらに、法学既修者の入学者選抜では、

「法律科目試験」（憲法、民法、刑法、商法、民事訴訟法及び刑事訴訟法）を実

施し、本法科大学院における２年次からの学修の基礎となるべき基本的知識や

文書作成能力を身につけているかを判定している。なお、2019 年度入学者選抜

（法学既修者）では「早期入学枠」を新たに設け、この「法律科目試験」におい

て、民事訴訟法又は刑事訴訟法が合格水準に達しなかったとしても、憲法、民法、

刑法及び商法の４科目並びに提出書類が一定水準に達している者は、後日（12 月

頃）実施する民事訴訟法・刑事訴訟法の再試験（２科目）を受験することにより、

合格を目指すことができるようにした。 

 

イ カリキュラム 

カリキュラムは、すべての科目群において、上記の能力を醸成するための科目

を厳選したうえ、多様に展開している。また、６つの法曹像に対応した「履修モ

デル」に基づき、履修選択上、適切な指導を行っている。 

 

ウ 授業 

 法曹として活躍するためには、法的知識を正確にしっかりと修得したうえで、

事実関係を正確に把握し、これを適切に解きほぐすことによって問題点を抽出

し、的確な分析・推論を通じて、紛争の解決として最も適切な解決を導き、その

解決策を、説得力をもって表現する能力を身につける必要がある。これを実現す

るため、特に２年次からの科目では、双方向・多方向の授業を行っており、これ

によって、事実調査・事実認定能力、法的分析・総合的判断能力、批判的・創造

的思考力、説得的表現・議論・コミュニケーション能力、問題解決能力を涵養し

つつ、高度の法的知識の修得を目指している。 

 

エ 成績評価・修了認定 

 本法科大学院では、いわゆるコア・カリキュラムをとりいれた授業計画を策定

し、さらに各科目において到達目標を設定し、これを学生に周知してそれを反映

させた成績評価基準（講評）を作成・公開して成績評価にあたり、これを総合し

たＧＰＡ基準によって、2008 年度法学未修者コース入学者より、１年次から２
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年次への進級判定制度を実施している 223。また、2013 年度法学未修者コース入

学生及び 2014年度法学既修者コース入学者より、２年次から３年次への進級判

定制度にもとりいれている 224。 

 また、本法科大学院における修了認定は、単位積み上げ方式によっており、所

定の単位が取得できない限り、修了は認められない。カリキュラムで定められた

科目のすべてにおいて法曹に必要なマインド・スキルの修得が求められている

以上、これらを身につけていない者は修了できない。 

 

オ 自己改革等の取り組み 

 本法科大学院では、法曹に必要なマインド・スキルの養成について、その具体

的な成果の検証も含め、執行部（研究科長及び研究科長補佐）、入試・広報委員

会、カリキュラム・進級制度検討委員会、教務委員会、ＦＤ委員会等で不断に検

討しており、また、ＦＤ研究集会のテーマとして議論している。なお、2018 年

度から、法学未修者の入試制度・カリキュラムを中心とする教育内容、フォロー

アップ体制など、未修者教育の現状分析と課題の抽出を目的としたプロジェク

トチームを立ち上げ、課題検討にあたることとした。 

 これらの検討や議論を踏まえ、入学者選抜では、広報活動にあたって、本法科

大学院が入学者に対して求めている資質・能力がいかなるものであるかを重点

的に説明するとともに、2013年度からは過去問題解説会を開催し、前年度の「法

律基本科目試験」を題材として取り上げ、本法科大学院が既修者として認定する

にあたって備えている必要がある資質・能力を具体的に伝えている。また、入学

者選抜（未修者）では、受験者の負担を軽減するため、小論文試験において、2016

年度から適性試験第４部の利用を開始した（適性試験の廃止に伴い 2019年度は、

本法科大学院独自の問題とする）。入学者選抜（既修者）では、「法律科目試験」

において、受験生の学修状況に鑑み、2014 年度入学者選抜より、試験科目から

行政法を除き（同時に、１年次科目である「行政活動の法的統制」を廃止し、２

年次科目として「行政法基礎」を新設）、本法科大学院独自の「法律科目試験」

との重複を避けるとの目的で、2017 年度入学者選抜から「法学既修者試験」の

受験を求めないこととした。なお、「法律科目試験」の問題については、入試・

広報委員会が中心となって、①柔軟な法的思考力が試されるような内容となっ

ているか、②法学既修者として認定するにふさわしいレベルのものかを毎年度

検証し、必要があれば改善を求めている。 

 カリキュラムについては、特に未修入学者に対して、法科大学院で修得すべき

「法曹に必要なマインド・スキル」の全体像を早く理解してもらうために、2011

年度から導入科目として「生活紛争と法」を設け、あわせて事例分析の基礎力を

養成するために「基礎事案研究」を新設した。法学既修者（及び法学未修者２年

次生）に対しては、法律文書作成能力の向上を目指して、2015 年度に「中級事

案研究」を新設し、2018 年度には３年次配当の法律基本科目群の中に、特別講

義（選択科目）を置くこととした。 

 授業の内容や方法に関しては、ＦＤ委員会を中心として、それが法曹に必要な

マインド・スキルの育成にふさわしいものとなっているかについて不断の検討

を行っており、その検討結果は各科目担当者にフィードバックされている。 

                                                   
223【A04】履修要項 2018 pp.4-5 
224【A04】履修要項 2018 p.5,19 
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 また、学生による授業アンケートや教員相互による授業参観が、授業担当によ

る授業改善へ向けた契機となっている。 

 さらに、マインド・スキルの修得にあたっては、学生間の切磋琢磨によるとこ

ろも大きく、この場面では実務講師（本法科大学院のＯＢ・ＯＧである若手弁護

士）による指導が大きな役割を果たしている。この実務講師による活動は教務委

員会が把握しており、実務講師から同委員会に提出された情報や提言もまた、改

善・改革のための貴重な資料となっている。 

 

カ 法曹養成教育の達成状況 

 法曹に必要なマインド・スキルの養成・修得という観点からすると、本法科大

学院における教育システムは十分に機能し、その目的を達成することができて

いると考える。ただ、近年における司法試験の合格率の動向に鑑み、研究科長及

び研究科長補佐を中心に、このようなマインド・スキルの養成・修得の状況につ

いて不断の検証を行い、その検証結果に基づき、全教員が一致協力して、すべて

の学生が法曹に必要なマインド・スキルを十全に修得することを目指し、さらに

努力する必要がある。 

 

（３）特に力を入れている取り組み 

 複雑化した現代社会に求められる法曹として、本法科大学院では、法曹として

の確かなスキルとマインドに裏打ちされた高度な問題解決能力に加え、豊かな

人間性と高い倫理観を有する人材を養成し、社会の様々な分野に輩出していく

ことこそが法曹養成機関として果たすべき重要な使命であるとの認識に立ち、

以下の取り組みに特に力を入れている。 

 

ア 法曹に求められるマインド、スキルの理解・浸透 

 本法科大学院では、養成する６つの法曹像を掲げている。いずれの分野の法曹

を目指す場合においても、法曹に求められるマインド・スキルはその基盤となる

ものである。そのため、入学前段階から修了に至るまでの間、各種のガイダンス

や学修指導、個々の教員や実務等との関わりを通じ、これらのマインド・スキル

を涵養することの重要性について理解・浸透を図っている。 

 マインドの中でも、とりわけ倫理観については多様化・複雑化する社会におい

て法曹として活動していくにあたっての確固たる軸となり得るものである。そ

のため、本法科大学院においては、「法曹倫理」を裁判官、弁護士及び検察官の

各法曹三者経験者が担当し、それぞれの法曹の立場で求められる倫理感を学生

に体感させることで、固有の倫理ばかりでなく、特定の立場によらない多角的な

視点に立った法曹倫理を涵養できるよう注力している。 

 

イ 多様な社会への問題意識・関心を涵養する取り組み（ＩＣＴを活用した遠隔

教育の展開） 

 問題解決能力の向上にあたっては、社会全般に対する問題意識と、特定の分野

にとどまらない幅広い視野に立って課題を発見し、その核心をとらえることの

できる高い感性を養うことがまずもって必要である。 

そのための取り組みのひとつとして、本法科大学院では国内における多様性

に目を向け、地方に所在する大学との連携のもと、ＩＣＴを活用した授業を実施
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し、それぞれの地域に特化した題材を取り上げる科目を展開している。東京のみ

ならず、国内の様々な地域固有の課題に触れることで、国内における多様性を意

識し、問題意識を涵養するとともに、課題解決の前提となる高い感性をも養うこ

とを企図している。 

 また、本取り組みによる成果については、本学内はもとより、機関誌への掲載

等を通じて学外にも発信しており、日本各地において法科大学院の廃止・縮小が

相次ぐ中、大学間の連携による教育課程の充実、新たな教育手法の開発という観

点で、極めて大きな意義を有している。 

さらに、将来的には、これらの科目の履修を通じて構築された学生間のネット

ワークから、法科大学院修了後の法曹間のネットワークに発展していくことに

も資するものとなるよう期待している。 

 

ウ グローバル・ビジネスへの対応 

 人・モノ・カネ・サービス・情報が国境を越えて行き交う社会におけるリーガ

ル・サービスの国際化は不可避である。 

本法科大学院では、基礎法学・外国法・隣接科目群に、「英米法総論」、「英米

公法」、「英米契約法」、「ヨーロッパ法」、「Study Abroad Program Ⅰ・Ⅱ」、「３

群特講Ⅱ＠アジアビジネス法」、展開・先端科目群に、「国際私法Ⅰ」、「国際私法

Ⅱ」、「国際法Ⅰ（基礎）」、「国際法Ⅱ（応用）」「国際人権法」、「国際経済法」、「国

際刑事法」などを設置しており、これらの科目では、必要に応じて外国人教員・

実務家をゲストスピーカー等として招聘している。正規の授業科目のほかにも、

随時外国人教員による講演会を催したり、日本比較法研究所主催の講演会を市

ヶ谷キャンパスで開催するなどして、学生への刺激としている。 

加えて、2018年度からは、本学国際会計研究科からの移籍教員を加え、会計・

ファイナンス分野の科目の充実を図っており、グローバル化した企業活動にお

ける複雑な紛争解決にも対応できるビジネス・ローヤーの養成にも対応できる

体制を整えている。 

 

エ 継続教育 

 社会の変化が激しい現代においては、法科大学院を修了し、法曹資格を得た後

においても不断のスキル・アップを図っていくことは必須の事項である。そのた

め、本法科大学院においては、法曹リカレント教育も重要な社会的使命のひとつ

と考え、一般財団法人新日本法規財団から資金を得て、税務等に関する短期セミ

ナーを実施している。当該セミナーは、前述のＩＣＴによる遠隔授業の実施にお

いて得られたスキームを活用してその内容を地方にも配信する取り組みを行っ

ており、全国規模で展開している 225。 
 

（４）その他 

特になし。 

 

２ 点検・評価 

 本法科大学院は、本学における法曹養成教育の伝統を継承し、「實地應用ノ素

ヲ養フ」という本学の建学の精神を現代に体現するものとして創設された。高度

                                                   
225【A902】〈新日本法規財団寄付講座〉CLS法曹リカレント・無料セミナーのご案内 
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な専門家の養成を目指すという建学の精神は、司法制度改革の中核をなす法科

大学院における「プロセスとしての法曹養成教育」、「理論と実務の架橋」に表さ

れた教育理念と及び「法曹に必要とされるマインド・スキルの涵養」という教育

目標と軌を一にするものであり、本法科大学院における法曹養成教育は求めら

れる法科大学院教育をまさに実現しているものといえよう。 

本法科大学院における教育理念は、その創設以来、教育及び学生（ならびに修

了生）、さらには本学出身の法曹にも広く共有されている。 

 本法科大学院の学生は、充実した法律基本科目に加え、６つの法曹像を指針と

しつつ、各自の明確な目的意識に基づいて多彩な科目の中から必要な科目を選

択・履修し、実践的な課題に積極的に取り組んでいる。加えて、学修支援として、

クラス・アドバイザーを務める専任教員、若手実務家から構成される実務講師等

により、ひとりひとりの学修状況に応じたきめ細かなフォローを受けることが

可能である。授業や課外における学修を通じ、様々な背景・個性を有する学生相

互が研鑽しあうこと、さらに教員や実務講師、修了生からのきめ細かな指導・支

援が展開されている。これらの取り組みこそが、本法科大学院が特徴に掲げる

「ハートフル・メソッド」であり、法曹に必要とされるマインド・スキルの涵養

にあたり有効に機能している。 

 

３ 自己評定 

Ａ 

 

４ 改善計画 

 本法科大学院の現状は、法科大学院に求められる水準を十分に満たすものと

評価できるが、さらなるレベル・アップを目指し、以下の改善・改革を目指し

ている。 

 

①未修者教育の検証及びさらなる強化 

②2019年度早期入学枠入学者へのサポート体制策定 

③入学予定者へのフォローの充実 

④ＦＤ活動のさらなる強化 

⑤カリキュラムの改善・改革 

⑥優秀な若手教員の確保 

⑥ 法学部との連携 
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別紙  ６－１－２ 授業（２）１（１）授業の実施，（２）到達目標との関係 

■憲法分野 

科目分野毎に、下記の項目ア～ケについて記載してください。全体的な内容に

ついては自己点検・評価報告書本文に記載をしてください。 

ア 教育内容 

※教育内容の概要、科目の特性や教育目標に応じた工夫、等。 

１年次配当の憲法科目は、2007年度から前期「人権の

司法的救済」（３単位）１科目であったが、2011年度か

ら後期選択科目として「統治の基礎」（１単位）を設置

した。もともと｢人権の司法的救済｣（３単位）で憲法全

体を説明することは困難で、内容は｢人権｣と｢司法｣が中

心であり、それ以外の「統治」部分は１週３コマで概観

し、学生の自学自修を促すにとどまっていた。学生の反

応は大きく２つに分かれ、一方は、統治は自修できるの

で人権をより詳しく説明してほしいというものであり、

他方は、統治についても人権や司法と同じように詳しく

説明してほしいというものであった。「統治の基礎」（１

単位）を選択科目として設置したのは両方の希望に対応

するためであったが、履修者が少なく、自学自修も不十

分であったため、2017 年度からこれを必修化すること

にした。同時に、「人権の司法的救済」を「憲法Ⅰ」に、

「統治の基礎」を「憲法Ⅱ」に科目名を変更した。 

２年次には、これまで「公法総合Ⅱ」（２単位）及び

「公法総合Ⅲ」（２単位）を配当しており、前者は、憲

法訴訟・行政訴訟の融合科目であったが、2012 年度から

｢公法総合Ⅱ｣は全体が行政法科目に、｢公法総合Ⅲ｣は憲

法３単位科目に変更した。これにより、人権と憲法訴訟

を融合的に扱うことが容易になった。なお、「公法総合

Ⅲ」は、１年次科目の基礎的知識を前提として、応用問

題の解決能力を取得させることを目的とした内容とな

っている。 

イ 授業の仕方 

※双方向・多方向の議論をするなど考える機会を設けているか、その他授

業の仕方についての工夫、等。 

前期「憲法Ⅰ」及び後期「憲法Ⅱ」は、２クラスを同

一教員が担当する。 

２年次科目のうち「公法総合Ⅲ」は前期２クラス、後

期３クラス設けられ、前期２人・後期３人の憲法教員で

担当する。テキストは共通で、扱う項目と順序も、事前

に担当者間で大枠を決定しているが、配付資料等は各担

当者の裁量に委ねている。 

２年次は双方向・多方向を基本とした授業を心がけて

いる。１年次は講義形式が基本だが、ウのかたちで双方

向・多方向の要素を取り入れている。 
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ウ 学生の理解度 

 の確認 

※課題・レポート・小テスト・起案等による学生の理解度の確認をしてい

るか等。 

２年次配当科目では、授業で多くの学生に質問し、そ

の回答を聞いて理解度を測っている。必要があれば繰り

返し説明する。 

１年次配当科目ではそこまでいかないが、あらかじめ

正誤問題を出しておき、授業で正答とその理由を聞いて

理解度を確認している。 

エ 授業後の 

フォロー 

※授業後の質問対応、提出されたレポート等の添削指導など、授業の効果

を高める取り組み等。 

授業終了後やオフィス・アワーを活用して、できるだ

け丁寧に学生の質問に対応している。担当者のうちの 1

人は、オフィス・アワーできわめて多くの学生に対応し

たことにより、本法科大学院のベスト・ティーチャー賞

を受けたことがある。 

オ 出席の確認 

※授業時に学生の出席を把握・確認をしているか等。 

目視による確認だけでなく、学生の出席名簿に自分で

署名させるなどの方法で、授業時に出席を確認してい

る。 

カ 授業内の特徴 

  的・具体的な 

工夫 

※映像等を利用し分かりやすい工夫をしているなど授業時に特徴的な取

り組みや工夫をしている等。 

１・２年次配当科目ともに、できるだけ授業で学生に

発言させ、授業への主体的参加を促している。また、２

年次配当科目では、理論と実務の架橋を意識して、当事

者の訴訟代理人であればどのような主張をするかなど

を考えさせるようにしている。 

キ 対象学年にふ 

さわしい授業 

の工夫 

※授業のレベル設定が、対象学年にふさわしいものとなっているか等。 

１年次配当科目では、基本的な知識と理解を浅くとも

広くつけさせる。２年次配当科目でその論点は初耳だと

いうことにならないようにするためである。２年次配当

科目では、最高裁判例を中心とした具体的事例に即し

て、論点を絞って深く議論するように心がけている。 

ク 到達目標との 

関係 

※授業計画・準備及び実施が「法科大学院の学生が最低限修得すべき内容」

を踏まえたものとなっているか、自学自修に委ねる部分の選択、伝え方、

自学自修を支援するための体制等。 

各学年で学生が到達すべき目標は、あらかじめ「Ｃ 

plus」で学生に事前に伝達している。１年次配当科目と

２・３年次配当科目では、扱う論点自体が異なるという

よりも、要求される理解のレベルが異なるものと考えて

いる。 
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ケ その他 

※授業準備として工夫していること等。 

２年次科目では、テキストにはない新判例を取り上げ

て検討するなど、それぞれの担当者が学生の関心を引き

出す工夫をしている。１年次科目でも、授業で使う判例

集に掲載されていない判例を他の判例集からコピーし

て配付したり、新聞記事等を用いて説明して、現実との

かかわりを感じさせるようにしている。 

同じ学年でも、毎年度、各クラスで学生のレベルや気

質が異なるので、従来のやり方に固執することなく、な

るべく柔軟に対応できるよう心がけている。 
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■行政法分野 

科目分野ごとに、下記の項目ア～ケについて記載してください。全体的な内容

については自己点検・評価報告書本文に記載をしてください。 

ア 教育内容 

※教育内容の概要、科目の特性や教育目標に応じた工夫、等。 

2013 年４月以降、２年次前期に「行政法基礎」（１単

位）、２年次後期に「公法総合Ⅰ」（２単位）、３年次前期

に「公法総合Ⅱ」（２単位）が必修科目として配当されて

いる。「行政法基礎」は行政法の基礎的事項の修得を目的

とするものであり、公法総合Ⅰは主に行政法総論及び国

家補償法の分野における主要問題を扱い、「公法総合Ⅱ」

は主に行政救済法の分野における主要な問題を扱うもの

である。「公法総合Ⅰ・Ⅱ」とも、「行政法基礎」の基礎

的知識を前提として、応用問題の解決能力を修得させる

ことを目的としている。基礎の重要性に鑑み 2014 年度

からは後期に再履修者向けの「行政法基礎」を開講して

いる。 

イ 授業の仕方 

※双方向・多方向の議論をするなど考える機会を設けているか、その他授

業の仕方についての工夫、等。 

「行政法基礎」（１単位）では、毎回レジュメを作成・

配付し、レジュメに即して授業を展開した。授業は基本

知識の伝達を主要な目的にしているため、講義形式を中

心にせざるを得なかった。なお、2017年度も中間試験を

実施し、基本知識の定着を図るようにした。再履修者向

けの基礎については、少人数クラスの利点を活かして、

双方向の講義を行って知識の確認を図っている。 

「公法総合Ⅰ」及び「公法総合Ⅱ」では、専任教員が

独自に作成した課題集を事前に配付し、これを各クラス

共通の教材として双方向・多方向の授業を展開した。ま

た、「公法総合Ⅰ」及び「公法総合Ⅱ」のいずれについて

も、学生が授業の復習をする際の補助教材として、授業

終了後に詳細な解説レジュメを配付した。 

ウ 学生の理解度 

  の確認 

※課題・レポート・小テスト・起案等による学生の理解度の確認をしている

か等。 

「行政法基礎」においては「中間試験」を実施すること

で、学生の理解度を確認している。また、「公法総合Ⅰ」

及び「公法総合Ⅱ」では、各週の事例問題の前に、事例

問題を解く前提として理解が必要な事項についての簡単

な設問を置いているので、講義の中で必要に応じて学生

に当該事項について質問をして理解度を確認している。

さらに、担当者３名が随時集まって、学生の理解度につ

いて情報交換をしている。 
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エ 授業後の 

フォロー 

※授業後の質問対応、提出されたレポート等の添削指導など、授業の効果

を高める取り組み等。 

担当者３名とも、講義終了後 30 分から１時間程度、教

室に残って質問を受けている。行政法一般に対する質問、

起案の仕方についての質問等は、週１回のオフィス・ア

ワーを利用できる。 

オ 出席の確認 

※授業時に学生の出席を把握・確認をしているか等。 

行政法関連科目では、担当者の話し合いの下、統一的

に、毎回、目視による確認と出席名簿に氏名を自署させ

ている。 

カ 授業内の特徴 

  的・具体的な  

工夫 

※映像等を利用し分かりやすい工夫をしているなど授業時に特徴的な取り

組みや工夫をしている等。 

双方向の授業の中で教員と学生との間で交わされたや

りとりの意味、論点を、クラスの他の学生に示すなどの

工夫をしている。 

キ 対象学年にふ 

さわしい授業 

の工夫 

※授業のレベル設定が、対象学年にふさわしいものとなっているか等。 

「行政法基礎」では、できるだけ具体例を挙げながら、

難解な行政法理論の要点を簡潔に説明するよう心がけて

いる。また、口頭の説明だけでは十分な理解が得られな

い可能性があるので、詳細なレジュメを作成・配付し、

授業後の自学自修でも利用できるよう、復習事項を列挙

するなどの工夫を行っている。再履修者向けのクラスで

は、簡単なレジュメの配布の他に、口頭で基本知識の確

認を繰り返すなどの工夫を行っている。 

「公法総合Ⅰ」及び「公法総合Ⅱ」では、行政法総論

及び行政救済法の基礎的理解を前提に、事例形式の問題

を素材にして、個別の学習項目を有機的に関連づけて、

紛争解決の具体的手法を学修できるようにしている。 

ク 到達目標との 

関係 

※授業計画・準備及び実施が「法科大学院の学生が最低限修得すべき内容」  

踏まえたものとなっているか、自学自修に委ねる部分の選択、伝え方、自学

自修を支援するための体制等。 

「Ｃ plus」において、科目ごとの到達目標を掲げると

ともに、行政法関連科目のすべてにおいて、コア・カリ

キュラムを意識して課題の選択を行っている。なお、講

義を補充するレジュメ、裁判例に関する情報の提供など

を、「Ｃ plus」を通じて行っているほか、自学自修を支

援するために、独自に作成した事例形式の問題集（解説

付き）を公刊している。 

ケ その他 

※授業準備として工夫していること等。 

行政法は他の分野に比して、個別法の制定改廃の著し

い分野であるので、常に立法の動向を注視するとともに、

学生に身近な講義の糸口となるような日常的な話題がな

いか目配りをするように努めている。 
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■民法分野 

科目分野ごとに、下記の項目ア～ケについて記載してください。全体的な内容

については自己点検・評価報告書本文に記載をしてください。 

ア 教育内容 

※教育内容の概要、科目の特性や教育目標に応じた工夫、等。 

１年次においては、前期に「民法Ⅰ」〔主に総則・物権

法〕、「民法Ⅱ」〔主に債権法（法定債権を除く）〕を配当

し、後期に「民法Ⅲ」〔主に不法行為を中心とする法定債

権〕、「民法Ⅳ」〔主に家族法〕を配当している。法学未修

者に対し、民法全般を広く鳥瞰し、基礎的な概念・原則を

理解させることを目的とする。債権法改正に対応した授

業内容としていることはもちろんである。 

２年次配当の「民事法総合Ⅰ」においては、民法の重要

論点を含む長文の事例をベースに、判例の分析並びに事

案の分析・法的論点の抽出・問題解決プロセスについて

学修することを目的とする。また、民法科目の復習や発

展的学習の機会を設けるため、2018年度から「１群特講

Ⅰ＠改正民法解説」及び「１群特講Ⅱ＠判例民法」を新設

した。 

３年次配当の「民事法総合Ⅳ」は民法・民事手続法の融

合科目である。民法・民事手続法の双方に関わる事例問

題をとりあげ、理論・実務の視点から総合的に検討する

ことを通じて、民事法全体の理解を確実にすることを目

的とする。 

教育内容については、基本的に講義要項の内容に従っ

て行われており、理論と実務の架け橋となる内容として

いる。 

イ 授業の仕方 

※双方向・多方向の議論をするなど考える機会を設けているか、その他授業

の仕方についての工夫、等。 

１年次配当の各科目には、それぞれ１クラスが設けら

れており、いずれも研究者教員が担当している。いずれ

の科目においても、テキストの他、担当教員オリジナル

の補助教材を利用し、学生の理解を助けている。授業は、

講義と双方向を併用している。 

「民事法総合Ⅰ」は前期に２クラス、後期に３クラス設

けられ（2018年度）、教員８人（研究者教員６人、実務家

教員２人）で各クラスを担当している。同科目では、担当

教員が共同で作成した教材を用い、事前の予習指示に基

づいて、学生は、教材の事例の分析、参考判例の読み込み

をすませ、授業においては双方向の意見交換により、法

的思考の深化を目指している。 

「民事法総合Ⅳ」は、前期に２クラス、後期に３クラス

が設けられ、元裁判官の実務家教員２人が担当している。

学生には、事前に発表を担当するグループに、民法・商

法・会社法・民事訴訟法などに関わる事例問題の分析・検

討、レジュメの作成を行わせるとともに、他の学生には
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全体の半分につき課題ごとにレポートの作成を行わせる

ようにした上、クラスの中で学生とともに教員が議論を

行い、双方向・多方向の意見交換を通じて、実務的な問題

提起能力、実践的思考能力、問題解決能力を修得するこ

とが可能となっている。授業の仕方については、講義要

項の内容とおりに行われている。 

ウ 学生の理解度 

  の確認 

※課題・レポート・小テスト・起案等による学生の理解度の確認をしている

か等。 

科目全体にわたって、双方向の授業の中で理解の確認

を行っている。 

「民法Ⅰ」と「民法Ⅱ」については、それぞれ中間試

験を講義要項に明記して実施するとともに、レポートの

作成等を通して、学生の理解度を確認している。その他

の科目については、授業内の質疑応答やレポート等を通

して口頭ないし書面の形で適宜学生の理解度を確認して

いる。 

「民事法総合Ⅰ」においては、レポート・中間試験等

で学生の理解度を確認するとともに、学生からの質問に

は丁寧に対応し理解度の向上に努めている。 

「民事法総合Ⅳ」においては、学生にレジュメ、レポー

トを作成させ、クラス内で教員が質問し、学生と意見交

換することによって学生の理解度を確認している。また、

多数回のショートテストも実施し、学生の理解度を確認

するとともに、理解度の向上を図るように努めている。 

エ 授業後の 

フォロー 

※授業後の質問対応、提出されたレポート等の添削指導など、授業の効果を

高める取り組み等。 

民法分野の科目においては、授業実施後、可能な限り、

学生の質問に対応できる時間を確保している。小テスト、

レポート等について、学生の希望に応じて、口頭での指

導や添削も行っている。 

「民事法総合Ⅳ」においても、授業の実施後、学生の

質問等に応じるとともに、希望する学生に別途時間を設

けて質問等に応じ、授業時間前にも質問等の時間を設け

るようにしている。 

オ 出席の確認 

※授業時に学生の出席を把握・確認をしているか等。 

出席の確認については、各科目とも、授業時に目視、又

は、出席者名簿に氏名を自署させて出席を確認している。 



169 
 

カ 授業内の特徴 

  的・具体的な 

工夫 

※映像等を利用し分かりやすい工夫をしているなど授業時に特徴的な取り

組みや工夫をしている等。 

「民法Ⅰ」及び「民法Ⅱ」の授業においては、ＣＬＳ 

e-ラーニングシステムを利用して自学自習の機会を設け

るなどして、学生の理解を深める工夫をしている。 

「民事法総合Ⅰ」については、１事例につき２コマの

授業を充て、１コマ目で基本的事項の確認を行い、２コ

マ目で法的解決に向けた討論等を行って、学生の理解を

深めるようにしている。 

「民事法総合Ⅳ」については、民法によって認められ

る権利が民事訴訟法等の手続法によって実際上どのよう

に実現されるかについて重要な事項を繰り返して強調

し、白板を利用する等して分かりやすく説明するように

努めている。 

キ 対象学年にふ 

さわしい授業 

の工夫 

※授業のレベル設定が、対象学年にふさわしいものとなっているか等。 

１年次、２年次、３年次に、徐々に基本的な内容から高

度で専門的な内容となるように、授業内容を工夫してい

る。 

ク 到達目標との 

関係 

※授業計画・準備及び実施が「法科大学院の学生が最低限修得すべき内容」

を踏まえたものとなっているか、自学自修に委ねる部分の選択、伝え方、自

学自修を支援するための体制等。 
到達目標との関係では、法科大学院の学生が最低限修

得すべき内容について、「Ｃ plus」を通して学生に事前

に伝えて注意を喚起するという形で、自学自修を支援す

るための体制をとっている。 

ケ その他 

※授業準備として工夫していること等。 

各授業とも授業準備に相当の時間をかけて、学生の理

解度を高めるような授業の組み立てを工夫している。 

「民事法総合Ⅰ」については、担当教員が共同で共通

の教材を作成して事前に配付しており、授業準備の便を

図っている。 

「民事法総合Ⅳ」については、民法等の実体法と民事

手続法が関連した基本的で重要な事項が争われる事例問

題の作成に努めるとともに、当該問題の解決だけでなく、

事実認定に関わる理論的な事項にも目配りするように呼

びかけ、学生の柔軟かつ体系的な問題解決能力の向上を

図るように努めている。 
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■商法分野 

科目分野ごとに、下記の項目ア～ケについて記載してください。全体的な内容

については自己点検・評価報告書本文に記載をしてください。 

ア 教育内容 

※教育内容の概要、科目の特性や教育目標に応じた工夫、等。 

１年次においては、2007年度から「商法Ⅰ」〔総則商行

為有価証券法関連〕（２単位）と「商法Ⅱ」〔会社法関連〕

（２単位）を必修科目としているが、2011年度から、２

年次以降に進級した際に学修がスムーズに接続するよう

に内容を少し見直し、「商法Ⅰ」のうち総則商行為・手形

法小切手法関連のコマ数を若干圧縮して、従来の３分の

２程度にし、残りの３分の１を会社法関連に充てること

とした。 

２年次配当の「民事法総合Ⅱ」においては、前年度まで

と同様に、主に会社法分野を対象として、事例問題を中

心に事案の分析・法的論点の抽出・問題解決能力の向上

を図っている。 

イ 授業の仕方 

※双方向・多方向の議論をするなど考える機会を設けているか、その他授業

の仕方についての工夫、等。 

１年次後期配当の「商法Ⅰ」においては、主に商法総

則・商行為・手形小切手法分野（2011年度からは、これ

に加えて会社法分野の一部も）をとりあげ、講義レジュ

メ集と市販のテキストを用いて、基本的な概念・制度・原

則の基礎的知識の修得を図り、簡易事例を用いたケース

スタディを導入して、基本的知識の活用と理解の定着を

図っている。「商法Ⅱ」では、会社法分野のうち特に株式

会社制度について、基本的な概念・制度・原則の基礎的知

識の修得とその定着を図っている。「商法Ⅱ」の担当者と

「民事法総合Ⅱ」の担当者の連続性を鑑み、法学未修者

の２年次への進学と学修の効率化を試みた。 

２年次配当の「民事法総合Ⅱ」は前期３クラス、後期２

クラスが設けられ、３人の商法教員が１つのクラスを学

期を通して担当している。授業では、裁判例及び事例問

題を素材とした教材を元に、双方向授業を通じて、事実

関係の分析、法的利害の抽出、問題解決能力の向上を図

っている。2014年度からは従来よりも裁判例に充てる時

間を減らし、事例問題を取り上げる時間を増やして、履

修者がより効率的に学修できるようにしている。 

ウ 学生の理解度 

  の確認 

※課題・レポート・小テスト・起案等による学生の理解度の確認をしている

か等。 

「商法Ⅰ」、「商法Ⅱ」では、学期中に１回ないし２回

の負荷の軽い試験を行い、それによって学生の理解度を

担当教員が確認し、また学生が自己の水準を認識できる

ようにしている。 

「民事法総合Ⅱ」においても、３（ないし２）クラス

が共通の中間レポート（中間試験）を実施し、学生の理
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解度を担当教員が確認し、学生が自己の水準を認識でき

るようにしている。また、一方向的な解説の時間と双方

向的な基礎知識の確認・質疑の時間を設けることにより、

担当教員が学生のレベルを確認しながら授業を進めるよ

うにしている。 

エ 授業後の 

フォロー 

※授業後の質問対応、提出されたレポート等の添削指導など、授業の効果を

高める取り組み等。 

いずれの科目においても、担当教員は時間の許す限り

で授業後に学生の質問に対応するようにしており、質問

時間が長時間にわたる教員も見られる。 

「民事法総合Ⅱ」については、中間レポート・期末試

験について、担当教員の中には、点数や評価、コメント

などを付して学生に知らせている例がある。 

オ 出席の確認 

※授業時に学生の出席を把握・確認をしているか等。 

いずれの科目においても、固定座席制であるので、目

視により確認の上、座席表を用いて、毎時間、学生の出

欠を記録し、各学生の出欠状況を把握できるようにして

いる。 

カ 授業内の特徴 

  的・具体的な 

工夫 

※映像等を利用し分かりやすい工夫をしているなど授業時に特徴的な取り

組みや工夫をしている等。 

「商法Ⅰ」では、手形や登記等のサンプルを授業資料

として配付するなどしている。また、「民事法総合Ⅱ」に

おいては、株式会社の運営状況についてイメージを持っ

てもらうために、定款等のサンプルや下級審の裁判例を

教材に含めている。 

キ 対象学年にふ 

さわしい授業 

の工夫 

※授業のレベル設定が、対象学年にふさわしいものとなっているか等。 

「商法Ⅰ」、「商法Ⅱ」では、各担当教員の工夫として、

カバーする範囲や各セクションの深さを制限することに

より、履修学生の理解とその定着を確実なものとするよ

うに授業が運営されている。 

「民事法総合Ⅱ」においては、双方向的な基礎知識の

確認・質疑の時間を設けることにより、担当教員が学生

のレベルを確認しながら授業を進めるようにしている。 

ク 到達目標との 

関係 

※授業計画・準備及び実施が「法科大学院の学生が最低限修得すべき内容」

を踏まえたものとなっているか、自学自修に委ねる部分の選択、伝え方、自

学自修を支援するための体制等。 

学生には、学内の「中央大学法科大学院到達目標」に

よって、各学年において到達すべき知識の範囲と深さと

を提示している。授業では時間の制約からすべてを取り

扱うことはできないが、「Ｃ plus」で既に提示している。 

ケ その他 

※授業準備として工夫していること等。 

「商法Ⅰ」では、「ＣＬＳ e-ラーニングシステム」を

通じて問題演習（短答式問題）を利用可能とし、中間試

験で理解度を試すことが行われている。 

「民事法総合Ⅱ」では、教材を担当教員が共同で開発

することで、授業の内容・質・水準をそろえるようにし
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ている。 
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■刑法分野 

科目分野ごとに、下記の項目ア～ケについて記載してください。全体的な内容

については自己点検・評価報告書本文に記載をしてください。 

ア 教育内容 

※教育内容の概要、科目の特性や教育目標に応じた工夫、等。 

１年次前期に配当の「刑法Ⅰ」では、刑法の総論・各論

の両方にわたり、基本的知識を確実なものにし、関連の

重要な判例・学説をその合理性・問題点などとともに理

解して、２・３年次でのさらなる学修のための十分な基

礎を築くことが目標であり、ほぼ実際の内容でもある。

なお、2014年度までは、内容が具体的で初学者でも比較

的理解が容易ではないかといった観点から、各論・総論

の順序で授業を進めていたが、2015年度からは、総論・

各論の順序に変更した。刑法に固有の理解の難しさは、

その体系的思考にあるとの認識の下、やはり総論の基本

事項をまずしっかりと理解することが重要であると考え

たことによるものである。 

2011 年度からは、本格的な事例問題の検討の場として、

１単位ながら１年次後期に「刑法Ⅱ」を必修科目として

設けている（これに伴い、前期科目「刑法」は「刑法Ⅰ」

と改称された）。この新しい科目では、問答・添削・講評

も実施され、教員の負担はやや重いが、授業評価アンケ

ートでみると、大部分の学生から有意義と受け止められ

ており、その存在意義は確かな感がある。 

２年次配当の「刑事法総合Ⅰ」では、刑法関係の重要な

判例と主要な学説については事案内容・論拠等も十分そ

しゃくし、発展的に応用可能なところまで修得させると

ともに、事実関係を的確に分析し把握する能力も養い、

更に必要に応じて刑事訴訟法上の一部の基本問題にも一

定程度対処し得るようにすることが目標であり、少なく

とも基本的には実現されているように思われる。 

３年次配当の「刑事法総合Ⅲ」は、刑事法のまとめ科目

として、多くの事例問題を素材として、刑事訴訟法の問

題にも留意しつつ、更に事実認定の面でも、十分な総合

的学力及び実践的能力を身に付けさせることを期する。

そのため、この授業は刑事法の広い分野にわたり、実際

に生起する多様な事案に取り組み解決する上級修練の場

となっている。 

近時、学生の理解度にかなりの幅がみられることから

全体の底上げを図ることを主たる狙いとして、2018 年度

からは、基本事項の正確な理解、とりわけ判例の理解を

確かなものにするために３年次配当の「判例刑法」（選択）

を新設した。 
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イ 授業の仕方 

※双方向・多方向の議論をするなど考える機会を設けているか、その他授業

の仕方についての工夫、等。 

１年次前期配当の「刑法Ⅰ」では、刑法の基本的な理

解を得させるため、基礎的諸事項の説明に加え双方向的

議論・プロブレムメソッドも採用している。また、予習範

囲を具体的・明確に指示するなどして予習の徹底を促し、

毎授業後かなりの数の受講生の多様な質問に答えてい

る。１年次後期配当の「刑法Ⅱ」においては事例問題を合

計７つ示して、受講生にひとり２回まで、それぞれにつ

き予め（各問題を扱う授業の前に）レポートを作成させ

添削するとともに、授業の時間に双方向的な問答を行い、

最後に資料を配布するほか、成績評価の資料とし、なお、

各回比較的優れたレポート２通前後を選んで、そのコピ

ーを全員に配付した。2017年度まで、「刑法Ⅰ」・「刑法Ⅱ」

では、２名の教員が各１クラスを担当していた。どちら

の科目についても、両担当教員は緊密な共同作業によっ

て共通の講義要項作成など、授業の統一的な計画・準備

をした上で、授業を展開した。2018年度は、クラスが１

つになった関係でクラス間での授業のすり合わせという

問題はなくなったが、授業内容はこれまでの蓄積を踏ま

え、従前と同様のクオリティの維持に努めている。 

２年次配当の「刑事法総合Ⅰ」では、オムニバス方式

で授業を実施しており（総論部分を研究者教員３名で、

各論部分を実務家教員３名で、それぞれ分担）、各回の授

業で修得されるべき事柄を明示した講義要項に沿って、

学生の問題分析力・思考力・意見発表力等の伸張・発展を

期している。事前に配付される事例問題群についての十

分な予習を前提として、双方向的に、予習度・理解度をチ

ェックしつつ行われる点は、各担当教員に共通である。 

３年次配当の「刑事法総合Ⅲ」では、各回の授業の留

意・修得事項を明示した講義要項に沿って、オムニバス

方式（2015年度は実務家教員４名と研究者教員４名が参

加）かつ双方向方式で授業を行っている。ここでは実際

に生起する具体的事例を基にして、刑法及び刑事訴訟法

上の各種問題を融合的に取り上げ、事実認定と法令解釈

運用の両面において実務家レベルに近い実践的能力を身

に付けさせるようにしている。 

３年次配当の「判例刑法」では、講義要項に沿って、

各回に取り上げられるテーマについて、課題判例と基本

的な確認事項を事前に指示し、その点について予習をし

てくることを前提に、双方向方式の授業を展開している。 

ウ 学生の理解度 

  の確認 

※課題・レポート・小テスト・起案等による学生の理解度の確認をしている

か等。 

１年次前期の「刑法Ⅰ」では、小テストを総論関係・各

論関係の計２回行うことにより学修到達度の点検・評価
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を実施し、頻繁に指名して受講生の理解度をチェックし

ながら授業を進め、同後期の「刑法Ⅱ」では、提出レポー

トを添削して理解を確認している。「刑事法総合Ⅰ」では、

毎回、頻繁に指名して受講生の理解度を確認しながら授

業を進めているほか、小テストを実施して学習到達度を

チェックしている。「刑事法総合Ⅲ」では、具体的事例を

もとにして展開される授業そのもの、実践さながらの思

考訓練が、そのときどきに理解度の確認となっている。

「判例刑法」では、事前に指示されている事項について

授業で必ず質問することにより、その段階での理解度を

確認し、授業終了時に、授業で説明した内容を踏まえて

再度質問をすることによって理解が進んだかどうかを確

かめている。 

エ 授業後の 

フォロー 

※授業後の質問対応、提出されたレポート等の添削指導など、授業の効果を

高める取り組み等。 

各授業の担当教員において個別にオフィス・アワーを

実施し、学生の質問や学修相談に対応して、授業のフォ

ローとして成果をあげている。もっとも、授業の直後に

その教室の場あるいは廊下などで、相当の時間をかけて

学生からの質問に受け答えをすることも頻繁であり、こ

ちらも同様に役立っていると思われる。 

オ 出席の確認 

※授業時に学生の出席を把握・確認をしているか等。 

全科目、各クラス、各授業時間において、目視による確

認と出席名簿への氏名の自署により出席確認を行ってい

る。 

カ 授業内の特徴 

  的・具体的な 

工夫 

※映像等を利用し分かりやすい工夫をしているなど授業時に特徴的な取り

組みや工夫をしている等。 

科目によってレジュメの課題のほか、その項目の発展

的な問題について判例を基礎に検討させ、また必須問題

と関連問題とに分けて理解の助けとする、多くの判例を

学生に提示して読み込ませる等の工夫を行っている。 

キ 対象学年にふ 

さわしい授業 

の工夫 

※授業のレベル設定が、対象学年にふさわしいものとなっているか等。 

１年次からの各授業については、最終的に「刑事法総

合Ⅲ」の実務を意識した授業展開に充分に対応すること

ができるよう、これを目標とした授業構成のもとに組み

立てられている。したがって、各対象学年次においては、

その学修状況と進度に充分に配慮した授業展開を心がけ

ることを各教員において確認している。また、近時、学生

の理解度・習熟度にかなりの幅がみられることから、2018

年度より、全体の理解の底上げを期して「判例刑法」を新

設した。 

ク 到達目標との 

関係 

※授業計画・準備及び実施が「法科大学院の学生が最低限修得すべき内容」

を踏まえたものとなっているか、自学自修に委ねる部分の選択、伝え方、自

学自修を支援するための体制等。 

「Ｃ plus」で学生へ提示している法科大学院で学ぶべ

き事柄、「コア・カリキュラム」についての教員間の共通
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認識のもと、不足や漏れの無いよう細心の注意をもって

授業運営にあたっている。 

ケ その他 

※授業準備として工夫していること等。 

「Ｃ plus」からの電子媒体あるいは印刷した紙媒体で

のレジュメや資料の配付を適宜行うことで、学生の学修

活動を支援し、またモチベーションを一層高めるのに効

果を発揮している。 
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■民事訴訟法分野 

科目分野ごとに、下記の項目ア～ケについて記載してください。全体的な内容

については自己点検・評価報告書本文に記載をしてください。 

ア 教育内容 

※教育内容の概要、科目の特性や教育目標に応じた工夫、等。 

１年次後期配当の「民事訴訟法」（３単位）では、テキ

スト及び配付資料に沿って、法学未修者に教授すべき民

事訴訟法の基礎知識と考え方を体系的に取り上げてい

る。授業の目標としていることは、２年次配当の「民事

法総合Ⅲ」におけるより高度な学修に耐えるだけの基礎

力を涵養することである。 

２年次配当の「民事法総合Ⅲ」〔民事訴訟法中心〕（３単

位）では、民事訴訟法の重要問題を網羅したテキストの

各ユニットに掲載された設例を素材として、事実関係の

分析、法的論点の抽出、必要な判例・学説の確認、問題解

決の考え方の検討というプロセスを踏むようにしてい

る。取り上げるユニットは、いずれも理論的・実務的に

重要なトピックを含んでおり、これらの学修を通じて、

実務法曹に必要な能力を修得させることを目指してい

る。 

イ 授業の仕方 

※双方向・多方向の議論をするなど考える機会を設けているか、その他授業

の仕方についての工夫、等。 

「民事訴訟法」では、２名の教員が１クラスずつ担当

し（全２クラス）、講義要項に記した順序でほぼ同一の内

容を各クラスで提供した（なお、2018年度からは１クラ

ス編成の予定）。授業では、体系的な講義を行うとともに、

事前配付資料に掲載した簡単な事例を題材として、自学

自修及び授業で得た体系的な知識が民事訴訟手続の中で

具体的にどのように役立ってくるのかをシミュレートし

た。すなわち、特定の学説に固執することなく、判例及

び広く一般的に認められている学説を中心に紹介し、問

題解決の考え方についての理解の深化に努めた。また、

基礎的学力をチェックするために、アトランダムに受講

生を指名して簡単な問題について解答を求め、他の受講

生にその解答に対して反論を求めるなど、双方向・多方

向の議論の実施を心がけた。さらに、授業期間内に小テ

ストを２回実施し（答案を返却し、解説及び講評を配付

している）、受講生自身が自らの学力をチェックする機会

を提供した。 

「民事法総合Ⅲ」では、前期に３クラス、後期に２ク

ラスを設け、同一内容の授業を提供するために前後期と

も４名の教員の分担によるオムニバス方式を採用してい

る。授業は、ソクラテス・メソッドを採用しており、事前

に配付されている「設問集」（担当教員が協力して独自に

作成した教材）に掲載された設問に沿って、教員とアト

ランダムに指名した受講生との間で、あるいは、受講生
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間で質疑応答している。重要な問題や多少高度な問題に

ついては、教員が若干の解説を加え、それをベースによ

り深みのある議論の展開を図っている。授業期間内に中

間試験を１回実施して理解度をチェックしており（答案

を返却し、解説及び講評を配付している）、期末試験とと

もに成績評価の重要な成績評価資料としている。 

ウ 学生の理解度 

  の確認 

※課題・レポート・小テスト・起案等による学生の理解度の確認をしている

か等。 

「民事訴訟法」では、毎回、アトランダムに受講生を

指名して簡単な問題について解答を求め、他の受講生に

その解答に対して反論を求めるなどして、各受講生が基

礎的学力をどの程度身につけたかをチェックするととも

に、授業期間内に小テストを２回実施して、受講生自身

が自らの学力を再度チェックする機会を提供した。また、

「中央大学法科大学院到達目標」を事前に紙ベースで配

付し、自学自修時に各自の理解度を自分自身でチェック

できるようにした。 

「民事法総合Ⅲ」では、ソクラテス・メソッドを採用

し、毎回多くの受講生を指名して質疑応答を行っており、

その都度、各受講生が基礎的応用力をどの程度身につけ

たかをチェックするとともに、授業期間内に中間試験を

１回実施して、受講生自身が自らの学力を検証する機会

を提供した。また、「中央大学法科大学院到達目標」を事

前に配付し、自学自修時に各自の理解度を自分自身でチ

ェックできるようにしている。 

エ 授業後の 

フォロー 

※授業後の質問対応、提出されたレポート等の添削指導など、授業の効果を

高める取り組み等。 

 「民事訴訟法」は、毎回授業終了後、その回の授業内容

についての質問（それまでの授業内容、それ以降の授業

内容に関するものもある）に丁寧に答えた。この時間で

対応できなかった受講生に対しては、オフィス・アワー

の時間帯等で個別に対応した。また、受講生が自学自修

をする際のデバイスとして「ＣＬＳ e-ラーニングシステ

ム」を導入している。当然、自学自修において生じた疑

問についても、オフィス・アワーの時間帯等で丁寧に答

えている。 

「民事法総合Ⅲ」は、木曜日の５・６・７限の授業（当

日の最終授業）として開講されていることから、毎回授

業終了後、その回の授業内容についての質問（それまで

の授業内容、それ以降の授業内容に関するものもある）

に丁寧に答えている。この時間で対応できなかった受講

生に対しては、オフィス・アワーの時間帯等で個別に対

応した。また、毎回授業終了後に「確認問題」を配付し、

復習時に各自がどの程度授業内容を理解したかを自己判

定する機会を提供した。自学自修において生じた疑問に
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ついても、オフィス・アワーの時間帯等で丁寧に答えて

いる。さらに、期末試験においては、成績発表直後に「講

評会」を開催し、試験後に配付した「解説・講評」では伝

えきれなかったことを補うとともに、参加者からの質問

に直接答えている。加えて、成績不良者に対しては個別

に呼び出し、今後の勉強方法等についてアドバイスをす

るなどしている。 

オ 出席の確認 

※授業時に学生の出席を把握・確認をしているか等。 

 「民事訴訟法」「民事法総合Ⅲ」ともに、受講生の「出

席簿」への署名及び目視（必修授業であり固定席である

〔教員は「受講生の座席表」をもっている〕ことから、目

視で出欠を確認することができる）で、出席を確認して

いる。質疑応答においても、出欠を確認することができ

る。 

カ 授業内の特徴 

  的・具体的な 

工夫 

※映像等を利用し分かりやすい工夫をしているなど授業時に特徴的な取り

組みや工夫をしている等。 

 初学者を対象とする「民事訴訟法」では、民事訴訟手

続の流れ図、訴状や判決書等の各種書式、理解しづらい

と一般にいわれる基礎的概念について詳しく説明した資

料を配付するなどして、受講生が民事訴訟手続を具体的

なものとしてイメージできるように工夫した。また、実

際の民事訴訟手続を知ってもらうため、裁判の傍聴を積

極的に勧めている。 

２年次（法学既修者１年次及び法学未修者２年次）を

対象とする「民事法総合Ⅲ」では、あえて事前配付資料

を除き資料を配付せず、質疑応答に集中してもらうこと

によって、受講生が自学自修で身につけた法規範をどの

程度運用できるのかを実感してもらうように努めた。質

疑応答用の資料として「設問集」を事前配付しているが、

その中に掲載された「設問」は基本的な知識を問うもの、

基礎的応用力を問うもの、応用力を問うものにわかれて

おり、受講生各自がどのレベルで躓いたかが分かるよう

になっている。さらに、受講生が授業の中で感じた疑問、

復習をしていて気づいた疑問に対して丁寧に答えてい

る。なお、民事訴訟手続の実際について身をもって知っ

てもらうため、派遣裁判官企画の裁判傍聴、法律事務所

等へのエクスターンシップなどに積極的に参加するよう

勧め、多数の参加を得ている。 
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キ 対象学年にふ 

さわしい授業 

の工夫 

※授業のレベル設定が、対象学年にふさわしいものとなっているか等。 

 初学者を対象とする「民事訴訟法」では、まず、配付

資料等を用いて、民事訴訟手続の全体像（いわゆる円環

構造）をできるだけ早く理解してもらうことに努めた。

また、基本的な概念については丁寧に説明し、簡単な設

例を題材として質疑応答することによってその基礎的な

概念をどのように使うのかを実感してもらうようにし

た。さらに、自学自修のデバイスとして「ＣＬＳ e-ラー

ニングシステム」を導入している。 

 ２年次（法学既修者１年次及び法学未修者２年次）を

対象とする「民事法総合Ⅲ」では、受講生の法的思考能

力を涵養するため、知識の修得は自学自修に委ね、授業

中は徹底して質疑応答に集中してもらうようにしてい

る。そのうえで、各自が見出した疑問に対して丁寧に答

えている。なお、「民事訴訟法」の単位を修得しているこ

とは「民事法総合Ⅲ」の履修前提要件であり、「民事法総

合Ⅲ」の単位を修得していることは「民事法総合Ⅳ」及

び「総合事案研究」の履修前提要件とされている。 

ク 到達目標との 

関係 

※授業計画・準備及び実施が「法科大学院の学生が最低限修得すべき内容」

を踏まえたものとなっているか、自学自修に委ねる部分の選択、伝え方、自

学自修を支援するための体制等。 

 「民事訴訟法」、「民事法総合Ⅲ」ともに、「中央大学法

科大学院到達目標」に基づいて授業を計画・準備し、そ

の内容を記した講義要項どおりに授業を進めている。こ

の「中央大学法科大学院到達目標」及びそれをやや詳し

く説明した「科目別学修支援のガイドライン」を（「Ｃ 

plus」等を通じて）事前に配付し、受講生がそれぞれの

学年においてどの事項についてどの程度の理解度が必要

か、さらには授業で取り上げる事項は何であり自学自修

に委ねる部分は何かを告知している。 

ケ その他 

※授業準備として工夫していること等。 

「民事訴訟法」、「民事法総合Ⅲ」ともに、受講生が授

業を最大限有効に利用するため、講義要項に記載したと

おりの授業進行に努めている。それに伴い、授業用資料

は可能な限り第１週の授業前にすべてのものを配付する

ようにしている（「民事法総合Ⅲ」については春季休業時

及び夏季休業時に一括して事前配付している）。この授業

用資料の内容については、担当者すべてが参加する協議

を経て決定している。授業準備だけでなく、各担当者の

授業内容のチェック、小テスト・中間試験の作成、期末

試験の作成、採点基準の決定、採点など、すべての面に

わたって、全担当者が密接に協議を行い、協働して作業

を進めている。 
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■刑事訴訟法分野 

科目分野ごとに、下記の項目ア～ケについて記載してください。全体的な内容

については自己点検・評価報告書本文に記載をしてください。 

ア 教育内容 

※教育内容の概要、科目の特性や教育目標に応じた工夫、等。 

１年次後期配当の「刑事訴訟法」では、刑事手続の仕組

み・流れを知ること、基本的概念について理解すること、

制度の原理・原則を理解すること、判例の読み方を知る

こと、簡単な法理の理論構成ができ、これを書いて表現

できること、を目的として授業を展開している。このこ

とは、講義要項に明示されており、実際の進行もお概ね

講義要項どおりであり、教材として教員作成のレジュメ

を事前配付している。Ｃ plusには、「中央大学法科大学

院到達目標」を記載して予習・復習の指針としている。 

２年次配当の「刑事法総合Ⅱ」は、刑事訴訟法の基礎

的知識を前提として、判例を教材とし、過去に起こった

事案の具体的事実を知り、どのような論理によってその

解決が図られたかを分析・検討することで、同様の事案

や新しい問題を含む事案を解決する知恵を育むことを目

標としており、このことは講義要項に明示してある。と

りわけ、混沌とした事実の中から法的に重要な事実を抽

出すること、それを法律論の中にどのように取り込むか

ということ、また、結論にいたる論理を緻密に分析し、

自ら口頭及び文章で表現することができるようになるこ

とに重点をおいている。2017年度には、判例設問集を大

幅改訂した。他に各担当者がレジュメを作成し、これら

を事前配布している。進行順序はほぼ講義要項どおりで

あるが、クラスによって進度は若干異なる。３年次配当

の「刑事法総合Ⅲ」については、刑法の項目を参照。 

イ 授業の仕方 

※双方向・多方向の議論をするなど考える機会を設けているか、その他授業

の仕方についての工夫、等。 

１年次配当の「刑事訴訟法」では、大半を講義形式で行

うが、レジュメに設けた課題や、判例の事実及び判旨の

概要などについては学生に応答を求め、知識の定着度を

測るとともに、法律用語を用いながら自らの言葉で法律

問題を表現する訓練をしている。これにより、判例を含

む基礎的知識の修得と、具体的な事案に即した問題解決

のために必要な考え方の修得を目指している。学生の質

が変化してきているため、法律文の表現の仕方など丁寧

な授業展開を心がけている。 

２年次配当の「刑事法総合Ⅱ」では、まず基本的な条文

や原理・原則を確認しつつ、特定事案における法的に重

要な事実の抽出、それへの評価、法廷意見及び反対意見

の論理の分析を行う。そのうえで、判例集に付した設問

も適宜用いながら、学説や裁判所の立場を参考に、自ら

はそのような事案ないしは類似の事案をどのような論理
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でどのように解決するのかを口頭で説明させたうえ、教

員がこれを補足するなどの手法をとっている。また、法

律論述の指導をとり入れている。 

ちなみに、「刑事訴訟法」及び「刑事法総合Ⅱ」共、履

修者の学力差が大きいため、講義の進行にあたり、個々

の学生の能力に応じた指導を心がけている。 

「刑事法総合Ⅱ」においては、到達目標によりフォー

カスした授業内容とするため、教材の全面改訂を行った。 

ウ 学生の理解度 

  の確認 

※課題・レポート・小テスト・起案等による学生の理解度の確認をしている

か等。 

「刑事訴訟法」では、授業における質疑のほか小テスト

及び中間試験を実施している。「刑事法総合Ⅱ」では、授

業中の学生との質疑、及び設問集の設問の検討が理解度

の確認となっている。クラス（教員）によっては、論述

力の指導をすることによってこれを補っている。「刑事法

総合Ⅲ」は、毎回の起案とそれをもとにした授業展開と

いう授業方法そのものが、理解度の確認となっている。

なお、起案の提出が遅れる者や起案の様式自体が分から

ない者も増加しているため、その具体的な指摘等を授業

時に実施している。 

エ 授業後の 

フォロー 

※授業後の質問対応、提出されたレポート等の添削指導など、授業の効果を

高める取り組み等。 

オフィス・アワーを各教員が実施している。中間試験

を実施したのちの個別指導や、任意提出課題の論述指導

などは随時実施している。学年末試験については、その

実施後に詳細な講評及び解説を公表し、各学生が自らの

理解不足を確認し再学修をするよう促している。また、

期末試験の過去問を起案するなどして、論理的な法律論

述の力を高めるよう指導している。 

オ 出席の確認 

※授業時に学生の出席を把握・確認をしているか等。 

出席はすべてのクラス・科目で目視による確認ないし出

名簿への氏名の自署により、厳格に把握・確認している。 

カ 授業内の特徴 

  的・具体的な 

工夫 

※映像等を利用し分かりやすい工夫をしているなど授業時に特徴的な取り

組みや工夫をしている等。 

 レジュメに各種資料のリンクを張った電子ファイルを

公開して授業中に紹介したり、証拠関係カードの見本等

を用いて理解の助けとするなどの工夫を科目・クラスご

とにしている。 

キ 対象学年にふ 

さわしい授業 

の工夫 

※授業のレベル設定が、対象学年にふさわしいものとなっているか等。 

 １年次配当の「刑事訴訟法」から３年次配当の「刑事法

総合Ⅲ」に至るまで、段階的に学修が進む授業内容とな

っている。また、「刑事訴訟法」の単位を修得しているこ

とは２年次の「刑事法総合Ⅱ」の履修前提要件、「刑事法

総合Ⅱ」の単位修得は「刑事法総合Ⅲ」の履修前提要件

とされており、学修内容が未消化のままに次の科目に進

むことがないように工夫してある。 
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ク 到達目標との 

関係 

※授業計画・準備及び実施が「法科大学院の学生が最低限修得すべき内容」

を踏まえたものとなっているか、自学自修に委ねる部分の選択、伝え方、自

学自修を支援するための体制等。 
とりわけ１年次の学修内容はそれを踏まえたものとし

つつ、全学年を通じて、他の科目と同様「中央大学法科

大学院到達目標」に盛られた内容の重要度に差を設けて

学生に公開しており、教員はこれを意識して授業を組み

立てており、学修内容に漏れや途切れがないように工夫

している。 

ケ その他 

※授業準備として工夫していること等。 

レジュメや共通の資料集は、第１週の授業に先立って

配付して予習させるほか、質問への回答や授業の補足等

は、「Ｃ plus」を通じて適宜補足するなどしている。教

材は各学年とも新判例を追加するなど毎期小幅な修正を

施しているが、2017年度に２年次の教材は担当者で協議

のうえ一新した。 
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２０１８年度 中央大学法科大学院アドバイザリーボード会議概要 

 

 

I. 日 時  ２０１８年７月１１日（水） １５時３０分 ～ １７時３０分 

II. 場  所  中央大学市ヶ谷キャンパス 2111会議室 

 

III. 出席者 

   アドバイザリーボード委員（50音順・敬称略） 

 伊 藤 茂 昭（弁護士・シティユーワ法律事務所パートナー） 

 伊 藤 鉄 男（弁護士・西村あさひ法律事務所、元次長検事） 

 佐 野 慶 子（公認会計士・佐野慶子公認会計士事務所） 

 杉 山 忠 昭（花王株式会社執行役員） 

 田 中 克 郎（弁護士・ＴＭＩ総合法律事務所代表） 

   法科大学院出席者 

 小 木 曽 綾（教授・法務研究科長） 

 小 林 明 彦（教授・研究科長補佐） 

 髙 橋 直 哉（教授・研究科長補佐） 

 宮 下 修 一（教授・研究科長補佐） 

 二 羽 和 彦（教授・自己点検評価委員長） 

 副 島   武（専門職大学院事務部長） 

 中 村 知 広（法科大学院事務課長） 

 木 村 健 悟（法科大学院事務課副課長） 

 志 賀   努（法科大学院事務課副課長） 

 日 暮 恭 兵（法科大学院事務課副課長） 

 

IV. 会議次第 

(１) 法務研究科長挨拶 

(２) 「自己点検評価報告書２０１７」の説明 

(３) 質疑応答・意見交換 

 

V. 配布資料 

資料１ 中央大学法科大学院アドバイザリーボード委員 

資料２ 中央大学法科大学院アドバイザリーボードに関する内規 

資料３ 中央大学法科大学院自己点検評価報告書 2017 

資料４ 法科大学院評価基準・規定集 2018 

資料５ 自己点検評価報告書＜自己評定一覧＞ 

資料６ 平成 30年司法試験受験状況 

資料７ 2018年度履修要項 

資料８ 2018年度講義要項 

資料９ 法科大学院ガイドブック 2019 
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VI. 会議概要 

 

小木曽法務研究科長の挨拶で開会し、出席者自己紹介の後、当会議の会長である伊藤茂昭委

員が議長となり議事進行。 

はじめに、二羽自己点検評価委員長から、「自己点検評価報告書２０１７」を基に、今秋に

受審する日弁連法務研究財団による認証評価への対応を視野に入れ、前回(2013年度)の認証評

価において「B」「C」評価であった項目を中心に、どのような改善・対応をして今回の自己点

検評価に至ったかの説明がなされた。 

 

 これを受けて、アドバイザリーボード委員から出された主な質問とその回答、ならびに委員

からの評価・助言は以下の通り（「⇒」以降は大学側の回答・補足） 

 

 2013年度認証評価において、「8-1 成績評価<厳格な成績評価の実施>」がＣ評価であっ

たが、それ以降の自己点検評価でＡ評価なのはなぜか 

 前回の認証評価では評価基準のエビデンスが不足していたため低評価であった

が、それ以降改善したため。 

 充実した教育環境として、食堂や書店の設置を挙げているのに冊子やホームページでの紹

介が少ない。もう少し写真等を入れて積極的に宣伝をすべきである。 

 学内競争資金の獲得とは何か 

 中央大学教育力向上プログラムというものであり、審査のうえで予算化されてい

る。法科大学院では ICT教育が採択されている。 

 自己点検評価報告書 2017 の「1-4 法科大学院の自主性・独自性 (4)特に力を入れてい

る取り組み」の表現がシンプルで「特になし」という表記が、何もしていないと誤解され

るようで気になる。 

 前向きな表現にして、誤解されず真意が伝わるように表記の方法を工夫したい。 

 自己点検評価報告書 2017「2-3 多様性(入学者の多様性の確保)」の改善計画において、

「基準を満たしているが・・・その改善に努めていきたい」となっている。しかし、評価

基準では「法学部以外の学部出身者」または「実務家等の経験のある者」の割合が３割以

上となっており、本学は 21.3％であるから、基準を満たしていないのではないか。 

 法定基準では２割以上が求められていて、法定基準は満たしているが、認証評価

基準には足りていない。誤解が無いように表現を改めたい。 

 自己点検評価報告書 2017「3-5 (5)教員のジェンダーバランス」について、女性比率が

10％未満と少ないが、積極的な改善努力はしないのか。 

 研究者教員や実務家で法律の教育に携われる経験を有する女性比率が非常に少

ない。近年の司法試験合格者の女性比率は高くなってきているが、その中で研究

者を目指す人が未だに少なく、女性比率を上げる努力はするが、目標値の 30％を

達成することは難しい状況である。 

 本学では、入学定員 200人のところ入学者数が 95人である。定員が 100人以上の大学に

おいて、東京大学・京都大学は８割以上の定員を確保している一方で、早稲田大学・明治

大学と本学は充足率が悪化している。他大学との違いを把握し、分析・評価して対策を講

ずる必要がある。司法試験の合格率が入学者数と関係していると推測されるが、本学は司

法試験の合格率も年々低下している中で、自己点検報告書では「新入生アンケート」の結
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果で学生満足度が高いと記載されており、これが本当に学生の本心なのか、アンケート方

法が正しいのか等の疑念も生じてしまう。 

 自己点検評価報告書は今秋に受ける日弁連法務研究財団の認証評価フォーマッ

トに合わせて記述しており、必ずしも実態をすべて表記できていない。 

入学者数の減少は昨年度も指摘されたが、本学としては法科大学院を作りすぎた

外部要因と、本学法学部の上位層が他大学の法科大学院に進学してしまうという

本学固有の問題の二つの面があり、本研究科としては意図的に優秀層のみ受け入

れるように入学者数を絞っている。 

 早稲田大学が先に定員充足率より入試倍率を上げて優秀な学生を確保する方針

転換をしたが、本学も同様に質の確保を目指し、司法試験の合格者数を増やすよ

り合格率の向上を目指すよう方針転換をした。 

 本学法学部の調査では、新卒のロースクール進学希望者約 200人の内、学部時代

の成績の上位 100人が司法試験合格率の高い東大・一橋大・慶応大に進学してい

る。本学法科大学院は学費が高い・施設が古い・法学部と立地が離れているとの

デメリットがあり、本学法学部からの進学者は成績が 100番以下である。それで

も修了１年目で司法試験に合格する率は他大学進学者に負けておらず、本学法科

大学院の教育効果は上がっている。 

 しかし本学の学部生が積極的に本学法科大学院への進学を目指してもらうこと

が不可欠であり、法学部の都心キャンパス移転や法学部と法務研究科の接続(３

＋２)を具体化しつつある。 

 学生個々の個別能力を分析して指導する取り組みも始めた。 

 

 本学の学部出身者が本学ロースクールに進学を希望していないことが大きな問題である。

司法試験の合格率だけでなく、もう少し他の魅力を出すことが出来ないのか。 

 社会に出てからの出身大学ブランド力(最終学歴)を気にしているのであれば、実際の採

用側からすると出身大学院より４年間在学して素地が出来上がる学部を重視しており、

大手事務所は東大卒で東大ロースクール出身者を一番採用しているのが現状である。 

 司法試験の予備試験合格者は、本学出身者も非常に多くて優秀である。学部の価値は大

事であり、本学ロースクールが本学法学部の良き文化・伝統を引き継ぐことは大事であ

る。また、現在の法曹界の就職状況が好転している下で、本学法学部と連携して優秀な

学生を確保し、本学ロースクールの司法試験合格率を上げるためにも、法学部が多摩キ

ャンパスから都心展開する今の施策をぜひとも進めてほしい。 

 かつて中央大学は一番学費が安い大学として知られていたが、今の本学ロースクールの

学費は日本一高いという実態に驚いている。給付奨学金で実質的な学費軽減するなら、

学費そのものを安くすることで他大学との競争力をつけるべきである。 

 学費については、法学部とロースクールの施設が移転するのを機に見直すこと

を法人側へも要請している。 

 国からの助成金を本学は奨学金として還元しているが、大学によっては助成金

分だけ学費負担を軽減しているところもあり、結果的に本学の学費が高く見え

ているため、ここの見直しも検討したい。 

 自己点検報告書は認証評価対応に追われて、中央大学独自の特色が失われ、総花的な対

応になっている印象がする。また、認証評価の形式に従った表現としてやむを得ないか
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もしれないが、出来ていない事項を「出来ていない」と余りにも正直に記載しすぎであ

り、他大学に比べて優位な部分を強調する等、もう少し表現を工夫するべきである。 

 認証評価に基づく自己点検報告書は、単に評価を受けるための守りの記述(不

適合にならないような最低限の記述)になってしまい、本学の全ての特徴ある

取り組みを網羅しているわけではない。 

 独自の FD 研究集会等の活動や在学生学力向上のための個別分析・対応など、

本学の良い特徴を外部に上手く見せられていない面があるため、ホームページ

等で積極的に発信するなど「見える化」について工夫したい。 

 このアドバイザリーボード会議の目的が、自己点検評価報告書に対してコメントするた

めの会議なのか、本学のロースクールがどうあるべきかのアドバイスをする会議なのか

によって、点検する資料が異なってくる。他大学の同様の会議では学生評価アンケート

の結果も長所・短所が分かる資料としてアドバイザーに開示しているところもある。 

 このアドバイザリーボード会議は「中央大学法科大学院アドバイザリーボードに関する

内規」に定められている通り、自己点検に基づく評価をする必要があるが、どんなに評

価が高くても学生が集まらないのでは意味がなく、評価とは別に大学をどうすべきかの

自己改革を本音の部分で議論することが必要である。そのために今後のアドバイザリー

ボード会議の進行も工夫してほしい。 

 

 予備試験制度に関する本学ロースクールからの提案等は出来ないのか。このままでは予

備試験制度が要因で法科大学院制度が衰退してしまい、旧司法試験制度に戻ってしまう

ことを危惧している。 

 法科大学院協会は予備試験制度に反対を表明したが、政治的な背景もあり現

実に至らない。3＋2で法曹になる時間とカネを節約する方策を文部科学省も

推奨し始めたが、その制度が予備試験経由ほど時間とカネの節約にならな

い。 

 中央教育審議会法科大学院特別部会におけるの 3＋2の議論の進捗を待たなけ

ればならないが、本学法学部の早期卒業制度は他大学に比べてハードルが高

く、本学ロースクールへ早期卒業で進学することが難しい現状のため、今後

は積極的に早期卒業生を輩出するよう検討が必要である。 

 ICTを活用した地方大学との連携を実施しているが、今後、地方の法科大学院が廃止さ

れた場合は無くなってしまうのか。 

 既に鹿児島大学・島根大学は法科大学院が廃止されているが、地方の大学か

ら本学学生向けに授業配信してもらったり、県内の弁護士や司法修習生・法

曹希望の学部生等に本学の授業を提供して、本学ロースクールへの志願者の

すそ野を広げると共に、地方創生に寄与している。最近では静岡大学を通じ

て静岡県弁護士会とも協定を締結して連携を進めている。 

 

最後に、小木曽法務研究科長から「本日は当会議の目的にまで議論が及び、たいへん有意

義であった。次回に向けては資料を工夫し、一層創造的な会議になるようにしたい」旨の謝

辞があり、伊藤茂昭議長からは「自己点検評価とは別に、本日のような議論を深める機会が

あっても良いのではないか」との提案がなされ、閉会した。 

以上 
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